



























  
   本电子书的封面和插画可能会在您下载后未经预告而变更。

   本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

   


   本电子书采用竖版排版。

   本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

   此外，由于您使用的阅读软件版本不同，可能会出现显示差异。

   また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

   


   本作品的电子版在作品正文后附有KADOKAWA BOOKS『Silent Witch 沉默魔女的隐情』（作者：依空まつり）的试读版。

   本作品の電子版には本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『サイレント・ウィッチ　沈黙の魔女の隠しごと』（著：依空　まつり）のお試し版が収録されています。
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   　我被来电铃声吵醒。

   　コール音で目が覚めた。

   　被吵闹的电子音吵醒后，我用理性勉强压制住大脑的抗议，它在说「我还想睡，我睡眠不足」，然后伸手抓住电子音的来源。

   　喧やかましい電子音で叩たたき起おこされ、まだ寝るんだよ睡眠が足りねぇんだよと抗議してくる脳のう味み噌そをなんとか理性で抑え込み、手探りで電子音の発生源を摑つかみ取る。

   「呜呃。」

   「うげ」

   　我睁开沉重的眼皮，看到电子音来源显示的名字后，不禁发出呻吟。虽然很想无视，但无视的话后果会很可怕……于是我放弃挣扎，按下通话键。

   　重い瞼まぶたをこじ開け、電子音の発生源に表示されている名前を見て思わず呻うめき声を上げる。無視したいが、無視したら後が怖いなぁ……ということで観念して俺は通話ボタンを押した。

   『早安——你怎么穿成这样？』

   『おはようございま──なんという格好をしているのですか』

   　在昏暗的室内出现一位金发红眼的美女，她简单地打了声招呼后，就责备刚睡醒的我。这位闪闪发光的美女并不是神灵之类的存在。这个房间设有投影全息投影的装置，她只是透过那个装置，隔着厚重的装甲、宇宙空间和另一层厚重的装甲，进行包含影像在内的双向通讯。

   　まだ薄暗い室内に光り輝く金髪紅眼の美人が出現し、挨あい拶さつもそこそこに起き抜けの俺を咎とがめてくる。光り輝く彼女は別に神霊の類というわけではない。この部屋にはホログラムを投影する装置が設置されており、彼女はその装置を通して分厚い装甲と宇宙空間と、更にもう一度分厚い装甲を隔てた先から映像を含めた双方向通信を行っているだけだ。

   「我睡觉时都只穿一条内裤。如果你不想看到我只穿一条内裤的样子，就别一大早就直接通讯，先联络梅伊把我叫醒吧。」

   「寝る時はパンイチスタイルなんだよ。俺のパンイチ姿を見たくないならこんな朝っぱらから直接通信するんじゃなく、一度メイに連絡して俺を起こしてからにするんだな」

   『现在这个时间，应该不算一大早就对吧？』

   『朝っぱらというには遅い時間だと思いますが？』

   　她眯起眼睛质问我，我则对她挥了挥手。

   　スッと目を細めて詰問してくる彼女に俺はヒラヒラと手を振ってみせる。

   「其实全部交给梅伊也没关系，不过她也需要维护……昨天我值夜班，一直忙到早上。」

   「本当はメイに全部任せても構わないんだが、彼女にもメンテナンスが必要でね……昨日きのうは俺が朝方まで夜番をしていたんだよ」

   　说完，我打了个大哈欠，看向闪闪发光的全息投影。

   　そう言ってから大欠伸あくびを一つして、光り輝くホログラムの彼女に視線を向ける。

   「那么，您有何贵干？瑟琳娜・霍尔斯中校阁下？」

   「で、何の御用で？　セレナ・ホールズ中佐殿？」

   　瑟琳娜承受着我那恐怕是睡眼惺忪的视线，露出苦笑。

   　寝不足の俺が向けた恐らくジトリとしているであろう視線を受け止めながら、彼女は苦笑いを浮かべた。

   『我还是少校。』

   『まだ少佐です』

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「哎呀？你起得真早呢。」

   「あら？　随分早いわね？」

   　既然醒了也没办法，我迅速整装完毕后前往餐厅，结果正在饭后休息的艾尔玛瞪大了眼睛。

   　起きてしまったものは仕方がないのでさっさと身支度を済ませて食堂に向かうと、食後の一服を味わっていたエルマに目を丸くされてしまった。

   「我被瑟琳娜少校叫醒了……真是的，为了无聊的小事把我叫起来。」

   「セレナ少佐に叩き起こされたんだよ……ったく、くだらないことで起こしやがって」

   「那还真是辛苦你了。」

   「それはご愁傷さま」

   　艾尔玛听了我的解释后露出苦笑。

   　事情を聞いたエルマが苦笑いを浮かべる。

   　她是我船上的船员，和我一样不是人类，而是精灵。在宇宙船和激光炮击在星海中交错，人们居住在太空殖民地的这个世界里，精灵的存在会不会太不搭调了？虽然刚认识的时候我这么想，但现在我已经完全不觉得奇怪了。这表示我也顺利地被这个世界荼毒，或者该说适应了吧。

   　俺の船のクルーである彼女は俺と同じ人間ではない。エルフである。宇宙船とレーザー砲撃が星の海を飛び交い、人々がスペースコロニーに居住しているこんな世界でエルフというのはあまりにもミスマッチでは？　と出会った当初は思ったものだが、今では何の違和感もなくなってしまった。俺も順調にこの世界に毒されてきたというか、適応してきたってことなんだろうな。

   「怎么了？一直盯着我看」

   「何よ？　じっと見つめたりして」

   「我在想，艾尔玛今天也很漂亮啊」

   「今日もエルマは美人だなと」

   「什么嘛……就算你夸我，我也只能请你喝杯咖啡哦」

   「なによもう……褒めてもコーヒーくらいしか出ないわよ」

   　艾尔玛一脸“真拿你没办法”的表情站起身，走向坐镇在食堂一角的我们的主厨——自动烹饪器“铁人五代”。

   　仕方ないわね、という顔をしてエルマが席を立ち、食堂の一角に鎮座する我らがメインシェフたる自動調理器『テツジン・フィフス』へと歩いていく。

   　我接受她的好意坐了下来，视线投向她的背影。从柔顺的银发中露出的尖尖长耳。嗯，不管怎么看都是精灵啊。这样的精灵穿着SF风格的佣兵服装，腰间挂着激光枪的样子，仔细想想还是有些奇怪。

   　俺は彼女の厚意に甘えることにして席に着き、その後ろ姿に視線を送る。サラサラの輝く銀髪からぴょこんと覗のぞく尖とがった長い耳。うん、どこからどう見てもエルフだわ。そんなエルフがＳＦ風の傭よう兵へい衣装に身を包んで、腰にレーザーガンをぶら下げている姿は改めて考えるとやはり少し奇異に思える。

   「哦？小哥起得真早啊」

   「お？　兄さん早いな」

   「早上好，小哥」

   「おはようございます、お兄さん」

   　我正看着艾尔玛用自动烹饪器泡咖啡，食堂入口处又传来了新的声音。我朝声音传来的方向看去，只见有着一头红发和蓝发，发色同样缺乏现实感的两位少女正走进食堂。

   　自動調理器でコーヒーを淹いれてくれているエルマを眺めていたら、食堂の入り口から新たな声が聞こえてきた。声がしてきた方向に視線を向けると、赤い髪と青い髪というこれまた現実味の薄い髪色をした二人の少女達が食堂に入ってきたところであった。

   「早上好。我被瑟琳娜少校用通讯叫醒了」

   「おはよう。セレナ少佐に通信で叩き起こされてな」

   「哎呀，那还真是辛苦你了」

   「ありゃ。そりゃご愁傷さまやね」

   　红发少女——蒂娜这么说着，在我旁边的座位坐下。蒂娜的双胞胎妹妹，蓝发少女——薇丝卡则在姐姐的旁边坐下。

   　そう言って赤い髪の少女──ティーナが俺の隣の席に座る。ティーナの双子の妹である青い髪の少女──ウィスカは姉の隣に腰を落ち着けた。

   「姐姐，也给我来杯茶。还要草莓味的果酱」

   「姐あねさーん、うちにもお茶ー。イチゴ味のジャムもつけてなー」

   「好好。薇丝卡呢？」

   「はいはい。ウィスカは？」

   「啊，那个……和姐姐一样的。不好意思」

   「あ、えっと……お姉ちゃんと同じので。すみません」

   　艾尔玛一边对惶恐的薇丝卡摆摆手，一边向自动烹饪器追加了订单。

   　恐縮するウィスカにヒラヒラと手を振ってみせながらエルマが自動調理器に追加のオーダーを入力する。

   「今天要做什么？」

   「今日は何をするんだ？」

   「嗯，克里希那和黑莲能整备的部分昨天已经全部整备完了。今天就悠闲地看看书，看看视频吧？薇丝卡要做什么？」

   「んー、クリシュナとブラックロータスの整備はできる部分は昨日全部済ませたからなぁ。今日はだらだら本読んだり、ホロ見たりかな？　ウィスカはどうするん？」

   「嗯，我去做研究吧……啊，姐姐，报告写完了吗？到帝都之后不交的话会被骂的」

   「うーん、私は研究かなぁ……あ、お姉ちゃん、レポート終わってる？　帝都に着いたらちゃんと出さないと怒られるよ」

   「呃，我忘了。啊，真是的。今天要坐办公室了……本来想悠闲度日的」

   「うげっ、忘れとった。あーん、もう。今日はデスクワークやなぁ……ゆっくりしようと思ったのにぃ」

   　姐姐听到妹妹的提醒后露出绝望的表情，趴在食堂的桌子上。

   　妹の指摘に姉が絶望的な表情を浮かべ、食堂のテーブルに突っ伏す。

   　她们乍一看像是人类少女，但其实都是矮人族。说起矮人，一般给人的印象都是身材矮小，肌肉发达，留着胡子的大叔，但她们俩的外表怎么看都只是初中生年纪的少女。不过，她们已经是成年女性了。事实上，她们的身份证上记载的年龄也和我差不多。

   　彼女達は一見人間の少女に見えるが、二人ともドワーフという種族である。ドワーフと言えば低身長だけどガチムチで、髭ひげを生やしたおっさんというイメージが強いが、彼女達二人の外見はどう頑張っても中学生くらいにしか見えない少女だ。だが、彼女達はこれでちゃんと成人している大人の女性なのである。事実、彼女達のＩＤに記載されている年齢は俺とほぼ同年齢だ。

   　虽然这让我不得不感受到生命的神秘，但她们身上确实有着矮人族的特征。

   　生命の神秘を感じずにはいられないが、彼女達にはちゃんとドワーフらしい特徴がある。

   　首先，她们的力气很大。和她们比腕力的话，我肯定赢不了。而且，她们搞不好还能单手把我扔出去。之前她们在训练室里轻松举起120公斤的杠铃时，我简直不敢相信自己的眼睛。你们的肌肉组织到底是什么做的？——就算想这么问也不奇怪。

   　まず、単純に力が強い。彼女達と腕相撲をしても俺は勝てない。というか、下へ手たすると彼女達は俺を片手でぶん投げられるのではなかろうか。この前トレーニングルームで１２０ｋｇのバーベルを軽々と持ち上げていたのには目を疑った。君達の筋組織何で出来てるの？　と言いたくなったとしても不思議はあるまい。

   　当然，她们的矮人族特征并不只有身体能力。不，某种意义上来说，身体能力也是其中之一。她们和典型的矮人一样，嗜酒如命。而且酒量大到我这个酒量差的人根本无法比拟。另外，她们还很能吃。那么大量的食物和酒，到底都装到她们那娇小的身体的哪里去了？

   　無論、彼女達のドワーフらしさを象徴する特徴は身体能力だけではない。いや、ある意味身体能力か。彼女達は実にステロタイプなドワーフらしく、酒を好む。しかも下戸の俺とは比べるのも烏お滸こがましいほどのうわばみだ。そしてよく食う。一体あの小さな身体からだのどこにあんな大量の食い物と酒が収まるのだろうか？

   「报告啊……要写些什么？」

   「レポートねぇ……どんなことを書くんだ？」

   　关于她们的神秘之处，就算想破头也无济于事，于是我将兴趣转移到只要问就能知道的事情上。

   　彼女達の神秘についてはとりあえず考えてもどうしようもないので、俺は聞けばわかることに興味を移すことにした。

   「嗯？有很多，不过主要是从修理的船收集到的资料报告。因为什么原因发生怎样的故障，怎么修理的。故障零件的素材是什么，怎么损坏的。还有如果有未知的产品或定制化的零件就进行分析，以及每天的健康状态、压力诊断的结果、考虑到隐私的日报等等。」

   「んー？　色々あるけど、大体は修理した船から収集したデータのレポートがメインやね。何が原因でどんな故障をして、どのように直したか。故障したパーツの素材はどんなもので、どのように壊れていたか。あとは未知の製品やカスタマイズされたパーツがあったら分析するとか、日々の健康状態とか、ストレス診断の結果とか、プライバシーに配慮した日報とか色々や」

   　这些很麻烦啊，蒂娜维持着趴着的姿势，只把脸转向我这边，噘起嘴来。

   　これがめんどいんや、とティーナが突っ伏したまま顔だけ俺のほうに向けて唇を尖らせる。

   「因为姐姐你都累积起来不写啊。」

   「お姉ちゃんは溜ため込むからだよ」

   「薇太认真了啦。」

   「ウィーが真ま面じ目めすぎるんや」

   「好了好了，别吵架。」

   「はいはい、喧けん嘩かしない」

   　艾尔玛把我的咖啡（完全合成品）、整备士姐妹的红茶（类似的东西）和草莓果酱（冒牌货）放在托盘上，把我们点的东西摆在我们面前。那个类似草莓果酱的东西要用来做什么呢？我这么想着，结果好像是直接吃掉后再喝茶。啊啊，是俄罗斯茶的喝法吗？

   　トレイに俺のコーヒー（完全合成品）と整備士姉妹の紅茶（のようなもの）とイチゴジャム（を騙かたる何か）を載せたエルマがそう言って俺達の前に注文の品を並べてくれる。そのイチゴジャムめいたものは何に使うのだろう？　と思っていたらそのまま食ってからお茶を飲むらしい。ああ、ロシアンティー的な作法というやつか。

   「嗯，真好喝。醒脑的咖啡就是不一样。」

   「うん、美お味いしい。目覚めのコーヒーは格別だな」

   「不过你加了很多牛奶和砂糖呢。希罗的口味意外地幼稚呢。」

   「ミルクも砂糖もたっぷりだけどね。意外とお子様舌よね、ヒロって」

   「我虽然不讨厌辣的食物，但是苦味和极端酸的食物就不太喜欢了。」

   「辛いのは苦手じゃないんだが、苦いのと極端に酸っぱいのはあんまり得意じゃないんだよな」

   　这完全是个人喜好的问题，所以也没办法。虽然也有人喜欢喝只有苦味的黑咖啡，但是我因为口味幼稚，所以没办法喝黑咖啡。加了大量牛奶和砂糖之后，我感觉咖啡会更好喝。

   　こればかりは好みの問題なので仕方がない。ブラックの苦いだけのコーヒーが好きな人もいるんだろうが、俺はお子様舌なのでブラックは無理だ。たっぷりミルクと砂糖を入れたほうが美味しく感じる。

   「话说回来，瑟琳娜少校找你有什么事？」

   「それはそうと、セレナ少佐は何の用だったの？」

   「啊，这件事很奇怪。她问我剑术的修练有没有进展，有没有好好学习礼仪规矩，诸如此类的。」

   「ああ、それがどうも妙でな。剣の修練は進んでいるのかだの、礼儀作法はちゃんとレクチャーしてもらっているかだの、そういったお小言を貰もらった」

   「……就这样？」

   「……それだけ？」

   「就这样。我差点就要发飙，说她一大清早把我叫起来，还说这种无聊的事情。」

   「それだけなんだ。朝早くに叩き起こして何をくだらないことをとキレそうになったぞ」

   　我真的搞不懂她的意思。就算我值夜班之后刚好在睡觉，也不是需要特地一大清早发通讯来问的事情。艾尔玛和整备士姐妹似乎也猜不透瑟琳娜少校的意图，面面相觑。

   　本当に意味がわからなかった。俺が夜番明けで寝ていたのは偶然としても、わざわざ朝っぱらから通信を寄よ越こしてくるような内容ではない。エルマと整備士姉妹もセレナ少佐の意図を測りかねたのか、互いに顔を見合わせている。

   「会不会只是想看看哥哥的脸？」

   「単に兄さんの顔が見たかったとかやないの？」

   「讨厌，好可怕。」

   「やだこわい」

   「居然说讨厌好可怕……」

   「やだこわいって……」

   　薇丝卡露出苦笑。

   　ウィスカが苦笑いを浮かべる。

   「不，因为那种理由就被帝国航宙军的少校大人打Morning Call也太可怕了吧？」

   「いやそんな理由で帝国航宙軍の少佐殿からモーニングコールがかかってくるとか怖すぎるだろう？」

   「会不会太狠了？」

   「流石さすがに酷ひどない？」

   「听好了，蒂娜。我平时就公开表示过不会和瑟琳娜少校发展成那种关系，也对本人这么说过。然而她却因为那种理由打Morning Call过来，除了恐怖片以外还能是什么？」

   「良いか、ティーナ。俺は常つね日ひ頃ごろからセレナ少佐とそういう関係にはならないと公言してきたし、本人にもそう言っている。なのにそんな理由でモーニングコールがかかってきたらホラー以外の何物でもないだろう」

   「有、有这么严重……？不过，为什么？瑟琳娜少校是好人家的大小姐，而且还是军中的明日之星吧？不是可以飞上枝头当凤凰吗？」

   「そ、そこまでなん……？　でも、なんで？　セレナ少佐ってええとこのお嬢様で軍の出世頭なんやろ？　逆玉やん？」

   　原来如此，飞上枝头当凤凰啊。也有这种想法呢。不过前提是瑟琳娜少校的家人能接受我。

   　なるほど、逆玉ね。そういう考えもあるな。無事にセレナ少佐のご家族に受け容いれられればの話だがな。

   「你想想看，对方是有名有姓的侯爵家千金，而且还是军中的明日之星。要是我这种来路不明的无根草佣兵对那种千金小姐出手，把她弄成瑕疵品的话，可怕的爸爸或爷爷跑出来把我埋葬在黑暗之中也不奇怪。应该说如果我是父亲或祖父的话，无论如何都会把她杀掉。剁成肉酱。」

   「考えてもみろ、相手は由緒ある侯爵家の令嬢で、しかも軍の出世頭だぞ。そんなご令嬢にどこの馬の骨とも知れない根無し草の傭兵なんぞが手を出して傷物なんかにした日には、怖いパパやグランパが出てきて闇やみから闇に葬られてもおかしくない。というか俺が父親や祖父の立場なら何がなんでもぶっ殺すね。膾なます切ぎりにして」

   「嗯，也是。不能断言不会有这种事呢。」

   「まぁ、うん。そういうことがない、とは言い切れないわよね」

   　这么说着的艾尔玛看向其他方向。就是说啊。

   　そう言ってエルマが明後日あさつての方向を向く。そうだよな。

   「是这样吗？只要瑟琳娜少校同意不就好了？」

   「そういうものなん？　セレナ少佐が認めていればええんやないの？」

   「嗯～怎么说呢？贵族的话，像是家族之间的政治联姻，或是从小就有婚约之类的，不是有很多状况吗？要是不按规矩来，就会在各种方面被卷入麻烦事吧？」

   「うーん、どうなのかな？　貴族様の場合は家同士の政略結婚とか、子供の頃からの婚約者とか、色々あるんじゃない？　横紙破りをするとそういういろいろな方面で面倒事に巻き込まれるんじゃないかな？」

   「原来如此～薇真聪明呢。」

   「なるほどなー。ウィーはかしこいなぁ」

   「虽然只是想象啦。」

   「想像だけどね」

   　整备士姐妹和乐融融地交谈着，而艾尔玛则是在对面把脸别开，安静了下来，让我有点在意。这么说来，艾尔玛的出身也说不上是清楚呢……最近她的样子也很奇怪，该不会是有什么隐情吧？

   　整備士姉妹が和やかにそう話す対面で、エルマがそっぽを向いて静かになっているのがなんだか少し気になった。そういえば、エルマの出自も不明っちゃ不明なんだよな……ここのところ様子がおかしいし、もしや何かあるのではなかろうか。

   「……」

   「……」

   「怎、怎样啦……？」

   「な、何よ……？」

   　大概是注意到我的视线，艾尔玛动摇起来，露出有点胆怯的样子。

   　俺の視線に気づいたのか、エルマが動揺しながら少し怯ひるんだ様子を見せてくる。

   「不，没什么。只是觉得艾尔玛是个美人。」

   「いや、別に。エルマは美人だなって」

   「什、什么嘛，从刚才开始就……我已经不会再拿出东西来了哦。」

   「な、何よもうさっきから……もうこれ以上何も出ないわよ」

   　艾尔玛这么说着，红着脸再次把脸别开。

   　そう言ってエルマは顔を赤くして再びそっぽを向く。

   「好好哦～好好哦～哥哥，人家呢？人家呢？」

   「ええなええなー。兄さん、うちは？　うちは？」

   「啊～好好好。蒂娜也很可爱哦。虽然不是顺便，薇丝卡也很可爱。」

   「あー、はいはい。ティーナも可愛かわいいよ。ついでってわけじゃないけど、ウィスカもな」

   「啊哈哈，谢谢。」

   「あはは、ありがとうございます」

   「总觉得好随便哦～」

   「なーんか適当やなー」

   　我一边被明明夸了却在抱怨的蒂娜啪啪地拍着胳膊，一边喝着稍微凉了的咖啡……应该说是甜的咖啡欧蕾。

   　褒めてやったのにぶーたれるティーナにテシテシと腕を叩かれながら、俺は少し冷めたコーヒー……というか甘いカフェオレを飲むのだった。

  

 
  
   
    ＃1：艾尔玛的真实身份

    ＃１：エルマの正体

   

   


   


   「艾尔玛小姐的样子很奇怪，是吗？」

   「エルマさんの様子がおかしい、ですか」

   「我是这么觉得的，你知道些什么吗？」

   「そのように思えるんだが、何か知らないか？」

   　在那之后我在食堂简单吃了点东西，做完每日的训练后去淋浴室洗了个澡，然后直接来到了米米的房间。米米的房间内部装潢很有女孩子的感觉——我本来是这么想的，但其实还挺时尚的。

   　あの後食堂で軽く食事を取り、日課のトレーニングを終えてシャワールームでサッパリした俺はそのままミミの部屋を訪れていた。ミミの部屋は女の子らしい内装──かと思いきや、なかなかにスタイリッシュな感じである。

   　我的房间只是单纯地很单调，但米米的房间却贴着一些帅气的贴纸和海报，保持着适度的平衡，墙上挂着一些链饰和枪带，我买给她的激光枪也放在床头柜上的手枪用枪架上展示着。米米的品味真不错啊。

   　俺の部屋は単に殺風景なだけだが、ミミの部屋にはなんだかかっこいいステッカーやポスターが適度なバランスで貼ってあったり、チェーンアクセサリーめいたものやガンベルトが壁にかけられていたり、俺が買ってやったレーザーガンも枕元のナイトスタンドの上に置かれたハンドガン用のガンラックにディスプレイされている。センスが良いよな、ミミは。

   「嗯……这么说来，自从决定去帝都之后，她确实好像有点没精神呢」

   「うーん……そう言われれば確かに、帝都行きが決まってからなんだか少し元気ないように思いますね」

   　米米说着歪了歪头。

   　そう言って小首を傾かしげるミミ。

   　当初上船时，无论肉体还是精神都疲惫不堪的她，如今已经完全恢复成健康的少女了。大概是好好吃饭好好运动的成果吧。说不定身为操作员的日常业务也对她产生了正面影响。

   　船に乗せた時には肉体的にも精神的にも疲労していてボロボロだった彼女も、今ではすっかり健康的な少女になっている。多分しっかり食べてしっかり運動をしているのが良いのだろう。もしかしたらオペレーターとしての日々の仕事も彼女に良い影響を与えているのかもしれない。

   「看来你心里没底啊。」

   「心当たりはなさそうだな」

   「不好意思，我想不到什么理由。」

   「すみません、ちょっと理由までは思い当たりません」

   「不，你没必要道歉。毕竟本来就是身为船长的我该好好照顾她才对。不过，嗯……该怎么办呢？要直接问她本人，还是问梅伊呢……」

   「いや、謝るようなことじゃない。本来は船長の俺がしっかりケアしなきゃいけないことだからな。しかし、うーん……どうしたものかな。本人に直接聞くか、それともメイに聞くか……」

   「感觉梅伊小姐应该知道些什么。」

   「メイさんなら何か知ってそうですよね」

   「梅伊啊……」

   「メイだからなぁ……」

   　虽然由设计她的我来说有点奇怪，但梅伊的规格之高有点犯规。甚至让人觉得她在我们不知不觉间比我们自己更了解我们也不奇怪。老实说，我甚至觉得梅伊一个人就能搞定所有事情。

   　デザインした俺が言うのもなんだが、メイのスペックの高さはちょっと反則気味だからな。俺達の知らない間に俺達のことを俺達自身以上に知っていてもおかしくないような気さえする。正直、メイ一人でなんでもできるんじゃないかと思うくらいだ。

   「不过，话虽如此，艾尔玛也是个成熟的大人了……她本人什么都不说，我们还特地去问，这样好像也不太对。」

   「まぁ、とは言ってもエルマも良い大人だしなぁ……本人が何も言わないのをわざわざ聞きほじるのもどうかと思わないでもないんだよな」

   「听你这么一说，确实也有道理……」

   「そう言われると、それも確かにそうですね……」

   　艾尔玛之所以没有找我们商量，而是将某些事情藏在心里，想必是她有她自己的理由吧。就算跟我们说也无济于事，或者说了反而会给我们添麻烦。很容易就能推测出是这类情况。

   　エルマが敢あえて俺達に相談せず、心の内に何かを溜め込んでいるのには彼女なりに何かそうする理由があるのだろう、とも推測できる。俺達に話してもどうにもならない、或あるいは話すことでかえって迷惑をかけることになる。そんな事情なのだろうということは推測するに易やすい。

   「不过，很难说呢。以那家伙的性格来说，要是有什么个人性质的问题，而且还会给我们添麻烦的话，她应该会秉持着善始善终的精神，突然消失不见吧？」

   「でも、どうかね。なんだかあいつの性格だと、何か個人的かつ俺達に迷惑をかけそうな問題があったりしたら、立つ鳥跡を濁さずの精神でふらっと姿を晦くらませそうじゃないか？」

   「毕竟艾尔玛小姐的个性很干脆嘛。」

   「思い切りが良いですからね、エルマさん」

   　我们面面相觑，同时点了点头。

   　互いに顔を見合わせ、俺達は同時に頷うなずいた。
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   「所以，你们想问我吗？」

   「それで、私に事情を尋ねようと」

   「就是这样。你知道些什么吗？」

   「そういうことだ。何か知らないか？」

   　得到共同见解的我和米米结伴造访了黑莲的驾驶舱。在那里等待我们的是黑莲的女主人，搭载小型阳电子头脑，黑长发巨乳眼镜女仆，倾注了我所有兴趣的超高级女仆仿生人梅伊。

   　共通の見解を得た俺とミミは連れ立ってブラックロータスのコックピットを訪れていた。そこで待っていたのはブラックロータスの女主人、小型陽電子頭脳を搭載した黒髪ロング巨乳眼鏡めがねメイドという俺の趣味を全力で注つぎ込んだ超ハイスペックメイドロイドのメイである。

   「我不清楚艾尔玛大人在烦恼什么。」

   「エルマ様が思い悩んでいる事情は存じ上げておりません」

   「这样啊……」

   「そっかぁ……」

   　就连梅伊也没有那么万能吗？我感到有些失望。

   　流石のメイもそこまで万能ではなかったか、と少しだけがっかりする。

   「不过，可以推测。准确度应该也不低。」

   「ですが、推測は可能です。確度もそこまで低くはないと思います」

   「原来如此？」

   「なるほど？」

   「是的，艾尔玛大人的老家似乎位于帝都。恐怕是跟这件事有关。」

   「はい、エルマ様の実家が帝都にあるようです。恐らくはその関係かと」

   「老家在帝都吗？」

   「帝都に実家、ですか」

   「嗯，我大概猜到了。毕竟她拥有以贵族关系为首的各种奇妙知识。」

   「まぁ、なんとなくそんな気はしてたよな。貴族関係を始めとして妙な知識を持ってるし」

   　艾尔玛该不会是好人家的大小姐吧？我从很久以前就做出这样的推测。关于老家在帝都这件事，也是因为一决定要去帝都，她的样子就变得很奇怪，所以还在推测范围内。

   　エルマがいいとこのお嬢様なんじゃないか？　という推測はかなり前からしていた。帝都に実家があるという話に関しても、帝都に行くという話が決まった途端に様子がおかしくなったので推測の範囲内だ。
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   「艾尔玛大人的老家是帝都的法袍子爵家。」

   「エルマ様のご実家は帝都に屋敷を構える法衣子爵家です」

   「法袍子爵家。」

   「ほういししゃくけ」

   　米米用失魂落魄的声音重复梅伊说出的冲击性话语。

   　ミミが魂を抜かれたような声でメイの放った衝撃的な言葉をオウム返しにする。

   　法袍子爵家——也就是没有领地，在帝都担任某种官职领取俸禄的贵族大人吧。我原本以为古兰坎帝国是人类作为支配者君临的多种族国家，但看来我错了。古兰坎帝国在真正的意义上是多种族国家。

   　法衣子爵家──つまり領地を持たず、帝都で何らかの官職に就いて禄ろくを食はんでいるお貴族様ということだろう。俺はグラッカン帝国のことを人間が支配者として君臨する多種族国家なのだろうと思っていたが、どうやらそれは間違いであったらしい。真の意味でこのグラッカン帝国は多種族国家であったようだ。

   「这是预料中最麻烦的模式呢。」

   「予想の中で一番厄介なパターンだったなぁ」

   「咦？咦？那艾尔玛小姐是贵族大人吗？」

   「え？　え？　じゃあエルマさんってお貴族様だったってことですか？」

   「从血统上来说是这样。不过，根据我的调查，她的兄长会继承家业，而且她还有一个姐姐，所以艾尔玛大人应该不会继承法衣子爵家」

   「血筋的にはそうなります。尤もつとも、調べた限りでは兄君が家督を継ぐことになっており、上に一人姉君がいらっしゃるようなので、エルマ様が法衣子爵家を継ぐことはまずないと思われます」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　如果兄长已经结婚生子的话，那他的继承顺位应该更高，除非发生了什么不得了的不幸，导致家主和兄长，姐姐和她的家人全部去世，否则艾尔玛应该不会坐上家主的位置。

   　兄君が結婚していて子供がいるならそちらのほうが継承順位は高くなるのだろうし、何かとてつもない不幸が起こって当主と兄君、姉君とその家族を含めた全員が身み罷まからない限りはエルマに当主の座が回ってくることはまずあるまい。

   「只要放弃继承权，艾尔玛大人就会被当作平民对待。虽说是平民，但也是拥有高级市民权的一等帝国国民。就我所知，她没有办理过放弃继承权的手续，也没有被家主断绝关系，所以艾尔玛大人是拥有贵族籍的贵族」

   「継承権を放棄すればエルマ様は平民として扱われることになります。平民とは言っても、上級市民権を持つ一等帝国民ですが。私の確認した限りでは継承権の放棄手続きや当主からの勘当手続きなどはされておりませんので、エルマ様は貴族籍を有する貴族ということになります」

   「原来如此……」

   「なるほどなー……」

   　我曾经多次在艾尔玛面前公开说过，贵族子女很麻烦，所以我不想和她发展成那种关系。她是在烦恼如果我得知她是法衣子爵家的一员，会怎么想吗？

   　エルマの目の前で貴族の子女とは面倒事になるからそういう関係になる気はない、と何度も公言しているからなぁ。自分が法衣子爵家の一員だということが俺に知れたら、と思い悩んでいるということだろうか。

   「她应该是在烦恼，要如何让老家的各位接受自己和主人的关系，以及要如何向主人传达自己隐瞒出身和主人建立关系一事，还有今后的关系该如何是好。」

   「ご主人様との関係をどのようにご実家の皆様に納得させるか、そして自らの出自を隠してご主人様との関係を築いてきたことをどうご主人様に伝えるか、今後の関係をどのようにするべきか、ということでお悩みになっているのではないかと」

   「嗯，我明白了。看来在抵达帝都之前，还是先和艾尔玛好好谈谈比较好。」

   「うん、わかった。これは帝都に着く前にエルマと話し合っておいたほうが良さそうだなぁ」

   　这种事情还是尽早坦白比较好。互相尊重对方的想法，结果却因此产生摩擦，这种酸甜又纠结的发展不适合我。

   　こういうのは早めにぶっちゃけあうのが一番だ。互いに互いの思いを尊重しようとして擦れ違うような甘酸っぱくもじれったい展開は俺には合わない。

   「所以今天的行程全部取消。我要去和艾尔玛谈谈。」

   「というわけで今日の予定は全キャンセル。俺はエルマと話し合ってくるから」

   「我明白了。今天的行程我会调整明天以后的行程来弥补。」

   「承知致しました。今日の分の埋め合わせは明日以降の予定を調整してカバー致します」

   「……还请你手下留情。」

   「……お手柔らかにお願いします」

   　加油啊，明天以后的我。没什么，又不会死。毕竟黑莲上搭载的简易医疗舱可是优秀的高级品啊！哈哈哈哈！唉……

   　頑張れ、明日以降の俺。なぁに、死にはしないさ、死には。ブラックロータスに積んである簡易医療ポッドは優秀なハイエンド品だからな！　はははは！　はぁ……。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我用通讯软件传了信息给艾尔玛，告诉她我从梅伊所在的驾驶舱回来的路上有话想和她谈谈，如此一来就完美地约好了见面时间。哎呀，文明的利器真是方便啊。我一边想着这种没营养的事情，一边走向艾尔玛的房间。

   　メイのいるコックピットからの帰り道にちょっと話したいことがあるから、とメッセージアプリを使ってちょちょいと連絡をすればアポイントメントは完かん璧ぺきだ。いや、文明の利器ってのは便利だよなと益体もないことを考えつつエルマの部屋へと向かう。

   　米米说她要留在驾驶舱和梅伊聊各种事情，不过她应该是顾虑到我吧。从驾驶舱到居住区域的路程相当长，所以米米才会留在驾驶舱，给我一点思考的时间。

   　ミミはコックピットに居残ってメイと色々話すと言っていたが、まぁ気を遣ってくれたのだろう。コックピットから居住区画への道のりはそれなりに長い。ミミはコックピットに居残って俺に考える時間をくれたわけだ。

   「话虽如此。」

   「とは言ってもね」

   　我心中已经得出了结论。事到如今，我完全没有要放弃艾尔玛的意思。

   　俺の中で結論はもう決まっている。今更エルマを手放す気は更々ない。

   　嗯，我实在无法说自己没有肤浅的独占欲。但是，不仅如此，那个，怎么说，她做了那么多事情，因为老家很麻烦就抛弃她，这样实在有违道义，应该说这种行为有点太过无情了。我再怎么样也没有那么薄情。

   　うん、浅ましい独占欲がないとはとても言えない。でも、それだけでなく、あれだけその、なんだ。色々としでかして実家が面倒だからと放り捨てるのは仁義にもとると言うか、ちょっとあまりにも外道な所業であろう。流石に俺はそこまで薄情ではない。

   　在我整理思绪的期间，抵达了艾尔玛的房间。

   　と、考えをまとめている間にエルマの部屋の前に着いた。

   「嘿，敲门敲门。」

   「へい、のっくしてもしもーし」

   『门没锁。』

   『開いてるわよ』

   　我敲了敲艾尔玛房间的门，随后便听见艾尔玛略显无奈的声音从扬声器中传出。抱歉啊，我罹患了一种只要状况变得太过严肃就会想要开玩笑来取得平衡的病。

   　コンコンとエルマの部屋の扉を叩たたくと、スピーカー越しにエルマの呆あきれたような声が聞こえてきた。ごめんな、あんまりシリアスな状況になりすぎると茶化してバランスを取りたくなる病気に罹かかっているんだ。

   　我在心中向不特定的某人道歉，同时触碰门旁的触控板打开门，走进艾尔玛的房间。

   　心の中で誰だれにともなく謝りながら扉横のタッチパネルに触れて扉を開き、エルマの部屋の中に入る。

   　艾尔玛房间的装潢意外地可爱。到处都放着她用来当通讯软件贴图的单眼逗趣外星人，以及米米用来当贴图的像是猫又像兔子的奇妙生物的布偶，所以给人的第一印象就是这种感觉。

   　エルマの部屋の内装は思いの外可愛かわいらしい。彼女がメッセージアプリのスタンプとして使っている単眼コミカルエイリアンや、同じくミミがスタンプとして使っている猫のような兎うさぎのような不思議生物のぬいぐるみがあちこちに鎮座しているからそんなイメージが先行するんだよな。

   　实际上，墙边有能够完美管理温度和湿度的酒架，还有塞满了冰啤酒的冰箱，所以也不是那么梦幻啦。

   　実際には壁際に完璧に温度や湿度を管理してくれるワインラックとか、キンキンに冷えたビールがミッチリと詰まっている冷蔵庫があったりするからそこまでファンシー一辺倒でもないんだが。

   「什么嘛，真是的。一进来就开始东张西望……你不是有话要说吗？」

   「何よ、もう。入ってくるなりキョロキョロして……話があるんじゃなかったの？」

   「哦，对啊。」

   「おう、それな」

   　因为艾尔玛坐在床上，所以我决定坐在稍远的椅子上。坐起来的感觉还不错。这张椅子在战斗时会自动收纳到地板里。

   　エルマがベッドに腰掛けているので、俺は少し離れた場所に設置されている椅子に座ることにした。座り心地はまぁまぁだな。この椅子は戦闘時には床に自動で収納されるようになってるんだ。

   　啊啊，思考开始往奇怪的方向偏了。不行不行。这种时候应该要单刀直入才对。

   　ああ、変な方向に思考が逸それるな。いかんいかん。こういうのは単刀直入に行くべきだ。

   「我从梅伊那里问出了你老家的事情。」

   「メイからお前の実家の話を聞き出したんだ」

   「啊……原来如此，嗯。梅伊的话就算调查了也不奇怪呢。」

   「あー……なるほど、うん。メイなら調べていてもおかしくないわね」

   　艾尔玛像是理解了什么似的这么说道，脸上浮现苦笑。梅伊的话不管做什么都不奇怪，看来这是我们的共同认知，真是太好了。

   　エルマは納得したようにそう言いながら苦笑いを浮かべた。メイなら何をしていてもおかしくはないというのは共通認識のようで何よりだ。

   「听说你的父母是法衣子爵。」

   「親御さん、法衣子爵だってな」

   「嗯，是的。对不起。」

   「うん、そうなの。ごめん」

   「虽然我不太清楚你在道什么歉，不过没关系。我原谅你！」

   「何を謝っているのかよくわからないが、苦しゅうない。許す！」

   「呵呵，你在说什么啊。」

   「ふふ、何よそれ」

   　我挺起胸膛高高在上地原谅她之后，艾尔玛看着这样的我，像是觉得很好笑似的笑了出来。总之算是成功抓住她的注意力了吧。

   　胸を反らして尊大に許してやると、エルマはそんな俺を見ておかしそうに吹き出した。まぁ摑つかみはＯＫといったところか。

   「哎，事到如今，艾尔玛的老家是贵族大人这件事已经无所谓了。事到如今，我完全不打算因为这种理由就抛弃艾尔玛。」

   「まぁ、エルマの実家がお貴族様というのはどうでも良いんだ、この際。今更そんな理由でエルマを放り出すつもりは毛頭ないから」

   「虽然我很高兴你这么说，不过绝对会变得很麻烦哦？」

   「その言葉は嬉うれしいけど、絶対に面倒なことになるわよ？」

   「哎，既然艾尔玛本人都这么说了，那应该就是这样吧。麻烦的话我也会很困扰。虽然很困扰，不过这也不是把你放在天秤上衡量的问题。我这番话的意思，你有听懂吗？」

   「まぁ、他ならぬエルマ自身がそう言うならそうなんだろうな。面倒なのは俺も困る。困るが、お前を天てん秤びんにかけるようなことじゃあない。俺の言ってる意味、伝わってるか？」

   「谁知道呢？我觉得你再讲清楚一点的话，比较不会产生误会哦。」

   「どうかしら？　もっとはっきり言ってもらったほうが誤解がないと思うわ」

   　艾尔玛目不转睛地盯着我的脸。其实你已经听懂了吧？真是的。

   　エルマが俺の顔をじっと見つめてくる。本当は伝わってるな？　まったく。

   「事到如今，我可不打算放开你。为了你，别说是一点点，就算是麻烦事，要多少我都愿意接受，不然把勋章和名誉全部丢掉，把你拐走逃走也行。这样你听懂了吗？」

   「今更お前を手放す気はないから。お前のためなら多少とは言わず面倒事ぐらいいくらでも受けて立つし、なんなら勲章も名誉も全部放り捨てて拐さらって逃げても良い。これで伝わったか？」

   「嗯，我听懂了。非常清楚。」

   「ええ、伝わったわ。はっきりとね」

   　艾尔玛这么说完后露出微笑，像是要迎接我一般张开双臂。

   　そう言ってエルマは微ほほ笑えみ、俺を迎え入れるように腕を広げてみせた。

   「告白之后，相爱的两人互相拥抱，然后幸福地接吻，这是约定俗成的桥段吧？」

   「告白のあと、愛する二人は抱き合って幸せなキスをするのがお約束よね？」

   「你是不是看太多H-Game了？」

   「ホロの見すぎと違うか？」

   　我一边这么说一边从椅子上站起来，坐到坐在床边的艾尔玛身旁，紧紧抱住她纤细的身体。嗯，好安心。事到如今，我怎么可能放开她呢。

   　そう言いながら俺は椅子から立ち上がり、ベッドの縁に座るエルマの隣に腰掛けて彼女の華きや奢しやな身体からだを抱きしめた。うん、落ち着く。今更手放すなんてありえないね。
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   　我们没有做什么色色的事情，只是躺在同一张床上，听艾尔玛说她家人的事情。

   　特にえっちなことをするでもなく、同じベッドに横になりながらエルマの家族の話を聞いた。

   「父亲大人他啊，是隶属于内务府管理局的官僚哦。」

   「父様はね、内務府の管理局に属する官僚なのよ」

   「嗯，我没什么概念。」

   「うん、ピンとこないな」

   「我想也是。内务府是掌管所有与皇室有关事务的部门。其中的管理局，是负责管理皇帝陛下居住的皇城以及所有皇室相关物品的部门。例如皇城的维护管理，或是皇室成员使用的设施和交通工具的管理等等。」

   「でしょうね。内務府っていうのは帝室に関わる事務全般を司つかさどっている役所ね。その中の管理局っていうのは、皇帝陛下の住まう帝城や帝室に関わるあらゆる物件の管理全般を担っている部署よ。例えば帝城の維持管理だとか、帝室に属する方々が利用する施設や乗り物の管理だとかね」

   　原来如此？我好像有点概念了。

   　なるほど？　なんとなくイメージが湧わいてきた気がするが。

   「范围也太广了吧？」

   「めっちゃ範囲広くない？」

   「是啊。有很多部门，也有很多人在工作。父亲大人是隶属于管理皇城庭园的部门。是很光荣的工作哦？」

   「そうよ。沢山の部署があって、沢山の人が働いているわ。父様は帝城の庭園を管理する部署に所属しているの。名誉ある職なのよ？」

   「嗯，原来如此？不过，既然管理的是皇室成员们直接接触的东西，我想应该就是那样吧。」

   「うーん、なるほど？　まぁ、直接帝室の皆様方の目に触れるものを管理しているとなると、そういうものなんだろうなとは思うな」

   　简单来说，就是宫廷园丁那样的立场吗？虽然不太清楚有多厉害，但考虑到子爵这个爵位，我想他应该是原本和我这种平民不同世界的人。

   　要は、宮廷庭師的な立場ということだろうか？　今ひとつ凄すごさがわかりにくいが、子爵という爵位に鑑みても俺みたいな平民とは本来住む世界が違う人なんだろうなと思う。

   「那么，人品呢？」

   「それで、人柄は？」

   「这个嘛……虽然很温柔，但很顽固。我之所以会离家出走，也是因为和顽固的父亲大人吵架。」

   「そうねぇ……優しいけど、頑固ね。私が実家を飛び出したのも、頑固な父様と喧けん嘩かしたのが理由だし」

   「原来如此……然后我就是离家出走的野丫头带来的，以流氓生意为业的来路不明的家伙。看来初次见面不会很顺利呢！」

   「なるほどなぁ……そして俺は飛び出したお転婆娘が連れてきたヤクザな商売を生なり業わいとするどこぞの馬の骨ってわけだ。穏便な初対面になりそうもないなぁ！」

   　离家出走的野丫头带着品行不端的佣兵一起回家，而且还是个破处。如果我是父亲的话，肯定会暴怒到拿霰弹枪指着我！

   　家出したお転婆娘がガラの悪い傭よう兵へいと一緒に帰ってきた。しかも傷物になって。俺が父親なら激怒してショットガンを突きつけるところだな！

   「啊哈哈，是啊。不过，谁知道呢？」

   「あはは、そうね。でも、どうかしら？」

   「嗯？有什么希望吗？」

   「ん？　何か光明があるのか？」

   「希罗现在已经是拥有银剑翼突击勋章的英雄了哦？而且，去帝都的话，不是还能获得一等星芒十字勋章（金星）或二等星芒十字勋章（白银）吗？父亲虽然顽固，但也是帝国和皇室权威的信奉者」

   「ヒロは今の時点でも銀剣翼突撃勲章持ちの英雄様よ？　それに、帝都に行けば一等星せい芒ぼう十字勲章（ゴールドスター）か二等星芒十字勲章（シルバースター）を受勲することになるわけじゃない。父様は頑固だけど、帝国と帝室の権威の信奉者でもあるのよ」

   「啊，也就是说我的武勋有可能会救我一命」

   「ああ、つまり俺の武勲が身を助ける可能性があると」

   「就是这么回事。在帝国，拥有银剑翼突击勋章的佣兵会被视为名誉骑士爵，而金星会被视为名誉子爵，白银也会被视为名誉男爵。如果获得金星的话，名义上就和父亲同格，所以他不能摆出一副高高在上的样子，就算获得白银被视为名誉男爵，他也不能随便对待我。因为那样做会损害帝国和皇室的权威」

   「そういうこと。帝国では銀剣翼突撃勲章持ちの傭兵は名誉騎士爵相当の扱いを受けることになっているけど、ゴールドスターなら名誉子爵相当、シルバースターでも名誉男爵相当の扱いになるわ。ゴールドスターを受勲すれば建前上は父様と同格になるわけだから居丈高に振る舞うことなんてできないし、シルバースターを受勲して名誉男爵相当の扱いを受けることになったとしても、粗略に扱うことはできないわ。そんなことをしたら帝国と帝室の権威に瑕きずをつけることになるから」

   「原来如此原来如此。也就是说，不用那么担心也没关系吗？」

   「なるほどなるほど。となると、そんなに心配しなくても大丈夫ということか」

   　感觉肩上的重担一口气卸了下来。这就是所谓的艺不压身吗？不，真要说的话，应该是塞翁失马焉知非福吧？我原本还觉得受勋很麻烦，没想到会以这种形式派上用场。

   　一気に肩の荷が降りた気分だ。芸は身を助けるとはこのことか。いや、どちらかと言えば禍転じて福となすかな？　面倒だと思っていた受勲がこういう形で役に立つことになるとは。

   「不，现在说这个还太早了。」

   「いや、それはちょっと気が早いわね」

   「What？」

   「Ｗｈａｔ？」

   「我觉得母亲大人和姐姐大人应该没问题，但哥哥大人……」

   「母様と姉様は何の問題もないと思うんだけど、兄様が……」

   　艾尔玛的视线飘向了远方。

   　エルマが視線を明後日あさつての方向に逸そらす。

   「哥哥大人。」

   「兄様」

   　不祥的预感抚过我的背脊。怎么觉得背后突然湿湿的？

   　嫌な予感が背筋を撫なでていく。なんか急に背中が湿っぽくなってきたぞ？

   「嗯，那个……他是个重度的妹控。」

   「うん、その……所謂いわゆる極度のシスコンで」

   「啊，不，我不想听下去了。」

   「あ、いや、その先は聞きたくない」

   「他是个彻头彻尾的白刃主义者。」

   「ガッチガチの白刃主義者なのよね」

   　哦哦……真是的。

   　おぉ……もう。
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   「今天的行程不是全部取消了吗？」

   「本日の予定は全すべてキャンセルだったのでは？」

   「为了活下去，有些事情也是逼不得已的。」

   「生き残るためには仕方がないこともある」

   「哦。」

   「はぁ」

   　看着梅伊罕见地歪着头的反应，我在心中发誓要为了活下去而全力以赴。嗯，毕竟我和艾尔玛约好了嘛。别说是一点点，就算有再多麻烦事，我也会欣然接受。我可是个会遵守约定的男人呢。哈哈哈……唉。

   　こてん、と首を傾かしげるメイの珍しいリアクションを見ながら俺は生き残るために全力を尽くすことを胸に誓うのだった。うん、エルマと約束したからな。多少と言わず面倒事くらいいくらでも受けて立つって。俺は約束を守る男だからな。ははは……はぁ。

   　顺带一提，艾尔玛所说的白刃主义者是怎样的人呢？简单来说，就是在这种杀人光线满天飞的世界里，以孤剑讨伐敌人为荣的疯子的总称。

   　ちなみに、エルマが言った白刃主義者というのがどんな連中なのかと言うと、要はこの殺人光線が飛び交うような世界で孤剣をもって敵を討つことを誉れとするやべー奴やつらの総称のようなものだ。

   　详细解释的话就会变成古兰坎帝国贵族的解说，所以就省略了，简单来说就是利用贵族的财力，用生物技术和仿生技术大幅强化身体能力，用一把剑就能弹开激光枪的杀人光线，有时还能反射回去打倒敌人，用集技术之大成的剑将动力装甲连同装甲一起斩断的家伙。

   　細かく話すとグラッカン帝国の貴族についての解説になってしまうので省くが、簡単に言えば貴族の財力を用いてバイオテクノロジーやサイバネティクスで身体能力を大幅に強化し、剣一本でレーザーガンの殺人光線を打ち払い、時には反射して敵に打ち返し、技術の粋を集めた剣で装甲ごとパワーアーマーを切り捨てるような連中である。

   　贵族似乎或多或少都拥有这种能力，其中被称为白刃主义者的家伙就是所谓的“登峰造极”。

   　貴族は大なり小なりそういった能力を持っているらしいが、その中でも白刃主義者と呼ばれる連中は所謂『極まった』連中だというわけだな。

   「主人的干劲很高是件好事。干劲越高，学习效果也会越好」

   「ご主人様のモチベーションが高いのは良いことです。モチベーションが高いほうが学習効果も高まりますので」

   「对吧对吧」

   「そうだろうそうだろう」

   「是的。所以，就将修炼的档位提高一级吧」

   「はい。なので、修練のギアを一つ上げることと致しましょう」

   「嗯？」

   「うん？」

   　于是，地狱般的日子开始了。

   　こうして地獄のような日々が始まった。

  

 
  
   
    ＃2：前往帝都

    ＃２：帝都へ

   

   


   


   　和艾尔玛谈话的那天之后又过了三天。

   　エルマと話し合いをした日から三日が過ぎた。

   「希，希罗大人，您没事吧？」

   「ヒ、ヒロ様、大丈夫ですか？」

   　米米路过的时候看到我趴在食堂的桌子上口吐灵魂，担心地向我搭话。米米真是个好孩子啊。我都要哭出来了。

   　食堂のテーブルに突っ伏して口からエクトプラズムを吐いている俺を心配して、通りかかったミミが声をかけてくれた。ミミは良い子だなぁ。涙が出てくるよ。

   「嗯……没事……我还活着」

   「うん……だいじょうぶ……いきてるから」

   　只是全身的骨头都裂了，吐着血被揍飞，还尿了点血而已。听说世上还有“死了就便宜了”这种话呢。哈哈哈，这世界真是混账啊。

   　ちょっと全身の骨にヒビが入ったり、血ち反へ吐どを吐きながらぶっ飛ばされたり、血尿が出たりしただけだ。世の中には死ななきゃ安いなんて言葉もあるらしいね。ははは、世の中ってのは本当にくそったれだぜ。

   「……在英雄漫画里不是有那种通过感知杀气来避开攻击的桥段吗？」

   「……ヒーローもののコミックとかで殺気を感じて攻撃を避よけるとかってあるじゃん？」

   「哎？啊，嗯，有啊」

   「えっ？　は、はい、ありますね？」

   　虽然我知道米米对我的突然发言感到困惑，但我还是继续说了下去。

   　唐突な俺の発言にミミが困惑しているのがわかったが、俺は話を続けた。

   「我本来觉得那种东西都是骗人的，或者只是创作出来的，没想到是真的啊……话说，我发现自己已经学会了」

   「ああいうの、俺眉まゆ唾つばというか所しよ詮せん創作に過ぎないと思ってたんだけどさ、実在するもんなんだなって実感してるよ……というか、俺はすでに会得してたんだってことに気づいた」

   「是，是这样吗？」

   「そ、そうなんですか？」

   「嗯……我亲身体会到了」

   「うん……身をもって実感したよ」

   　对手会从哪里，以什么方式发动攻击。从对方的细微动作中读取，感知这些信息的能力，应该就是所谓的感知杀气的能力吧。

   　どこに、どのように攻撃を仕掛けてくるか。そういったものを相手の些さ細さいな仕草から読み取り、感じる能力が所謂殺気を感じる能力というものなんだろう。

   　那一定是基于庞大的经验而得出的经验法则，或是优秀的信息处理能力，综合这些能力而学会的一种类似预知未来的能力。大概吧。我通过和梅伊的训练，得出了这样的结论。

   　アレはきっと膨大な経験を元にした経験則とか、優れた情報処理能力とか、そういったものを総合して会得する一種の未来予知的なものなのだ。多分。俺はメイとの訓練を経てそうなんだろうと思い至った。

   　我早就已经学会了这种能力。在另一个世界里玩的FPS培养了基础，SOL的玩法使其开花结果，在这个世界经历的多次航宙战斗中磨练了它。

   　この能力自体は既に俺は会得していたのだ。それは向こうの世界でやり込んだＦＰＳで基礎が培われ、ＳＯＬステラオンラインのプレイで開花し、この世界で数多あまた経験した航宙間戦闘で磨かれていた。

   　从雷达上得到的有限信息，从视觉上得到的敌舰动作，护盾受到攻击时，显示在自机全息投影上的中弹警告，响起的警报声，综合这些信息掌握周围的空间，以适当的操纵将损害控制在最小限度，向敌人致命的地方发动攻击。

   　レーダーから得られる限られた情報や、視覚から得られる敵艦の挙動、シールドに攻撃を受けた際に自機のホログラムに表示される被弾警告、鳴り響くアラート、そういった情報を統合して周辺の空間を把握し、適切な操艦で被害を最小限に抑え、敵にとって致命的な場所に攻撃を送り込む。

   　剑术的基本也是一样。通过皮肤和脚底感受地板和空气的震动，通过自己的视觉捕捉敌人的举手投足和视线的移动，通过听觉捕捉衣服摩擦的声音和踩踏地板的声音，综合这些情报预测敌人的动作，适当地移动自己的身体以避免受到伤害，将刀刃挥向对敌人来说致命的位置。

   　剣術も基本は同じであった。肌や足の裏で感じる床や空気の振動、自らの視覚で捉とらえる敵の一挙手一投足や視線の動き、聴覚で捉える衣きぬ擦ずれの音や床を踏みしめる音、そういったものの情報を統合して敵の動きを予測し、自らの身体からだを適切に動かして被害を避け、敵にとって致命的な位置に刃やいばを走らせる。

   　每天被梅伊打得体无完肤，让我感受到生命危险，我心中已经开花结果的感知杀气的能力，或者说是掌握空间的能力，今天终于和掌管剑术的某种东西联系起来了。平时我一次也无法反击，只能被打得吐血几十次，今天却只被打得吐血七次。

   　毎日メイに命の危機を感じるレベルでボコられて、俺の中で既に開花していた殺気を感じる能力というか、空間掌握能力というか、そういったものが遂ついに今日剣術を司る何かと繫つながったらしい。いつもはメイに一度も反撃を加えることなく何十回と血反吐を吐く羽目に陥っていたのが、今日は七回で済んだ。

   「话说回来，换个话题……」

   「ところで話は変わるけど……」

   「嗯？」

   「はい？」

   「米米该不会其实也流着公爵家或男爵家的血吧？」

   「ミミも実は公爵家や男爵家の血筋ですとかそういうことはあるまいね？」

   　瑟琳娜少校是侯爵家千金，克莉丝是伯爵家千金，艾尔玛是子爵家千金。这样一来，米米说不定也……我姑且问了一下。

   　セレナ少佐は侯爵家令嬢、クリスは伯爵家令嬢、エルマは子爵家令嬢。こうなるとミミも実は……なんてことがあったりするかもしれないので、一応聞いておく。

   「咦？怎么可能呢。我是货真价实的平民。爸爸和妈妈也毫无疑问只是殖民卫星的移民。」

   「えぇ？　そんなわけないじゃないですか。私は正真正銘の平民ですよ。パパもママも間違いなくただのコロニー入植者コロニストでしたし」

   「哈哈哈，也是。怎么可能有那种事。」

   「ははは、そうだよな。そんなことあるわけないよな」

   　再怎么说米米都不可能吧。如果是那种身份的话，应该不会在失去双亲之后还背负着巨额债务走投无路吧。顺带一提，她所说的殖民卫星入植者正如字面意思，指的是居住在宇宙空间的殖民卫星的所有居民。

   　いくらなんでもミミはないか。そういう立場なら親を失った上に大量の負債を抱えて途方に暮れるということはなかっただろう。ちなみに彼女が言うコロニー入植者コロニストというのは読んで字の如ごとく宇宙空間に建設されたコロニーに住まう人々全般のことを指す言葉である。

   「但是，你的奶奶呢？」

   「でも、お祖ば母あさんはどうだろう？」

   「唔，这个我也不太清楚……而且我也不太了解爷爷」

   「うーん、それはちょっとわからないですけど……おじいちゃんのこともよく知らないですし」

   　米米说着露出了为难的表情。据她所说，她的奶奶是个充满谜团的人物。米米自己也只在小时候见过一次，现在回想起来，感觉和艾尔玛有着相似的气质。而且，她还说记忆中的奶奶看起来相当年轻。

   　そう言ってミミは難しい顔をする。彼女曰いわく、彼女の祖母はかなり謎の多い人物であるらしい。ミミ自身も幼い頃ころに一度しか会ったことがないそうで、今思えばエルマと同じような雰囲気をしていたようにも思うとか。しかも、記憶ではかなり若々しかったようにも思えると言っていた。

   　也就是说，虽然记忆模糊，但她的奶奶有可能是佣兵或是星际行商人，而且至少有着足够的收入，可以进行不知道是生物技术还是机械技术的先进抗衰老处理。

   　つまり、曖あい昧まいな記憶ながら彼女の祖母は傭兵か星間行商人である可能性があり、また少なくともバイオテクノロジーによるものかサイバネティクスによるものかはわからないが、先進的なアンチエイジング処置を行うだけの稼ぎがある可能性が高い。

   「即便如此，我觉得奶奶和爷爷是贵族大人的可能性也不高。如果真是那样的话，爸爸和妈妈作为普通的殖民卫星入植者生活就有点不自然了」

   「それでも、おばあちゃんやおじいちゃんがお貴族様の可能性は高くはないと思いますけどね。もしそうならパパとママが普通のコロニー入植者コロニストとして生活してたっていうのもちょっと不自然ですし」

   「那倒也是」

   「それもそうか」

   　我们现在活动的古兰坎帝国是个贵族权力非常强大的国家。就连作为贵族中最低等的骑士爵都拥有和普通平民截然不同的各种特权，一般来说不会有人会主动放弃这些特权吧。一般来说。

   　今俺達が活動しているグラッカン帝国という国は貴族の権力が大変に強い国である。貴族としては一番格の低い騎士爵ですら平民とは一線を画す様々な特権を持っており、敢あえてその恩恵を放り捨てるような真ま似ねは普通はしないだろう。普通は。

   「就是啊，真是的。你觉得我看起来像贵族大人吗？」

   「そうですよ、もう。私がお貴族様に見えますか？」

   「嗯——米米很可爱啊……要是穿上贵族千金穿的那种豪华礼服的话，应该挺合适的吧？」

   「うーん、ミミは可愛かわいいからなぁ……貴族の令嬢が着るような豪華なドレスとかを着れば十分ありえるんじゃないか？」

   「就算穿上那么豪华的衣服，也只会被衣服牵着鼻子走。既没有艾尔玛小姐那种威风凛凛的气质，也没有瑟琳娜大人和小克莉丝那种优雅」

   「そんなに豪華な衣装を着ても、服に着られるだけですよ。エルマさんみたいにキリッとした雰囲気は出せませんし、セレナ様やクリスちゃんみたいな気品もとても出せません」

   「是吗？之前你穿萝莉系的衣服的时候明明很合适的。我还想再看你穿呢——」

   「そうか？　前にロリ系の衣装を着てもらった時はバッチリ決まってたけど。また着て欲しいなー」

   「哎？唔，嗯——我觉得那种衣服不适合我」

   「えぇ？　う、うーん、ああいうのは私には似合わないと思うんですけど」

   　红着脸扭扭捏捏的米米可爱得让人活受罪。

   　顔を赤くしてモジモジするミミが可愛くて生きるのが辛つらい。

   　之后我拼命恳求害羞的米米，总算让她穿上了之前买的各式萝莉系服装，充分治愈了在和梅伊的训练中受伤的精神。

   　この後俺は恥ずかしがるミミを拝み倒し、なんとか前に買った色々なロリ系衣装を着てもらってメイとの訓練で傷ついた精神を存分に癒やしたのであった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　在我们进行训练，以避免被白刃主义者缠上时立刻死亡的期间，我们和克里希那搭乘的黑莲，与瑟琳娜少校率领的对宙贼独立舰队一起前往帝都所在的古兰坎帝国首都星系。

   　さて、白刃主義者に絡まれても即死しないように訓練を積んでいる間も、俺達とクリシュナを乗せたブラックロータスは、セレナ少佐率いる対宙賊独立艦隊と共に帝都のあるグラッカン帝国の首都星系へと向かっていた。

   　从清醒到睡着为止，我无数次吐血晕倒，而在我晕倒的时候，头上还被戴上了类似睡眠学习装置的头盔，导致我对时间的感觉变得很奇怪。不知不觉间，似乎已经过去了十天左右。

   　目が覚めてから眠りにつくまで何度も血反吐を吐きながら気絶し、気絶している間も睡眠学習装置めいたヘッドギアを被かぶせられて時間の感覚がおかしくなってしまっている俺であったが、いつの間にか十日ほどの時間が過ぎていたらしい。

   「不管看多少次都觉得好大啊」

   「何回見てもでけぇなぁ」

   「好大呢」

   「おっきぃですねぇ」

   「真厉害啊。咱也是第一次看到」

   「すごいなぁ。うちも見るのは初めてや」

   「嗯，好大啊。我觉得应该能再小一点的」

   「うーん、大きいねぇ。もう少し小さくできると思うんだけどなぁ」

   　虽然只有薇丝卡的感想跟其他人不太一样，不过我们已经抵达了星际闸道所在的尼帕克星系。途中似乎经过了克莉丝老家所在的德克瑟星系，但我不是被梅伊痛扁，就是被她灌输礼仪，所以完全没注意到。不过好像真的只是路过而已，就算注意到也没办法去见她吧。

   　なんかウィスカだけ毛色の違うコメントをしているが、俺達はゲートウェイの存在するニーパック星系へと辿たどり着ついていた。途中でクリスの実家があるデクサー星系を通過していたらしいが、俺はメイにボコられたり、マナーを叩たたき込こまれたりしていたので全く気がつかなかった。本当に通過しただけだったらしいから、気づいたところで会いに行くことはできなかっただろうけど。

   「我们要直接从星际闸道前往帝都对吧？」

   「ゲートウェイで帝都に直行するんですよね？」

   「是啊。多亏了星际闸道网络，帝都虽然很远，却也是个近在咫尺的地方。」

   「そうなるわね。ゲートウェイネットワークのお陰で帝都は遠いけど近い場所だから」

   「那是指能够自由使用星际闸道的人吧？」

   「ゲートウェイを自由に使える人にとっては、だろ？」

   「嗯，是没错。」

   「まぁそうね」

   　听到我的指摘，艾尔玛耸了耸肩。

   　俺の指摘にエルマが肩を竦すくめてみせる。

   　虽然星际闸道能够瞬间跨越几千光年、几万光年的距离，是非常方便的工具，但并非所有人都能自由使用。就连贵族要使用也得费上一番工夫，佣兵和行商等一般人几乎不可能获得使用许可。

   　何千光年、何万光年という距離を一瞬で飛び越えることができるゲートウェイはとても便利なものだが、万人が自由に利用できるものではない。貴族ですら利用するにはそれなりの手間がかかるというし、傭よう兵へいや行商人などのその他一般人に利用許可が下りることは殆ほとんどないという。

   　我在原本的世界玩的SOL里，能够使用星际闸道的机会也极为有限，我自己在SOL里也几乎没用过。虽然听说只要和拥有星际闸道的银河帝国加深关系就能获得使用许可，但对过着无根草般佣兵生活的我来说是无缘的东西。

   　俺が元の世界でやっていたＳＯＬにおいてもゲートウェイを利用できる機会はごく限られており、俺自身もＳＯＬ内では殆ど利用した覚えがない。ゲートウェイを有する銀河帝国との関係を深めていけば利用許可が下りるという話はあったが、根無し草の傭兵プレイをしていた俺には縁がなかったんだよな。

   「说到底，很少有人会离开自己出生长大的殖民卫星。帝都果然还是个遥远的地方呢。」

   「そもそも、自分が生まれ育ったコロニーから出る人も少ないですしね。帝都はやっぱり遠い場所ですよね」

   「是啊。会离开殖民卫星的，大概只有像我们这种造船相关的星际企业，或是贸易相关的人吧？」

   「せやな。コロニーから出るのってうちらみたいな造船関係の星間企業か、貿易関係くらいやない？」

   「还有军人吧。要怎样才能成为佣兵呢？」

   「あとは軍人さんくらいかな。傭兵ってどうやったらなれるんですかね？」

   「啊，好像有类似养成学校的那种地方哦。我也不太清楚就是了。」

   「あー、なんか養成学校的なアレがあるらしいぞ。俺はよく知らんけど」

   　我之前好像在佣兵公会听过这种事。不过，我觉得会特地为了追求刺激而成为佣兵的人应该不多。要是没有克里希那，我孤身一人被丢在殖民卫星的话，也不晓得能不能以佣兵的身份谋生。

   　前に傭兵ギルドでそんな話を聞いた気がする。まぁ、わざわざスリルを求めて傭兵になる奴やつなんてそうそういないと思うけどな。俺だってクリシュナがなくて、身一つでコロニーに放り出されていたら傭兵として身を立てていたかどうかわからん。

   「哥哥是怎么成为佣兵的？」

   「兄さんはどうやって傭兵になったん？」

   「……嗯，顺其自然？」

   「……まぁ、流れで？」

   　醒来后发现自己在克里希那里面漂流，然后立刻被宙贼袭击，于是反过来打倒了他们……之后就完全顺势当上了佣兵。应该说，是被迫当上的。得感谢艾尔玛才行。

   　目覚めたら宇宙を漂流するクリシュナの中にいて、速攻で宙賊に襲われたから返り討ちにしてって感じで……その後はもう完全に流れで傭兵になったよな。というかされたよな。エルマに感謝だ。

   「顺势……对哦，哥哥没有记忆。抱歉。」

   「流れでて……そっか、兄さん記憶がないんやったな。ごめん」

   「你没必要道歉啦。我觉得自己很幸运。」

   「別に謝ることはないけどな。色々と幸運だと思うよ、俺は」

   　虽然我不会特地说出口，但毕竟我遇到了米米和艾尔玛，还有梅伊、克莉丝、蒂娜、薇丝卡，以及瑟琳娜少校——不，瑟琳娜少校就算了。总之，我遇到了大家。翔子医生……嗯，一想起来就觉得屁股痒痒的。嗯。

   　敢えて口に出す気にはならないけど、ミミやエルマに出会えたし、メイやクリスやティーナやウィスカ、それにセレナ少佐──いやセレナ少佐はいいや。とにかく皆に出会えたしな。ショーコ先生は……うん、思い出すとケツがムズムズしてきそうだから。うん。

   「哦，动起来了。好像轮到我们了。」

   「お、動き出したぞ。俺達の順番みたいだ」

   「哦～好期待啊。会是什么感觉呢？」

   「おー、楽しみやな。どんな感じなんやろ？」

   「好期待哦，姐姐。」

   「楽しみだね、お姉ちゃん」

   　抱歉在你们兴奋的时候泼冷水，但你们的期待会落空哦。我无意间看向米米，发现她和我一样用温暖的视线看着维修士姐妹。哈哈哈，米米也曾经像那样兴奋不已，结果期待落空了嘛。

   　ワクワクしてるところ悪いけど、そのワクワク感は裏切られることになるぞ。ふとミミに目を向けると、俺と同じく生温かい視線を整備士姉妹へと送っていた。ははは、ミミもあんな風にワクワクしてて肩透かしを食わされたもんな。

   　舰队向前航行，冲入一对巨大构造物之间，那扭曲的空间散发着不可思议的燐光。先行的护卫舰和驱逐舰放出光芒消失的光景，实在是充满了神秘感。

   　艦隊が前に進み、一対の巨大構造物の間に存在する不可思議な燐りん光こうを放つ歪ゆがんだ空間へと突入していく。先行しているコルベットや駆逐艦が光を放って姿を消す光景は実にミステリアスだ。

   「哦、哦哦……要来了，薇。」

   「お、おぉ……来るで、ウィー」

   「姐、姐姐……」

   「お、お姉ちゃん……」

   　整备员姐妹透过全息显示器看着扭曲的空间逼近，她们握紧了彼此的手。

   　ホロディスプレイ越しに空間の歪みが迫ってくるのを見ながら整備士姉妹が互いの手を握り合う。

   　在稍前方航行的巡洋舰放出光芒，消失不见了。

   　ほんの少し前を航行していた巡洋艦が光を放ってその姿を消した。

   


   　然后——

   　そして──。

   


   「咦？这就结束了吗？」

   「え？　これで終わりなん？」

   「……真没意思。」

   「……呆あつ気けないね」

   　既没有超光速驱动启动或停止时的轰鸣声，也没有在超空间驱动中看到的五彩缤纷的超空间光景，不仅如此，连光芒都没有，全息显示器上显示的影像突然切换了。

   　超光速ドライブを起動した時や停止した時に聞こえるような轟ごう音おんも、ハイパードライブ中に見えるような極彩色のハイパースペースの光景などもなく、それどころか光ることも何もなく、パッとホロディスプレイに映る映像が切り替わった。

   「不过，这就是真正的空间跳跃吧。」

   「まぁ、これが本物のワープって奴なんだろうな」

   「哈啊……好厉害啊。」

   「はぇー……すごいなぁ」

   「虽然知道理论概要，但真的很厉害呢。嗯——我也不能输啊。」

   「理論の概要は知ってるけど、本当に凄すごいね。うーん、私も負けていられないなぁ」

   　蒂娜绕了一圈后，佩服地直呼厉害，但薇丝卡是不是已经飞到九霄云外去了？我有时候真的搞不懂薇丝卡。她身为技术人员的意识，偶尔会莫名地高涨。

   　ティーナは一周回って凄い凄いと感心してるけど、ウィスカはなんか明後日あさつての方向にぶっ飛んでいってないか？　たまにウィスカのことがわからなくなるよ、俺は。時折技術者としての意識が妙に高くなるんだよな、ウィスカって。

   「总之，我们平安抵达了。欢迎来到古兰坎帝国的首都星系。那里就是我的老家，帝都古拉基乌斯。」

   「ま、何はともあれ無事に着いたわね。ようこそ、グラッカン帝国の首都星系へ。あそこが私の実家のある場所、帝都グラキウスよ」

   「嗯嗯……？」

   「んん……？」

   　看到全息显示器上的影像，我不禁皱起眉头。

   　ホロディスプレイに映る映像を見て俺は思わず眉み間けんに皺しわを寄せた。

   　从大小来看，那应该是行星吧。但是，其表面看起来没有海洋，甚至找不到任何自然的造景。行星表面全被人工物覆盖。

   　大きさから考えて、多分惑星なのだろう。だが、その表面には見る限り海などは見えず、それどころか自然の造形物が一切見当たらない。惑星表面が全すべて人工物で覆われているのだ。

   「Ecumenopolis……？这真的能实现吗……？」

   「エキュメノポリス……？　実現できるものだったのか……？」

   「哎呀，你知道的词汇还真古老呢。现在单纯称之为都市行星。」

   「あら、なかなか古い言葉を知ってるわね。今は単純に都市惑星と呼ばれるのよ」

   「原来如此……所以，帝都就是指那个吗？」

   「なるほど……で、帝都ってのはつまり、アレのことなんだな？」

   「没错。那颗都市行星就是帝都古拉基乌斯。欢迎来到帝国的中心，繁华的帝都。」

   「そうよ。あの都市惑星そのものが帝都グラキウスというわけね。ようこそ、帝国の中心地、華の帝都へ」

   　艾尔玛说着，脸上浮现微笑。

   　そう言ってエルマは微笑みを浮かべてみせた。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我们在降落帝都之前，先在首都星系的某个殖民卫星——古拉基乌斯第二殖民卫星停靠。在这里要进行货物检查和各种检查，以及办理滞留帝都的手续。

   　俺達は帝都に降りる前にまずは首都星系にいくつか建造されているコロニーの一つ、グラキウスセカンダスコロニーへと寄港することになった。ここで積荷のチェックや各種検査、それに帝都に滞在するための手続きなどをすることになるという。

   　也就是说，这个古拉基乌斯第二殖民卫星就相当于进入帝都的城门。据说将各种商品和物资运往帝都的商人等，几乎都在这种殖民卫星办完所有事情后离开帝都。因为降落帝都需要办理繁琐的手续，而且滞留费用似乎非常昂贵。不过，就算说很贵，好像也不至于像度假星系那么贵。

   　つまり、このグラキウスセカンダスコロニーは帝都に入るための城門のような役割をしているわけだ。帝都に各種商品や資材を運んできた商人などはほぼこういったコロニーで全て用事を済ませて帝都を去っていくのだという。何な故ぜなら、帝都に降下するには煩雑な手続きが必要になる上に、滞在費が非常に高いらしい。いや、高いとは言っても流石さすがにリゾート星系ほどではないそうだが。

   「所以，我该做什么才好？」

   「で、俺は何をすれば良いんだ？」

   　停靠在殖民卫星后，梅伊也出现在餐厅，我便如此发言。

   　コロニーへの停泊が完了し、メイも食堂に姿を現したところで俺はそう発言した。

   　不，我自己也觉得这种时候船长应该发挥领导能力，但老实说，现在的我是被瑟琳娜少校，或者说是被国家权力半强迫地拉到这里来的，所以和平时不同，主导权并不在我手上。

   　いや、こういう時に船長がリーダーシップを発揮しないでどうするんだと自分で思わなくもないんだが、正直今の俺は半強制的にセレナ少佐というか国家権力にここまで引っ張ってこられたわけで、いつもと違って主導権が俺の手にはない状態なんだよな。

   　我觉得这都是瑟琳娜少校的错，明明把我拉过来了却没给我任何指示。不，不是瑟琳娜少校没有给我指示，而是我处于无法接受瑟琳娜少校指示的状态。肯定是这样。

   　こればかりは引っ張ってきたのに特に何も指示を出してこないセレナ少佐が悪いと思う。いや、セレナ少佐が俺に指示を出してないんじゃなく、俺がセレナ少佐の指示を受けられない状態にあっただけか。きっとそうだな。

   「瑟琳娜少校说典礼相关的手续全部由军方负责，降落手续等也全部由军方办理。我个人建议您去这个殖民卫星的佣兵公会露个脸」

   「セレモニーに関する手続きは全て軍のほうでやるとセレナ少佐が仰おつしやっておられましたので、降下手続きなども全てあちらでするそうです。私としては、このコロニーの傭兵ギルドに顔を出しておくことをお勧めします」

   「佣兵公会？啊，说起来瑟琳娜少校好像说过到了帝都之后要多依靠佣兵公会。虽然她说要依靠，但我也不知道具体要依靠什么」

   「傭兵ギルド？　ああ、そう言えばセレナ少佐が帝都に行ったら傭兵ギルドを大いに頼るべきだとか言ってたっけか。頼るって言っても、何に関して頼れば良いのかわからんのだが」

   「关于具体事项，您去那边问就可以了。首都星系的佣兵公会应该有应对贵族的诀窍」

   「その詳細についてもあちらで伺えばよろしいかと。首都星系の傭兵ギルドなら傭兵が貴族を上う手まくあしらうためのノウハウを持っているでしょうから」

   「原来如此？」

   「なるほど？」

   　既然梅伊都这么说了，那应该不会错，我就去一趟吧。

   　まぁ、メイが勧めるなら間違いはなさそうだし行ってみるとするか。

   「那我就去一趟吧。米米和艾尔玛也要一起来吗？」

   「それじゃあ行ってみるかな。ミミとエルマもついてくるか？」

   「是啊。还得准备礼服和装饰品，去佣兵公会说明情况，请他们介绍服装店吧」

   「そうね。ドレスと装飾品も用意しなきゃいけないし、傭兵ギルドで事情を説明して服飾店を紹介してもらいましょう」

   「礼，礼服吗……」

   「う、ドレスですかぁ……」

   　米米不太喜欢轻飘飘的礼服，露出了苦涩的表情。虽然她本人不太喜欢，但我认为她很适合穿礼服。

   　ヒラヒラとしたドレスがあまり得意ではないミミが苦々しい表情を浮かべる。本人はあまり好きじゃないみたいだけど、似合うと思うんだよな。俺は。

   「那我们也——」

   「それじゃあうちらも──」

   「姐姐，你得联系分公司才行」

   「お姉ちゃん、支社に連絡を取らなきゃダメだよ」

   「哎，稍微晚点也没关系吧？」

   「えー、少しくらいええんちゃう？」

   「我可不想之后被他们唠唠叨叨地挖苦」

   「後でネチネチと嫌味を言われるのは嫌だよ、私」

   「呜……帝都的家伙们确实很爱挖苦人」

   「うっ……帝都の奴らは嫌味ったらしいからなぁ」

   　整备员姐妹似乎有太空德维格公司相关的工作要做。不过，从她们的言行来看，她们似乎很讨厌帝都分公司。

   　整備士姉妹はどうやらスペース・ドウェルグ社関連で用事をこなす必要があるらしい。しかし、どうも二人の言動から二人が帝都支社を嫌ってるような印象を受けるんだよな。

   　难道说，即使在同一个太空德维格公司里也有派系吗？我有这种感觉。但还是不要去触及这个话题吧，太可怕了。

   　アレだろうか、同じスペース・ドウェルグ社内でも派閥みたいなものがあるんだろうか？　なんかそんな感じがするな。怖いから触れないでおこう。

   「梅伊，你打算怎么办？」

   「メイはどうする？」

   「我会留在船上。如果有什么联络，我会立刻转达给您」

   「私は船に残っています。何か連絡などがありましたらすぐにお取次ぎ致しますので」

   「明白了。那就交给你了」

   「わかった。任せたぞ」

   「好的，请交给我吧」

   「はい、お任せください」

   　梅伊微微一笑。嗯，最近梅伊的表情也变得柔和了。虽然不熟悉的人可能完全察觉不到她的变化。

   　メイがほんの僅わずかに微ほほ笑えむ。うん、最近はメイも表情が柔らかくなってきたな。見慣れてないと全く変化に気づくことができないだろうけど。

   「那我们走吧——」

   「それじゃあ行こ──」

   「希罗，你回房间拿银剑翼突击勋章和剑」

   「ヒロは部屋に戻って銀剣翼突撃勲章と剣を持ってきなさいね」

   「……不需要吧？」

   「……要らなくね？」

   「需要。这样说明起来会轻松很多，所以要戴好。好了，快点走吧。」

   「要るわよ。事情の説明が楽になるからちゃんとつけてくる。はい駆け足」

   「咦……」

   「えー……」

   「戴好比较帅气。」

   「つけたほうがかっこいいですから」

   「唔。」

   「ぬぅ」

   　结果我被艾尔玛和米米说服，把闪闪发光的勋章别在胸前，腰间佩带两把剑，前往佣兵公会。无法理解。我觉得只要有激光枪就足够了。

   　結局エルマとミミに押し切られてキラキラの勲章を胸につけ、二本の剣を腰に佩はいて傭兵ギルドへと足を運ぶことになった。解せぬ。別にレーザーガンだけで十分だと思うんだがなぁ。

  

 
  
   
    ＃EX：我被捡到的故事

    ＃ＥＸ：私が拾われた話

   

   


   


   「啥！？等、等一下！金额先不提，缴款期限是一个星期后是怎么回事！？」

   「はぁっ!?　ちょ、ちょっと待って！　金額はともかく、納期限が一週間後ってどういうことよ!?」

   「哪有什么好说的，你不仅妨碍作战行动，还破坏军方的兵器，甚至造成多人受伤，本来应该二话不说就将你收监才对。」

   「どういうことも何も、作戦行動の妨害を行った上に軍の所有する兵器への破壊行為を行い、その上多数の負傷者を出したとなると本来ならば問答無用で収監なのだが？」

   　明明是帝国军人却肥得像猪一样的家伙，一边这么说一边用下流的视线看着我。

   　帝国軍人のくせに肥え太っている豚がそう言いながらいやらしい視線を私に向けてくる。

   「不过，只要在一周内缴交3700万艾尼就能无罪释放，已经算是很宽容了吧？我听说佣兵赚得相当多不是吗？」

   「まぁ、一週間後までに３７００万エネルを納付するだけで無罪放免となるのだから、十分に有情だろう？　傭兵というのはなかなかに稼いでいるという話ではないか？」

   「3700万艾尼的话，我当然赚得到。可是，要在一周内赚到根本不可能！而且我的船严重受损耶？这样要怎么赚钱啊！」

   「そりゃ３７００万エネルくらいなら稼げるわよ。でも、一週間でだなんて無理に決まってるじゃない！　しかも、私の船は大破してるのよ？　稼ぎようがないでしょうが！」

   「我才不管你的状况。分期付款也不行。在一周后的1500前全额缴交。否则就依照帝国军法第四条第七项，将你视为重罪犯逮捕、收监。」

   「そちらの事情など知ったことではないな。分納も認められん。一週間後の１ヒト５ゴー０マル０マルまでに全額納付するように。そうでなければ帝国軍法四条七項に従って貴様を重犯罪者として逮捕、収監する」

   　穿着军服的猪头这么说，咧嘴一笑，对我的控诉不屑一顾，转身离去。

   　軍服を着た豚野郎はそう言ってニヤリと笑い、私の訴えを一顧だにせず踵きびすを返して去っていった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「那个○○○混账！总有一天我绝对要宰了他！」

   「あの○○○野郎！　いつか絶対ぶっ殺してやる！」

   　被特梅因主要殖民卫星的军方设施赶出来之后，我忍不住这样大喊，同时一脚踹在复合建材制的地面上。虽然守卫军方设施入口的警卫听到我粗鲁的发言后瞪大了眼睛，不过我现在可没空理他。要是不设法筹到这笔赔偿金，我就要完蛋了。

   　ターメーンプライムコロニーの軍施設から放り出された私は思わずそう叫んで複合建材製の地面を蹴けりつけた。軍施設の入場ゲートを守っている守衛が私の口汚い言葉に目を剝むいて驚いているけど、こちらとしてはそれどころではない。なんとかして軍への賠償金を工面しないと身の破滅だ。

   　这个特梅因星系里存在着监狱殖民卫星特梅因第三殖民卫星。被关在那里的重刑犯多半都是前宙贼。前宙贼和前佣兵，两者之间不可能和平共处。因为他们被关进监狱殖民卫星的理由，多半都是因为被佣兵猎杀宙贼。

   　このターメーン星系には監獄コロニーであるターメーンテルティウスコロニーが存在している。そこに収監されている重犯罪者の大半は元宙賊だ。元宙賊と、元傭よう兵へい。穏当に握手などできるわけがない。彼らが監獄コロニーにぶち込まれた理由の大半は傭兵の宙賊狩りによるものだからだ。

   「总之，得想想办法才行。」

   「とにかく、どうにかしないと」

   　要是被关进那种地方，我连想象都觉得可怕。虽然宙贼之中也不全都是男人，但以男女比例来说，还是男人占多数。要是身为女人的我被丢进那种地方……不，不行。一直想些不好的事也无济于事。为了回避最糟糕的未来，现在应该尽全力行动。

   　そんなところにぶち込まれたらどんなことになるか、想像するのも恐ろしい。宙賊といっても別に男ばかりというわけではないが、やはり男女比率で言えば男のほうが多い。そんな場所に女の私が放り込まれたら……いや、ダメだ。悪いことばかりを考えても仕方がない。最悪の未来を回避するために、今は全力で動くべきだわ。

   「最坏的情况就是拜托父亲……不，不行。」

   「最悪父様に……いえ、駄目ね」

   　不管怎么想时间上都来不及。就算同时使用超空间通信和星际闸道通信，从这个特梅因星系到父亲那里，我的联络也要花上十天左右才能到达。就算现在立刻联络，等父亲收到我的消息时，我已经在监狱殖民卫星里了。

   　どう考えても時間的に間に合わない。ハイパースペース通信とゲートウェイ通信を併用してもこのターメーン星系から父様のところに私からの連絡が届くまでに十日くらいはかかる。今すぐに連絡をしても父様のところに私からの報しらせが届いた頃ころにはもう私は監獄コロニーの中だ。

   「不过，可以作为保险吗……」

   「でも、保険にはなるか……」

   　虽然可能来不及阻止我被收监，但说不定可以在被收监后把我救出来。应该把这作为选项之一考虑吧。

   　私の収監には間に合わないかもしれないが、収監された後に助け出してはもらえるかもしれない。選択肢の一つとしては考えておくべきだろう。

   「事到如今，我还有什么脸去见他呢？」

   「今更どの面を下げてって話だけど」

   　我不由得露出苦笑。

   　思わず苦笑いを浮かべる。

   　五年前，我偷了哥哥的小型战斗舰从老家逃了出来。原因有很多。比如不喜欢的未婚夫的问题，还有对贵族女儿那种充满虚荣和虚伪的生活感到厌烦。另外还有对自由生活的向往，以及对在视频中看到的佣兵生活方式的向往。

   　五年前、私は兄様の小型戦闘艦を盗んで実家から飛び出した。原因は、色々ある。好きでもない婚約者の問題とか、見み栄えと虚飾に塗まみれた貴族の娘としての生活に嫌気が差したとか。あとは自由な生活への憧あこがれとか、ホロで見た傭兵という生き方への憧れとかもあった。

   　也就是说，我舍弃了作为贵族女儿的生活逃了出来。对养育我至今的一切都做了背叛。

   　つまり、貴族の娘としての生活を捨てて逃げ出したのだ。それまで私を育ててきてくれた全すべてに後ろ足で砂をかけて。

   　飞到宇宙后的第一年，我只是一味地从追上来的父亲和哥哥手中逃跑。

   　宇宙に飛び出して最初の一年は追いかけてくる父様や兄様の手から只管ひたすらに逃げ回る一年だった。

   　现在回想起来，哥哥大人应该相当放水吧。倒不如说，哥哥大人甚至在妨碍父亲大人的追捕。因为比起我，哥哥大人更加讨厌未婚夫。

   　今思えば、兄様はかなり手を抜いてくれていたのだと思う。寧むしろ、兄様は父様の邪魔すらしていたのではないだろうか。婚約者のことは私よりも、兄様のほうが嫌っていたくらいだったから。

   　经过一年半的时候，我逃到了距离帝都相当遥远的星系，父亲大人和哥哥大人的追捕终于停止了。之后我终于可以正式地作为佣兵活动，一边重复着失败和成功，一边脚踏实地地作为佣兵努力着。

   　一年半も経たった頃には帝都から遠く離れた星系まで私は逃げ延びていて、遂ついに父様と兄様の追跡の手が止まった。それからやっと本格的に傭兵として活動することができるようになって、失敗したり成功したりを繰り返しながらコツコツと傭兵として頑張ってきた。

   　虽然也有差点放弃的时候，但总算还是克服了难关，走到今天这一步。

   　挫くじけそうになった時もあったけど、なんとか乗り越えてここまでやってきた。

   「……我可不想在这里放弃啊」

   「……ここで諦あきらめるなんて御免よ」

   　这是不惜对家人不义才得到的自由生活。怎么能这么简单就放手。我振奋起快要受挫的心，四处奔走。

   　家族に不義理をしてまで手に入れた自由な生活だ。そう簡単に手放してたまるか。私は挫けそうな心を奮い立たせて走り回ることにした。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「……哈啊」

   「……はぁ」

   　这一周，我用尽了所有的人脉，为了筹集资金而奔走。连修理中的天鹅都卖了，连秘藏的高级酒水和什么的，除了身上最低限度的物品以外，全部都卖了来筹集资金。也去了好几次佣兵公会，尽可能地争取到了支援。

   　この一週間、私は持てる限りの伝つ手てを使って資金集めに奔走した。修理中のスワンまで売り払い、秘蔵のプレミア付きのお酒やら何やら、身につけている最低限のもの以外の全てを売り払ってお金を搔かき集あつめた。傭兵ギルドにも何度も足を運んでできる限りの支援を引き出した。

   　即便如此还是不够。最糟糕的是，我刚换乘天鹅号，手头并不宽裕。

   　それでも足りない。スワンに乗り換えた直後で懐にあまり余裕がないタイミングだったのが最悪だった。

   「还差300万艾尼……」

   「あと３００万エネル……」

   　以佣兵或贵族的感觉来说，这金额不算小，但也不到大钱的程度。不过，以一般人的想法来看，300万艾尼可是一笔天文数字。

   　傭兵や貴族の感覚で言えば、小額ではないが大金という程でもない金額だ。でも、一般的に考えれば３００万エネルというのは途と轍てつもない大金だ。

   　姑且不论我这样的精灵，对普通人来说，300万艾尼是一笔只要生活简朴，就算一辈子不工作也能活下去的金额。换句话说，这并不是我接下来不到半天就能准备好的金额。

   　私のようなエルフはともかくとして、普通の人間であれば質素に暮らせば一生働かなくても生きていけるだけの金額なのだ、３００万エネルというのは。つまりそれは、これからたった半日足らずで私が用意できるような金額ではないということでもある。

   「要是有时间的话……」

   「時間さえあれば……」

   　要是能使用正在修理的天鹅号，300万艾尼这种程度的金额，只要一个月——不，只要两个月就能准备好了。那个不知变通的猪头真是可恨到极点。干脆用现有的钱买激光步枪、电浆手榴弹和其他各种武器，和那只猪同归于尽吧？这样的想法掠过我的脑海。

   　修理中のスワンさえ使えれば３００万エネルくらいなら一ヶ月──いや、二ヶ月もあれば用意できるのに。融通の利かないあの豚が憎たらしくて仕方がない。いっそ今あるお金でレーザーライフルやプラズマグレネード、その他諸もろ々もろの武器を調達してあの豚と刺し違えてやろうかしら？　なんて考えが脳裏を過よぎる。

   　反正照这样下去，我也会被前宙贼的重罪犯们凌虐，尊严和一切都会被践踏。与其变成那样，不如闯进那只猪所在的军事设施，战死还比较好。

   　どうせこのまま行けば元宙賊の重犯罪者達に嬲なぶられて尊厳も何もかも踏ふみ躙にじられることになるのだ。そんな風になるくらいなら、あの豚がいる軍施設に殴り込んで討ち死にしたほうがいくらかマシかもしれない。

   　我一边认真地思考着这些危险的事情，一边摇摇晃晃地走着，然后看到了一家食品店。那是我不久前和那个奇怪的新人——希罗一起进去过的店。

   　そんな物騒なことを真剣に考えながらフラフラと歩いていると、食料品店が目に入った。少し前にあの変な新人──ヒロと入ったお店だ。

   「酒……」

   「お酒……」

   　说起来，我这一周都没怎么好好吃过东西。只有在快要倒下的时候，会直接从管子里摄取一点也不美味的超便宜营养糊，或者喝水。我突然想到，死前喝个烂醉也不错。

   　そう言えば、この一週間、ロクに飲食をしていない。倒れそうになったら美お味いしくもなんともない激安の栄養ペーストをチューブから直接摂取し、水を飲んだだけだ。死ぬ前に浴びるように強い酒を飲むのも悪くないな、とふと思った。

   　我摇摇晃晃地走进店里，随便买了些酒。全都是些容易喝醉的便宜酒。说起来，从那个新人那里抢来的酒，结果也没喝到，直接卖掉了。说不定我刚刚买的酒就是其中的一部分。

   　ふらりと店に入り、適当にお酒を買い漁あさる。どれもこれも喉のどを焼いて簡単に酔うための安酒ばかりだ。そう言えば、あの新人から巻き上げた酒も結局手を付けることもなく売り払うことになっちゃったな。もしかしたら今買ったこのお酒がその一部かもしれないけど。

   「……唉」

   「……はぁ」

   　我姑且还是联系了父亲。父亲最快也要三天后才能收到消息。今天被逮捕，明天被收监，两天后父亲才能收到消息，但那时候我也不知道会变成什么样。至少不会是身心都平安无事的状态。

   　一応、父様にも連絡は入れておいた。父様に連絡が届くのは早くても今から三日ほど後になるだろう。今日逮捕されて、明日収監、その二日後には父様のところに連絡が届くけど、その頃には私はどうなっていることやら。少なくとも心身ともに無事であるとは思えない。

   　不过，只要今天杀了那头猪，我也会死，就无所谓了。

   　まぁ、それも今日あの豚を殺して私も死ねば関係ない話だけどね。

   　与其被那些前宙贼垃圾折磨，还不如战死要好上一百倍。我要让他后悔向我挑衅。

   　元宙賊のゴミどもに嬲られるくらいなら討ち死にしたほうが百倍マシだわ。私に喧けん嘩かを売ったことを精々後悔させてやる。

   　我靠在食品店的墙壁上，喝着不怎么美味的酒，这时我注意到有人正在靠近我。虽然我为了避嫌而披上了附有兜帽的斗篷，但坐在这种地方喝酒，果然还是很显眼。

   　食料品店の壁に寄りかかって大して美味しくもないお酒をグビグビと飲んでいると、誰かがこちらに近づいてくるのがわかった。厄介事を避けるためにフード付きのマントを被っていたのだけど、こんな場所で座り込んでお酒なんて飲んでいればそりゃ目立つわよね。

   　我一边想着真麻烦，一边悄悄把手伸向腰间的激光枪。

   　面倒くさいな、と思いながら密ひそかに腰のレーザーガンに手を伸ばす。

   「「——！」」

   「「──ッ！」」

   　我吓了一跳。我明明是完全出其不意地发动攻击，对方却迅速反应过来，用激光枪的枪口对准了我。

   　驚いた。完全に不意を打ったはずなのに、相手はしっかりと反応して私にレーザーガンの銃口を向けてきた。

   　我好歹也是个贵族。虽然比不上身为当家的父亲大人和身为继承人的哥哥大人，但我也有接受过肉体强化的处理。多亏了肉体强化处理和作为贵族子女的护身术，我好几次都因此捡回了性命。而我这样的偷袭居然会被如此完美地应对。

   　私だって貴族の端くれだ。当主である父様や跡取りの兄様程ではないけれど、いくらかは肉体強化の処置が施されている。肉体強化処置と、貴族の子女としての嗜たしなみで培った護身術のお陰で命を拾ったことは一度や二度ではない。そんな私の不意打ちにこうも完かん璧ぺきに対応するなんて。

   　我还在想是谁，结果发现用枪口对准我的人是希罗。他身后还跟着那个孩子——对了，我记得她叫米米。

   　誰かと思えば、私に銃口を向けてきているのはヒロだった。彼の後ろにはあの子──そう、確か名前はミミと言ったはず──もいる。

   　看来他们两个过着相当充实的生活。

   　二人とも随分と充実した生活を送っているようだ。

   「呵呵，怎么？你是来嘲笑我的吗？」

   「ふふ、何よ？　私を笑いにきたの？」

   　被两人身上散发出的耀眼『活力』所笼罩，我不禁弄掉了激光枪，说出了消极的话语。说出口之后，我陷入了自我厌恶。明明就算迁怒他们也无济于事。

   　二人から放射される眩まばゆいばかりの『陽気』に当てられて、思わず私はレーザーガンを取り落としてネガティブな言葉を漏らしてしまった。つい口にしてしまってから自己嫌悪に陥る。彼らに当たっても仕方がないのに。

   「才不是那样。既然受过你照顾，看到你变成这样，至少会想问一下发生了什么事吧……不过，米米比我还更在意就是了。」

   「そんなんじゃないっての。世話になった相手がこんな有様だったらとりあえず事情くらいは聞くだろ……まぁ、それ以上にミミがな」

   「艾尔玛小姐……」

   「エルマさん……」

   　米米跪到我身边，握住了我的手。好温暖。她纯粹地担心着我的心情直接从手上传来，折磨着我的心。

   　ミミが私の側そばに跪ひざまずき、手を握ってくる。温かい。私のことを心配しているという純粋な思いが手から直接伝わってきて私の心を苛さいなむ。

   「才半个月，立场就颠倒了呢。」

   「たったの半月で立場が逆になっちゃったわね」

   　我自嘲地如此低语后，米米不发一语地抱住了我。啊啊，好温暖。这孩子真的是个好孩子呢。她纯粹地担心着现在的我。

   　自じ嘲ちよう気味に私がそう呟つぶやくと、ミミは何も言わずに私を抱きしめてきた。ああ、温かい。本当に良い子ね、この子。純粋に今の私を心配してくれているんだわ。

   「状况如何？」

   「状況は？」

   　希罗直截了当地问道。虽然没必要特地告诉他，但被米米抱住后，无聊的自尊心什么的全都融化了，于是我将一切说了出来。

   　ヒロはストレートに聞いてきた。わざわざ話す必要もないのだけれど、ミミに抱きしめられてつまらないプライドやら何やらが全部溶け出してしまった私は全てを話した。

   


   「给星系军的赔偿金……就算把存款全部用上，把船和所有东西都卖掉也不够。」

   「星系軍への賠償金がね……貯金を全部叩はたいて船から何から全部売り払ったとしても足りないのよ」

   「还差多少？」

   「いくらだ？」

   「还差300万艾尼……」

   「あと３００万エネル……」

   「300万啊……」

   「３００万か……」

   「就算想赚钱，修理船也还要花两个星期以上，就算说要赚钱赔偿，但这次发生的事故是事故，所以信用……虽然也和佣兵公会商量过了。」

   「稼ごうにも船の修理にはまだ二週間以上かかるし、稼いで弁償するって言っても今回起こした事故が事故だけに信用がね……傭兵ギルドにも相談してみたんだけど」

   　连没必要说的事情都从嘴里擅自说出来了。但是，一旦开始说，嘴巴就停不下来。

   　話さなくて良いことまでポロポロと口から勝手に零こぼれていってしまう。しかし、一度動き始めた口は止まろうとしてくれない。

   「支付期限是？如果无法支付的话会怎么处理？」

   「支払期限は？　支払いができなかった場合の対応は？」

   「今天，还有两个小时左右……如果无法支付的话，就会被送到特梅因Ⅲ的监狱强制劳动。那里有很多被抓住的宙贼。如果我这个前佣兵去了那里……」

   「今日、あと二時間くらい……支払いができなかったらターメーンⅢの監獄で強制労働だって。あそこには捕らえられた宙賊が山ほどいるわ。元傭兵の私が行ったら……」

   　再过两个小时，毁灭就会降临到自己身上。一想到这里，眼泪就夺眶而出。

   　あと二時間で自分の身に破滅が訪れる。そう考えると、涙が溢あふれ出してきてしまった。

   「我做好了乘着船在宇宙中消散的觉悟。但是，这种事……这种事……！」

   「船に乗ったまま宇宙に散る覚悟はしていたわ。でも、こんなの……こんなの……！」

   　如果说不怕死，那是骗人的。我也会怕死。但是，如果因为战斗而毁灭的话，我也可以放弃，认为是自己的实力不足。但是，这种结局不管怎么说都太过分了。

   　ただ死ぬのは怖くない、と言ったら噓うそになる。死ぬのは私だって怖い。でも、戦いで身を滅ぼすなら実力不足だったのだと諦めることもできる。でも、こんな結末はいくらなんでもあんまりだ。

   　还是说，这就是报应吗？对于背叛了养育我长大的家人，转身离去的我。

   　それとも、これが報いなのだろうか？　何不自由なく育ててくれた家族を裏切り、後ろ足で砂をかけて飛び出してきた私への。

   　听到金额的希罗拿出了小型情报终端，陷入了沉思。300万艾尼对佣兵来说不是一笔大钱，但也绝不算少。虽然我和他多少有些缘分，但我只是带他参观了一下这个殖民卫星，又照顾了米米而已。这不足以构成他帮助我的理由吧。

   　金額を聞いたヒロは小型情報端末を取り出して何やら考え込んでいる。３００万エネルは傭兵にとっては大きな金額ではないけれど、少ない金額でもない。彼と多少の縁はあるけれど、ただ少しこのコロニーを案内して、ミミの世話をしてやっただけだ。彼が私を助ける理由にはならないだろう。

   


   　我本来是这么想的。

   　そう思っていたのに。

   


   「艾尔玛」

   「エルマ」

   「……干嘛？」

   「……何よ？」

   「你来当我的船员吧」

   「お前、俺の船のクルーになれ」

   「……啊？」

   「……へ？」

   　听到这出乎意料的话，我不禁发出了傻乎乎的声音，抬头看向他的脸。

   　想定外の言葉に私は思わず間抜けな声を出して彼の顔を見上げてしまった。

   「300万艾尼，我帮你出。作为交换，你来当我的船员。然后，你从头开始教米米佣兵的基础知识。还有，你也要帮我做些工作」

   「３００万エネル、俺が出してやる。その代わり、俺の船のクルーになれ。んで、ミミに傭兵のいろはを一から教えろ。あと、俺のサポートもやってもらう」

   「等，等一下。你是认真的？」

   「ちょ、ちょっと待って。本気？」

   　我开始怀疑他是不是疯了。虽然他说的话听起来很合理，但要为此一下子拿出300万艾尼，再怎么说也太疯狂了吧。

   　流石さすがに彼の正気を疑ってしまった。尤もつともらしいことを言っているが、それで３００万エネルものお金をポンと出すのはいくらなんでも酔狂が過ぎるだろう。

   


   「没时间了，快做决定。要么当我的船员，要么在监狱站被前宙贼的囚犯们轮奸」

   「時間がないぞ、決断しろ。俺の船のクルーになるか、監獄ステーションで元宙賊の囚人達に寄って集たかって慰みものにされるかだ」

   　不，如果只有这两个选项，那我实际上没有选择的余地。

   　いや、その二択なら私には実質選択肢はないようなものだけど。

   　与其被宙贼们当成泄欲工具，我宁愿和那个猪头军人同归于尽。所以我才打算在喝完酒之后尽可能地收集武器，然后去讨伐他。

   　宙賊達の慰みものになるくらいならあの豚軍人と刺し違えて死んだほうがマシだ。だからこそお酒を飲み終わったらできる限りの武器を集めて討ち入りをするつもりだったわけだし。

   「为、为什么……？」

   「な、なんで……？」

   　姑且不论他要怎么教育和外行人没两样的米米，以他的实力来说，应该不需要我的辅助。他可是拥有超凡技巧，把黄金位阶的升格测试当成“有点难度”的人，我不认为他需要副驾驶员。

   　素しろ人うと同然のミミへの教育はともかく、彼の実力なら私のサポートなんて必要ないはずだ。ゴールドランクへの昇格試験を「ちょっと歯ごたえがあった」程度でクリアするような超絶技巧の持ち主にサブパイロットが必要とも思えない。

   「因为不这么做的话，米米会伤心的。而且，我也不忍心看到照顾过我的人遭遇不幸。最重要的是，我想要你。」

   「こうしないとミミが悲しむからな。それに、俺も世話になった相手が酷ひどい目に遭うのを見過ごすのは寝覚めが悪い。何よりお前が欲しいからだ」

   「我、我吗！？」

   「わ、私をっ!?」

   「嗯。」

   「ああ」

   　“我想要你”——这句过于直白的话，让我的大脑变得一片空白。无论是对无法凑到钱的不安，还是干脆同归于尽的决心，这些想法都消失得无影无踪。

   　お前が欲しい、というあまりにも直球な言葉に私の頭から色々なものが吹っ飛んでいってしまった。お金が用意できないことへの不安感とか、いっそ刺し違えてやるという決意とか、そういう諸々が。

   　这、这也就是说，是这么回事吧？虽、虽然我也觉得自己的外表还不错，但被这么直接地表白，还是让我有些慌张。

   　これって、つまりそういうことよね？　そ、そりゃ自分でも見た目は悪くないと思っているけど、こんなにストレートに言われると流石に焦る。

   「哦、哦？是、是这样啊？你是用那种眼光看我的吗？」

   「ふ、ふーん？　そ、そうなんだ？　そんな目で見てたんだ？」

   「嗯，是啊。」

   「まぁ、そうだな」

   　希罗一脸认真地点头肯定了我的话。原来如此，虽然他总是说我是什么残念宇宙精灵，胸又小，但那都是因为他不坦率的男人天性吗？

   　ヒロが至極真ま面じ目めな顔で頷うなずいて私の言葉を肯定する。残念宇宙エルフだとか貧相な胸だとか散々言ってたけど、なるほどね？　あれかしら、素直になれない男のサガとかそういうやつだったってことかしら？

   「是，是吗……但是，你不是已经有米米了吗？」

   「そ、そうなんだ……でも、ミミがいるでしょ？」

   　她都那么“阳光”地释放自己的存在感了。他们两个肯定关系很好吧。我再插一脚进去，实在是有点不好意思。

   　あんなに『陽気』をバンバン発散するくらいだ。さぞかし二人で仲良くしていたのだろう。そこに私が割り込むような形になるのは流石にちょっと気が引ける。

   「再多一个人也没什么。对吧，米米」

   「別にもう一人くらい増えたってどうってことない。な？　ミミ」

   「是的」

   「そうですね」

   「这，这样啊，一个人不够啊……」

   「そ、そう、一人じゃ足りないんだ……」

   　这，这就是那个意思吧？呜哇，呜哇——好，好厉害啊？

   　そ、それってつまりそういうことよね？　うわ、うわー。す、凄すごいのね？

   「所以，你打算怎么办？要坐我的船吗？」

   「で、どうするんだ？　俺の船に乗るのか、乗らないのか」

   　被希罗盯着看，我感觉自己的耳朵都红了。这，这么一看，希罗长得还挺帅的。身材也意外地结实，但又不会让人觉得闷热。嗯，感觉刚刚好。

   　ヒロにじっと見つめられて耳に血が通っていくのがわかる。こ、こうして見るとヒロって結構顔も悪くないわよね。身体からだも意外とがっしりしてるけど、暑苦しい感じでもない。うん、絶妙な感じ。

   　啊啊，好羞耻。我现在肯定耳朵都红透了。好想把耳朵藏起来。

   　ああ、恥ずかしい。今の私の耳はきっと真まっ赤かになっているに違いない。すごく耳を隠したい。

   「我……我要坐」

   「の……乗る、わ」

   　我拼命抑制住想用手捂住自己通红的耳朵的冲动，努力挤出声音回答道。

   　私は真っ赤になっている耳を手で覆い隠したくなる衝動を必死に抑えながら絞り出すようにそう答えた。

   「是吗，那我欢迎你。你可要好好完成自己的职责」

   「そうか、では歓迎しよう。しっかりと務めを果たしてくれよ」

   　完、完成职责——这、这也就是说今天就要开始吗？我、我还没有做好心理准备啊？

   　つ、務めを果たし──こ、これはつまり今日すぐにってこと？　ま、まだ心の準備ができていないんだけど？

   「我、我知道了。还请你手下留情……？」

   「わ、わかったわ。お手柔らかに頼むわよ……？」

   「？不，我会尽情使唤你的」

   「？　いや、存分にこき使うぞ？」

   　尽、尽情！？也就是说从一开始就毫不留情吗！？可、可既然已经上了船，也只能任他摆布了……呜呜。

   　存分に!?　ということは最初から手加減なし!?　で、でも船に乗ってしまったらもう言いなりになるしか……うぅ。

   「是、是吗……我知道了。我会做好心理准备的。比起对付好几个宙贼，应该会轻松一些吧」

   「そ、そう……わかったわ。覚悟を決めておく。何人もの宙賊どもを相手にするよりは楽だろうし」

   　听到我的话，希罗露出了奇怪的表情，而我直到当天晚上，事情结束之后才知道其中的原因。

   　私の言葉にヒロは変な顔をしていたが、私がその理由を知るのはその夜、事を終えてからだった。

   　的、的确，这可能只是我单方面的误会……！但我还是无法释怀！既然如此，我就要让他负起责任！做好觉悟吧！

   　確かに、確かに私の一方的な思い込みだったのかもしれないけど……！　釈然としないわ！　もう、こうなったらとことんまで責任を取らせてやるから！　覚悟しなさい！

   


   　之后，希罗说在阿雷因星系对贵族子女出手会很麻烦，我内心烦恼着该怎么办，但这件事就保密吧。不过，比起侯爵千金瑟琳娜少校，我应该没那么麻烦……但哥哥大人应该会很麻烦吧？

   　その後、アレイン星系で貴族の子女に手を出すのは面倒だ、というヒロの発言を聞いてどうしようかしらと内心悩んだのは内緒。まぁ、侯爵令嬢のセレナ少佐に比べたら私なんてそんなに面倒でも……兄様がとても面倒ね？

   　不过，希罗在我说出实情前就主动表示要负责，所以没问题。希罗一开始就知道我误会了，还把我吃干抹净，所以我们扯平了。

   　でもうん、事情を話す前にヒロが自分から責任を取るという旨の発言をしてくれたから問題なし。ヒロだって最初私が勘違いしているのを知りながら私を美お味いしく頂いたんだから、おあいこよね？

   　没事的，要是有个万一，我一定会用尽一切手段让哥哥大人好看。

   　大丈夫、いざとなったらどんな手を使ってでも私が兄様をなんとかするから。

  

 
  
   
    ＃3：古拉基乌斯第二殖民卫星

    ＃３：グラキウスセカンダスコロニー

   

   


   


   「希罗大人，您真帅气！」

   「ヒロ様、かっこいいです！」

   「嗯，还挺有模有样的嘛」

   「うん、まぁまぁサマになってるじゃない」

   　我穿着平时那件佣兵夹克，上面别着银剑翼突击勋章，腰间挂着激光枪和两把剑。米米和艾尔玛看到我这身打扮后纷纷夸赞道。虽然和平时的打扮没什么区别……不过被夸奖的感觉确实不坏。

   　いつもの傭よう兵へい服のジャケットに銀剣翼突撃勲章をつけ、腰にレーザーガンだけでなく二本の剣をぶら下げた俺を見てミミとエルマが褒める。別にいつのもの格好とそう変わらんのだが……まぁ褒めてくれるのは悪い気はしないけどさ。

   「你现在身份相当于荣誉骑士爵，所以要打扮得符合身份。这不仅仅是为了炫耀身份，也是为了向周围人展示自己的身份，从而避免对方做出对你不利的举动」

   「今の時点でも身分的には名誉騎士爵相当だからね。それらしい格好をするっていうのは単に自分の身分を誇示するだけじゃなく、自分がそういう身分であるということを周りに見せて相手にとってマズい行動を取らせないようにするためでもあるのよ」

   「是这样吗？」

   「そういうものなのか」

   「就是这样」

   「そういうものよ」

   　虽然我有些难以释怀，但既然艾尔玛这么说，那应该就是这么回事吧。

   　どうにも釈然としないが、エルマがそう言うならそうなんだろう。

   「啊……嗯，好吧。那我们出发吧」

   「あー……うん、そっか。よし、とりあえず行くか」

   「好的！啊，我已经查好佣兵公会的地址了」

   「はいっ！　あ、ちゃんと傭兵ギルドのある場所は調べてありますよ」

   「米米准备得真周到，好棒好棒」

   「ミミは用意が良いなぁ、よしよし」

   「嘿嘿……」

   「えへへ……」

   　米米抱着启动了地图APP的平板电脑，我摸了摸她的头。她要是有尾巴的话，现在肯定摇得飞快。嗯，真可爱。

   　マップアプリを起動してあるタブレットを抱えたミミの頭を撫なでてやる。尻しつ尾ぽがあったらブンブン振ってそうな勢いだ。うん可愛かわいい。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　在梅伊的目送下，我们离开了黑莲，跟着米米前往古拉基乌斯第二殖民卫星的佣兵公会。

   　メイに見送られながらブラックロータスを降りた俺達は、ミミの案内に従ってグラキウスセカンダスコロニーの傭兵ギルドへと向かった。

   「人可真多啊」

   「しかし人が多いな」

   「那当然了。都市行星的资源基本上都是从外面进口的，所以商人很多。虽然食物可以在地下城生产，但矿物资源几乎都是从外面进口的。毕竟生产食物也需要一定程度的矿物资源」

   「そりゃね。都市惑星で消費される資源は基本的に全部外からの輸入で賄っているわけだから、商人が多いのよ。食料はアンダーレベルのジオフロントである程度生産されているけど、鉱物資源の類はほぼ外からの輸入ね。食料の生産にもある程度の鉱物資源は必要だし」

   「哦……都市行星不就是个超级吞金兽吗？」

   「へぇ……物もの凄すごい金食い虫じゃないか？　都市惑星って」

   「倒也不至于。毕竟我们用从外面进口的资源生产了大量高价值的产品。帝国质量的产品不仅在国内，在国外也很受欢迎哦？」

   「そうでもないわよ。外から輸入した資源で付加価値の高い製品を大量に生産しているからね。帝国品質インペリアルグレードの製品は国内だけでなく、国外でも重宝される逸品揃ぞろいよ？」

   「哦……不过和我们没什么关系吧？」

   「ほぉ……でも俺達にはあまり縁がないよな？」

   「那可未必哦？铁人五代也是帝国质量的商品」

   「そうでもないですよ？　テツジン・フィフスとかも帝国品質の商品ですし」

   「哦……铁人厨师确实很厉害啊」

   「おぉ……テツジンシェフは確かに凄いよな」

   　铁人做菜的能力确实深不可测。只要尝过一次它用廉价的自动食物料理包做出的美食，就再也无法使用其他自动烹饪器了吧。

   　確かにテツジンの料理を作る能力は未いまだに底が知れない。安価なフードカートリッジからでも美食を生み出すあの性能は一度知ってしまうと他の自動調理器を使えなくなるだろうな。

   「克里希那的全自动浴室系统也是帝国质量的商品」

   「他にもクリシュナの全自動ユニットバスシステムも帝国品質の商品ね」

   「啊，那个也很厉害啊」

   「あー、あれも凄いよな」

   　只要进入空的浴缸，按下开关，里面就会立刻充满温度适宜的热水，不仅会自动清洗全身，还附带按摩功能。而且从浴缸出来后，还会用干燥功能把全身弄干。虽然一开始感觉像是变成了待洗衣服，但只要体验过一次就会上瘾。

   　空の湯船に入ってスイッチ一つですぐに心地よい温度のお湯が満たされ、全身を自動で丸洗いしてくれる上にマッサージ機能までついている。しかも湯船から上がったら全身を綺き麗れいに乾かしてくれる乾燥機能付き。最初は洗濯物になった気分だったが、あれも一度体験するとやめられないんだよな。

   「原来如此。帝国质量不容小觑啊」

   「なるほど。侮りがたいな、帝国品質」

   「不止如此，食品也很厉害哦？帝国质量的农作物、畜产品和酒真的能卖到高价」

   「それだけでなく食料品も凄いわよ？　帝国品質の農作物や畜産品、お酒は本当に高値で取引されるから」

   「食品我倒是真的没印象。不过，当地应该能吃到吧，等到了帝都就去尝尝看吧」

   「食料品は本当に見た覚えがないな。まぁ、地元なら食えるだろうし、帝都に降りたら食いに行ってみるか」

   「真的吗？好期待」

   「本当ですか？　楽しみです」

   　米米笑嘻嘻的，看起来真的很开心。艾尔玛似乎也在想象着故乡的味道，散发出喜悦的氛围。也带整备员姐妹一起去吧。她们两个因为太空德维格公司的帝都分公司的事情，感觉压力很大。

   　本当に嬉うれしそうにミミがニヨニヨしている。エルマも故郷の味に思いを馳はせているのか、嬉しそうな雰囲気を醸し出している。整備士姉妹も連れて行ってやるとしよう。二人ともスペース・ドウェルグ社の帝都支社絡みでストレスフルな感じになってたからな。

   「哦……果然很壮观啊？」

   「おー……流石に立派だな？」

   　我们抵达了古拉基乌斯第二殖民卫星的佣兵公会，这栋建筑物相当气派，不愧是帝都分部。不过，这种违和感是怎么回事？啊，不知为何，出入口的门居然是木制的推门。明明建筑物本身是现代风格——应该说是所谓的未来风格。真是不协调。

   　グラキウスセカンダスコロニーの傭兵ギルドに辿たどり着ついたが、これはなかなかに立派な建物だ。流石は帝都支部といったところか。しかしなんだろう？　この違和感は。ああ、何な故ぜか出入り口の扉が木製のスイングドアなんだ。建物は今風──というか所謂いわゆる未来風の外観なのに。ちぐはぐだな。

   「主殖民卫星是军事设施，古拉基乌斯的佣兵公会建筑物只有这里和主殖民卫星的培训学校这两处。」

   「プライムコロニーは軍事施設だから、グラキウスにある傭兵ギルドの建物はここと、プライムコロニーの養成学校の二つだけよ」

   「帝都没有佣兵公会的设施吗？」

   「帝都には傭兵ギルドの施設はないのか？」

   「因为没有需求。」

   「需要がないもの」

   「……原来如此。」

   「……なるほど」

   「我明白了。」

   「納得ですね」

   　在这个殖民卫星，应该有一定数量的佣兵会负责护卫货物，但就算帝都有佣兵公会的建筑物，也不会有佣兵造访吧。毕竟要降落帝都似乎必须办理麻烦的手续，而且也得花上相应的时间。

   　このコロニーなら荷物の護衛などで傭兵にも一定の需要があるのだろうが、帝都に傭兵ギルドの建物があったところで訪れる傭兵など一人もいないことだろう。帝都に降りるためには面倒な手続きをしなければならないらしいし、相応に時間もかかるからな。

   　我们三人一边聊着这些话题，一边踏进佣兵公会。特地把入口设计成附带牛铃的木制推门，到底有什么意义？是所谓的形式美吗？

   　そんな話をしながら三人で傭兵ギルドへと足を踏み入れる。わざわざ入り口をカウベル付きの木製スイングドアにしているのは本当に何なんだろうな？　様式美か？

   　我们一边让牛铃发出「当啷」的声响，一边走进佣兵公会，我环视内部装潢一圈后点了点头。

   　カランコロン、とカウベルを鳴らしながら傭兵ギルドに入り、内装を一通り見回して俺は頷いた。

   「真是疯狂的设计。」

   「酔狂なデザインだな」

   「不过，倒是花了不少钱。」

   「まぁ、金はかかってるわね」

   「真厉害，是古代的西部风格呢」

   「凄いですね。古代のウェスタン風ですよ」

   　木质的地板，木质的桌子。左边深处是木质的吧台，墙上的架子上摆着酒瓶。右边深处是业务用的木质柜台。这混沌的空间里充满了木头的香气，仿佛是政府机关和酒馆的合体。

   　木製の床に、木製のテーブル。左奥には木製のカウンター席と、壁の棚に並べられた酒のボトル。右奥のほうには業務用の木製カウンターが並んでいる。役所と酒場が合体したような木の香り漂うカオス空間だ。

   「这是“仿制”的木质材料。木头的香气是被设计成这样的」

   「木製『風』の素材ね、これは。木の香りはそういう芳香を発するようにできているのよ、これ」

   「真正的木头不是更便宜吗？」

   「本物の木のほうが安いんじゃないか？」

   「没那回事。特别是在这个星系」

   「そんなことないわよ。特にこの星系ではね」

   「木材是超高级品哦，希罗大人」

   「木材は超高級品なんですよ、ヒロ様」

   「说起来好像是这样」

   「そう言えばそうだったか」

   　之前在度假行星住小木屋的时候，米米这个在殖民卫星出生长大，纯粹的殖民星居民对理所当然存在于度假行星的自然植物和木制小木屋感到非常惊讶。

   　前にリゾート惑星でログハウスに滞在した際、コロニー生まれのコロニー育ちな生粋のコロニストであるミミはリゾート惑星に当たり前のように存在する自然の植物や木製のログハウスに驚きよう愕がくしていた。

   　我们一边聊着一边走向右边深处的业务柜台，途中感受到了好几道视线。毕竟我们三个很显眼嘛。

   　話しながら右奥の業務カウンターへと向かう途中で複数の視線を感じる。まぁ、目立つ三人だよな、俺達は。

   　其中一人穿着佣兵风格的服装，腰间却挂着两把剑，胸前还别着闪闪发亮的勋章。而且他身旁还带着一位个子娇小但胸部丰满的美少女，以及一位身材苗条的精灵美女。因为带着这两人，所以有些人看着我的眼神有些凶恶，不过他们应该不会来找腰间挂着剑的我麻烦吧。

   　一人は傭兵風の服装なのに腰に剣を二本下げて、胸にピカピカの勲章をつけている男。更にその隣には小柄だけど胸の大きい美少女と、スレンダーなエルフの美女ときたらそれはもう。二人を引き連れているためか若干剣けん吞のんな視線もあるようだが、まぁ腰に剣を下げている俺に絡んでくるようなことはないだろう。

   　我直接走向业务柜台，还没等我开口，有些紧张地在柜台后等待的接待小姐就先向我搭话了。她之所以会紧张，是因为我明明是佣兵，腰间却挂着两把气派的剑吧。

   　そのまま業務カウンターへと向かうと、こちらが口を開くよりも先に少し緊張した様子で待ち受けていた受付のお姉さんが声をかけてきた。彼女が緊張しているのはアレだな、俺が傭兵のくせに二本も立派な剣を腰に下げているせいだな。

   「欢迎光临。请问您今天有什么事吗？」

   「いらっしゃいませ。本日はどのようなご用件でしょうか？」

   「我有点事想商量。」

   「ちょっとした相談事で」

   　我边说边拿出便携情报终端，出示ID。她立刻对照ID，浏览显示出来的我的情报——然后稍微向后仰。嗯，没有发出声音，只能说她不愧是专业人士。

   　そう言いながら携帯情報端末を出してＩＤを提示する。すると、彼女はすぐにＩＤを照合して表示された俺の情報に目を走らせて──少し仰のけ反ぞった。うん、声を出さなかったのは流石さすがにプロといったところなんだろうな。

   「呃，那个，欢迎您大驾光临，希罗船长。您想商量的事……是关于典礼的种种事宜吧？」

   「ええと、その、ようこそおいでくださいました、キャプテン・ヒロ。相談事というのは……セレモニー関係のあれこれですね？」

   「没错，就是那个。你已经收到情报了啊。」

   「そう、それ。情報が来てるんだな」

   「是的。因为佣兵公会和帝国航宙军的关系基本上很良好。」

   「はい。傭兵ギルドと帝国航宙軍の関係は基本的に良好ですから」

   　柜台小姐一脸认真地点头。确实，佣兵公会从某种意义上来说，就像是军队的外包商。难怪关系会这么好。当然，他们并非完全处于发包方和承包方的关系，力量关系的上下并不明确。

   　受付のお姉さんが真ま面じ目めな表情で頷うなずく。確かに、傭兵ギルドはある意味で軍の下請けみたいなもんだからな。関係が良好なのも頷ける話だ。無論、完全に発注元と下請けという関係で力関係の上下が明確なわけでもないのだけれども。

   　如果军队和佣兵公会之间发生纠纷，导致佣兵公会从宙贼横行的星系撤出，就无法保障贸易路线的安全，可能会对帝国经济造成负面影响。这样一来，帝国政府就会责问帝国航宙军到底在干什么，商人公会也会施加压力。帝国航宙军和佣兵公会的关系其实相当紧密。

   　もし軍と傭兵ギルドの間がこじれて宙賊が跋ばつ扈こしている星系から傭兵ギルドが手を引いたりしたら、交易路の安全が守れなくなって帝国経済に悪影響を及ぼす可能性があるからな。そうなれば帝国航宙軍は何をやっているんだと帝国政府に頭の上から叩たたかれ、商人ギルドからも突き上げられることになる。帝国航宙軍と傭兵ギルドは割と持ちつ持たれつの関係なのだ。

   「我当然是第一次参加典礼，也没有实感，甚至不知道该注意些什么。所以才来找你商量。」

   「もちろんセレモニーに参加するのなんて初めてだし、実感も湧わいてないし、そもそも何をどう気をつければ良いのかもわからないんだ。それで相談に来たわけなんだが」

   「这个嘛……服装和措辞自不必说，典礼上的一举一动都会受到关注。」

   「そうですね……服装や言葉遣いは勿もち論ろんのこと、セレモニーでは一挙手一投足を注目されますから」

   「啊——这个嘛……这方面梅伊已经教过我了。」

   「あー、それなぁ……まぁその辺はメイに仕込まれてるから」

   　剑术方面已经练得差不多了，所以梅伊的斯巴达课程主要变成了舞蹈和礼仪。和梅伊一起跳舞很开心，但礼仪课要记的东西太多了。

   　剣のほうがある程度形になったので、メイのスパルタ授業の内容はダンスやマナーがメインになっている。メイとのダンスは楽しいが、マナーの授業は覚えることが多くてな。

   「怎么说？」

   「というと？」

   「我们家有超高性能的女仆仿生人。礼仪方面她已经严格地教过我了」

   「うちには超高性能のメイドロイドがいるのよ。マナー関連はその子に厳しく仕込まれてるから」

   「原来如此，那剩下的问题就是服装了……」

   「なるほど、それならば後は服装ですが……」

   「穿这种的可以吗？」

   「こういうので大丈夫でしょうか？」

   　米米说着，把平板电脑拿给接待员姐姐看。呃，那张照片是我之前穿着克莉丝选的贵族服时拍的……她是什么时候拍的？

   　そう言ってミミはタブレットを受付のお姉さんに見せた。げっ、その写真はこの前俺がクリスの選んだ貴族服を着た時の……いつの間に撮ったんだ？

   「哎呀，真是威风凛凛」

   「あら、凛り々りしいお姿」

   「对吧！」

   「ですよね！」

   「对个头啊……所以，穿这个可以吗？」

   「ですよね、じゃなくてだね……で、大丈夫そうですかね？」

   「嗯——这个嘛。这次的典礼也包含军事方面的意义，所以穿军服风格的服装可能更合适」

   「うーん、そうですね。今回のセレモニーは軍事的な意味合いも含みますから、どちらかと言えば軍服風のほうが適切かもしれません」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　克莉丝帮我挑选的服装是所谓的正式贵族服。如果只是参加派对的话倒没什么问题，但勋章授勋典礼包含军事方面的意义，所以还是穿别的服装比较好。

   　クリスが見繕ってくれた衣装は所謂フォーマルな感じの貴族服だった。パーティーに参加するとかなら良いんだろうが、勲章の叙勲式といった軍事的な意味合いを含むセレモニーでは違う装いのほうが良いだろうというわけだ。

   「还有——」

   「後は──」

   「抱歉打扰你们谈话。你们是希罗船长一行人吧？」

   「お話し中のところ失礼。キャプテン・ヒロ御一行だね？」

   　就在接待员小姐正要开口的时候，柜台对面，一位中年男性出现在小姐的斜后方向我们搭话。嗯，是个身材紧实的帅哥啊。他戴的眼镜可能是某种可穿戴式情报设备。

   　受付のお姉さんが口を開こうとしたところでカウンターの向こう側、お姉さんの斜め後ろに中年の男性が現れて話しかけてきた。ふむ、引き締まった身体からだのなかなかのイケメンだな。かけている眼鏡めがねは何かしらのウェアラブル情報デバイスかもしれない。

   「是的……？」

   「そうだが……？」

   　我一边观察对方，一边用言外之意询问他是谁，有什么事。从他的体格来看，似乎受过相当程度的锻炼，但看起来不像是直接参与战斗的人。从气质上来看，与其说是佣兵，更像是干练的事务人员。

   　言外に何者だ？　何の用だ？　という意を滲にじませながら相手を観察する。身体つきからそれなりに鍛えているようだが、直接荒事をしているようには見えない。雰囲気的には傭兵というよりやり手の事務職といった感じだが。

   「我是这个佣兵公会古拉基乌斯分部的副分部长，马库斯。很抱歉打扰你们谈话，但我有件急事想和你们商量。不好意思，能请你们跟我到里面的接待室吗？」

   「私はこの傭兵ギルドグラキウス支部の副支部長、マーカスだ。相談中のところ申し訳ないが、至急話し合いたい案件がある。すまないが、奥の応接室まで同行してくれないか？」

   「哎……」

   「えー……」

   　感觉有麻烦事的味道。我看了看米米和艾尔玛，她们两人也皱起眉头，用手捂着嘴陷入沉思。顺带一提，接待员小姐突然看到副分部长这种高高在上的存在出现在自己背后，嘴角露出笑容，微微冒汗僵在原地。总觉得对她很抱歉。

   　面倒事の臭いがする。ミミとエルマにも視線を向けてみるが、二人とも眉み間けんに皺しわを寄せたり、口元に手を当てて考え込んだりしている。ちなみに、いきなり自分の背後に副支部長という雲の上の存在が現れた受付のお姉さんは口元にだけ笑みを浮かべて微かすかに汗を垂らして固まっている。なんだか申し訳ない。

   「我拒绝的话，应该行不通吧？」

   「嫌だ、というのは通らないですよね」

   「我理解你的心情，但也不全是坏事。」

   「気持ちはわからないこともないが、悪い話だけではないから」

   　副分部长马库斯先生露出苦笑。

   　副支部長のマーカス氏が苦笑いを浮かべる。

   「好吧，既然不是坏事……」

   「まぁ、悪い話だけじゃないなら……」

   　既然有好事，那也只能去了。虽然已经确定有坏事，让我心情沉重。

   　いい話もあるってことなら行くしかあるまい。確定で悪い話があるのは気が重いが。

   「那就好。那边的通道尽头有楼梯，请往那边走。」

   「それは助かる。あちらの通路の奥に階段があるからそちらに向かってくれ」

   　马库斯先生说了一句“我先过去等你们”，然后就快步走掉了。没办法，我只好向还在僵住的接待员小姐打了个招呼。

   　私は先に行って待っている、と言ってマーカス氏はスタスタと歩いていってしまった。仕方がないので、まだフリーズしている受付のお姉さんに声をかけておく。

   「啊，怎么说呢，抱歉。谢谢。」

   「あー、なんというかすまない。ありがとう」

   「不，没关系的」

   「イエ、ダイジョウブデスヨ」

   　我向露出僵硬笑容的接待员小姐轻轻点头致意，然后带着米米和艾尔玛走向据说有楼梯的通道。好了，好事和坏事啊……不知道会蹦出什么来。

   　ぎこちない笑みを浮かべるお姉さんに軽く頭を下げてからミミとエルマを引き連れて階段があるという通路へと向かう。さて、良いことと悪いことね……何が飛び出してくるやら。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我们跟着在楼梯前等待的马库斯先生上楼，进入二楼附近的一扇门，里面有一位体格健壮的中老年男性在等着我们。他和马库斯先生不同，不是稍微锻炼一下那种程度，而是粗如圆木的手臂。感觉他能徒手轻易折断人的脖子。

   　階段の前で待っていたマーカス氏の後に続いて階段を上り、二階に上がってすぐのところにあった扉の中に入ると、そこにはがっしりとした体格の初老の男性が待っていた。マーカス氏と違ってちょっと鍛えているとかそういうレベルではない。丸太のように太い腕だ。素手で人の首くらい簡単にへし折れそうだな。

   「我是佣兵公会古拉基乌斯分部长，约翰内斯」

   「傭よう兵へいギルドグラキウス支部長、ヨハンネスだ」

   「我是船长希罗。请多指教，分部长阁下」

   「キャプテン・ヒロだ。どうぞよろしく、支部長殿」

   　我们互相握手。嗯，虽然他浑身肌肉，但似乎不会做出无谓地用力握手的举动。

   　互いに握手をする。うん、ムキムキだからって無駄に力を込めるような真ま似ねはしてこないようだ。

   「呃，您说有好消息和坏消息？」

   「ええと、良い知らせと悪い知らせがあるんでしたっけ？」

   「嗯。说话方式照平常那样就好。我不喜欢拘谨的场面。」

   「うむ。言葉遣いは普段どおりで良いぞ。堅苦しいのは好かん」

   「那真是多谢了……那么，我可以先听坏消息吗？」

   「そりゃどうも……それじゃあ、悪いほうから聞かせてもらっても？」

   「这个嘛，那件事比较紧急。」

   「そうだな、そちらのほうが緊急案件だ」

   　约翰尼斯分部长说完后，瞥了艾尔玛一眼。和艾尔玛有关啊，原来如此。

   　そう言ってヨハンネス支部長はちらりとエルマに視線を向けた。エルマ関係か、なるほど。

   「威尔罗斯子爵家来询问了。你知道是什么事吧？」

   「ウィルローズ子爵家から問い合わせが来ている。用件はわかるな？」

   「我只知道和艾尔玛有关，至于内容就完全没有头绪了。」

   「エルマ関係ってことだけは。内容は皆目見当もつかないな」

   　我一边装傻关于内容的事，一边随意地坐在沙发上。嗯，我想应该是立刻把艾尔玛交出来之类的内容吧。

   　内容に関してはすっとぼけながら適当にソファに座る。まぁ、即刻エルマを引き渡せとかそういう内容だろうとは思うが。

   「……他们说希望你尽快把那边那位小姐——威尔罗斯子爵家的千金交出来。」

   「……そちらのお嬢さん──ウィルローズ子爵家令嬢を速やかに引き渡すように、とのことだ」

   「哈哈，原来如此。您以为我会点头吗？」

   「ははぁ、なるほど。頷くとお思いで？」

   「……」

   「……」

   　听到我的话，约翰尼斯分部长露出苦涩的表情，马库斯副分部长则像是在忍耐头痛似的，开始揉起右边的太阳穴。

   　俺の言葉にヨハンネス支部長が渋面を作り、マーカス副支部長は頭痛を堪こらえるように右のこめかみに手をやって揉もみ始めた。

   「如果艾尔玛本人想回去的话，我当然会考虑，但艾尔玛并不这么想。对吧？」

   「エルマ自身がそうしたいと言うならそりゃ考えますが、エルマはそう思ってないので。だよな？」

   「是啊。如果船长说要放我走的话就另当别论，但既然船长没有这个意思，我也没有离开的打算。」

   「そうね。キャプテンが私を放り出したいと言うなら話は別だけど、キャプテンがそう思ってないならそうする気はないわね」

   「就是这样。说起来，佣兵公会打算接受这个要求吗？难道佣兵公会不打算保护麾下成员不受贵族的不当要求吗？」

   「だそうです。そもそも、傭兵ギルドとしてその要請を受ける気なので？　傭兵ギルドは所属ギルド員を貴族の不当な要請から守る気がないと？」

   　我话中有话地暗示，艾尔玛也是佣兵公会的白银位阶佣兵，应该在公会的庇护之下吧？分部长的表情依旧不变，但副分部长这次低下头来揉起眉间。

   　言外にエルマも傭兵ギルドのシルバーランク傭兵で、ギルドの庇ひ護ご下にあるよね？　と仄ほのめかしてやる。支部長の表情は相変わらずだが、副支部長は今度は俯うつむいて眉間を揉み始めた。

   「公会只是传达这件事，并没有打算强制你们。既然有这种要求，就必须传达给你们知道。如果是触犯帝国法的罪犯，我们当然必须引渡，但那位小姐并不是罪犯。」

   「ギルドとしては用件は伝えるが、何かを強制するつもりはない。そういう申し出があった以上は伝えねばならんということだ。帝国法に触れた犯罪者は引き渡さねばならんが、そちらのお嬢さんはそういうわけでもないしな」

   「原来如此。」

   「なるほど」

   「说起来，老实说，我们也不想被卷入贵族家的家务事。就不要把我们卷进麻烦事这点来说，我们很想抱怨几句。」

   「というか、お貴族様の家庭内の問題に巻き込まれても困るというのが正直なところだ。俺達を面倒に巻き込むなという意味ではお前達に文句は言いたい」

   「人家在抱怨你哦，艾尔玛。」

   「言われてるぞ、エルマ」

   「哎、哎呀，这我只能道歉了。」

   「ま、まぁ、それはごめんなさいとしか言えないわね」

   　艾尔玛露出苦笑。开着偷来的小型舰在宇宙中奔驰的野丫头，这规模也太大了。

   　エルマが苦笑いを浮かべる。盗んだ小型艦で宇宙に走り出すお転婆娘とかスケールがデカすぎるな。

   「那么，具体来说该怎么做？」

   「で、具体的にはどうすれば？」

   「我们姑且已经向对方传达了佣兵公会尊重个人自由意志的立场。我们会把联络方式告诉你们，你们自己想办法解决。不过，如果对方行使不当的权力或暴力威胁你们的人身安全，我们也不能坐视不管。到时候记得向我们报告。」

   「一応先方には個人の自由意志を尊重するという傭兵ギルドの立場は伝えてある。連絡先を渡すから、自分達で解決するように。ただ、不当な権力や暴力の行使で身の安全が脅かされた場合には我々としても放置はできん。その時には報告しろ」

   「Aye Aye, Sir。那另一个好消息是什么？」

   「アイアイサー、それでもう一つの良いニュースってのは？」

   「几乎已经确定要授予船长希罗金星勋章了。同时，你的位阶也会从黄金位阶提升到白金位阶。」

   「キャプテン・ヒロに対するゴールドスターの叙勲がほぼ決まった。それに合わせてお前のランクをゴールドからプラチナに引き上げる」

   　嗯，没什么意外性。问题在于我其实不怎么高兴。

   　うん、意外性はあまりなかったな。問題は、俺があまり嬉うれしくないという一点だが。

   「你为什么看起来不怎么高兴啊？」

   「なんで嬉しくなさそうなのよ、あんた」

   　可能是看出了我听到晋升白金位阶时的表情，坐在旁边的艾尔玛用带刺的语气向我问道。说起来，我晋升黄金位阶的时候，这家伙也散发出嫉妒的气场。

   　プラチナランクへの昇進、という言葉を聞いた俺の表情を読み取ったのか、隣に座っているエルマから刺さりそうなほどに刺とげ々とげしい気配を孕はらんだ言葉をぶつけられた。そういやこいつ、俺がゴールドランクに上がった時も嫉しつ妬とのオーラを纏まとっていたな。

   「不是，升得太快的话，没有目标就不好玩了。」

   「いや、あんまりサクサク上がりすぎると目標がなくなって楽しくないじゃないか」

   「……白金排名者果然都有点奇怪啊。」

   「……やっぱりプラチナランカーはどこかおかしいな」

   　约翰内斯分部长轻轻叹了口气，摇了摇头。看来他认识其他的白金排名者。

   　ヨハンネス支部長が小さく溜ため息いきを吐つきながら頭を振る。どうやら他のプラチナランカーと面識があるらしい。

   「就算你不乐意，这已经是既定事项了，你就放弃挣扎吧。站在佣兵公会的立场，也不能让在帝国漫长的历史中，第四位获得金星勋章的佣兵停留在从上数来第二位的黄金位阶。」

   「お前が喜ばなくてももう決まったことだから諦あきらめろ。傭兵ギルドとしても長い帝国史上で四人目となる傭兵のゴールドスター受勲者を上から二番目のゴールドランクのままにはしておけんのだ」

   「这就是所谓的政治考量吗？」

   「政治的配慮ってやつか」

   「差不多就是这么回事。不过，我不认为你的实力不够。我看过军方提供的战斗数据，也确认过你在特梅因星系的战果。以这么短的期间来说，你的战果相当惊人。就算和其他白金排名者相比，你的实力也毫不逊色。」

   「そのようなものだ。だが、お前の実力が足りていないとは俺は思わん。軍から提供されたお前の戦闘データも見たし、ターメーン星系からこっちのお前の戦果も確認している。この短い期間で挙げた戦果としては驚異的だ。他のプラチナランカーと比べても遜そん色しよくない実力と評価しても何ら問題ない」

   「……听你这么一说，确实是这样呢。」

   「……そう言われると、その通りなのよね」

   「因为是希罗大人嘛。」

   「ヒロ様ですから」

   　或许是我们的战果得到认可让她很开心，米米满足地从鼻子呼出一口气。嗯，米米的得意表情也很可爱。

   　俺達の戦果が認められたのが嬉しいのか、ミミがむふー、と満足そうに鼻から息を吐いている。うん、ミミはドヤ顔も可愛かわいいよ。

   「那么，呃，我的位阶什么时候会提升？」

   「それでええと、俺のランクが上がるのはいつになるんだ？」

   「今天。手续已经办好了。虽然会在金星勋章的授勋仪式上同时发表，但你的位阶今天就会立刻提升到白金位阶。」

   「即日だ。既に手続きに入っている。ゴールドスターの叙勲セレモニーで同時に発表されることになるだろうが、ランク自体は今日すぐにプラチナランクになる」

   「原来如此。有什么特别待遇吗？」

   「なるほど。何か特典とかあるのか？」

   「有几项。首先，今后在佣兵公会办理手续时，会优先处理。嘛，就是佣兵公会的优待措施」

   「いくつかある。まず、今後傭兵ギルドで手続きなどをする際には最優先で処理が為なされることになる。まぁ、傭兵ギルドとしての優遇措置だな」

   「原来如此？」

   「なるほど？」

   　说实话，我不觉得这是什么了不起的恩惠。虽然手续多少会变得有利，但作为最高位阶的特典来说，我觉得有点寒酸。

   　正直、あまり大した恩恵には思えない。多少手続きが有利になるのだろうが、最高ランクの特典としてはショボいと思う。

   「其他还有保险费打七折，适用比例增加三成。此外，来自各造船厂和兵器制造商的试作品运用测试委托，会优先转给佣兵公会。以持续提供数据的名义，实质上转让先进的装备」

   「他には保険料が三割引になり、適用割合が三割増加する。また、傭兵ギルドに来る各シップメーカーや兵器メーカーからの試作品運用テストの依頼を優先的に回すことになる。継続的なデータ提供という名目で先進的な装備を実質上譲渡されることになるな」

   「那可真不错」

   「それは美お味いしいな」

   　不过，我不知道他们提供的船会比克里希那更好，或者装备会比克里希那现在装备的武装更好。老实说，因为是托付自己性命的东西……我不想使用太随便的东西。

   　もっともクリシュナよりも良い船、或あるいは今クリシュナに装備されている武装よりも良いものが提供されるかどうかはわからんが。正直自分の命を預けるものだからなぁ……あまりいい加減なものは使いたくないものだ。

   　保险费打七折，适用比例增加三成，这单纯是好事。支出的钱变少，可以说是相当直接的优惠。因为购买船只时的保险费减少三成，补给、维修和修理的费用也会减少。

   　保険料が三割引になった上に適用割合が三割増加するのは単純に美味しい。出ていく金が少なくなるのは実にストレートな特典と言える。船の購入時にかかる保険料が三割減って、補給や整備、修理にかかる費用が少なくなるってことだからな。

   「还有那个呢？我听说成为白金排名者后，贵族就很难出手了？」

   「あとアレは？　なんかプラチナランカーになると貴族がそうそう手を出せなくなるとか聞いた覚えがあるんだが？」

   「虽然具体来说没有什么特别的待遇，但对佣兵公会来说，白金排名者是招牌。当然，如果白金排名者被贵族找麻烦，公会会提供最大限度的协助。不过，本来就没什么贵族会找白金排名者的麻烦。」

   「具体的に何かできるというわけではないが、傭兵ギルドにとってプラチナランカーは看板だからな。当然、プラチナランカーが貴族にちょっかいをかけられれば最大限のサポートを行う。そもそも、プラチナランカーに喧けん嘩かを売る貴族というのもそうそういないがな」

   「我现在就正在被找麻烦啊。」

   「現在進行形でちょっかいをかけられているんだが」

   「现在降临在你们身上的，可以说是自作自受，或是自己人之间的纠纷吧……我们不会干涉到那种程度。比方说，如果有贵族看上那边那位小姐，要求你把小姐交给他们当妾，还滥用贵族的权力硬要你答应，这种情况下我们就会全力对抗。」

   「今のお前達に降り掛かっているのは自業自得というか、身内のいざこざだろう……そこまで干渉はせんよ。例えばそちらのお嬢さんを見初めた貴族がお嬢さんを妾めかけに寄よ越こせと言ってきて、貴族の強権を振りかざして無理矢理どうにかしようという案件なら我々も全力で立ち向かうがな」

   「好像有用又好像没用……」

   「役に立つようで役に立たねぇ……」

   「自己的屁股要自己擦干净。」

   「自分のケツは自分で拭ふけということだ」

   　约翰内斯分部长说完耸了耸宽阔的肩膀。嗯，我也不是不能理解他的说法。毕竟这就像是一个家教良好的野丫头离家出走，然后和小混混一起返乡，家人看了之后大喊：「你这家伙在搞什么啊！？」的感觉。不过，要求立刻交出艾尔玛就有点过分了。毕竟他不是说「我们好好商量」，而是突然就要我们交出艾尔玛。

   　そう言ってヨハンネス支部長は大きな肩を竦すくめた。まぁうん、その言い分はわからないでもない。グレて飛び出した良家のお転婆娘がチンピラと一緒に里帰りしてきて、それを見た家族が『オメェオラ何やってんだアァン!?』ってなってるようなものだものな。即刻エルマを引き渡せというのは少々どうかと思うけど。穏便に話し合いましょう、じゃなくていきなり引き渡せだものな。

   「真没办法。你要说的就这些吗？」

   「しゃあないな。話は以上か？」

   「不，还有。击破母体水晶的奖金已经决定了，听说是1500万艾尼。」

   「いや、まだだ。例のマザー・クリスタルの撃破報奨金が決まった。１５００万エネルだそうだ」

   「1500万……！」

   「１５００万……！」

   　听到金额的米米微微向后仰。

   　金額を聞いたミミが僅わずかに仰のけ反ぞる。

   「1500万，挺多的嘛。」

   「１５００万、なかなかだな」

   「还可以啦。」

   「まぁまぁね」

   「你们的金钱观是不是有点奇怪啊？」

   「お前達、金銭感覚おかしくないか？」

   　看到我和艾尔玛的反应，约翰内斯分部长露出苦笑。嗯，我也觉得是一大笔钱。不过，毕竟连一艘黑莲都买不起嘛。

   　俺とエルマの反応を見たヨハンネス支部長が苦笑いを浮かべる。まぁ、大金だとは思うよ。でもブラックロータス一隻分にもならないしなぁっていうね。

   「给米米1％，艾尔玛3％。所以是15万和45万，我的份是1440万艾尼。」

   「ミミに１％、エルマに３％入れておいてくれ。15万と45万だから、俺の取り分は１４４０万エネルだな」

   「15万。」

   「じゅうごまん」

   「那我就心怀感激地收下了。」

   「ありがたくいただいておくわ」

   　米米接过一笔不小的金额，陷入了恍惚状态。我觉得她也差不多该习惯佣兵的金钱观了。不过，米米拿到这么多钱可能也不知道该怎么花，所以才会感到困惑吧。虽说她的兴趣是美食，但也不会大手大脚地买些昂贵的东西，而且她似乎也不是那种会大手大脚地买衣服的人。

   　そこそこの金額をポンと渡されたミミが放心状態に陥っている。そろそろ傭兵の金銭感覚に慣れても良い頃ころだと思うんだけどな。まぁ、ミミはそんなに貰もらっても使い途みちがないから困惑しているのかもしれないな。美食が趣味と言ってもそんなに高い買い物をバンバンするわけじゃないし、服とかをバンバン買うような性分でもないみたいだし。

   「这些就是全部了吧？那我们还得为典礼做准备，先告辞了。」

   「これで全部だな？　なら俺達はセレモニーに向けて準備しなきゃならんから失礼するぞ」

   「我知道了。陛下或许也会出席典礼，你们可别失礼了。」

   「わかった。セレモニーには陛下もご出席なさるかもしれん。失礼のないようにな」

   「祈祷我不会有机会直接见到他吧。」

   「直接接する機会がないことを祈ってくれ」

   「我会祈祷的。啊，对了。」

   「祈っておこう。ああ、それと」

   　约翰内斯分部长叫住了我们，我们停下正要离开房间的脚步，转过身来。

   　ヨハンネス支部長に呼び止められ、俺達は退室しようとしていた足を止めて振り返る。

   「那边那位小姐，我们是不是在哪里见过？」

   「そちらのお嬢さん、どこかで会ったことはなかったかね？」

   　约翰内斯分部长的视线投向米米。被他盯着看的米米疑惑地歪着头，稍微思考了一下后摇了摇头。

   　ヨハンネス支部長の視線はミミに向けられていた。視線を向けられているミミは不思議そうに首を傾かしげて、少し考えてから首を横に振った。

   「应该没有吧。我第一次来帝都，而且在遇到希罗大人之前，我从未接触过佣兵。在被希罗大人带去坐船之前，我甚至从未离开过特梅因主要殖民卫星」

   「多分ないと思います。帝都に来たのは初めてですし、ヒロ様に出会うまでは傭兵に関わることもありませんでしたから。私、ヒロ様に連れられて船に乗るまでターメーンプライムコロニーの外に出たこともなかったですし」

   「……这样啊。唔，是我搞错了吗」

   「……そうか。ふむ、勘違いだったかな」

   　约翰内斯分部长和米米一样歪了歪脑袋。像米米这么可爱的女孩子，只要见过一次就很难忘记吧。难道是和首都星系的艺人长得很像吗？不过，据说世界上有三个长相相似的人，如果把范围扩大到整个宇宙，遇到长相相似的人的概率或许也会提高。

   　ヨハンネス支部長もまたミミと同じように首を傾げている。ミミくらい可愛い子なら一度見ればそうそう忘れそうにないけどな。首都星系の芸能人か何かに似てる人がいるとかかな？　まぁ、世の中に三人は似た顔の人間がいるっていうし、それが宇宙規模ともなれば似たような顔と遭遇する確率も上がるのかもしれない。

   「既然不是搭讪，那我们就先告辞了。如果真的是搭讪，那我得说一句，你得考虑一下自己的年纪」

   「ナンパってわけじゃないなら失礼するぞ？　ナンパだったら歳としを考えろよって言葉を贈るけど」

   「我怎么可能对和孙女差不多年纪的女孩子出手。快走吧」

   「孫と同じような年齢の娘さんに粉をかけるわけがないだろうが。さっさと行け」

   　约翰内斯分部长的脸颊抽搐着，摆出一副“去去去”的手势。我耸了耸肩，和米米一起离开了佣兵公会的接待室。

   　頰ほおをヒクつかせながらシッシとジェスチャーをするヨハンネス支部長に肩を竦めてみせてから、俺達は連れ立って傭兵ギルドの応接室を後にした。

  

 
  
   
    ＃4：威尔罗斯家的人们

    ＃４：ウィルローズ家の人々

   

   


   


   　之后，我们回到最初接待我们的柜台小姐那里，再次听取关于典礼的注意事项，然后询问了可以提供参加典礼的服装和装饰品的店家情报，离开了佣兵公会。

   　その後、俺達は最初に話をした受付のお姉さんのところに戻ってセレモニーに関する諸注意を再度聞き、参加するのに申し分ない服と装飾品を用意してくれる店の情報を聞いて傭よう兵へいギルドを後にした。

   　顺便更新了我在佣兵公会的位阶，从黄金位阶正式升到了白金位阶。虽然没有成为史上最年轻的白金排名者，但从注册到晋升白金位阶的速度似乎是史上最快的。

   　ついでに俺の傭兵ギルドのランクも更新され、しっかりとゴールドランクからプラチナランクになっていた。史上最年少でのプラチナランカーということにはならなかったが、登録からプラチナランクに駆け昇ったスピードは史上最速だったらしい。

   　史上最快的白金排名者。嗯，这个头衔听起来不错。虽然遗憾的是没能成为最高等级，但史上最快这个头衔本身还是挺不错的。

   　史上最速のプラチナランカー。うん、悪くない肩書きじゃないか。さっさと最上位ランクになってしまったのは残念といえば残念だが、それはそれとして史上最速という肩書き自体は悪くないな。

   　然后，我一边想着这些事，一边走向服饰店。

   　で、まぁそんなことを考えながら服飾店へと足を延ばしたわけだが。

   「嗯——这个怎么样？」

   「うーん、これはどうかしら？」

   「哇，好漂亮的布料。」

   「ふわぁ、綺き麗れいな生地ですねぇ」

   　女性购物的时间真长啊。尤其是跟打扮有关的时候。不，我明白。我明白的。有时候会想要男性视角的意见。但最后还是由穿的人来决定吧？我不在也没关系吧？不行？啊，嗯。对。

   　女性の買い物って長いよな。特におめかし関連となるとさ。いや、わかってる。わかってるよ。時に男性視点の意見が欲しくなるってことは。でも結局は着る本人が決めることになるだろう？　俺、いなくても良くない？　ダメ？　ああ、うん。そう。

   　我并不了解礼服的设计和布料的好坏。完全不了解……！可爱！漂亮！我只能说出这种小学生水平的感想。

   　俺にはドレスデザインや生地の良し悪しはわからぬ。わからぬのだ……！　かわいい！　きれい！　くらいの小学生並みの感想しか出ないよ。

   　硬要说的话，姑且不论有正式身份的艾尔玛，我希望没有身份的米米不要打扮得太显眼，以免被奇怪的贵族盯上，这样我才能放心。还有，我不想让其他男人盯着她的胸部看，所以希望她能遮住胸口。即便如此，她也不可能完全遮住那压倒性的胸部装甲，但乳沟是NG的。因为那是我的。

   　敢あえて何か言うなら公的な身分が一応あるエルマはともかくとして、そうでないミミは変な貴族に目をつけられないようにあまり目立たない格好をしてくれたほうが俺は安心ってことくらいだ。あと、他の男におっぱいを凝視させたくないから胸元は隠す方向で。それでも圧倒的な胸部装甲を隠すことは不可能だろうが、谷間を見せるのはＮＧ。それは俺のだから。

   「诶嘿嘿……」

   「えへへ……」

   　听到我那充满独占欲的卑鄙要求，米米的脸颊染上粉色，扭扭捏捏的。可爱到我都要流鼻血了。相对的，艾尔玛则是一脸不悦地盯着米米每次扭动身体就会摇晃的压倒性胸部装甲，确认自己的胸口。不，艾尔玛也不是没有。艾尔玛也是我的，所以不要勉强自己强调胸口。

   　俺の独占欲丸出しの浅ましい要望を聞いたミミが頰をピンク色に染めてくねくねしている。鼻血が出そうなほど可愛い。対するエルマはミミが身を捩よじる度にたゆんたゆんと揺れる圧倒的な胸部装甲をジト目で見て自分の胸元を確認している。いや、エルマもないわけじゃないし。エルマも俺のだから無理に胸元を強調したりしないように。

   「……我知道了啦。」

   「……わかったわよ」

   　她抖了一下，耳朵有点红。艾尔玛也相当容易害羞呢。

   　ピクンと反応した耳が少し赤くなっている。エルマも大概恥ずかしがり屋だよな。

   　不过，明明是这种超未来的世界，礼服的设计却并没有那么奇特。因为是花之帝都，所以我本来还有点担心会不会出现时装秀上那种设计莫名其妙的谜之服装。

   　しかしまぁ、こんな超未来的な世界なのにドレスのデザインとかはそんなに奇抜な感じじゃないんだな。華の帝都とかいうから、ファッションショーに出てくるようなよくわからんデザインの謎衣装とかになるんじゃないかと少し警戒していたんだが。

   　你看，不是有那种以某座凯旋门命名的时装秀，偶尔会有模特穿着让人一头雾水的衣服吗……我担心这里会不会流行那种风格。

   　ほら、凱がい旋せん門もんのある某花の都の名前を冠したコレクションとかでたまに「？？？」ってなる服を着たモデルとかいるじゃん……ああいう感じのがトレンドだったりしないかと心配だったんだよ。

   　虽然材料不是普通的布料，而是充满科技感的材质，但设计本身还是很有礼服的感觉。帝国贵族在时尚方面可能比我想象的要保守得多。

   　若干素材が普通の生地じゃないというか、サイバー感溢あふれる感じがするけどデザインそのものはいかにもドレスって感じのものだ。帝国貴族はファッション面に関しては俺が思っているよりずっと保守的なのかもしれない。

   　仔细想想，他们可是开发出能对抗激光枪的技术，把一度沦为装饰品的剑再次带回实用阶段的人。思想保守也是理所当然的吧？说不定只是曾经流行过一次奇特的设计，之后就稳定下来了。

   　考えてみればレーザーガンに対抗できる技術が開発されたからって一度はお飾りになった剣をまた実用的な段階に持ってくるような連中だ。保守的な考えが強いのも当然といえば当然か？　もしかしたら一度奇抜なデザインが大流行して、その後に落ち着いただけかもしれないけど。

   　结果米米选择了以白色为基调，给人清纯高雅感觉的礼服，艾尔玛则选择了时尚的萌葱色礼服。因为已经用扫描器精准测量过体型，所以只要配合设计模板，似乎马上就能完成。听说几个小时后就会完成并送到船上。

   　結局ミミは清せい楚そで上品な感じの白を基調としたドレスに、エルマはスタイリッシュな萌もえ葱ぎ色のドレスを注文することになった。スキャナーで体形はバッチリ計測してあるから、後はデザインのテンプレートと合わせてすぐに出来上がるらしい。数時間で完成させて船へと送ってくれるそうだ。

   「订做的礼服几个小时就能完成，也太厉害了吧。」

   「オーダーメイドのドレスが数時間で完成ってのも凄すごいよな」

   「比起那个，价格更惊人……」

   「それよりもお値段が凄かったですけど……」

   「别在意。能看到你们两个可爱又漂亮的样子，我就心满意足了。」

   「気にするな。可愛くて綺麗な二人が見られただけで俺は満足だ」

   「真是的。明明看起来那么无聊，嘴巴倒是挺会说的嘛。」

   「まったく。あんなに退屈そうにしてたのによく回る口だこと」

   　艾尔玛虽然这么说，但表情看起来并不讨厌。

   　そう言いながらエルマも満更ではなさそうな表情だ。

   　实际上，就算一套礼服要花1万到2万艾尼，我也完全不介意。毕竟比起她们两人的礼服费用，一发对舰反应弹头鱼雷还更贵。

   　実際、ドレス一着に１万から２万エネルかけたところでなんとも思わないからな。二人のドレス代金よりも対艦反応弾頭魚雷一発のほうが高いし。

   　订好两人的礼服后，接下来轮到我的衣服。不过我的衣服倒是花不了多少时间。我已经跟店员说过典礼的事情，只要请他们准备符合典礼规格的衣服就行了。虽然是一件感觉有点老气的军服，但意外地好活动。贵族也会穿这种衣服，所以为了方便挥剑，设计上似乎有考虑到活动性。

   　で、二人のドレスを発注し終えたら次は俺の服である。まぁ、俺のほうの服はさして時間もかからない。店員にセレモニーに関しての話は伝えたので、格式に見合う服を用意してくれと言ってそれで終了だ。ちょっと古めかしさを感じるいかにも軍服って感じの衣装であったのだが、意外と動きやすい。こういった服は貴族も着るので、剣を振るうのに不自由しないように動きやすさも考えてデザインされているのだそうだ。

   「接下来是装饰品……？」

   「次は装飾品だが……？」

   　走出买礼服的店时，我从旁边感觉到一股奇妙的气息——下一瞬间，某个东西伴随着杀气飞了过来。

   　ドレスを購入した店を出たところで横合いから奇妙な気配を感じた──と思った次の瞬間、殺気と共に何かが飛んできた。

   「唔！？」

   「ぬっ!?」

   　视野的角落捕捉到一团白色布块。在我理解那是什么之前，我站到米米和艾尔玛面前，将手放在腰间的剑柄上。在这种人潮中开激光枪实在不太妙。

   　視界の端に何か白い布の塊のようなものを捉とらえた。それが何なのか理解する前にミミとエルマの前に立ち、腰の剣の柄つかに手をやる。この人混みの中でレーザーガンをぶっ放すのは流石さすがにマズい。

   「哦，腰间配着一把像样的剑啊。」

   「ほう、一丁前に剣を腰に差しているのか」

   　那是个容貌俊美的男人。端正的五官、直挺的尖耳、匀称的身材，以及以白色为基调的高雅服装，腰间还插着一把细长的剑。然后是掉在我脚边的白色手套。

   　美しい容姿の男だった。整った顔立ち、ピンと伸びた尖とがった耳、均整の取れた身体からだつき、そして白を基調とした上品な衣装と、腰に差した細身の長剣。そして俺の足元に落ちている白い手袋。

   「我的名字是恩斯特・威尔罗斯。向你提出决斗！」

   「私の名前はエルンスト・ウィルローズ。貴様に決闘を申し込む！」

   「哎，我可不想。」

   「え、嫌ですけど」

   　我直接回答。男人先是愣了一下，然后美丽的脸庞扭曲得像恶鬼一样。

   　俺は素でそう返した。すると、男は一瞬ポカンとした表情をした後、美しい顔を修羅のように歪ゆがめた。

   「为什么！？」

   「何な故ぜだ!?」

   「哎呀，因为我没有战斗的理由啊，大舅子。」

   「や、俺には戦う理由がないですから。お義に兄いさん」

   「别叫我大舅子！宰了你哦！」

   「私を義あ兄にと呼ぶなぁ！　ぶっ殺すぞ！」

   　我放开剑柄，微微一笑。精灵男子——恩斯特大舅子拔出腰间的剑，怒吼一声。周围的行人见状，纷纷尖叫着与我们拉开距离。

   　俺が剣の柄から手を離してニコリと笑みを浮かべると、エルフの男──もといエルンストお義兄さんが腰の剣を抜き放って怒鳴り声を上げた。それを見た通行人達が悲鳴を上げて俺達から距離を取る。

   「哎呀，我可没捡起手套哦。没捡起手套的话，决斗就不算成立。」

   「おおっと、俺は手袋を拾ってませんよ。俺が手袋を拾わなかったら決闘は不成立です」

   「那我就单方面地以无礼为由杀了你——」

   「なら一方的に無礼討ちにするまで──」

   「在这种情况下砍人，应该会引发各种问题吧？」

   「この状況で斬りかかってきたら流石に色々と問題なのでは？」

   「呜……！」

   「ぐっ……！」

   　我指着胸前的银剑翼突击勋章说道。恩斯特美丽的脸庞扭曲起来，沉默不语。

   　俺が胸元の銀剣翼突撃勲章を指差しながらそう言うと、エルンストは美しい顔を歪めて押し黙った。

   　在众目睽睽之下，贵族对没有做出无礼行为的佣兵动怒，拔剑相向——如果只是这样，或许还能用贵族的权力强行压下去。

   　衆人環視の下、特に無礼を働いた様子もない傭兵に激げき昂こうした貴族が斬りかかる──別にこれだけならまぁ、貴族の権力でゴリ押せばギリギリなんとかなるかもしれない。

   　但是，现在的我不仅腰间挂着一对两把的剑，胸前还别着银剑翼突击勋章。也就是说，只要看一眼就能明白我是个相当于贵族的存在。身为贵族的他不可能看不出来，如果在决斗不成立的情况下单方面砍人，之后肯定会被人抓住这点大做文章。

   　だが、今の俺は腰に一対二本の剣を下げている上、胸には銀剣翼突撃勲章をつけている。つまり貴族に準ずる存在であることは見る者が見ればすぐにわかる。生粋の貴族である彼がそれを見てわからないわけがなく、決闘が不成立である状態で一方的に斬りかかれば後々そこに突っ込まれるのは自明の理だ。

   「哥哥」

   「兄様」

   「艾，艾尔玛！没必要待在这种家伙的身边！快点把他带回去——」

   「エ、エルマ！　そんな奴やつのところになんかいる必要はない！　すぐに連れ帰って──」

   「我讨厌粗暴的哥哥。请到别的地方去」

   「乱暴な兄様は嫌いです。どこかに行ってください」

   「——！？」

   「[image: ]──ッ!?」

   　被艾尔玛用冰冷的视线和话语对待的恩斯特手里的剑掉落在地，站着翻了白眼昏了过去。哎？昏过去了？真的假的？呜哇，还口吐白沫了。艾尔玛做了什么？用视线杀掉他了吗？好可怕！

   　エルマに氷のように冷たい視線と言葉を向けられたエルンストが手に握っていた剣を取り落とし、立ったまま白目を剝むいて気絶した。え？　気絶した？　マジ？　うわ、泡吹いてるぞ。エルマ何したの？　視線で殺したの？　コワイ！

   「别管他了，我们走吧」

   「放っておいて行きましょう」

   「哎」

   「えっ」

   「好了啦。快走吧」

   「いいから。ほら」

   「哦，哦哦……？」

   「お、おぉ……？」

   　艾尔玛拉着我和米米的手走了起来。我和米米因为这出乎意料的状况而陷入混乱，就这样被艾尔玛牵着手走向了珠宝店。

   　エルマが俺とミミの手を引いて歩き始める。まさかの事態に混乱したまま、俺とミミはエルマに手を引かれて宝飾品店へと向かうのであった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　虽然发生了艾尔玛的哥哥——恩斯特突然向我提出决斗的稀有事件，但我们还是顺利地在珠宝店买完东西，回到了黑莲。

   　エルマの兄君──エルンストにいきなり決闘を申し込まれるという珍事こそあったが、俺達は無事に宝飾品店で買い物を終えてブラックロータスへと戻ってきた。

   「真的放着不管好吗？」

   「本当に放っておいてよかったのか？」

   「没关系啦，那种人放着不管就好。反正他肯定以为希罗你拿债务当理由，把我当成了泄欲工具。」

   「いいわよ、あんなの放っておけば。どうせヒロが借金を理由に私を良いようにしてるとでも思い込んでるんだろうから」

   「我觉得也不完全是错的……」

   「全くの間違いってわけでもないと思うけどな……」

   　至少一开始，艾尔玛确实是拿300万艾尼的债务当理由，献身于我的。大概吧。至于现在是不是也一样，我觉得应该不是。毕竟300万艾尼的债务，我几乎已经没放在心上了……不对，连1艾尼都还没还，这样真的好吗？

   　少なくとも、最初は３００万エネルの借金を理由としてエルマは俺に身を捧ささげたはずだ。多分だけど。今もそうなのかというと、それは多分違うと俺は思っているけど。別に３００万エネルの借金なんてもう殆ほとんど意識してないしな……いや、たったの１エネルすら返済してないのはどうかとは思うけどね？

   　不过除了在阿雷因星系喝醉买酒那次以外，她好像也没怎么用到那笔钱，我想她应该是有什么想法才没还的。说不定是想借着欠债，来作为和我在一起的借口？我这么想着。不过，我也没向本人确认过就是了。

   　ただ、アレイン星系で酔っ払って酒を買い込んだ時以外ではロクに使っている様子もないし、何か考えがあって返済をしていないんだろうなと思っている。もしかしたら借金をしたままにしておくことによって俺と一緒に居続ける口実にしてくれているのかな？　とか考えている。まぁ、本人には確認してないんだけど。

   「一开始的契机或许确实是那样没错。不过现在我是因为想待在希罗身边才待在你身边的。虽然我打算把钱一次还清……不过现在还剩130万，连一半都还没还呢。」

   「確かに切っ掛けはそうだったかもしれないけどね。今は私がヒロの側そばにいたいから側にいるの。それはそれとしてお金はまとめて返す予定だけど……今の時点で大体１３０万だから、まだ半分にも届いてないわね」

   「呃，我大概有38万艾尼。明明还没过一年……」

   「えっと、私はおよそ38万エネルですね。まだ一年も経たってないのに……」

   　艾尔玛和米米看着自己的便携情报终端和平板上显示的至今为止获得的报酬金额，有的叹气，有的颤抖。

   　エルマとミミが自分の携帯情報端末やタブレットで今までに獲得した報酬金額を見て溜ため息いきを吐ついたり震えたりしている。

   　米米并没有向我借钱，所以她手上的钱全都是她的。虽然我为了把米米带出殖民卫星付了50万艾尼，但我并不打算要她还我。因为那样的话，到头来也只是把对殖民卫星的负债换成对我个人的负债而已。

   　別にミミは俺に借金をしているわけじゃないから、ミミの所持金は全すべて彼女のものだ。確かに俺はミミをコロニーから連れ出すために50万エネルを払ったが、それを彼女に返せと言うつもりはない。それだと結局のところコロニーへの負債が俺への負債に代わるだけだしな。

   　话说回来，事到如今我也不打算计较为她们两人花掉的钱……不过对她们本人来说，或许不能这样想吧。

   　というか、今更二人のために使った金をどうこう言うつもりはないんだけど……まぁ本人達としてはそういうわけにも行かないのかもしれないけどさ。

   「呃，对了。既然回到船上，得联络艾尔玛的家人吧？」

   「ええと、そうだ。船に戻ってきたんだからエルマの実家に連絡を入れなきゃいけないよな？」

   「是啊……唉，真麻烦。」

   「そうね……はぁ、面倒くさいわ」

   「啊哈哈……不过，这样不是很好吗？有家人担心自己是件好事。对吧，希罗大人。」

   「あはは……でも、良いじゃないですか。心配してくれる家族がいるのは良いことですよ。ね、ヒロ様」

   「嗯，是啊。」

   「ん、そうだな」

   　米米和我都是无依无靠的人。米米的父母似乎因事故而去世，考虑到她后来差点陷入孤苦伶仃的悲惨状态，她和祖父母及亲戚之间的关系，大概是以某种形式断绝了吧。

   　ミミも俺も天涯孤独の身だ。ミミの両親は事故で他界したらしいし、その後一人きりで悲惨な状態になりかけていたことを考えると祖父母や親類縁者との縁はどのような形でかはわからないが切れているのだろう。

   　至于我，事到如今就不用多说了吧，我是在不知不觉间乘着克里希那漂流到这个世界来的。在这个世界里，我没有任何家人。虽然我觉得船上的船员们和家人没什么区别就是了。

   　俺に関しては今更言うまでもないだろうが、気がついたらクリシュナに乗ってこっちの世界で漂流していた身だ。この世界に家族なんてものは一人もいない。船のクルー達はそれに等しい存在だと思っているけどな。

   「……是啊。我会联络他们的」

   「……そうね。連絡を入れるわ」

   　或许是考虑到我们的处境，艾尔玛的表情从原本的不耐烦变成了认真的表情，点了点头。

   　俺達の事情を思ってか、エルマはいかにも面倒くさそうだった表情を真剣な表情に変えて頷うなずいた。

   「可以的话，让我也一起吧。我们是同一艘船的船员，就像家人一样吧？」

   「良ければ俺も同席させてくれ。同じ船のクルーなんだから家族みたいなものだろ？」

   「请，请让我也一起！啊，梅伊小姐和蒂娜小姐她们也叫上吧！」

   「わ、私も同席させてください！　あ、メイさんとティーナさん達も呼びますね！」

   「是啊。你能帮我叫她们吗？」

   「そうね。そうしてくれる？」

   　米米操作平板开始和梅伊与蒂娜她们取得联系，艾尔玛则面带微笑地注视着她。

   　タブレットを操作してメイやティーナ達と連絡を取り始めるミミを、エルマは微笑みを浮かべながらジッと見つめるのだった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　梅伊因为留在船上，所以很快就出现在了休息室，但蒂娜她们似乎在古拉基乌斯第二殖民卫星的太空德维格公司的营业所露面，回复说很难一起出席。分公司好像在古拉基乌斯主要殖民卫星那边，那里有大型的船坞。

   　メイは船に残っていたのですぐに休憩室に現れたが、ティーナ達はグラキウスセカンダスコロニーにあるスペース・ドウェルグ社の営業所に顔を出しているらしく、同席は難しいとの返事を貰もらった。支社は大型のシップベイが存在するグラキウスプライムコロニーのほうにあるらしい。

   「那么，我要开始通讯了」

   「それじゃあ、通信を入れるわよ」

   　艾尔玛事先联络了威尔罗斯子爵家，约好了进行视频会谈的时间。应该说，对方似乎一接到联络就马上安排了。对方应该也想尽快确认艾尔玛的安危吧。

   　事前にエルマがウィルローズ子爵家に連絡を入れ、通信による会談を行う時間は決めてあった。というか、連絡を入れたらすぐにでもという話になったらしい。向こうも一刻も早くエルマの無事を確認したいのだろう。

   　我们这边一发出通讯，对方马上就接通了，休息室的大型全息显示器上出现了三个人。一个是年轻男性——话虽如此，看起来比刚才拿剑指着我的恩斯特还要年长——另外两个是姐妹般的年轻女性。所有人都和艾尔玛一样有着尖耳朵，三个人都隐约散发出和艾尔玛相似的气质。

   　こちらから通信を入れるとすぐに応答があり、休憩室の大型ホロディスプレイに三人の人物が映し出された。一人は若い男性──とは言っても先程剣を突きつけてきたエルンストよりは年上に見える──で、もう二人は姉妹のような若い女性だ。全員がエルマと同じく尖った耳をしており、三人ともどことなくエルマに似た雰囲気を持っている。

   「父亲大人、母亲大人，还有姐姐大人。好久不见。」

   「父様、母様、それに姉様。お久しぶりです」

   『艾尔玛……总之你看起来没事，真是太好了。』

   『エルマ……とりあえずは大事なさそうで何よりだ』

   　眼睛和艾尔玛很像的男性精灵盯着艾尔玛看了一会儿后，松了一口气这么说。相对的，两位女性则是一直盯着我看。

   　目元がエルマに似ている男性エルフがエルマをジッと見つめた後に安あん堵どの息を漏らしながらそう言う。対して女性二人は俺をガン見してきていた。

   『……听说是佣兵，还以为会是个粗鲁的大男人呢。』

   『……傭よう兵へいって聞いていたから、どんなむくつけき大男かと思っていたのだけれど』

   『没想到身材意外地纤细，或者该说很普通。』

   『意外と線が細いというか、普通ね』

   　到底谁是妈妈谁是姐姐啊？　两人年轻到让人想这么问，有种艾尔玛姐妹的感觉。不对，既然有一个是姐姐，那应该就是姐妹没错。

   　どっちがお母さんでどっちがお姉さんなんだ？　そう言いたくなるくらい二人ともとても若々しいというか、エルマの姉妹って感じだ。いや、一人はお姉さんなんだろうから姉妹なんだろうけどさ。

   「我来介绍一下。这位是我所乘坐的船的船长，也是佣兵公会的白金排名者，银剑翼突击勋章的受勋者希罗」

   「紹介するわ。こちらが私が乗っている船のキャプテンで、傭兵ギルドのプラチナランカー、銀剣翼突撃勲章の受勲者でもあるヒロよ」

   「初次见面，我是佣兵希罗。由于身份卑贱，可能会在措辞等方面让各位贵人感到不快，还请多多包涵」

   「お初にお目にかかります、傭兵のヒロと申します。卑ひ賤せんの身故、言葉遣いなどで貴き方々をご不快にさせてしまうこともあるかもしれませんが、どうかご容赦頂けますようよろしくお願い申し上げます」

   　说完，我将手放在胸前，轻轻点头致意。看到我这种态度，全息显示器对面的三人惊讶地眨了眨眼。

   　そう言って俺は胸に手を当て、軽く会釈をした。そんな俺の態度を見たホロディスプレイの向こうの三人が、目をパチクリとして驚いたような表情を浮かべる。

   「喂，希罗，我家的家人都被你吓到了」

   「ちょっとヒロ、うちの家族が面食らってるんだけど？」

   「嗯？我有说错什么吗？」

   「うん？　何か間違ったか？」

   「贵族之间姑且不论，但对方是佣兵的话，不会要求使用宫廷语言的」

   「貴族同士ならともかく、流石に傭兵相手に宮廷言葉を求めたりはしないわよ」

   「原来如此。米米，听到了吗？」

   「なるほど。だそうだぞ、ミミ」

   「哎！？啊……那个，我是米米。在特梅因星系被希罗大人和艾尔玛小姐所救，现在和他们一起乘船。请多指教」

   「ふぇっ!?　あっ……ええと、ミミです。ターメーン星系でヒロ様とエルマさんに助けられて、一緒に船に乗っています。よろしくおねがいします」

   　米米也做了自我介绍，然后鞠躬礼。威尔罗斯子爵一家的视线都转向了米米，然后艾尔玛的父亲子爵和两位女性中的其中一位瞪大了眼睛。应该说，她们都看了米米两眼。另一位女性则歪着头，似乎有什么在意的地方。

   　ミミも自己紹介をしてペコリと頭を下げた。ウィルローズ子爵家一同の視線がミミのほうへと向き、そこでエルマの父である子爵と、二人いる女性の内の一人がギョッと目を剝いた。というか、ミミを二度見した。もう一人の女性は何か引っかかることがあるのか、首を傾かしげている。

   「我家的米米怎么了吗？」

   「うちのミミが何か？」

   『没，没有。没什么……咳咳。失礼了。我是埃尔多穆·威尔罗斯子爵。这位是我的妻子米尔法，然后这位是我的女儿，艾尔玛的姐姐艾尔芬』

   『い、いや。なんでもない……ゴホン。失礼した。私はエルドムア・ウィルローズ子爵だ。こちらが妻のミルファ、そして娘でエルマの姉であるエルフィンだ』

   『女儿受你照顾了』

   『娘がお世話になっています』

   [image: ]

   『请多关照』

   『よろしくね』

   　有着及腰银色长发的精灵女性是母亲米尔法小姐，而把接近金色的长发编成大三股辫的则是姐姐艾尔芬小姐。嗯，包括父亲在内，整体上都很年轻。

   　腰までありそうな長い銀髪のエルフの女性がお母さんのミルファさんで、金髪に近い長い髪を大きな三編みにしてまとめているのがお姉さんのエルフィンさんであるらしい。うーん。お父さんを含めて全体的に若々しい。

   『紧急联络你是为了恩斯特的事。啊，恩斯特是我的儿子——』

   『緊急で連絡を取りたかったのはエルンストの件だ。ああ、エルンストというのは私の息子で──』

   「我已经见过你哥哥了。他突然向希罗提出决斗，我随便应付了一下」

   「兄様にならもう会ったわよ。いきなりヒロに決闘を申し込んできたから、適当にあしらっておいたわ」

   『……没事就好』

   『……無事だったならそれで良い』

   　埃尔多穆说完后闭上眼睛叹了口气。

   　エルドムアはそう言うと目を瞑つぶって溜息を吐いた。

   『一知道你抵达首都星系，他就从宅邸里飞奔出来，赶往了第二殖民卫星。我也知道希罗阁下受封了银剑翼突击勋章，所以担心他会不会有什么万一』

   『お前が首都星系に到着したのを知るなり、屋敷から飛び出してセカンダスコロニーに向かったのだ。ヒロ殿が銀剣翼突撃勲章を受勲しているのは私も知っていたから、万が一のことがあってはと気を揉もんでいたのだよ』

   「原来如此。话说，你对佣兵公会提出的要求是什么？用威尔罗斯子爵家的名义要求他们立刻把我交出去」

   「なるほどね。というか、傭兵ギルドへのあの要求は何だったの？　ウィルローズ子爵家の名前を使って私を即刻引き渡すようにってのは」

   『什么？我应该只写了希望他们尽快联络我……？』

   『何？　私は至急連絡が欲しいという文面で送ったはずだが……？』

   『是不是和那个蠢货的联络搞混了？』

   『あの馬鹿が送った連絡と混同されたんじゃないの？』

   　艾尔芬小姐辛辣地说道。那个蠢货指的应该是恩斯特吧？

   　エルフィンさんが辛しん辣らつな言葉を吐く。あの馬鹿っていうのはエルンストのことだよな？

   『或许是吧……这件事之后我会向佣兵公会确认。先不说这个了，艾尔玛，从那之后已经过了五年。你和亚历山大的婚约也已经取消了，我不会再强迫你。所以回来吧』

   『そうかもしれんが……その件に関してはあとでこちらから傭兵ギルドに確認しておこう。それよりもエルマ、あれからもう五年だ。アレクサンダーとの婚約も立ち消えになったし、もう無理強いはしない。だから戻ってきなさい』

   　埃尔多穆一脸严肃地劝说艾尔玛。亚历山大？婚约？哈哈。

   　エルドムアが真ま面じ目めな顔でエルマの説得にかかってくる。アレクサンダー？　婚約？　ははぁ。

   「原来如此，你是因为这个才跑出来的啊」

   「なるほど、そういう事情で飛び出したのか」

   「虽然不光是这个原因，但确实占了很大一部分。这些事之后再和你说……父亲，我还不打算回家」

   「それだけってわけじゃないけど、それなりにウェイトが大きかったのは確かね。その辺の事情はあとで話すわ……父様、私はまだ家に帰るつもりはないわ」

   『你是因为还欠他钱吗？我记得是300万艾尼吧。这点钱用我们家的资产就能付清了。要我加倍或者三倍付给他也行。所以艾尔玛，快点回来吧。佣兵的生活总是伴随着危险吧？只要回家，你就没必要继续做这种危险的工作了』

   『まだ彼に借金があるから、か？　確か３００万エネルだったな。それくらい我が家の資産から払ってやる。何なら二倍にでも三倍にでもして払う。だからエルマ、戻ってきなさい。傭兵としての生活は常に危険と隣合わせなんだろう？　家に帰ってくればそんな危険な仕事を続ける必要なんてないじゃないか』

   「我确实还欠希罗钱，应该说连1艾尼都没还，还欠着整整300万艾尼。但是，我不能让父亲大人替我还钱。我要好好工作，自己还给希罗」

   「確かにヒロへの借金はまだ残ってる、というか１エネルも返済してないからまるまる３００万エネル残ってるわ。でも、それを父様に払ってもらうのはダメよ。私がちゃんと働いて、ヒロに返さないと」

   『你这么讲义气是好事，但你可是威尔罗斯子爵家的一员。而且，你还是未婚的女孩子。你明白女人登上男性佣兵的船意味着什么吗——』

   『義理堅いのは結構だが、お前はウィルローズ子爵家の一員なんだぞ。それに、未婚の女の子なんだ。男の傭兵が駆る船に女が乗ることの意味を──』

   「我当然明白，而且我们已经是那种关系了」

   「勿もち論ろん知ってるし、既にそういう関係よ」

   　艾尔玛说着从旁边抱住了我。

   　そう言ってエルマは横から俺に抱きついてきた。

   『什——！？』

   『なっ──!?』

   　埃尔多穆看到这一幕，一脸惊愕地瞪大了眼睛，但很快又恢复了冷静，用充满杀气的眼神看向我。

   　その光景を目にしたエルドムアが愕がく然ぜんとした表情で目を見開き、しかしすぐに気を取り直して殺気の籠こもった視線を向けてくる。

   『区区佣兵居然玷污了我的女儿……？』

   『傭兵風情が私の娘を傷物にしたと……？』

   「是的，我确实玷污了她。我也不打算放开艾尔玛」

   「ええ、しましたとも。俺としてもエルマを手放す気はありません」

   　我正面承受着他的视线，如此说道。

   　俺はその視線を真正面から受け止めてそう言った。

   『说得好，小子。就决定是——呜咕！？』

   『よく言った、小僧。お前に決ｔ──うごふっ!?』

   　全息显示器对面的埃尔多穆的两侧腹各挨了一拳，埃尔多穆痛得说不出话来。而那两拳的主人不用说，自然是艾尔玛的母亲米尔法小姐和姐姐艾尔芬小姐。

   　ホロディスプレイの向こうのエルドムアの両脇わき腹ばらに左右から放たれた拳こぶしが突き刺さり、エルドムアがたまらず悶もん絶ぜつする。その拳の主は言うまでもなく、エルマの母であるミルファさんと姉のエルフィンさんであった。

   『男人真是没用。一有什么事就马上想到决斗……真是的』

   『男って駄目ね。何かあればすぐに決闘決闘……まったく』

   『满脑子肌肉的白刃主义者有我这个蠢弟弟就够了，父亲大人』

   『脳のう味み噌そ筋肉の白刃主義者は愚弟だけで十分よ、父様』

   『说到底，希罗君可是银剑翼突击勋章的英雄，至少能获得白银之星，说不定还能获得金星哦？获得金星的人会被视为同等地位的子爵，就算没有，拥有银剑翼突击勋章的希罗君也会被授予骑士爵，怎么能这么轻易就决斗呢？』

   『そもそも、ヒロ君は銀剣翼突撃勲章の英雄で、最低でもシルバースター、もしかしたらゴールドスターを受勲するという話なのよ？　ゴールドスター受勲者は同格の子爵扱いだし、そうでなくとも銀剣翼突撃勲章を持つヒロ君は騎士爵扱いなんだから、そんな簡単に決闘なんてして良いわけがないでしょう？』

   　埃尔多穆捂着被打的地方蹲在地上，两侧毫不留情的责备声袭来。那个，这样下去他太可怜了，还是放过他吧？

   　殴られた場所に手を当てて蹲うずくまるエルドムアの両サイドから容赦のない駄目出しが襲いかかる。その、気の毒だからそれくらいでやめてあげてはいかがだろうか？

   「那个，我已经离不开希罗了……」

   「というか、その、もう私はヒロから離れられないから……」

   『哎呀？哎呀哎呀哎呀哎呀？』

   『あら？　あらあらあらあら？』

   『被抢先了？我被妹妹抢先了？』

   『先を越された？　私、妹に先を越されちゃった？』

   　听到艾尔玛的发言，米尔法小姐和艾尔芬小姐突然开始笑嘻嘻的。怎么了？刚才艾尔玛的一句话让她们俩明白了什么？

   　エルマの発言を聞いたミルファさんとエルフィンさんが急にニヤニヤし始める。何だ？　今のエルマの一言で二人には何が伝わったんだ？

   「那个，刚才的对话怎么就变成那样了？」

   「なぁ、今の会話でなんでああなるんだ？」

   「那，那个……就是，之前在阿雷因星系的交易殖民卫星」

   「え、えぇっと……ほら、前にアレイン星系の交易コロニーで」

   「啊？啊……啊，好的好的。原来如此」

   「あ？　あっ……あー、はいはい。なるほど」

   　说起来之前在阿雷因星系的交易殖民卫星做健康诊断的时候，艾尔玛好像突然变得满脸通红来着。我记得精灵一旦找到精神上依赖的对象，就容易和对方生孩子来着。

   　そう言えば前にアレイン星系の交易コロニーで健康診断をした時に、エルマがなんだか真まっ赤かになっていたっけか。確かエルフって精神的に依存できる相手を見つけるとその相手との子供ができやすくなるとかなんとか。

   「下，下次吧。下次直接见面的时候再说」

   「こ、今度ね。直接会った時に話すから」

   『现在说也可以哦？』

   『今話しても良いのよ？』

   『对对。我们听着呢』

   『そうそう。聞いててあげるわ』

   「下・次・吧！」

   「こ・ん・ど！」

   　满脸通红的艾尔玛和全息显示器对面的母女开始吵吵闹闹。这场面一直持续到被左右夹击的埃尔多穆复活为止。

   　顔を真っ赤にしたエルマとホロディスプレイの向こうの母おや娘こがギャンギャンとやり合い始める。それは左右からの同時攻撃でダウンしたエルドムアが復活するまで続くのだった。

   　具体来说大概五分钟。

   　具体的には五分くらい。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　典礼之后再直接见面聊吧，和威尔罗斯子爵家的人们谈妥了。埃尔多穆好像对我对艾尔玛出手这件事有话想说……。

   　セレモニーの後にでも直接会って話をしよう、ということでウィルローズ子爵家の人々との話はまとまった。エルドムアとしては俺がエルマに手を出した件について言いたいことがあるようだったが……。

   『虽然这是结果论，但希罗君得到了银剑翼突击勋章，运气好的话还能成为金星的英雄。而我“比任何人都要早”把艾尔玛送到你身边，光是这个事实，对宫廷贵族来说就有各种好处了』

   『結果論ですが、ヒロ君は銀剣翼突撃勲章と、うまく運べばゴールドスターの英雄ですから。そんな貴方あなたの元に「誰だれよりも先んじて」エルマを送り込んでいた、という事実だけで宮廷貴族としては色々と旨うま味みがあるんですよ』

   『咕哦哦哦哦！？米尔法！投降，投降！』

   『ぐおおぉぉっ!?　ミルファ！　ギブ、ギブ！』

   　米尔法小姐一边对依然对我充满敌意的埃尔多穆使出关节技，一边露出爽朗的笑容，真是厉害……那个人毫无疑问是艾尔玛的母亲。

   　尚なおも俺に対する敵意を隠そうとしないエルドムアにアームロックを極きめながら朗らかな笑みを浮かべるミルファさんは凄すごかったな……間違いなくエルマの母親だ、あの人は。

   「不过，感觉是因为一个似懂非懂的理由而被原谅了啊」

   「しかしなんだかわかるようでよくわからない理由で許されたよな」

   「啊，母亲大人说的？也就是说，可以对那些在背后说“连野丫头的女儿都管不好”的家伙反击说“我是为了找到有能的佣兵才故意让她出去的，有什么问题吗？”。虽然实际上只是偶然，但希罗现在得到了银剑翼突击勋章，还得到了金星或白银星的勋章」

   「ああ、母様の言っていたこと？　つまりね、お転婆な娘の手た綱づなも握れない、なんて陰口を叩たたくような連中に『有能な傭兵を見み出いだすために敢あえて外に出していたんですが、何か？』って反撃できるようになるってわけ。実際にはただの偶然だけど、現にヒロが銀剣翼突撃勲章と、ゴールドスターかシルバースターを受勲するわけだから」

   「……怎么说呢，就像小孩子吵架一样」

   「……なんというか、子供の喧けん嘩かみたいだな」

   「就是这样的。通过这种无聊的攀比来交流，这就是贵族」

   「そんなもんよ。そういうくだらないマウントの取り合いでコミュニケーションを取るのが貴族ってものよ」

   　流过汗后还带着湿气的艾尔玛耸了耸肩说道。顺带一提，因为是一起洗澡的，所以我也还带着湿气。

   　汗を流してまだしっとりとしているエルマがそう言って肩を竦すくめる。ちなみに一緒に入ったから俺もまだしっとりしている。

   「总之，就是会被人另眼相看啦。既然已经做出了成绩，那么之后要怎么解释都行。倒不如说，什么都不说，让别人自己去胡思乱想，才是这种时候最好的做法。」

   「まぁ、つまり一目置かれるようになるわけ。実績が既に出ている以上、辻つじ褄つまなんて如い何か様ようにでも合わせられるからね。寧むしろ、黙っておいて勝手に深読みさせるのがこの場合一番良いのかしら」

   「我完全无法理解那个世界啊。果然还是麻烦得很。」

   「俺には理解が及びそうにない世界だな。やっぱり面倒くさそうだ」

   「我想也是。我也是因为觉得那种事情无聊又麻烦，才会离家出走的。」

   「でしょうね。私もそういうのがつまらなくて、面倒でたまらないから家を飛び出したのよ」

   「真是正确的选择。我觉得随心所欲地去想去的地方，到处看看、到处吃吃，然后偶尔打倒一些宙贼，过着有趣又愉快的生活要好得多了。」

   「大正解だな。好きな時に好きな場所に行って、色々なものを見たり、食べたりしながら適当に宙賊をしばき倒して面白おかしく生きるほうがずっと良いように思える」

   「对吧？」

   「でしょう？」

   　艾尔玛轻笑着坐到坐在床边的我身旁，将身子靠了上来。

   　クスクスと笑いながらエルマはベッドに腰掛ける俺の横に座り、体重を預けてきた。

   「而且这艘船上还有希罗、米米、梅伊、蒂娜和薇丝卡。和意气相投的伙伴一起在广阔的宇宙中冒险。偶尔被卷入麻烦，陷入危机，然后和伙伴一起跨越难关，举杯庆祝。能过上这种全息小说般的刺激生活，我已经很满足了。所以，我不会放弃这种生活，为此稍微顺着母亲大人的想法也没什么不好的。」

   「それにこの船にはヒロがいて、ミミがいて、メイがいて、ティーナとウィスカがいる。気の合う仲間と一緒に広大な宇宙を冒険する。たまにトラブルに巻き込まれたり、ピンチになったりしながら、仲間と一緒にそれを乗り越えて乾杯する。そんなホロ小説みたいな刺激的な生活を送れてとっても満足なの、私は。だから、この生活を手放すつもりはないし、そのためなら少しくらい母様の思惑に乗るのも悪くないと思っているわ」

   「是啊。那么，这样就决定了绝对不能退让的底线了吧？」

   「そうだな。じゃあ、これで絶対に譲れないラインは決まったな？」

   「是啊。先不说蒂娜她们，明天也把米米和梅伊叫来一起商量吧。必须保护我们的生活。」

   「そうね。ティーナ達はともかく、明日にでもミミとメイも交えて話し合いましょう。私達の生活を守らないとね」

   「是啊。」

   「そうだな」

   　就这样，我听艾尔玛讲了她和她家人的故事，然后和艾尔玛同床共枕，进入了梦乡。

   　そうして暫しばらくの間、寝物語にエルマとエルマの家族の話を聞いてから、俺はエルマと同じ寝床で眠りに就いたのだった。

  

 
  
   
    ＃5：皇室的血脉

    ＃５：帝室の血脈ロイヤルブラツド

   

   


   


   　第二天。

   　翌日。

   　在早餐的餐桌上，我和艾尔玛将我们昨天讨论的“我们的最终防线”告诉了米米和梅伊。

   　朝食の席でミミとメイにも俺とエルマが昨日きのう話し合った『俺達の最終防衛ライン』を共有することにした。

   「我也觉得这样很好，但是希罗大人真的可以接受吗？」

   「私もそれで良いと思いますけど、ヒロ様は本当に良いんですか？」

   「什么意思？」

   「と言うと？」

   　我向歪着头的米米问道。

   　首を傾かしげるミミにそう問う。

   「呃，根据情况，您有可能被正式任命为帝国骑士，成为贵族。」

   「えっと、場合によっては正式に帝国騎士として取り立てられて、貴族になることも可能だと思うんですけど」

   「啊——正式的贵族，贵族啊……也就是说，不是仅限一代的荣誉爵位，而是能够世袭的永世贵族？」

   「あー、正式な貴族、貴族ねぇ……それはつまり、一代限りの名誉爵位じゃなく、世襲できる永代貴族としてってことだよな？」

   「是的。」

   「はい」

   「米米想成为贵族吗？」

   「ミミは貴族になりたいか？」

   「诶？」

   「え？」

   　听到我的问题，米米又歪了歪头。这种事不用说也能察觉到吧，我可是很期待的。

   　俺の問いにミミはまた首を傾げた。そこは言わずとも察して欲しいぞ、俺は。

   「不，如果我成为贵族的话，米米也会成为贵族吧。这种情况的话，艾尔玛是正室，米米是侧室吗？」

   「いや、俺が貴族になるってことはおいおいミミも貴族になるってことだろう。この場合はエルマが正室で、ミミが側室ってことになるのか？」

   「从出身来看，这样比较自然，但我毕竟是精灵。就算想生孩子，也很难和人类生下来。考虑到这一点，让同样是人类的米米做正室也是可以的。就我个人的心情来说，我觉得当侧室也挺好的。米米更适合当正室吧。」

   「出自的にはそうするのが自然でしょうけど、私はエルフだからね。作ろうとしても人間との間には子供ができにくいし、そう考えると同じ人間のミミを正室にするのもアリだと思うわよ。私個人の心情としては、私は側室で良いかな、と思うわね。正室はミミのほうが相応ふさわしいでしょ」

   　米米听着我和艾尔玛的对话，似乎明白了我的言外之意，她满脸通红，开始慌张起来。

   　俺とエルマのやり取りを聞くうちに俺が言わんとすることがわかったのか、ミミが顔を真っ赤にしてあたふたし始める。

   「不过，成为贵族获得高级市民权的话，要找个行星定居也不是什么难事。虽然也不是不行，但那样的话就没办法继续干佣兵这一行了」

   「まぁ、貴族になって上級市民権を得ればどこかの惑星上に居を構えるのも難しくなくなるのか。それもアリっちゃアリなんだろうが、そうなると傭よう兵へい稼業は続けられなくなるだろうな」

   「是啊……啊，不过你看，我们不是去当父亲大人的附庸，而是去克莉丝那里借住的话，说不定意外地可行哦。达连瓦尔德伯爵欠我们人情，虽然不知道会是骑士爵还是男爵，但只要能成为他的附庸，虽然不会像现在这么自由，但应该还是能获得一定程度的自由」

   「そうねぇ……ああ、でもほら。父様の寄子になって帝都に居を構えるんじゃなく、クリスのところに転がり込めば意外となんとかなるかもしれないわよ。ダレインワルド伯爵には貸しがあるし、騎士爵か男爵になるかわからないけど、寄子として受け入れてもらえば今ほどじゃないだろうけどある程度自由にさせてもらえるかもしれないわ」

   「……那样的话克莉丝不就肯定会跟来了吗？」

   「……そうするとクリスがもれなくついてきそうなんだが？」

   「有什么关系嘛。希罗你也不讨厌她吧？」

   「良いじゃない。ヒロだってあの子のことは憎からず思っているでしょ？」

   「嗯，这个，是没错……」

   「まぁ、それは、そうだけれども……」

   　被那么可爱的女孩子示好，我当然不会觉得讨厌。但去依靠自己曾经狠狠甩掉过的女孩子，感觉有点……而且要是同样成为贵族的话，她肯定会猛烈地向我发起攻势。

   　そりゃあんな可愛かわいい子に好意を向けられて嫌な気分になるわけはないけどさ。一度盛大にフッた女の子を頼りに行くのはちょっとなぁ……同じ貴族になったならってことでそれはもう猛烈にアタックしてきそうだし。

   　虽然当时因为各种原因没能接受克莉丝的好意，但要是我成为贵族的话，情况就不同了。不过，该说是各种原因吗，总之在那个时间点对克莉丝出手的话，从各种意义上来说都是完全出局的，所以我无论如何都不打算出手。

   　あの時は諸般の事情でクリスの好意を受け入れることはできなかったけど、俺が貴族になったら事情が変わるからな。まぁ諸般の事情というかなんというか、あの時点でクリスに手を出すのは色々な意味で完かん璧ぺきにアウトだったから、どうあっても手を出す気はなかったけど。

   　要是对那种女孩子出手的话，完全就是犯罪了。会被宪兵逮捕的。

   　あんな子に手を出したら完璧に事案だよ、事案。憲兵さんに逮捕されちゃうよ。

   「虽然我也觉得当个贵族好像会很有趣，但还是想暂时过上自由自在的佣兵生活。话说，照刚才的对话来看，要是米米完全没有要和我结婚的意思的话，那也太冷场了吧？我是不是该找个洞把自己埋了？」

   「まぁ、少しだけ貴族になるのも面白そうだなと思ったけど、もう暫くは自由気ままな傭兵生活を送りたいと思う次第だ。というか、今の流れアレだな？　ミミが俺と結婚してくれる気が全くないとかだと最高に寒いな？　ちょっと穴掘ってそこらへんに埋まろうかな」

   「没、没问题！我想结婚！！」

   「だ、大丈夫です！　結婚したいです!!」

   「太好了。」

   「やったぜ」

   「是是是，恭喜你。我也愿意和你结婚哦。」

   「はいはい、良かったわね。私も結婚してあげるわよ」

   　米米满脸通红地闭上眼睛大喊，我则摆出胜利姿势看向艾尔玛，而艾尔玛在看到我的视线后，便轻声笑了起来。梅伊则是一直盯着我们看。

   　顔を真っ赤にしたまま目を瞑つぶって叫ぶミミ、グッとガッツポーズを取ってエルマに視線を向ける俺、そして俺の視線を受けてクスクスと笑うエルマ。そんな俺達をじっと見ているメイ。

   「梅伊也要结婚吗？」

   「メイも結婚する？」

   「我会积极考虑的。」

   「前向きに検討させていただきます」

   「太好了，艾尔玛，梅伊好像也愿意和我结婚。」

   「やったぞエルマ、メイも結婚してくれるらしい」

   「好好好。既然如此，你就趁势把克莉丝、蒂娜和薇丝卡也娶了吧。要不要再加上瑟琳娜少校？」

   「はいはい。どうせならその勢いでクリスとティーナとウィスカも貰もらってあげると良いわ。セレナ少佐も追加する？」

   「瑟琳娜少校就算了。」

   「セレナ少佐はやめとく」

   　因为不管我有没有成为贵族，和瑟琳娜少校发展成那种关系的话，感觉会变成反应弹头地雷。

   　だって俺が貴族になってもならなくてもセレナ少佐とそういう関係になるのは反応弾頭地雷の臭いがプンプンするし。

   「先不提瑟琳娜少校，实际上我和梅伊可以结婚吗？」

   「セレナ少佐は横に置いておいて、実際のところメイと結婚ってできるのか？」

   「可以。因为机械智慧也有人权。如果主人希望的话，也可以生孩子。」

   「はい。機械知性にも人権が認められておりますので。ご主人様がお望みであれば子を成すことも可能ですよ」

   「真的吗？」

   「マジで？」

   「真的。不过需要办理繁杂的手续，而且费用也不便宜。」

   「マジでございます。煩雑な手続きが必要な上、費用もかかりますが」

   「科学的力量真厉害……」

   「科学の力ってすげー……」

   　到底要怎么和身为机械的梅伊生孩子？会是类似克隆人培养的形式吗？机械智慧和人类之间生下的孩子，基因上到底会变成怎样？我的求知欲被强烈地刺激了。

   　一体どうやって機械のメイと子供を作るのだろうか？　一種のクローン培養みたいな形になるのか？　機械知性と人間の間にできる子供って遺伝子的には一体どうなるんだ？　知的好奇心が物もの凄すごく刺激されるな。

   「虽然话题扯远了，总之就是这样。不管发生什么事，我们都要维持自由自在的佣兵生活。为此，我们会做出一定程度的妥协。但是，如果现在的生活受到侵犯，我们无论如何都会抵抗。就朝这个方向进行。」

   「話がとっ散らかったけど、とにかくそういうことで。俺達は何があっても自由気ままな傭兵生活を維持する。そのためならある程度の妥協はする。ただし、今の生活が侵されるようなら何がなんでも抵抗する。そういう方向で」

   「是！」

   「はい！」

   「知道了。」

   「わかったわ」

   「我明白了。」

   「承知致しました」

   　三人点头。好，这样就达成共识了。

   　三人が頷うなずく。よし、これで意思統一はできたな。

   「话说回来，蒂娜和薇丝卡呢？昨天她们去营业所之后就没回来了吗？」

   「で、そういやティーナとウィスカは？　昨日営業所に出ていってから帰ってきてないのか？」

   「是的。她们说太空德维格公司的工作很忙，昨晚在营业所过夜处理业务。」

   「はい。スペース・ドウェルグ社の仕事が色々と立て込んでいるらしく、昨晩は営業所に泊まり込みで業務をこなすと連絡がありました」

   「哇，黑莲……」

   「わぁ、ブラックぅ……」

   　矮人的身体似乎比普通人类强壮得多，但就算这样，必须在公司过夜处理业务也太黑心了吧。太空德维格公司的就业规则到底是怎么回事？

   　ドワーフは普通の人間よりも身体からだが大分頑丈らしいが、それでも泊まり込みで業務をこなさなきゃならないとかブラックにも程があるだろう。スペース・ドウェルグ社の就業規則って一体どうなってるんだ？

   　就在我这么想的时候，餐厅里响起了蜂鸣器的声音。这个蜂鸣器是用来通知有客人来访的……？

   　と、思っていたら食堂にブザーが鳴り響いた。このブザーは来客を告げるものだが……？

   「有客人要来吗？」

   「来客の予定なんてあったか？」

   「不，应该没有。」

   「いえ、特にないはずですが」

   　梅伊说着，视线在空中游移。大概是在访问黑莲的系统，确认来客的身份吧。

   　そう言ってメイが中空に視線を漂わせる。多分ブラックロータスのシステムにアクセスして来客が何者なのか確認しているのだろう。

   「蒂娜小姐和薇丝卡小姐好像回来了。」

   「ティーナさんとウィスカさんが帰ってきたようですね」

   　嗯？为什么蜂鸣器会响？她们两人有访问权，应该不需要特地按蜂鸣器才对。

   　うん？　なんでブザーなんて鳴らしてるんだ？　二人にはアクセス権を付与しているから、帰ってくるためにわざわざブザーなんて鳴らす必要はないはずだが。

   「不只蒂娜小姐她们，好像还有几个人同行。」

   「ティーナさん達だけでなく、何人か同行者がいるようです」

   「同行者？」

   「同行者？」

   「是的。和蒂娜小姐她们一样是矮人族的女性，还有其他几个人类。」

   「はい。ティーナさん達と同じドワーフの女性と、他にも人間が数人」

   「……？你觉得是什么人？」

   「……？　何だと思う？」

   「是什么呢？」

   「何でしょうね？」

   「既然是她们两人带回来的，应该和太空德维格公司有关吧。会不会是那个佣兵纪录片？」

   「二人が連れてきてるんだから、スペース・ドウェルグ社関係よね。アレじゃないの？　例の傭兵ドキュメンタリー」

   「啊……那个啊。这么说来，优先采访权好像还有效？」

   「あー……アレね。そう言えば一応優先取材権は生きてるんだっけか」

   「是的，因为是折扣的条件。不过，采访方面是只要条件谈妥就会进行的形式。」

   「はい、ディスカウントの条件なので。ただ、取材に関しては条件の折り合いが付けば、という形になっています」

   　这么说来，是来打招呼和探勘的吗？就算是这样，我觉得应该先联络一声才对。嗯——

   　となると、挨あい拶さつと下見に来たってところか？　だとしても先に連絡を入れるのが筋だと思うんだが。うーむ。

   「算了，问问看吧。视情况而定，也可以请他们吃闭门羹。」

   「まぁ、事情を聞くか。場合によっては門前払いしても良いし」

   「是啊。」

   「そうね」

   「咦……不接受采访吗？」

   「えー……取材、受けないんですか？」

   　这么说来，米米对接受采访很积极呢。

   　そう言えばミミは取材を受けることに積極的だったな。

   「如果条件谈妥的话，我会考虑。总之，先问问看吧。」

   「条件が折り合えば考える。とにかく、事情を聞くとしよう」

   　我这么说着，对梅伊使了个眼色，梅伊点点头，启动了全息显示器。全息显示器的另一头，映出整备士姐妹那张像藏狐一样的脸。

   　そう言って俺がメイに目配せをすると、メイは頷いてホロディスプレイを起動した。ホロディスプレイの向こうに揃そろってチベットスナギツネみたいな顔になっている整備士姉妹が映る。

   「早安，辛苦你们了。后面的朋友是哪位？」

   「朝帰りお疲れ。後ろのお友達はどちら様だ？」

   『娱乐部门的家伙……大哥，不好意思，可以稍微听他们说一下吗？』

   『エンターテイメント部署の連中や……兄さん、悪いけどちょっと話だけでも聞いたってくれへん？』

   　蒂娜双眼无神地说道，然后深深地叹了口气。啊——嗯。看来不管在哪个世界，媒体相关人士都是这副德性。看来还是小心一点应对比较好。

   　ハイライトが消えた瞳ひとみのままティーナがそう言って盛大に溜ため息いきを吐つく。あー、うん。どこの世界でもマスメディア関係者ってのはアレなのかね。ちょっとこいつは気をつけて取り掛かったほうが良さそうだな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　蒂娜她们回来后，正好过了一小时。

   　ティーナ達が帰ってきてからきっかり一時間後。

   「这次真的非常抱歉。」

   「この度は本当に申し訳ございませんでした」

   　太空德维格公司古拉基乌斯第二殖民卫星营业所娱乐部门的部长（好长的头衔！）和营业所长、副所长在我面前整齐地跪在地上。

   　スペース・ドウェルグ社グラキウスセカンダスコロニー営業所エンターテイメント部の部長（クッソ長い肩書きだな！）と営業所長、副所長が俺の目の前で揃って見事な土下座をキメていた。

   　他们身后是被绳子绑住，像蓑衣虫一样倒在地上的娱乐部门的员工们。他们的脸色已经超越苍白，变成土色了。

   　その後ろにはティーナ達にくっついて乗り込んできたエンターテイメント部の社員達がロープで縛り上げられて蓑みの虫むしのようになって転がっている。顔色は全員蒼そう白はくを通り越して土気色だ。

   　哎呀——在那之后真是惨不忍睹。不听人说话，明明拒绝他们上船，却和蒂娜她们一起上船，最后还擅自开始摄影，把剧本交给她们，要她们说出自己想听的话，开始拍摄自己喜欢的画面，试图入侵私人空间，跑到机库擅自拍摄克里希那，擅自打开货舱的集装箱，试图检查里面的东西……我终于发飙了。

   　いやー、あの後は酷ひどかったね。人の話は聞かない、乗船拒否したのにティーナ達と一緒に船に乗り込んでくる、挙げ句勝手に撮影を始める、こういうことを話してくれと台本を渡して自分達の好きな画えを撮ろうとし始める、プライベートスペースに侵入しようとする、ハンガーに行って勝手にクリシュナを撮る、カーゴスペースのコンテナを勝手に開けて中身を検あらためようとする……流石さすがにブチ切れたよね。

   　我向艾尔玛和梅伊确认了那些用非法手段侵入佣兵船的家伙的处置，顺便也向佣兵公会确认了一下。我把梅伊拍摄的拒绝登船的视频传过去让他们确认，然后请他们和我联名向太空德维格公司古拉基乌斯第二殖民卫星营业所发出抗议，同时抓捕船内的非法入侵者。

   　エルマとメイに不正な方法で傭兵の船に侵入した連中の扱いについて確認し、ついでに傭兵ギルドにも確認。メイが撮っていた乗船拒否のやり取りからの映像も転送して確認してもらい、俺との連名でスペース・ドウェルグ社グラキウスセカンダスコロニー営業所に抗議の連絡を入れてもらい、同時に船内の不法侵入者を捕縛。

   　我向那些喊着报道权被侵害的家伙们亮出银剑翼突击勋章，向他们说明按照惯例，我被认定为骑士爵。然后我向他们说明，法律允许对非法入侵佣兵船的人使用武力。允许使用武力，也就意味着即使结果导致对方死亡也不会被追究法律责任。

   　報道の権利の侵害だなんだと叫ぶ連中に銀剣翼突撃勲章を見せつけ、慣例的に騎士爵として扱われることを説明。更に傭兵の船への不法侵入者に対する武力行使が法的に認められていることも説明。武力行使の容認とはつまり、その結果殺害に及んでも法的な罪に問われないということである。

   [image: ]

   　这似乎是针对有可能运送高度军事机密或保护重要人物的佣兵的特例。当然，为了防止佣兵利用这一点做坏事，似乎还有各种各样的限制，但这次的情况是例外。

   　これは高度な軍事機密の輸送や要人警護などをする可能性がある傭兵に特例的に認められているものであるらしい。無論、これを利用して傭兵が悪事を行えないように色々と規制はあるらしいが、今回はそれをパスしているとのことだ。

   　顺便也向他们说明，我和佣兵公会联名向营业所和分公司发出了抗议。说明到这个地步，他们似乎也意识到自己干了多么严重的事，开始拼命求饶，但我当然无视了他们。于是就到了现在。

   　ついでに蓑虫どもに傭兵ギルドとの連名で営業所と支社に抗議したことも説明。流石にここまで説明すると自分達が盛大にやらかしたことに気づいたらしく、必死に許しを請い始めたが、当然これを無視。今に至る。

   「总之，先让我发一次飙是你们的公司文化吗？是吗？」

   「とりあえず一回俺をブチ切れさせるってのはアレか？　おたくの社風か何かなのか？　えぇ？」

   「我无话可说。」

   「申し開きのしようもございません」

   「你们是觉得既然提供了好船，这点小事就别计较了？一般来说，事先预约时间打个招呼和开会讨论不是基本礼仪吗？你们公司的员工到底有没有商业礼仪啊？突然上门采访给采访对象添麻烦，你们脑子有问题吗？」

   「良い船提供してるんだからこれくらいええやろ、みたいな雰囲気でもあんのか？　というか、事前にアポを取って一回挨拶とミーティングをするのが普通じゃないか？　あんたのとこの社員のビジネスマナーどうなってんの？　突撃取材で取材先に迷惑かけるとか頭おかしいんじゃないか？」

   「真的非常抱歉……」

   「誠に申し訳ございません……」

   　看着一把年纪的大叔矮人缩着身子跪在地上，我也于心不忍，但也不能就此退让。真麻烦。

   　いい年をしたおじさんドワーフが身体を小さくして土下座をするのを見るのは俺も心が痛むが、だからといってここで引き下がるわけにも行かないんだよなぁ。面倒くさい。

   「这一连串的对话，我家的能干女仆已经利用舰内设备全部记录下来了。要是你们没有拿出诚意，我就直接把视频传给你们的竞争对手。」

   「この一連のやり取りは全すべてうちの有能なメイドが艦内設備も利用して記録しているからな。誠意ある対応がない場合はそのままおたくのライバル会社に放流するから」

   「「「！？」」」

   「「「!?」」」

   　听到我的发言，营业处长、副处长和部长同时抬起头，瞪大了眼睛。

   　俺の発言に営業所長と副所長、そして部長が一斉に顔を上げて大きく目を見開く。

   「我调查了一下，你们的竞争对手好像挺多的嘛。梅比乌斯环、佛马鲁豪特娱乐公司和Nyatflix感觉都不错？」

   「調べてみたら競合他社は結構多いみたいじゃないか？　メビウスリング、フォーマルハウトエンターテイメント、ニャットフリックス辺りが良さそうだよな？」

   　梅比乌斯环以严肃的纪实节目为卖点，佛马鲁豪特娱乐公司以华丽且充满魄力的纪实节目为卖点。Nyatflix的卖点是企划类和日常类的纪实节目吧？

   　メビウスリングは結構お堅い感じのリアルなドキュメンタリーを売りにしていて、フォーマルハウトエンターテイメントはとにかくド派手で迫力のあるダイナミックなドキュメンタリーを売りにしている。ニャットフリックスは企画系と日常そのまま垂れ流し系のドキュメンタリーが売りなのかな？

   　话说Nyatflix的吉祥物是圆锥形的无脸外星人，让我在意得不得了。直视它的话会不会触发精神崩坏级的理智检定？没问题吗？

   　それよりもニャットフリックスのイメージキャラクターが円えん錐すい形の無む貌ぼうの頭部を持つエイリアンめいたクリーチャーなのが気になって仕方がないんだが。これ直視したら精神崩壊級の正気度チェックとか入らない？　大丈夫？

   「请、请千万不要……！」

   「そ、それだけはご勘弁を……！」

   　娱乐部的部长把额头贴在地上恳求道。

   　エンターテイメント部の部長が額を床に擦こすりつけて懇願してくる。

   「我只在这里说，其实你们可能已经知道了，我这次来帝都是为了授勋。这件事应该会大肆发表，成为新闻……」

   「ここだけの話、というかもう摑つかんでるかもしれないけど、俺が今回帝都に来たのは勲章の受勲のためなんだよな。恐らく、大々的に発表されてニュースになると思うんだが……」

   　我瞥了一眼吞着口水抬头看着我的营业处长、副处长和部长。

   　チラリと固かた唾ずを吞のんで俺の顔を見上げている営業所長と副所長、部長に視線を送る。

   「之后大概会有采访申请吧。虽然太空德维格公司有优先权，但你们做出这种不义之举，我们之间还有什么信赖关系可言？你们觉得我有必要遵守约定吗？」

   「その後多分取材の申込みとかあるんだろうなぁ。一応スペース・ドウェルグ社に優先権があるんだけど、こんな不義理を仕出かされちゃあ信頼関係もクソもないよな？　約束を守る必要あると思うか？」

   「这、这个……」

   「そ、それは……」

   「我姑且是接受了你们的条件才买下这艘船，但老实说，现在这个状态……不然我把你们让价的150万艾尼当作分手费还给你们吧？」

   「一応この船の値引きの条件として引き受けたんだけど、正直こんな状態じゃなぁ……なんなら値引きしてもらった分の１５０万エネル、手切れ金として返そうか？」

   「一、一百五——」

   「ひゃ、ひゃくごっ──」

   　听到我这么说，蓑衣虫发出奇怪的叫声，表情僵硬。没错，你可是打算放弃布拉德星系的舰船贩卖部花了150万艾尼买下的优先采访权哦。

   　俺の言葉を聞いた蓑虫が奇妙な鳴き声を上げて顔を引ひき攣つらせる。そうだよ、お前さんはブラド星系の艦船販売部が１５０万エネルもの身銭を切って手に入れた優先取材権をふいにしようとしてるんだよ。

   「好了，怨言就说到这里吧。来谈些有建设性的话题。」

   「とまぁ、恨み言はこれくらいにしとこうか。建設的な話をしよう」

   　说完，我蹲下身子，让视线与跪地磕头的三名矮人齐平。哈哈哈，干嘛露出那么害怕的表情。我不会拜托你们做什么乱来的事啦。

   　そう言ってかがみ込み、俺は土下座をしている三人のドワーフと視線の高さを合わせた。ははは、何をそんなに怯おびえた顔をしているんだ。別にそんな無茶なことを頼むつもりはないよ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「真的很抱歉……」

   「ほんまごめんなさい……」

   「对不起……」

   「ごめんなさい……」

   「不，我并不打算责怪你们两个，别放在心上。」

   「いや、二人に文句を言うつもりはないから気にするな」

   　我把蓑衣虫们推给营业处长、副处长和娱乐部长三人，把他们赶出船外，但整备士姐妹却像枯萎的菜叶一样垂头丧气。

   　蓑虫どもを営業所長と副所長、そしてエンターテイメント部長の三人に押し付けて船から追い出したのだが、整備士姉妹がこの通り萎しおれた菜っ葉みたいになってしまっていた。

   「话说回来，不管对那些家伙说什么都没用吧？真是辛苦你们了。」

   「というか、連中には何を言っても無駄だっただろう？　大変だったな」

   「呜呜……哥哥好温柔哦。」

   「うぅ……兄さん優しいなぁ」

   「谢谢您……」

   「ありがとうございます……」

   　实际上，看到她们到达船后按响门铃时的表情，就能察觉到她们已经尽了最大的努力。

   　実際、船に到着してブザーを鳴らした時の二人の表情を見れば彼女達ができる限りの抵抗をしたんだろうな、ということは察せられたしね。

   「话说回来，那样真的好吗？」

   「それにしてもあんなので良かったの？」

   「没关系啦。做得太过火而招人怨恨也不好。」

   「良いんだよ。やりすぎて恨みを買うのも良くない」

   　艾尔玛一边挑选着太空德维格公司的人带来的赔礼——看起来很贵的酒和下酒菜之类的东西——一边向我问道，我耸了耸肩回答她。

   　スペース・ドウェルグ社の連中が持ってきたお詫わびの品──なんか高そうな酒とかつまみっぽいもの──を物色しながら聞いてくるエルマにそう答えて肩を竦すくめてみせる。

   　我要求的是拥有优先采访权的太空德维格公司要负责管理其他公司的采访。毕竟我可不想再被太空德维格公司以外的公司像这次一样突击采访了。恐怕他们接下来要面对的是地狱般的调整工作吧。

   　俺が要求したのは優先取材権を有するスペース・ドウェルグ社が責任を持って他社の取材を管理するように、という内容だ。スペース・ドウェルグ社以外にも今回みたいな突撃取材をされるのは御免だしな。恐らく彼らにはこれから地獄のような調整作業が待っていることだろう。

   　在那个过程中，太空德维格公司无论赚取利益还是卖人情给其他公司都无所谓。如果是在经过妥善调整后的采访，我也会给予协助。只不过，我不能接受媒体毫无秩序地蜂拥而至。术业有专攻。媒体的事情还是交给媒体来处理最好。

   　別にその過程でスペース・ドウェルグ社が利益を出すのも他社に貸しを作るのも構わない。ちゃんと調整された上での取材であれば協力もしよう。ただ、無秩序にマスコミが押し寄せてくるのはＮＧだ。餅もちは餅もち屋や。マスコミのことにはマスコミに任せるのが一番だろう。

   　不过，我事先声明了，万一给我们的船员添了麻烦，我将不惜诉讼或拔刀相向。这里的船员也包括蒂娜和薇丝卡。虽然她们只是从太空德维格公司派来的临时船员，但对我来说已经是自己人了。

   　ただし、万が一うちのクルーに迷惑をかけた場合は訴訟や抜刀も辞さない、ということは伝えておいた。このクルーというのはティーナとウィスカも含まれる。彼女達はスペース・ドウェルグ社から出向してきているだけの臨時クルーだが、俺的にはもう身内だ。

   「你们两个今后也要注意哦。这不是在责备你们，而是真的在担心你们。如果我受到关注，同一条船上的船员当然也会受到关注。更何况这艘船百分之百是我出资的船，我也是船长。而且这艘船上的男人只有我一个。你们应该知道别人会怎么看你们吧？」

   「二人もこれからは気をつけろよ。これは叱しかってるとかじゃなくて、マジで心配してのことだからな。俺に注目が集まれば、当然同じ船のクルーにも注目が集まる。ましてやこの船は１００％俺が出資してる船で、俺がキャプテンでもある。しかもこの船に乗っている男は俺だけだ。どう見られるかは当然わかってるよな？」

   「……嗯。」

   「……うん」

   「……是。」

   「……はい」

   　两人老实地点头。

   　二人が神妙に頷うなずく。

   「实际上如何并不重要。别人一定会认为我和你们有那种关系。如果传开的话，也可能会有人对你们说些不中听的话。这种时候不要烦恼，马上找我们商量。如果觉得难以向我开口，就找米米、艾尔玛或梅伊商量吧。」

   「実際にどうなのか、なんてのは関係ないからな。こういうのは。きっと俺とそういう関係だと思われるだろうし。広く知れ渡れば心ない言葉が向けられることもあるだろう。そういう時は悩んだりしないですぐに俺達の誰かに相談するように。俺に話しにくいことはミミやエルマ、メイに相談すれば良いだろう」

   「嗯，知道了。」

   「ん、わかったで」

   「我明白了。谢谢您。」

   「わかりました。ありがとうございます」

   「很好。」

   「よし」

   　我点点头，转过身去。

   　頷いて振り返る。

   「没问题。」

   「大丈夫です」

   「事到如今还用说吗？」

   「今更ね」

   「请交给我吧。」

   「お任せください」

   「很好。」

   「よし」

   　这不仅意味着我愿意倾听她们两个的烦恼，也意味着她们两个能说的米米她们也能说。看到她们三个都理解了这一点，我也点了点头。虽然我肯定也会被诽谤中伤……哈哈哈！就用“羡慕吧？”的心情来克服吧。

   　これは二人の相談に乗るという意味だけでなく、二人に言えることはミミ達にも言えることだということだ。それを理解している様子の三人に俺も頷いてみせる。確実に俺にも誹ひ謗ぼう中傷があるだろうが……ははは！　羨うらやましかろう？　という気持ちで乗り切ろうと思っている。

   　如果这样还是受伤了，就让米米，艾尔玛和梅伊来安慰我，所以没问题。

   　もしそれでも傷ついたらミミやエルマやメイに慰めてもらうから問題ない。

   「那么，今天要怎么过——」

   「さて、今日はどうやって過ごす──」

   　过呢，正当我准备这么说的时候，我的便携情报终端响起了来电铃声。嗯？怎么回事？我没见过这个号码。好像是来自帝都的通讯……总之先接起来吧。我操作终端，让影像浮现在休息室的全息显示器上——然后吃了一惊。

   　過ごすかな、と言おうとしたところで俺の携帯情報端末から着信音が鳴り始めた。うん？　なんだろう？　発信元に見覚えがない。どうやら帝都からの通信のようだが……とりあえず出てみるか。俺は端末を操作し、休憩室のホロディスプレイに映像を浮かび上がらせ──驚いた。

   　曾经剪成齐刘海的乌黑秀发稍微长了一点，但那双像缟玛瑙一样闪耀着强烈意志的眼睛还是没变……是长高了吗？现在的她散发出比我记忆中更成熟的氛围。

   　かつておかっぱに整えられていた艶つややかな黒い髪の毛は少し伸び、しかしオニキスのように輝く意志の強そうな瞳はそのままで……背が伸びたのだろうか？　今の彼女は俺の記憶よりも少しだけ大人びた雰囲気を漂わせているように思える。

   『好久不见，希罗大人』

   『お久しぶりです、ヒロ様』

   「克莉丝！？」

   「クリス!?」

   「小克莉丝！」

   「クリスちゃん！」

   「好久不见」

   「久しぶりね」

   　曾经在海洋度假行星一起度过短暂假期的贵族少女——克莉丝汀娜·达连瓦尔德在全息显示器的另一头露出了微笑。

   　かつて海洋リゾート惑星で短いバカンスを一緒に過ごした貴族の少女──クリスティーナ・ダレインワルドがホロディスプレイの向こうで微ほほ笑えみを浮かべていた。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「好久不见。你来帝都是有什么事吗？」

   「久しぶりだな。何か用事があって帝都に？」

   『是的，我和祖父大人一起来帝都办各种事情。能再次见到希罗大人，我很开心』

   『はい、お祖じ父い様と一緒に帝都で色々とやることがありまして。またヒロ様のお顔が見られて嬉うれしいです』

   「我也很高兴能见到克莉丝。上次来帝都的时候是和帝国航宙军一起，所以直接路过德克瑟星系了。你是不是稍微成熟了一点？」

   「俺もクリスの顔が見られてよかったよ。帝都に来る時には帝国航宙軍と一緒だったから、デクサー星系は素通りだったんだ。少し大人っぽくなったな？」

   『是吗？您这么说我很开心』

   『そうですか？　そう仰おつしやってくださるのは嬉しいですね』

   　克莉丝说着露出了优雅的笑容，看起来果然比记忆中的她更加成熟。俗话说士别三日当刮目相待，这个年纪的女孩子或许成长得更快。

   　そう言って上品な笑みを浮かべるクリスはやはり記憶の中の彼女よりも大人びて見える。男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、なんて言うが、この年頃の女の子はそれ以上なのかもしれないな。

   「米米小姐和艾尔玛小姐也好久不见。很高兴能再次见到你们」

   「ミミさんとエルマさんもお久しぶりです。またお会いできて、とても嬉しいです」

   「我也是！」

   「私もです！」

   「看到你这么有精神，真是太好了」

   「元気そうで何よりよ」

   『那两位是？』

   『そちらのお二人は？』

   　克莉丝的视线转向了蒂娜和薇丝卡。说起来，她们是第一次见面。

   　クリスの視線がティーナとウィスカに向けられる。そう言えば互いに初対面だな。

   「这边这位红头发的是蒂娜，这边这位是她妹妹薇丝卡。她们俩都是从一家叫太空德维格的造船厂派来我船上的优秀工程师。然后这位是克莉丝汀娜·达连瓦尔德。她是达连瓦尔德伯爵家的千金，我和蒂娜她们相遇之前，因为一些缘由和她一起行动了一段时间。我们都叫她克莉丝」

   「こっちの赤いのがティーナ、こっちがその妹のウィスカだ。二人ともスペース・ドウェルグ社っていうシップメーカーから出向という形で俺の船に乗っている。優秀なエンジニアだ。そして彼女はクリスティーナ・ダレインワルド。ダレインワルド伯爵家のご息女で、ティーナ達と会う前にちょっと縁があって暫しばらく一緒にいた子だ。俺たちはクリスって呼んでる」

   『我是克莉丝汀娜·达连瓦尔德。请叫我克莉丝』

   『クリスティーナ・ダレインワルドです。クリスとお呼びください』

   　被我介绍的克莉丝在全息显示器的另一头轻轻点头致意。

   　俺に紹介されたクリスがそう言ってホロディスプレイの向こうで軽く会釈する。

   「蒂娜……啊，那个，我」

   「ティーナや……や、あの、です」

   「我是姐姐……薇丝卡。请叫我薇丝卡，克莉丝小姐」

   「お姉ちゃん……ウィスカです。ウィスカとお呼びください、クリス様」

   　面对真正的贵族子女，蒂娜变得举止可疑。这种时候薇丝卡就显得很得体。不过，蒂娜这样也很有她的风格。

   　本物の貴族の子女を前にしてティーナが挙動不審になる。こういう時ウィスカは如才ないな。まぁ、ティーナらしいといえばらしいけど。

   　就在两人自我介绍完后，克莉丝开始盯着米米看。

   　と、二人がそう言ったところでクリスがジッとミミを見つめ始めた。

   『……果然很像，应该说是一模一样』

   『……やっぱり似ている、というか瓜うり二ふたつですね』

   　然后她点了点头，说出这句意义不明的话。嗯？怎么回事？自从来到帝都之后，有很多人盯着米米的脸看，然后大吃一惊。

   　そしてそんな意味不明な発言をして頷く。うーん？　なんだろうな。なんか帝都に来てからというもの、ミミの顔をガン見したり、見て驚いたりする人が多いんだよな。

   「很像谁？」

   「似ているって、誰だれにだ？」

   『那个……各位应该不知道露西亚达皇女殿下……对吧？』

   『ええとですね……皆様はルシアーダ皇女殿下のことはご存ぞん知じ……ではないですよね』

   「不知道呢。」

   「ご存知でないな」

   「只知道名字。我记得是皇太子殿下的女儿之一吧？」

   「お名前だけは。確か皇太子殿下のご息女の一人でしたよね？」

   「是啊——啊啊，这么说来，她差不多要迎来成年礼了吧？咦，等一下？」

   「そうね──ああ、そういえばそろそろ成人の儀を迎えられるはずよね？　え、ちょっと待って？」

   　艾尔玛说着，拿出便携情报终端，以惊人的速度开始动起手指。

   　そう言ってエルマは携帯情報端末を取り出し、何か物もの凄すごい速度で指を動かし始めた。

   「……骗人的吧？」

   「……噓うそでしょ？」

   　艾尔玛看着便携情报终端的画面，惊讶得张大了嘴。艾尔玛会如此明显地表现出惊讶，还真是少见？

   　エルマが携帯情報端末の画面を見て口をあんぐりと開けて驚いている。エルマが驚きをここまで顕あらわにするのは珍しいな？

   『会想这么说对吧？那个，如果米米小姐在不知道的情况下出席仪式，感觉会引起大骚动……所以我就用祖父大人的门路联络了。』

   『そう言いたくなりますよね？　ええと、もしそれを知らずにミミさんがセレモニーに出たりすると、大騒ぎになりそうだなと思って……お祖父様の伝つ手てを使って連絡を入れたんです』

   　我一边听着克莉丝的话，一边和米米、蒂娜她们一起看向艾尔玛的情报终端画面，上面显示着米米。虽然发型、饰品和服装等都和米米不同，但不管怎么看，这张脸都是米米。不，胸部的大小是米米更胜一筹吧？

   　クリスの言葉を聞きながらミミやティーナ達と一緒にエルマの情報端末の画面を覗のぞくと、そこにはミミが映っていた。髪型やアクセサリ、服装などはミミとは違うものだが、どう見てもこの顔はミミである。いや、おっぱいの大きさはミミのほうが上かな？

   「那个……？」

   「えっと……？」

   　米米很困惑。嗯，只能困惑了吧。我也很困惑。

   　ミミは困惑している。うん、困惑するしかないよな。俺も困惑している。

   　为什么……？　为什么会这样……？　我明明觉得艾尔玛和媒体的事都处理得不错了，为什么又会有这么麻烦的事情找上门来……？　为什么。

   　どうして……？　どうしてなんですかね……？　エルマの件とマスコミの件をそれなりに上う手まく捌さばけたと思っていたのに、どうしてこんなに破は茶ちや滅め茶ちやが押し寄せてくるんですかね……？　どうして。

   「只要说长得像而已，事情就能圆满解决——应该不可能吧」

   「他人の空似です、って言えば丸く収まる──なんてことはないよな」

   『不可能』

   『ないですね』

   「不可能」

   「ないわね」

   「不可能吧」

   「ないやろ」

   「不可能吧」

   「ないでしょうね」

   「不可能吗……」

   「ないんですか……」

   　克莉丝和艾尔玛还有整备姐弟断言道，我和米米则一脸疲惫。

   　クリスとエルマと整備士姉妹が断言し、俺とミミがげんなりする。

   「干脆就别参加仪式，找个地方逃走吧？我感觉胃开始痛了」

   「もういっそセレモニーとかバックレてどこか遠くに逃げないか？　なんか胃が痛くなってきた気がする」

   「这应该不行吧……被你丢脸的瑟琳娜少校会追到银河的尽头的」

   「それは流石さすがに無理でしょう……顔を潰つぶされたセレナ少佐が銀河の果てまで追いかけてくるわよ」

   「不要，好可怕」

   「やだこわい」

   　感觉她真的会执拗地追过来，好可怕。明明之前都没怎么在意，却总是会碰面，要是她主动找上门来会怎么样？光是想想就可怕。

   　本当に執しつ拗ように追いかけてきそうで怖い。今までだって別に意識してないのにやたらと顔を合わせてたってのに、これが能動的になったらどうなるんだ？　考えるのも恐ろしいわ。

   「怎，怎么办？我，我毫无疑问只是个微不足道的殖民星居民哦？和皇室的人没有任何关系。真的只是长得像而已」

   「ど、どうしましょう？　わ、私は紛れもなくちっぽけな平民のコロニストですよ？　帝室の方々と関わりなんてあるわけないです。本当に他人の空似です」

   　米米比我还要动摇。这也难怪。对方岂止是贵族，还是皇室直系的皇女。和这样的人物长得一模一样，我只闻到了麻烦事的味道。要么作为替身被皇室召见，要么为了避免混乱而被暗杀，最坏的情况甚至有可能发生这种事。

   　俺よりもミミが物凄く動揺してる。そりゃそうだよな。相手は貴族どころか帝室の直系の皇女だものな。そんな人物と瓜二つとか、厄介ごとの匂においしかしない。影武者というか替え玉として帝室に召し上げられるとか、混乱を避けるために最悪暗殺とかもあり得るんじゃないだろうか。

   　在那之前应该会先做DNA检查或者基因分析之类的吧，如果检查结果表明米米身上流着皇室的血，那就糟透了。不，就算不是这样，长得这么像也绝对会惹上麻烦。

   　その前にＤＮＡ検査とかゲノム解析とかだろうが、もし検査の結果帝室の血が入っていることが判明したりしたら最悪だな。いや、そうでなくともこれだけ似ていれば絶対に厄介事になる。

   「广，广大人……」

   「ひ、ひろさまぁ……」

   「没事的。我绝对不会让米米去任何地方的」

   「大丈夫だから。絶対にミミはどこにも行かせないから」

   　米米不知道该怎么办才好，开始扑簌扑簌地掉眼泪，我紧紧地抱住了她。连我都想得到的事情，米米应该也能想到吧。艾尔玛和克莉丝或许能预想到更多的情况。

   　どうしたら良いかわからなくなってぽろぽろと涙を零こぼし始めたミミを抱きしめてやる。俺でも思いつくようなことはミミでも思いつくだろう。エルマやクリスはもっと色々展開の予想ができているかもしれない。

   「这该怎么办呢？」

   「どうしたもんかね、これ」

   「是啊……梅伊」

   「そうね……メイ」

   「在」

   「はい」

   　听到自己的名字，站在后退一步的地方待命的梅伊一边回答一边走上前来。

   　名前を呼ばれ、一歩退ひいた場所で待機していたメイが返事をしながら前に出る。

   「能拜托你去办手续吗？」

   「手続きを頼めるかしら？」

   「请尽管吩咐」

   「何なりとお申し付けください」

   


   
    □■□

    □■□

   

   


   「嗯……好了」

   「んー……よし」

   　我检查了一下自己全息投影出来的样子，确认自己的仪容没有问题后点了点头。身为帝国航宙军的军官，可不能让部下看到自己邋遢的样子。而且，我可是率领对宙贼独立舰队的提督，更不能让部下看到自己邋遢的样子。

   　ホログラムとして投影されている自分の姿をチェックし、身み嗜だしなみに問題がないことを確認して頷く。帝国航宙軍の士官たるもの、だらしない姿を部下に見せるわけにはいきません。しかも、私は対宙賊独立艦隊を率いる提督でもあるのですから。尚なお更さらだらしない姿は見せられないのです。

   　虽然身为帝国航宙军少校的生活让我感到窒息，但总比参加那些充满坏话和八卦的『淑女茶会』要好得多。想到这里，我庆幸自己生在武门世家霍尔斯侯爵家。虽然我不讨厌漂亮的礼服和首饰，但我不擅长参加茶会。

   　帝国航宙軍少佐としての生活の堅苦しさに息が詰まりそうになることもありますが、悪口と噂うわさ話ばなしで盛り上がる『淑女のお茶会』にひっきりなしに参加するよりはいくらかマシです。それを思えば武門の家柄であるホールズ侯爵家に生まれて良かったと思います。綺き麗れいなドレスやアクセサリは嫌いじゃありませんけれど、お茶会は苦手ですから。

   「唉」

   「はぁ」

   　不过，既然回到了帝都，那我就必须参加几次这样的场合吧。不过，我已经离开帝都五年多，执行军务了，应该不会被邀请太多次吧。

   　しかし、帝都に帰ってきたからにはそういった場に何度かは足を運ばなければならないでしょうね。もっとも、私はもう五年ほど帝都を離れて軍務に就いていたわけですし、さほどお呼ばれすることもないでしょうけれど。

   「早上好，少校」

   「おはようございます、少佐」

   「早上好，上尉」

   「お早う、大尉」

   　我来到雷斯塔里亚斯的军官食堂，罗比特森上尉已经在吃早餐了。他是个好副官。他能好好地衬托我这样的小姑娘，把我当成舰队的司令官尊敬。

   　レスタリアスの士官用の食堂に行くと、既にロビットソン大尉が朝食を摂とり始めていました。彼は良い副官です。私のような小娘をちゃんと引き立て、艦隊の司令官として敬意を払ってくれるのですから。

   　我用托盘端着自动烹饪器做出来的早餐和红茶，也坐到了餐桌旁。我一边向零零散散出现的军官们打招呼，一边往吐司上涂橘子酱。这自动烹饪器就不能再改进一下吗？虽然红茶很好喝，但除此之外的东西都太随便了。

   　自動調理器から出てきた朝食と紅茶をトレイに載せ、私もテーブルに着く。ぱらぱらと現れる士官達に挨あい拶さつをしながら朝食のトーストにマーマレードを塗る。もう少しこの自動調理器はどうにかならないのかしら。紅茶は美お味いしいけれど、それ以外がなおざりすぎます。

   　军官的早餐是吐司和橘子酱，焗豆和红茶，那一般士兵的食堂会端出什么呢？难得来了一趟帝都，申请一下更换全舰的自动烹饪器吧。

   　士官用の朝食でトーストとマーマレード、ベイクドビーンズ、それに紅茶という内容なら、果たして一般兵用の食堂では何が出てくるのか。折角帝都に来たのですし、全艦の自動調理器入れ替えを申請しておきましょうか。

   　没什么，和昨天之前的麻烦手续和申请相比，这根本不算什么。和谒见和仪式相关的申请相比，这根本是小事。

   　なに、昨日きのうまでの面倒な手続きと申請に比べれば何ほどのこともありません。謁えつ見けんやセレモニー関係の申請に比べれば些さ事じのようなものです。

   「终于告一段落了呢」

   「ようやく一段落ですね」

   「是啊。之后到仪式之前，应该能稍微悠闲一点了」

   「そうですね。後はセレモニーまで少しはのんびりできそうです」

   　我一边喝着早上的红茶，一边看向食堂的全息显示器。早上的新闻说帝都各处种植的树木迎来了开花的季节，还有露西亚达皇女殿下在前几天成人仪式结束后时隔十年在媒体面前现身——！？

   　そう言って私は朝の紅茶を口に運びながら食堂のホロディスプレイに目を向けます。朝のニュースでは帝都のあちこちに植樹されている木が開花の季節を迎えているとか、先日成人の儀を終えられて十年ぶりにマスメディアの前に姿を現されたルシアーダ皇女殿下の──!?

   「噗！？」

   「ぶふっ!?」

   「呜哦！？少，少校！？」

   「うおっ!?　しょ、少佐!?」

   　罗比特森上尉看到我突然把红茶喷出来，还咳个不停，发出了惊愕的声音。但是，现在的我没有心思去管他。我的目光无法从全息显示器上露西亚达皇女殿下的尊容上移开。因为，那张脸我非常熟悉。

   　突然紅茶を口から噴き出し、咳せき込んだ私を見てロビットソン大尉が驚きよう愕がくの声を上げます。ですが、今の私はそれに構ってはいられませんでした。ホロディスプレイに映るルシアーダ皇女殿下のご尊顔から目を離せません。だって、その顔はとても見覚えのある顔だったのですから。

   　我一边用手擦着嘴，一边集中精神，一字不漏地听着全息显示器上播放的新闻。啊，怎么会这样。居然有这么大的麻烦……果然船长希罗哪里不对劲吧？难道是故意的……不，不对，现在不是想这些的时候。这样下去典礼上肯定会引发大骚动。必须在那之前采取措施。

   　口くち許もとを手で拭ぬぐいながらホロディスプレイから流れてくるニュースを一言一句聞き逃さないように集中します。ああ、なんてこと。こんな特大の厄介事が……やはりキャプテン・ヒロはどこかおかしいのではないでしょうか？　まさかピンポイントで……い、いや、こんなことを考えている場合ではありません。このままではセレモニーで大騒ぎになることは必至。そうなる前に手を打たなければなりません。

   「悠闲的时光结束了……必须联系内务府！」

   「のんびりは返上です……内務府に連絡を入れなければ！」

   「内，内务府！？少，少校，到底……」

   「な、内務府!?　しょ、少佐、一体……」

   「哪怕早一分一秒也好，不快点行动的话事情就麻烦了。上尉，你跟我来」

   「一分一秒でも早く動かないと大変なことになります。大尉、付き合ってもらいますよ」

   　首先向还不清楚情况的上尉说明情况，然后收集资料联系内务府——啊啊，感觉头和胃都要痛起来了。

   　まずは事態を把握していない大尉に事情を説明して、それから資料を集めて内務府に連絡を取って──ああ、頭と胃が痛くなりそうです。

   　可恶的船长希罗……这件事我可要算你欠我的。

   　おのれ、キャプテン・ヒロ……この件は高い貸しにしてやりますからね。

   


   
    □■□

    □■□

   

   


   「不过还真是一个模子刻出来的……米米，真的没关系吗？」

   「しっかしほんと瓜二つやん……ミミ、ほんとに関係ないん？」

   　和克莉丝的通讯结束后，蒂娜向总算停止哭泣的米米小姐追问道。你可真是锲而不舍啊。

   　クリスとの通信を終え、なんとか泣き止やんだミミにティーナが踏み込んでいく。なかなか攻めてくね、お前は。

   「没关系的……爸爸和妈妈都是从事基础设施相关工作的普通殖民星居民……我也不太清楚爷爷奶奶的事情」

   「ないですよぅ……パパとママはインフラ関係の仕事をしている普通のコロニストでしたし……おばあちゃんとかおじいちゃんの話はよく知らないんです」

   [image: ]

   「嗯，就算米米小姐的父母这么说，也不知道是不是真的呢？」

   「うーん、ミミさんのお父さんとお母さんがそう言ってたとしても、それが本当かどうかはわからないですよね？」

   「嗯，话是这么说。但米米没有从父母那里听说过的话，就无计可施了」

   「まぁ、それはそうだけども。ミミが両親から話を聞いていないとなると、どうにもこうにも手詰まりだよな」

   「是啊。不过，差不多该来了吧？」

   「そうね。でも、多分そろそろよ？」

   　艾尔玛刚说完，通知有客人来访的铃声便在休息室里响起。我将视线转向艾尔玛，她只是耸了耸肩。因为这样下去没完没了，我便启动全息显示器，显示出舷梯那边的情况。

   　とエルマが言った次の瞬間、来客を知らせるブザーが休憩室に鳴り響いた。エルマに視線を向けるが、彼女は肩を竦すくめてみせるばかりだ。埒らちが明かないので、ホロディスプレイを立ち上げてタラップの様子を表示する。

   「呃。」

   「げっ」

   『呃是什么意思？呃是什么意思？』

   『げっ、とはなんですか。げっ、とは』

   　全息显示器的另一头，是双手抱胸，用不悦的眼神看着这边的瑟琳娜少校和她的副官罗比特森上尉，还有穿着豪华制服，像是军人的人们，以及像是穿着白袍的医生之类的人。

   　ホロディスプレイの向こうには腕を組んでこちらにジト目を向けるセレナ少佐と彼女の副官であるロビットソン大尉、それになんだか豪華な制服を着た軍人っぽい人々とか白衣の医者か何かっぽい人とかが映っていた。

   「请问有什么事？」

   「何か御用で？」

   『少装傻了。你很清楚状况吧？』

   『しらばっくれない。事情はわかってるでしょう？』

   「咦～我不清楚耶～」

   「えー、ぼくわかんなーい」

   『你再继续开这种无聊的玩笑，我可要生气了哦？』

   『それ以上くだらないジョークを言うと酷ひどいわよ？』

   　全息显示器另一头的瑟琳娜少校太阳穴上浮现青筋。她是认真的。

   　ホロディスプレイの向こうのセレナ少佐がこめかみに青筋を浮かべる。アレは本気だな。

   「OKOK，不过我可能不清楚状况，所以我觉得应该好好说明一下。关于这部分，少校您是怎么想的？」

   「ＯＫＯＫ、でも俺が把握していない事情かもしれないし、ちゃんと説明はするべきだと思いますが？　その辺りはどうお考えでしょうか、少佐殿？」

   『我就开门见山地说了。你的船员米米有可能继承了皇室的血脉，我们是来确认这件事的真伪。这位是近卫骑士扎因卿和罗雷塔卿，这位是侍医法尔凯氏，这位是内务府的康奈尔氏』

   『単刀直入に言いましょう。貴方あなたの船のクルーのミミ、彼女が帝室の血を引いている可能性があるので、その真偽を確かめに来ました。こちらは近この衛え騎士のザイン卿きようとロレッタ卿、こちらは侍医のファルケ氏、それとこちらが内務府のコーネル氏です』

   　瑟琳娜少校介绍的人们隔着显示器向我轻轻点头。她说的“差不多”就是指这件事吗。

   　セレナ少佐に紹介された人々がディスプレイ越しに軽く会釈してくる。そろそろってのはこういうことか。

   「如果结果是肯定的，你们打算直接把米米带走吗？」

   「結果如何いかんによってはそのままミミを連れて行くつもりか？」

   『这个……』

   『それは……』

   　面对我的质问，瑟琳娜少校欲言又止，看向近卫骑士和内务府的人。

   　俺の質問にセレナ少佐が言いい淀よどみ、近衛騎士や内務府の人に視線を向ける。

   「不管血统如何，米米都是我船上的船员。只要身为船长的我不允许，你们就休想把她带走，如果你们强行带走她，我会全力抵抗。不管结果如何，如果你们不能保证绝对不会做出这种事，我就不让你们上船」

   「血筋がどうであろうとミミは俺の船のクルーだ。船長である俺が許可しない限りどこにも連れて行かせないし、強行するなら全力で抵抗する。結果がどうあれそのようなことは絶対にしないと約束できないなら船に入れるつもりはない」

   　听到我的话，内务府的康奈尔氏和近卫骑士互相交谈，然后互相点头。

   　俺の言葉を聞いた内務府のコーネル氏と近衛騎士が互いに言葉を交わし、頷うなずき合う。

   『我们并不打算在确认米米大人继承了皇室血脉后立刻采取行动。首先我们会进行确认，然后讨论之后的应对措施』

   『私どもと致しましては、もしミミ様が帝室の血脈をその身に宿していらっしゃったとしても、即座にどうこうしようというつもりはございません。まずは確認を取り、その後の対応について検討させて頂きたく存じます』

   　康奈尔氏以礼貌的态度说道。嗯，既然他都这么说了，那好吧？不管怎样，这是个无法避免的问题。在奇怪的谣言传开，奇怪的家伙开始做些不好的事情之前，进入皇室的庇护之下或许比较好。毕竟要和老奸巨猾的帝都贵族进行谋略战，根本是强人所难。

   　コーネル氏が丁寧な態度でそう言う。まぁ、そう言うなら良いか？　いずれにせよ、避けては通れない問題だ。変に噂が広まって妙な連中が良からぬ動きをし始める前に帝室の庇ひ護ご下に入ったほうが良いかもしれない。海千山千の帝都の貴族相手に謀略戦とか無理ゲーだろうからな。

   　我姑且也看向米米和艾尔玛。米米不安地点点头，艾尔玛也叹着气点头。

   　一応ミミとエルマにも視線を送ってみる。ミミは不安げに頷き、エルマもまた溜ため息いきを吐つきながら頷いた。

   「和哥哥在一起都不会腻呢……这吸引力是不是有点惊人啊？」

   「兄さんといると飽きんなぁ……ちょっと驚きの吸引力やない？」

   「就吸引麻烦这点来说是很厉害。就像麻烦的特异点一样。」

   「トラブルを吸い寄せるという意味では凄すごいよね。トラブルの特異点的な」

   　驳回这种不名誉的绰号，驳回。

   　そんな不名誉な渾あだ名なは却下だ却下。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　因为所有人一起去也不太好，所以我和梅伊两人去舷梯迎接客人。米米和艾尔玛在休息室待命。蒂娜和薇丝卡也在休息室待命。其实我本来想让他们待在房间里，但因为本人强烈要求，所以让他们在休息室的角落观察动静。

   　一応全員で行くのも何なので、俺とメイの二人で客人達をタラップまで迎えに行くことにした。ミミとエルマは休憩室で待機。ティーナとウィスカも休憩室で同様に待機。本当は部屋に籠こもっていてもらおうかとも思ったのだが、本人達の強い希望により休憩室の隅で動静を見守ってもらうことになった。

   「欢迎来到黑莲。」

   「ようこそ、ブラックロータスへ」

   「打扰了。」

   「お邪魔するわ」

   「这种时候应该说『如果要打扰的话就回去』吧？」

   「ここは邪魔するなら帰ってと言うところかな？」

   　我一开玩笑就被瑟琳娜少校瞪了。这明明是为了缓和气氛的小小玩笑。

   　軽口を叩たたいたらセレナ少佐に睨にらまれた。場を和ませるためのちょっとしたジョークなのに。

   「我还是第一次乘坐佣兵的船……真是宝贵的经验。」

   「傭よう兵へいの船というものに乗るのは初めてですな……貴重な体験です」

   「是啊，比想象中还要明亮整洁。」

   「そうですな、イメージしていたよりもずっと明るくて綺麗です」

   　内务府的康奈尔氏和侍医法尔凯氏——两位都是看起来很稳重的中年男性——一边说着一边好奇地走在通往休息室的通道上。两名近卫骑士乍一看像是只看着前方走路，但他们的视线却毫不松懈地看向我和梅伊，似乎在检查通道上是否有可疑的东西。真是不能大意。

   　内務府のコーネル氏と侍医のファルケ氏──二人とも穏やかそうな初老の男性だ──はそう言いながら物珍しげに休憩室に続く通路を歩いている。近衛騎士の二人は一見前だけを向いて歩いているように見えるが、油断なく俺やメイに視線を向けてきているし、通路に不審なものがないかチェックしているようにも見える。油断ならないな。

   「哦哦……」

   「おぉ……」

   　这声感叹是看到米米的身影，还是看到宽敞整洁的休息室呢？从康奈尔氏的视线来看，应该是前者吧。两名近卫骑士甚至差点忍不住跪下。

   　その感嘆の声はミミの姿を見てのものか、それとも広くて綺麗な休憩室を見てのものか。コーネル氏の視線から考えるに前者だな。近衛騎士の二人なんて思わず跪ひざまずきそうになってるし。

   「米米大人，我叫康奈尔。请多关照。」

   「ミミ様、コーネルと申します。どうぞお見知りおきを」

   「好、好的……那个，我真的不是，那个，不是那样的，请正常地对待我。」

   「は、はい……あの、私は本当にそういう、その、そういうのじゃないはずなので、普通に接してください」

   「或许是这样，也或许不是。不管怎样，很快就会知道。法尔凯阁下。」

   「そうかもしれませんが、そうでないかもしれません。いずれにせよ、すぐにわかることです。ファルケ殿」

   「是的。很快就会有结果。可以借您的手吗？」

   「はい。すぐに結果が出ますので。お手を拝借しても？」

   　米米不安地盯着我的脸，我点了点头催促她。于是米米似乎也下定了决心，战战兢兢地向法尔凯氏伸出了手。法尔凯氏把从平板电脑上延伸出来的线头连接到类似指套的东西上，然后把它戴在米米的指尖上，开始操作平板电脑。

   　ミミが俺の顔を不安げに見つめてくるので、頷いて促してやる。そうするとミミも意を決したのか、ファルケ氏におずおずと手を差し出した。ファルケ氏はタブレット端末から伸びたコードの先についた指サックのようなものをミミの指先につけ、タブレットを操作し始める。

   「嗯……这是」

   「ふぅむ……これは」

   　法尔凯氏盯着平板电脑的画面喃喃自语，然后向米米低头行礼，取下了米米手指上戴着的连接着线的指套。

   　ファルケ氏がタブレット端末の画面を見つめながら呟つぶやき、ミミに頭を下げてからミミの指につけていたケーブル付き指サックのようなものを取り外した。

   「从结论来说，米米大人身上流着皇室血脉的概率近乎100%」

   「結論から言いますと、限りなく１００％に近い確率でミミ様は帝室の血脈をその身に宿しておられます」

   　法尔凯氏这样说道，然后跪在米米面前低头行礼。康奈尔氏和近卫骑士们也同样在米米面前跪下，低下了头。

   　ファルケ氏がそう言い、ミミに跪いて頭を下げる。コーネル氏も、近衛騎士達も同様にミミの前に跪いて頭こうべを垂れた。

   「诶……」

   「えぇ……」

   　米米发出困惑的声音，我和艾尔玛一起用手捂住眼睛，仰望天花板。

   　ミミが困惑の声を上げ、俺とエルマは揃そろって手で目を覆って天井を仰ぐ。

   


   　为什么会变成这样。

   　どうしてこうなった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　总之，我让内务府的康奈尔氏和侍医法尔凯氏，还有两名近卫骑士先回去了。虽然两名近卫骑士坚持要留在米米身边保护她，但我以至今为止都是由我来保护米米的安全为由，再加上黑莲的安保系统之高——只要展开护盾，基本上谁也进不来——为理由，让近卫骑士也回去了。

   　とりあえず内務府のコーネル氏と侍医のファルケ氏、それに近衛騎士の二人にはお帰りいただいた。近衛騎士の二人はミミの側そばに侍はべって御身をお守り致しますと最後まで粘っていたが、今までミミの身の安全を俺が守ってきた実績を盾にし、更にブラックロータスのセキュリティの高さ──シールドを展開すれば基本誰も入ってこられない──を主張し、近衛騎士にも同様にお帰りいただいた。

   　然后，现在留在这里的只有我的船员和瑟琳娜少校，以及她的副官罗比特森上尉。

   　そして、この場に残っているのは俺の船のクルーとセレナ少佐、そして彼女の副官のロビットソン大尉だけとなった。

   「虽然我有很多话想说……首先，为什么你到现在才发现？你不是纯正的贵族吗？」

   「色々と、それはもう色々と言いたいことがあるんだが……まず最初に、なんで今まで気づかなかった？　生粋のお貴族様が」

   　我狠狠地瞪着瑟琳娜少校，她皱着眉头开口说道。

   　じろりとセレナ少佐を睨ねめつけると、彼女はしかめっ面をしながら口を開いた。

   「我也是今天早上看到新闻才发现的。我正想着这脸好像在哪里见过，结果和你船上的船员长得一模一样。害我一大早就把红茶喷了出来」

   「私だって今日の朝のニュースで気づいたのよ。なんだか見覚えのある顔が映っているな、と思ったら貴方のところのクルーと瓜うり二ふたつなんだもの。朝から盛大に紅茶を噴く羽目になったわ」

   　优雅地喝着红茶的瑟琳娜少校看到新闻把红茶喷出来的光景……我真想亲眼看看。然后指着她大笑。

   　優雅に紅茶を飲んでいたセレナ少佐がニュースを見て紅茶を噴く光景……是非その場で見たかったな。そうしたら指差して笑ってやったのに。

   「不是，那个，皇女殿下？的长相没人知道吗？特别是贵族出身的瑟琳娜少校和艾尔玛，你们应该知道吧？」

   「いや、その、皇女様？　の顔を誰も知らなかったのか？　特に貴族のセレナ少佐とエルマは知っててもおかしくないんじゃないのか？」

   「皇室成员基本上在五岁仪式之后到成年为止都不会在公众场合露面……我刚刚查了一下，露西亚达皇女殿下时隔十年在媒体面前露面好像是在一周前」

   「帝室の方々は基本的に五歳式を迎えられてからは成人するまで公の場に姿を現さないのよ……今調べたら、ルシアーダ皇女殿下が十年ぶりにメディアの前に姿を現したのは一週間前のことみたい」

   「时机太差了……」

   「タイミングぅ……」

   「话说回来，你那边不是有高性能的女仆仿生人吗？你没注意到吗？」

   「というかそれを言ったら、貴方のところには高性能のメイドロイドがいるでしょう？　貴女あなたは気がつかなかったの？」

   　瑟琳娜少校指出这一点，大家的视线都集中在梅伊身上。

   　セレナ少佐の指摘でメイに視線が集まる。

   「说来惭愧，我虽然知道露西亚达皇女殿下时隔十年在媒体面前露面的新闻，但最近几天忙于处理其他情报，所以被我分到优先度较低的分类里了」

   「恥ずかしながら、ルシアーダ皇女殿下が約十年ぶりにメディアの前に姿を現したというニュースは把握していましたが、ここ数日は他の情報処理に追われておりまして、優先度が低く振り分けられておりました」

   「其他情报？」

   「他の情報処理？」

   「是的。比如列出在仪式前后可能会对主人出手的贵族名单，确认他们的所在地和动向，以及其他各种各样的事情」

   「はい。セレモニー前後にご主人様にちょっかいをかけてきそうな貴族のリストアップと、所在や動向の確認、その他諸もろ々もろといったところです」

   「「「「啊……」」」」

   「「「「あぁ……」」」」

   　我和米米还有整备士姐妹同时发出声音，表示那确实很辛苦。艾尔玛和瑟琳娜少校，以及罗比特森上尉只是露出苦笑。

   　それは確かに大変だろうなと俺とミミと整備士姉妹が同時に声を上げる。エルマとセレナ少佐、それにロビットソン大尉は苦笑いを浮かべるだけだったが。

   「总之，我们现在已经知道，之前没能注意到这件事也是没办法的事了。比起这个，船长希罗，你欠我一个人情哦」

   「とにかく、私達が今まで気づけなかったことに関してはどうしようもなかったということがわかりましたね？　それよりも、キャプテン・ヒロ、これは貸しにしておきますからね」

   「为什么Why？我可没有任何过失啊？」

   「何な故ぜにＷｈｙ？　俺に落ち度は一切ないんだが？」

   　为什么这会变成欠她人情啊。我立刻表示遗憾。

   　何故これが貸しになるのか。俺は即座に遺憾の意を表明する。

   「是我最先注意到这件事，然后联系内务府，尽力处理了各种各样的手续，事情才能像这样迅速且秘密地进行下去的哦？这可是个大大的人情吧？要是我没有采取行动的话，你觉得事情会变得多么麻烦？」

   「私がいち早く気がついて内務府に連絡し、雑多な手続きに尽力したからこうして迅速かつ秘密裏に事が進んだんですよ？　これは立派な貸しでしょう？　もし私がそのように動かなかった場合、どれだけの面倒事になっていたと思います？」

   「虽然放着不管的话肯定会变得麻烦，但我们当时也已经掌握了事态。而且也有办法联系内务府，就算瑟琳娜少校没有行动，我们也能自己处理」

   「放っておいたら面倒事になったのは間違いないだろうが、俺達も事態を把握したところだったからな。内務府に連絡する伝つ手てはあるし、セレナ少佐が動かなくてもこっちで対処はできた」

   　实际上，当克莉丝把这件事告诉我的时候，我也可以选择拜托达连瓦尔德伯爵家，或者拜托艾尔玛的老家威尔罗斯子爵家。尤其是威尔罗斯子爵家，他好像是内务府的官员。

   　実際、クリスから話が回ってきた時点でダレインワルド伯爵家に頼るという方法もあったし、エルマの実家であるウィルローズ子爵家に頼るという方法もあった。特にウィルローズ子爵家は内務府の役人らしいしな。

   「话虽如此，如果我使用了其他门路，也有可能会欠下人情，让事情变得麻烦……」

   「とはいえ、伝手を使えばそっちに借りができて面倒なことになった可能性もあるか……」

   「嗯，也是。尤其是拜托我家的话，父亲大人和兄长大人不知道会说些什么」

   「まぁ、そうね。特にうちに頼った場合に父様や兄様が何を言い出すか」

   「克莉丝那边……嘛」

   「クリスのほうは……なぁ」

   　克莉丝似乎还没有放弃和我在一起，要是拜托她的话，说不定会在不知不觉间被她绑住。要说我不愿意这样吗……嗯，倒也不是不愿意，但就结果而言，我可不想放弃佣兵生活。

   　どうもクリスは俺とのあれこれを諦あきらめていない節があるので、頼るといつの間にか雁がん字じ搦がらめにされていた、なんてことになるかもしれないんだよな。それが嫌かというと……うん、まぁ嫌ではないけど、結果として傭兵生活から足を洗う羽目になるのはＮＧだ。

   「这么一想，还是老老实实欠下人情比较好吧」

   「そう考えるとここは素直に借りておくのが良いか」

   「就结果而言可能是这样」

   「結果的にはそうかもね」

   「那就这么定了。这次就先欠着。不过嘛，考虑到至今为止的种种，应该算是扯平了吧？」

   「それじゃあそういうことで。今回は借りておく。と言ってもまぁ、今までのアレコレを考えるとイーブンくらいか？」

   「那可说不过去。你欠的人情可不小」

   「それは流石さすがにないでしょう。この貸しは大きいですよ」

   「那就当作是稍微欠了点人情吧」

   「なら少し借りってことで」

   「咕努努……」

   「ぐぬぬ……」

   　瑟琳娜少校虽然在低吟，但没有再多说什么，看来她姑且是接受了。

   　セレナ少佐が唸うなるが、それ以上は何も言わない辺りを見ると一応はそれで納得したらしい。

   「话说回来，米米啊……血脉传承到底是追溯到多远以前的事呢？要是米米的父母那一代就有皇族出走行踪不明的话，应该很容易就能查出来吧？」

   「それにしてもミミがなぁ……血脈を宿してるってのは一体どれくらい遡さかのぼっての話なんだろうな？　流石にミミの両親世代で出奔して行方不明になった皇族なんていたら簡単にわかるよな？」

   「我也是这么想的。但如果是更早的世代，和当今皇帝同世代或者更早……那我大概心里有数」

   「と、思うけどね。その前の世代、今上皇帝と同世代か更にその上……となると、とても心当たりがあるわね」

   「有一位可疑的人。当今皇帝的妹妹——瑟蕾丝蒂亚大人……」

   「怪しい方が一人いらっしゃるんですよね。今上皇帝の妹君──セレスティア様が……」

   　艾尔玛和瑟琳娜少校同时说出了心里有数的人。当今皇帝的妹妹，瑟蕾丝蒂亚大人……也就是说米米的奶奶很可疑。虽然不知道是父亲那边还是母亲那边的奶奶。

   　エルマとセレナ少佐が同時に心当たりを口にする。今上皇帝の妹君、セレスティア様ね……つまりミミのお祖ば母あさんが怪しいわけだ。父方か母方かはわからないけど。

   「她是什么样的人？」

   「どういう人だったんだ？」

   「……是个不按常理出牌的人」

   「……型破りな方ね」

   「……是个破天荒的人」

   「……破天荒な方ですね」

   　据她们所说，她从小就很顽皮，虽然是皇族却沉迷于冒险，十五岁成人仪式之后就偷偷准备了一艘小型战舰飞出帝都，之后隐瞒身份作为佣兵活跃，华丽地玩弄皇室的追兵，最后飞到了皇室无法触及的帝国版图之外——嗯，怎么说呢。最近好像听过类似的故事？

   　二人曰いわく、小さな頃ころからお転婆で、皇族でありながら冒険に傾倒し、十五歳の成人の儀の直後に密ひそかに用意していた小型戦闘艦で帝都を飛び出し、その後正体を隠したまま傭兵として活躍し、帝室からの追っ手を華麗に翻ほん弄ろうし、最後には帝室の手の及ばない帝国の版図の外にまで飛び出していった──うん、なんだろう。最近似たような話を聞いたな？

   「……什么啊」

   「……何よ」

   「感觉好像听过类似的故事」

   「なんだか聞いたことのある話だなぁって」

   「……」

   「……」

   　艾尔玛耳朵通红，一言不发地拧着我的侧腹。好疼。原来如此，五年前的艾尔玛小姐就是受到那位的影响才飞向星海的吧？

   　エルマが耳を赤くしながら無言で俺の脇わき腹ばらを抓つねってくる。すごくいたい。なるほど、五年前のエルマさんはそんなお方の影響を受けて星の海へと飛び立ったわけだな？

   「疼疼疼……感觉能写成书或者拍成电影」

   「いてて……なんか本とか映画とかになってそう」

   「虽然不敢说就是她本人，但明显是以瑟蕾丝蒂亚大人为原型的作品有很多」

   「そのものずばり、というのは流石に憚はばかられたのかありませんけど、明らかにセレスティア様をモデルにしている作品は沢山ありますね」

   「我也看过。我喜欢马库西鲁星系的冒险故事」

   「私も見たことがあります。マクシール星系の冒険の話が好きです」

   「哎，梅梅尔星系的佣兵瑟蕾丝鲨型宇宙怪兽更好吧？」

   「えー、メメル星系の傭兵セレス[image: ]サメ型宇宙怪獣のが良かったやろ？」

   「那是什么，感觉很有趣」

   「なにそれ面白そう」

   　飘荡着一股强烈的B级电影的味道。话说，还有鲨鱼型宇宙怪兽吗。果然鲨鱼在宇宙也存在……毕竟有长着三个头的，还有乘着飓风的龙卷飞在空中的，就算在宇宙也不奇怪。不对，感觉已经有过这种剧情了？　算了。

   　漂うＢ級映画臭が凄い。というか、サメ型宇宙怪獣なんているのか。やはりサメは宇宙にも存在する……頭が三つになったりハリケーンの竜巻に乗って空を飛んだりするんだから宇宙にいたってなんらおかしくないよな。いや、そういうのはもうあった気がするな？　まぁいいか。

   「总之，要说可能性的话，最近的就是那位喜欢冒险的当今皇帝的妹妹吧。如果当今皇帝的外孙女皇女殿下和米米相似的话，可能性应该不低」

   「とにかく、可能性があるとすれば直近ではその冒険大好きな今上皇帝の妹君というわけか。今上皇帝の孫に当たる皇女殿下とミミが似ているとなると、可能性は低くはなさそうだなぁ」

   「除此之外的话，就要追溯很久了。但是……」

   「それ以外となると、かなり遡ることになりそうだけどね。でも……」

   「……？」

   「……？」

   　我和艾尔玛看向米米，她歪了歪头。

   　俺とエルマに視線を向けられたミミが首を傾かしげる。

   「就算是这样，为什么米米会被放置在那种状态呢。如果我和艾尔玛当时没有偶然路过的话，事情就严重了」

   「そうだとして、何故ミミはあの状態で放置されてたんだろうな。本当に俺とエルマがあの時偶然通りかからなかったら酷ひどいことになってたよな」

   「就是啊」

   「それよね」

   　没错，这一点无法理解。就算从皇室出走成为了佣兵，皇族就是皇族吧。包括家人在内，应该会秘密地监视，或者说是守护着她才对。

   　そう、そこが不可解なのだ。いくら帝室から飛び出して傭兵となったとはいえ、皇族は皇族だろう。家族も含めて、秘密裏に監視というか、見守られてそうなものだが。

   「应该是瑟蕾丝蒂亚大人相当巧妙地潜入了吧。隐藏血统，使用非法手段伪造帝国人的ID，混入市井之中也说不定」

   「セレスティア様がよほど上う手まく潜ったということでしょう。血筋を隠し、イリーガルな手段を使って帝国人のＩＤを偽造し、市井に紛れたのかもしれません」

   「伪造什么的能做到吗？」

   「偽造なんてできるのか？」

   「虽然作为帝国军人不想承认，但似乎是有手段的。也就是说，人类制作的东西不存在完美的」

   「帝国軍人としては認めたくはありませんが、手段はあるようですね。人の作るものに完かん璧ぺきなものなど存在しないというわけです」

   　瑟琳娜少校这么说着，露出了苦涩的表情。原来如此，能做到吗。不过，从听到的话来看，她似乎相当能干，也有这种门路吧？不对，米米的奶奶也不一定就是瑟蕾丝蒂亚大人。

   　セレナ少佐がそう言って苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。なるほど、あるのか。まぁ、話を聞く限り相当なやり手だったようだし、そういう伝手もあったのかね？　いや、別にミミのお祖母さんがセレスティア様と決まったわけじゃないが。

   「感觉思考起来麻烦起来了」

   「なんか考えるのが面倒になってきたな」

   「麻烦什么的……」

   「面倒ってあのね……」

   「因为只能顺其自然吧？方针就是继续至今为止的佣兵生活，所有人一起。除此之外别无他法。为此，无论大小，只要挡在面前就全部打倒，全部避开。总之，眼下问题是典礼，但必要的东西都凑齐了，手续也由瑟琳娜少校负责。米米的那些事就等那边有动静再说。」

   「だってなるようにしかならないだろう？　方針は今まで通りの傭兵生活を続ける、全員で。これに尽きるわけだし。そのためには大小を問わず立ちはだかるものを薙なぎ倒たおし、受け流していく。とりあえず目下の問題はセレモニーだが、必要な物は揃ってるし、手続きはセレナ少佐がしてくれてる。ミミのアレコレに関してはあっちの動き待ちだし」

   　我一边说一边拉着米米的手让她坐在休息室的沙发上，我也坐在她旁边。

   　そう言いながら俺はミミの手を引いて休憩室のソファに座らせ、俺もその隣に座った。

   「我不会让米米和艾尔玛被擅自带到任何地方。无论对方是谁。仅此而已。」

   「ミミもエルマも勝手にどこかに連れては行かせない。相手が誰であってもな。ただそれだけだ」

   「根据解释方式，这很沉重啊。」

   「それ解釈のしようによっては重いなー」

   「姐姐，我觉得你这时候开玩笑不太好吧。」

   「お姉ちゃん、そこで茶化すのはどうかと思うよ」

   「如果米米和艾尔玛真的打从心底希望离开，我会含泪目送……不，我会挽留。说不定会哭着求她们不要抛弃我。」

   「ミミとエルマが本当に心から望んで出ていくなら涙を吞のんで見送る……いや引き止めるわ。捨てないでくれって泣きつくかもしれん」

   　我这么说着，做出擦拭眼角的动作，蒂娜笑了，薇丝卡含蓄地笑了，艾尔玛露出苦笑，然后米米——

   　そう言って目元を拭ぬぐう真ま似ねをすると、ティーナは笑い、ウィスカは控えめに笑い、エルマは苦笑いを浮かべ、そしてミミは──。

   「没问题！我绝对不会离开希罗大人！」

   「大丈夫です！　ヒロ様とは絶対に離れません！」

   　她这么说着从旁边抱了过来。嗯，不愧是米米。碰到手臂的分量也很舒服。

   　そう言って横から抱きついてきた。うむ、流石はミミだな。腕に当たるボリュームも心地よい。

   「我跟不上这个气氛呢。」

   「このノリにはついていけそうにないですね」

   「哈哈哈。」

   「ははは」

   　瑟琳娜少校和罗比特森上尉的反应很冷淡，或者说像是嘴里被塞了块糖一样，不过这也很正常。

   　セレナ少佐とロビットソン大尉は冷めた反応というか、砂糖の塊でも口の中に突っ込まれたような反応だったが、まぁそんなものだろう。

   　不管怎么说，现在只能等待对方的行动了。典礼的预定日期应该差不多要决定了，不过在那之前，内务府应该会有什么反应。

   　何にせよ、あちらの動きを待つばかりだ。セレモニーの予定日もそろそろ決まるだろうが、その前には内務府から何かしらの反応があるはずである。

   　要来就来吧，我会奉陪到底。

   　来るなら来いだ。相手になってやるさ。

  

 
  
   
    ＃6：祖母的真实身份

    ＃６：祖母の正体

   

   


   


   　第二天，内务府的官员们——康奈尔氏和他的部下——前来拜访，对我们进行情况调查。当然，他们事先已经联络过我们，取得了预约。在这方面，他们和某些媒体还是不一样的。

   　翌日、内務府の役人達──コーネル氏とその部下だ──が訪ねてきて、俺達に対する事情聴取を行うことになった。無論、事前に連絡をしてアポイントメントを取った上での来訪である。こういうところは流石にどこぞのマスメディアとは違うな。

   「首先，我认为最重要的是你们今后打算怎么做。」

   「まずは貴方あなた方が今後どうしたいと考えているのかが肝要かと思いまして」

   「原来如此。」

   「なるほど」

   　我坐在休息室的沙发上，点了点头。

   　休憩室のソファに腰掛け、俺は一つ頷うなずいた。

   　虽然说是情况调查，但内容并不严肃也不高压，而是更温和的表达方式——感觉用“询问调查”来形容更贴切。

   　事情聴取、と言ってもその内容はお堅くて高圧的なものではなく、もう少し緩い表現──聞き取り調査と言ったほうがしっくり来るような感じではあった。

   　在情况调查的现场，除了米米之外，我和艾尔玛，还有梅伊也一起在场。整备士姐妹和米米的事情没什么关系，所以她们在稍远的地方观察着这边的情况。

   　事情聴取の場にはミミだけでなく俺とエルマ、それにメイも一緒にいる。整備士姉妹はミミの件にはあまり関わりがないので、少し離れた場所でこちらの様子を窺うかがっている。

   「最重要的是尊重米米的意愿吧。」

   「何より尊重すべきはミミの意思だよな」

   「是啊。」

   「そうよね」

   「没错。」

   「そうですな」

   　我和艾尔玛，还有康奈尔氏和他的部下们的视线同时集中到米米身上，她吓得身体一颤。

   　俺とエルマ、それにコーネル氏とその部下達の視線が一斉に集まり、ミミがビクリと身を震わせる。

   「那，那个……突然说我和皇室血脉相连，我也不太能理解……而且，我只是个普通的殖民星居民。现在是希罗大人的船的船员，还是个操作员。我没办法像皇族一样生活」

   「あ、あの……いきなりその、帝室の方々と同じ血脈を宿していると言われてもピンと来ませんし……それに、私は普通のコロニストです。今はヒロ様の船のクルーで、オペレーターですけど。そんな私が皇族として振る舞うのは無理ですよ」

   「确实，米米大人至今为止都没有接受过皇族的教育，突然要你像皇族一样生活，履行皇族的义务，是有些强人所难。但是，不知道的事情学起来就好。现在这个时代，学习的方法要多少有多少。如果米米大人想要过皇族的生活，我们会尽全力帮助你，皇帝陛下也很期待和米米大人见面」

   「確かに、今まで皇族としての教育を受けてこられなかったミミ様にいきなり皇族として振る舞い、皇族としての義務を果たせというのは無理なことでしょう。しかし、知らないことは学べばよいのです。今の時代、学ぶ方法はいくらでもありますとも。ミミ様が皇族としての生活を望んでいらっしゃるのであれば我々はそれを全力でお助け致しますし、皇帝陛下もミミ様とお会いすることを楽しみにしていらっしゃいますよ」

   「陛，陛下吗！？呜……为，为什么」

   「へ、陛下がですか!?　うぅ……な、なんで」

   　听到皇帝陛下想见米米，米米显得非常动摇。那当然会动摇了。要是有人跟我说想见一见国家的领导人，而且还是封建制度下拥有绝对权力的领导人，我也会吓一跳。

   　皇帝陛下がミミと会いたがっているという話を聞いたミミが激しく動揺する。そりゃ動揺するわ。俺だって国のトップ、それも絶対的な権力を持つ封建制度上のトップに一目会いたいとか言われたらビビる。

   「我们分析了从米米大人那里取得的遗传基因情报，结果发现现在还活着的皇室成员中，遗传基因情报最接近的是皇帝陛下。另外，和过去记录的遗传基因情报比较的结果，米米大人的……恐怕是父方的祖母，以近乎100％的概率是现任皇帝陛下的妹妹，瑟蕾丝蒂亚大人的调查结果也出来了」

   「ミミ様から取得した遺伝子情報を解析した結果、現在ご存命の帝室の方の中で遺伝子情報が一番近いのが皇帝陛下であることが判明致しました。また、過去に記録されていた遺伝子情報と比較した結果、限りなく１００％に近い確率でミミ様の……恐らく父方の祖母に当たる方が現陛下の妹君、セレスティア様であろうという調査結果も出ております」

   「啊……嗯，和预想的一样啊。如果说是失散多年的妹妹的遗孤，作为兄长当然会想见上一面啊」

   「あー……まぁ予想通りかぁ。生き別れた妹の忘れ形見ともなれば、一目会いたいと思うのが兄ってものだよなぁ」

   「正是如此」

   「その通りで」

   　瑟蕾丝蒂亚大人是米米的外婆这件事就这样得到了证明。

   　セレスティア様がミミのお祖ば母あさん説がこうして証明されたわけだ。

   「这样的话，艾尔玛是憧憬米米的外婆，所以和她一样离开了帝都，在旅途的尽头遇到了憧憬的瑟蕾丝蒂亚大人的外孙女，然后一起乘上了这艘船。从相遇开始，所有事情都好戏剧性啊？」

   「となると、エルマはミミのお祖母さんに憧あこがれて同じように帝都を飛び出して、その旅路の果てに憧れのセレスティア様の孫と出会って一緒の船に乗ってるわけだ。出会いから何から物もの凄すごいドラマティックだな？」

   「现在先别管我的事情了」

   「今は私のことは良いでしょ」

   　耳朵有点红的艾尔玛啪地敲了一下我的头。无法理解。

   　少し耳を赤くしたエルマにペシッと頭を叩たたかれた。解せぬ。

   「那个，能听到皇帝陛下这么说，我感到非常荣幸，但像我这样的平民去拜见陛下，要是有什么失礼的地方就不好了……不，那个，如果能见到的话，我当然想见上一面」

   「えっと、皇帝陛下にそう言って頂けるのは大変光栄なんですけど、私みたいな平民が拝はい謁えつして何か粗相があってはいけませんし……いえ、その、お会いできるなら是非一目お会いしたいとは思いますけど」

   「原来如此。那么在非正式场合私下见面的话就没问题了」

   「なるほど。では非公式の場で私的に会うのは構わないということですな」

   「那个……如果和希罗大人他们一起的话」

   「えっと……その、ヒロ様達と一緒なら」

   「喂」

   「ちょっ」

   　米米一边偷瞄着我和艾尔玛一边说道，艾尔玛则慌了神。我是不介意见见她啦。

   　チラリと俺とエルマのほうに視線を向けながらミミがそう言い、エルマが慌てる。俺は別に会うのは構わないけど。

   「如果要见面的话我会尽量注意不要说些失礼的话，不过艾尔玛也就算了，我可是和礼仪规矩无缘的佣兵啊。请帮我转告她，这方面还请多多包涵」

   「もし会うとなればできるだけ非礼な口を叩かないようには気をつけるが、エルマはともかく俺は礼儀作法なんて無縁の傭よう兵へいだからな。その辺りはご寛かん恕じよ願いたいと伝えておいてくれよ」

   「嗯，我一定会转告她的。那么，米米大人选择和以前一样，作为佣兵和希罗大人一起生活下去，这样可以吗？成为皇族的话就不会有危险，可以过上自由自在的生活」

   「ええ、必ずお伝えしておきましょう。それでは、ミミ様は今まで通りにヒロ様と共に傭兵として生きていくことをお選びになるということで良いのですか？　皇族となれば危険もなく、何不自由ない暮らしをしていけると思いますが」

   「要说自由自在的生活，现在的我多亏了希罗大人才能过上自由自在的生活。和希罗大人他们一起在群星中穿梭，去各种各样的地方，遇见各种各样的人，有时还会被卷入事件中，现在的生活非常幸福」

   「何不自由ない暮らしと言うなら、今の私はヒロ様のお陰で何不自由なく暮らせています。ヒロ様達と一緒に星々を渡り歩いて、色々な場所を見て、色々な人達と出会って、時には事件に巻き込まれたりもしますけど、今の生活がとっても幸せなんです」

   　米米一边说着一边直直地盯着康奈尔氏。

   　そう言ってミミはコーネル氏をまっすぐに見つめた。

   「所以，我不打算下船」

   「だから、船を降りるつもりはありません」

   「原来如此……不过，从我的角度来看，这艘船的内部装潢也堪比皇室专用船了」

   「なるほど……まぁ、私から見てもこの船は御料船もかくやという内装ですからな」

   　康奈尔氏环视休息室一圈后微笑着说道。

   　コーネル氏が休憩室に視線を巡らせて微ほほ笑えむ。

   「实际上，皇帝陛下也没有强行将米米大人纳入皇室的打算，这点还请放心。他还说过，不想被马踢死」

   「実際のところ、皇帝陛下も無理矢理ミミ様を帝室で引き取るということはお考えにはなっておられませんので、その点はご安心を。馬に蹴けられて死ぬのは御免だ、とも仰おつしやっておられました」

   「总觉得刚才那句话让我对皇帝陛下产生了强烈的亲近感」

   「なんだか今の一言で物凄く皇帝陛下に親近感のようなものが湧わいてきたぞ」

   　说不定他其实是个挺健谈的人？

   　実は結構話せる人なのではないだろうか？

   「最后再确认一次，米米大人没有进入皇室的打算，是这样没错吧？」

   「最後にもう一度確認しますが、ミミ様は帝室に入るつもりはない、ということでよろしいですな？」

   「是的」

   「はい」

   　米米对康奈尔氏的话明确地点了点头。看到她的样子，康奈尔氏也点了点头。

   　コーネル氏の言葉にミミがはっきりと頷く。その様子を見てコーネル氏も頷いた。

   「我明白了。那么，帝国会以米米大人和皇室没有任何关系，只是个普通平民的方向来行动。和露西亚达皇女殿下相似只是单纯的偶然，检查结果也表明，她和现在的皇室成员没有直接的血缘关系」

   「承知致しました。では、ミミ様は皇室とは一切関係のない、ただの平民であるという方向で帝国は動くことと致します。ルシアーダ皇女殿下と似ているのはあくまでも他人の空似、検査の結果でも今現在における帝室関係者との直接的な血縁関係は認められなかったということで」

   「原来如此，没有说谎啊」

   「なるほど、噓うそは言ってないな」

   「是的。因为瑟蕾丝蒂亚大人已经失踪了。她已经……不在人世了吧？」

   「はい。セレスティア様は行方不明となっておりますので。既にご存命ではない……のですよね？」

   「呃，大概已经不在了吧……？我小时候见过她」

   「えっと、多分存命じゃないかと……？　小さい頃ころに会った記憶があるので」

   「小时候」

   「小さい頃」

   　康奈尔氏的表情突然一变，反问了我一句。他突然变得面无表情——不如说表情变得很严肃，有点吓人。

   　コーネル氏の表情がストン、と抜け落ちて聞き返してくる。いきなり無表情──というか真剣な表情になって怖いんだが。

   「大概十年前吧」

   「多分十年くらい前です」

   「……原来如此。这件事我也会向陛下报告的。感谢您提供了如此宝贵的情报」

   「……なるほど。その件も含めて陛下にはご報告させていただきます。大変貴重な情報をありがとうございます」

   　虽然已经是十年前的事了，但能确认到疑似瑟蕾丝蒂亚大人还活着的情报，对康奈尔氏——不如说对帝国，或者对皇室来说，似乎是非常侥幸的事。

   　どうやら十年前のものとはいえ生存情報らしきものを確認できたのはコーネル氏──というか多分帝国か、或あるいは帝室にとっては大変な僥ぎよう倖こうであったらしい。

   「……嗯，感觉她还活着啊」

   「……まぁ、生きていそうだよな」

   　考虑到我听说的瑟蕾丝蒂亚大人的顽强和强大，感觉她现在也还活在宇宙中到处飞来飞去。米米小时候见到她的时候，她也感觉很年轻，十年左右的时间应该不会有什么变化吧。

   　伝え聞くセレスティア様のタフネスとパワフルさを考えると、存命で今でも宇宙を飛び回っているんじゃないかと思えてしまう。ミミが小さい頃に会った時にも若々しく感じたという話だし、十年やそこらでは何も変わっていないのではないだろうか。

   「如果是瑟蕾丝蒂亚大人的话……感觉她会这样」

   「セレスティア様なら……みたいなところはあるわよね」

   「实际上，她的子孙米米也完全没让帝国抓住过她的尾巴……如果皇帝陛下还活着的话，他的妹妹瑟蕾丝蒂亚大人还活着也完全不奇怪」

   「実際、帝国に尻しつ尾ぽを一切摑つかませずに子孫であるミミがここにいるわけだしな……皇帝陛下が存命なら、その妹のセレスティア様が生きていたって全くおかしくはないよな」

   　昨天听了瑟蕾丝蒂亚大人的故事后，我也看了些和瑟蕾丝蒂亚大人相关的全息视频和全息小说，她就是那个。女性版的哥○拉？因为描写得让人不禁这么想。而且其中大部分都是真实事件，所以才让人觉得离谱。

   　昨日きのうセレスティア様の話を聞いてから俺もセレスティア様関連のホロ動画とか、ホロ小説に目を通したんだが、彼女はアレだ。女性版コ○ラかな？　と思うような描写をされてたからな。しかもその大半がほぼノンフィクションだというのだからぶっ飛んでいる。

   「哈哈哈……」

   「ハハハ……」

   　听了我和艾尔玛的对话，康奈尔氏按着胃部干笑道。他大概也觉得并非不可能吧。从年龄上考虑，可以说是初老的他，应该是在瑟蕾丝蒂亚大人引发的骚动中抱头苦恼的现役世代。关于她打破常规的性格，他肯定比任何人都要清楚。

   　俺とエルマの会話を聞いてコーネル氏が胃の辺りを押さえて乾いた声で笑う。あながちあり得なくもないと彼も思っているのだろう。年代的に考えれば、初老と言える年齢である彼はセレスティア様が起こした騒動で頭を抱えた現役の世代だろうからな。彼女の型破りな性格に関しては誰だれよりも身にしみてわかっているに違いない。

   「啊，还有关于米米大人所处的境遇，因为发现了一些不自然的地方，所以内务府已经开始调查了」

   「ああ、それとミミ様の置かれていた境遇に関してですが、少々不自然な点が見受けられましたので内務府で調査を開始しています」

   「原来如此？不过现在才开始感觉有点晚了」

   「なるほど？　まぁ今更感あるけどな」

   「是啊……」

   「そうですね……」

   　米米露出难以言喻的表情。大概是想起了和我相遇之前的事，心中有些郁闷吧。我用手掌包住她放在膝盖上紧紧握住的拳头。那是多么不安和可怕的体验，我无法想象。

   　ミミがなんとも言えない表情をする。恐らく俺と出会う前のことを思い出して胸中でモヤモヤしているのだろう。膝ひざの上でギュッと握り締められている拳こぶしを手の平で包み込んでやる。どれだけ不安で恐ろしい体験だったか、俺には想像することもできない。

   「如果米米的事情能成为契机，让特梅因主要殖民卫星变得好一点就好了」

   「ミミのことが切っ掛けになってターメーンプライムコロニーがいくらかでも良くなれば幸いだな」

   「是的」

   「はい」

   　虽然不知道实际情况会如何，但如果米米的父母是被卷入了某些利益或阴谋而意外死亡，甚至对米米的法律保护都完全放弃的话，特梅因主要殖民卫星的行政可能会掀起一场肃清风暴。虽然不知道会通过什么途径进行调查。

   　実際のところどうなるかわからないが、何らかの利権や謀略絡みでミミの両親が事故死させられ、ミミに対する法的な保護まで一切放棄されたとかだったら、ターメーンプライムコロニーの行政に粛清の嵐あらしが吹き荒れるかもしれないな。どういう経路で調査が入るのかはわからんけど。

   「那么，询问就到此结束。这次的内容我们会再次带回，反映在今后的应对上」

   「では、事情聴取はこれで終了とさせていただきます。今回の内容は再び持ち帰らせていただき、今後の対応に反映させてまいりますので」

   「那真是谢谢了。希望对双方来说都是好的结果」

   「それはどうも。双方にとって良い結果になることを祈ってますよ」

   「是啊。不过，不管你们愿不愿意，典礼上你们都会很引人注目。既然米米大人没有进入皇室，皇室就很难公开保护你们。请务必注意身边的情况」

   「そうですね。ただ、セレモニーでは否いやが応おうでも貴方方は目立つことになります。ミミ様が帝室へと入らない以上、帝室は表立って貴方方を守ることは難しい。身の回りには十分にお気をつけください」

   「这是忠告吗？」

   「それは忠告かな？」

   　还是威胁？我话里有话。听到我的话，康奈尔氏用非常认真的表情点了点头。

   　それとも脅しか？　という言葉を言外に込める。そんな俺の言葉にコーネル氏は至極真ま面じ目めな表情で頷いた。

   「是的，这是出于好心的忠告。不过您是白金位阶的佣兵，还是拥有银剑翼突击勋章的英雄。帝国航宙军和军部派系的贵族，以及佣兵公会都会保护您，而且常识上来说，对您这样的佣兵出手只会自讨苦吃，所以一般贵族应该不会对您出手。但是……」

   「はい、親切心からの忠告です。尤もつとも貴方はプラチナランクの傭兵で、銀剣翼突撃勲章を持つ英雄です。帝国航宙軍と軍部寄りの貴族、それに傭兵ギルドは貴方を守ろうとするでしょうし、そもそも貴方のような傭兵に下へ手たに手を出せば痛い目に遭うというのが常識ですから、普通の貴族は貴方方に手を出したりはしないでしょう。ですが……」

   「世上总是有一定数量的蠢货，他们不会考虑这些，只管伸手去抢想要的东西」

   「世の中にはそんなことを考えずに欲しい物に手を伸ばそうとする馬鹿が一定数いるからね」

   　艾尔玛耸耸肩说道，康奈尔氏点头表示同意。

   　エルマが肩を竦すくめてそう言うと、コーネル氏は同意するように頷いた。

   「就是这么回事。米米大人和露西亚达皇女殿下长得一模一样，年轻，可爱又美丽。不能保证不会有人想把米米大人占为己有」

   「そういうことです。ミミ様はルシアーダ皇女殿下に瓜うり二ふたつで、若く、可か憐れんで美しい。そんなミミ様を自分のものにしたいと考える者が出てこないとも限らないのです」

   「那可就麻烦了……不过，到时候我会把对方揍飞。如果不行的话，就带着米米逃走」

   「そいつは厄介だなぁ……だが、その時はぶっ飛ばすまでだ。ダメそうならミミを連れて逃げる」

   　只能祈祷那些家伙不是熟练的白刃主义者了。嘛，根据情况，要么把他们引到船上战斗，要么卷起尾巴逃跑。最坏的情况下，还可以依靠克莉丝，瑟琳娜少校和艾尔玛的老家。虽然不知道要付出多大的代价，所以可以的话不想用这招。

   　そういう輩やからが熟達した白刃主義者じゃないことを祈るばかりだな。まぁ、場合によっては船での戦いに持ち込むなり、ケツ捲まくって逃げるなりすれば良いだろう。最悪、クリスやセレナ少佐、エルマの実家に頼るって方法もある。どんなツケを払う羽目になるか怖いから、できればこの手は使いたくないけど。

   「为了应对这种情况，我呕心沥血地进行了剑术训练，所以应该没问题。梅伊也保证过我的实力」

   「そんな事態に対処するために文字通り血ち反へ吐どを吐いて剣の訓練を積んできたわけだし、まぁ大丈夫だろう。メイからもお墨付きを貰もらっているし」

   「是的。现在的主人在白刃主义者贵族面前也能占上风」

   「はい。今のご主人様であれば白刃主義者の貴族とも互角以上に渡り合えます」

   　在旁边待命的梅伊点头说道。不过，虽然梅伊这么说，但我还不能完全战胜她。力量和体重差距太大了……她的攻击太沉重，如果正面承受的话，平衡会被破坏，但她的攻击速度又快得无法避开。

   　側そばで待機していたメイがそう言って頷く。まぁ、そう言ってくれるメイにはまだ完全勝利はできないんだけども。パワーとウェイトが違いすぎるんだよ……攻撃が重すぎてまともに受けるとバランスを崩されるし、かと言って避よけられるような攻撃速度でもないし。

   「嗯……？嘛，佣兵的话，应该也会有这种情况吧」

   「ふむ……？　まぁ、傭兵ならそういうこともあるのでしょうな」

   　康奈尔氏露出有些不可思议的表情，但还是自己理解了。一般来说，平民不可能在近距离战斗中与施加了身体强化的贵族白刃主义者势均力敌。然而，女仆仿生人梅伊却如此断言，所以他应该认为我也施加了某种身体强化吧。

   　コーネル氏は少し不思議そうな顔をしたが、勝手に納得してくれた。普通、身体強化を施している貴族の白刃主義者に生身の平民が近接戦で互角以上に戦うなんてのは不可能だ。それなのにメイドロイドであるメイが断言するということは、俺も何かしらの身体強化を施しているのだろうと納得したんだろう。

   　实际上，似乎也有不少佣兵会强化身体能力，或是用机械技术进行义体化。船员会强化反射神经和视觉，以殖民卫星的白兵战为主体的家伙则会进一步强化身体能力。因为价格相当昂贵，所以似乎只有白银位阶的老手以上的人才做得到。

   　実際、身体能力を強化している傭兵や機械技術による義体化を施している傭兵というのも結構いるらしい。船乗りは反射神経や視覚の強化、コロニーでの白兵戦を主体とする連中はそれに加えて単純な身体能力の強化を施しているとか。かなり高くつくらしいから、シルバーランクのベテラン以上じゃないとそうそうできるもんでもないらしいけど。

   「还请务必小心。那么，我们就先告辞了。等决定好应对方式后，我们会再联络您。」

   「くれぐれもご注意ください。それでは、私達はこれでお暇いとま致します。対応が決まり次第、追ってご連絡致しますので」

   　康奈尔氏说完后，便和部下们一起离开了。这样一来，典礼前后在非正式场合谒见皇帝陛下这个特大事件似乎就确定了。

   　そう言ってコーネル氏は部下達と共に去っていった。これでセレモニーの前後に非公式の場で皇帝陛下と謁えつ見けん、という特大のイベントが追加されることになりそうだな。

  

 
  
   
    ＃7：金星勋章

    ＃７：ゴールドスター

   

   


   


   　谒见皇帝陛下的时间定在典礼之后。陛下似乎不会出席典礼，但听说想和久违的金星勋章获得者说说话，于是我们便在典礼结束后直接被叫了过去。

   　皇帝陛下との謁見はセレモニーの後になった。陛下はセレモニーには出席しないらしいが、久しぶりのゴールドスター受勲者と言葉を交わしたい、という形で俺達がセレモニーが終わった後にそのまま呼ばれることになるわけだ。

   　典礼的举办日期也定在了四天后，我们换上了典礼时要穿的服装，在梅伊的指导下学习礼仪。

   　セレモニーの開催日も四日後ということに決定し、俺達はセレモニーの際に着ていく衣装に着替えてメイの指導の下に立ち居振る舞いのレッスンをすることになった。

   「希罗大人，您真帅气！」

   「ヒロ様、かっこいいです！」

   「还可以吧。」

   「まぁまぁね」

   「多谢夸奖。」

   「そいつはどうも」

   　我穿上新定制的典礼用服装，腰间的剑带上挂着两把剑和激光枪。米米和艾尔玛看到我这身打扮后纷纷夸赞道。幸好不是穿晚礼服。晚礼服那种上流贵族的服装暂且不论，这种类似军服的服装，就算是我穿起来也还算像样吧。毕竟我每天都有在锻炼身体。

   　新しく仕立てたセレモニー用の衣装に袖そでを通し、腰の剣帯に二本の剣とレーザーガンをぶら下げた俺を見てミミとエルマが褒めてくれる。タキシードとかでなくて良かったな。タキシードだの品の良いお貴族様の服ならともかく、軍服っぽいこの衣装なら俺でも多少は見られる格好になっているだろう。日々のトレーニングで身体からだも大分出来上がっているしな。

   「你们两个也很漂亮哦。」

   「二人だって綺き麗れいだぞ」

   「嘿嘿，谢谢夸奖。」

   「えへへ、ありがとうございます」

   「礼服就是好。」

   「ドレスが良いのよ」

   　米米穿着前几天买的以白色为基调的清纯优雅的礼服，艾尔玛则是穿着时尚的萌葱色礼服。两人都戴着不会过于华丽的首饰和耳饰，简直就像贵族的公主一样。

   　ミミは先日購入した清せい楚そで上品な感じの白を基調としたドレスで、エルマはスタイリッシュな萌もえ葱ぎ色のドレスだ。二人とも派手すぎない程度に宝飾品の首飾りや耳飾りを身に着けており、まるで貴族のお姫様のようである。

   「……实际上就是皇族的公主和子爵家的公主呢」

   「……実質的には皇族のお姫様と子爵家のお姫様なんだよな」

   「啊……嗯，嘛，是吧？」

   「あー……うん、まぁ、そうね？」

   「我就是普通的女孩子」

   「わたしはふつうのころにすとです」

   　看来对于米米来说，自己的真实出身或者说血统，已经成为了心理阴影或者禁忌的话题。嘛，我也不是不能理解她的心情……只见过一次面的祖母其实是皇族，自己也毫无疑问继承了皇族的血脉，就算听到这种话也只会感到困惑吧。

   　どうやらミミ的に自分の真の出自というか、血筋に関することはトラウマないしタブー的な話題になってしまったらしい。まぁ、気持ちはわからんでもないけれども……一度しか会ったことがない自分のお祖ば母あさんが実は皇族で、自分にもその血が間違いなく受け継がれているとか言われても困惑するしかないものな。

   　在古兰坎帝国，皇族是真正受到尊敬的特别存在。大多数普通人对贵族抱有的不是敬畏，而是恐惧，不是敬意，而是对特权阶级的自卑感——类似于怨恨，但对皇族则是纯粹的敬畏，或者说是接近崇拜的感情。

   　グラッカン帝国において皇族というのは本当に特別な存在として敬われている。一般人の多くは貴族に対して畏おそれではなく恐れを、敬意ではなく特権階級に対する劣等感──ルサンチマンに近いものを抱いているようだが、皇族に対しては純粋に畏れと敬意、或いは崇拝に近い感情を抱いているようなのだ。

   　米米之所以没有进入皇室，而是选择作为普通的殖民星居民，或者作为这艘船的操作员生活下去，似乎也是因为『实在太过惶恐』的想法太强烈了。虽然对我来说，她选择和我在一起让我非常高兴。

   　ミミが帝室に入らず、普通のコロニストとして、或いはこの船のオペレーターとして生きようと考えるに至った理由もなんだかんだで『あまりに畏れ多い』という思いが強いようである。俺としては一緒にいることを選んでくれたのは嬉うれしい限りなんだけれども。

   「大家的服装都穿得非常完美呢。」

   「皆様、衣装を完かん璧ぺきに着こなしていらっしゃいますね」

   「是啊。哥哥也很帅呢。」

   「せやな。兄さんもかっこええやん」

   「嗯，很适合你。很帅。米米小姐和艾尔玛小姐也很漂亮。」

   「うん、似合ってる。かっこいいです。ミミさんとエルマさんも素敵です」

   　梅伊、蒂娜和薇丝卡看着我们穿着正式场合的服装，纷纷称赞道。

   　メイとティーナ、ウィスカが本番に着ていく衣装を身に着けた俺達を見て口々に褒め称たたえてくれる。

   「蒂娜和薇丝卡真的不参加典礼吗？」

   「ティーナとウィスカは本当にセレモニーに出ないのか？」

   「哎呀，我们真的只是普通人。那种全是贵族的高雅典礼和派对，我们实在应付不来。」

   「や、うちらはマジで一般人やし。そんなお貴族様ばっかのお上品なセレモニーとかパーティーとか無理やで」

   「我们没有可以穿去的衣服，而且本来就不是这艘船的正式船员。」

   「着ていく服もありませんし、そもそもこの船の正式なクルーでもないですから」

   「衣服的话我可以买给你们啊。又不是什么很贵的东西。」

   「別に服くらい買ってやるけど。そんなに高いものでもなし」

   「几万艾尼还不算贵，真不愧是哥哥。但就算你送我们衣服，我们也无以回报。」

   「数万エネルを高いものじゃないと言うのは流石さすがやけど、そんなん贈られてもうちら何も返されへんもん」

   　蒂娜苦笑着挥了挥手。

   　ティーナが苦笑いをしながらパタパタと手を振る。

   「是吗？梅伊呢？」

   「そうか？　メイはどうだ？」

   「因为我是女仆。」

   「私はメイドですから」

   「这样啊……」

   「そうか……」

   「……如果主人如此命令的话，我不会拒绝」

   「……御主人様がお命じになられるのであれば否やはありませんが」

   　我明显地表现出失落的样子，梅伊稍微思考了一下后如此说道。呵呵，我和梅伊的交情也变长了呢。这种时候如何坚持自己的任性，我也学到了不少。

   　俺があからさまに落ち込んだ様子を見せると、メイは少し考えた末にそう言ってくれた。ふふ、俺もメイとの付き合いは長くなってきたからな。こういう時にわがままを押し通す術すべはそれなりに学んでいるのだよ。

   「那么，开始上课吧」

   「では、レッスンを始めましょう」

   「知道了」

   「わかった」

   「好的」

   「はい」

   「嗯」

   「ええ」

   　就这样，我们开始接受梅伊关于仪式上举止的课程——

   　そうして俺達はメイからセレモニーにおける立ち居振る舞いのレッスンを受けるのであったが──。

   「艾尔玛大人没有问题呢」

   「エルマ様は問題ありませんね」

   「虽然我记不太清楚了」

   「結構うろ覚えだったんだけどね」

   　艾尔玛被梅伊一次就OK了。

   　エルマはメイに一発ＯＫを貰っていた。

   「咕……不愧是真正的贵族出身」

   「くっ……流石は本物の貴族出身」

   「艾尔玛小姐平时的举止就很漂亮呢」

   「エルマさんって普段から立ち居振る舞いが綺麗ですよね」

   　我和米米理所当然地需要训练。

   　俺とミミは当然のように要訓練であった。

   「米米大人的课程可以交给艾尔玛大人吗？我要负责主人的课程」

   「ミミ様のレッスンをエルマ様にお任せしても？　私はご主人様のレッスンを担当するので」

   「嗯，可以是可以，但相当可疑哦？」

   「んー、良いけど、結構怪しいわよ？」

   「我也会好好注意那边的」

   「ちゃんとそちらにも気を配りますので」

   「知道了，那么米米就过来这边吧」

   「わかったわ、それじゃあミミはこっちにいらっしゃい」

   「好的」

   「はいっ」

   　我斜眼看着米米和艾尔玛在稍远的地方开始上课，自己也接受梅伊的课程。梅伊的课程基本上很温柔，但同时也有着不允许妥协的严厉……梅伊在进行这种训练的时候真的很严格啊。

   　ミミとエルマが少し離れたところでレッスンを始めるのを横目に、俺もメイからレッスンを受ける。メイのレッスンは基本的に優しかったが、妥協を許さない厳しさも併せ持っていた……こういう訓練のことになると本当に厳しいんだよな、メイは。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　不只是举止，我们还穿着衣服进行了剑术课程，然后迎来了仪式当天。我们——我和米米和艾尔玛，还有梅伊四人——乘上克里希那，跟随帝国航宙军的引导降落到了帝都。维修士姐妹在黑莲上留守。

   　立ち居振る舞いだけでなく、衣装を着たままでの剣術のレッスンなどもこなして迎えたセレモニー当日。俺達──俺とミミとエルマ、それにメイの四名──はクリシュナに乗り込み、帝国航宙軍の先導に従って帝都へと降下していた。整備士姉妹はブラックロータスでお留守番である。

   「哎呀，像这样近距离一看，帝都还真是厉害啊」

   「いや、こうして間近に見ると凄すごいな、帝都」

   　一整颗行星被人工构造物覆盖的光景只能用壮观来形容。许多建筑物应该是遵循着某种法则建造的吧。从大气层外看到的帝都地表（或者表面？）看起来就像描绘着复杂的几何图案。

   　一つの惑星がまるまる人工構造物に覆われているその光景は圧巻の一言である。何らかの法則に従って多くの建築物が建設されているのだろう。大気圏外から見る帝都の地表（或あるいは表面？）には複雑な幾何学模様が描かれているようにも見える。

   「确实很厉害……行星是怎么变成这样的，完全无法想象呢」

   「確かに凄いです……どうやったら惑星がこんなことになるのか、想像もつかないですね」

   「好像是重力控制技术和环境控制技术的产物，但我也不是很清楚。帝都的人口大概有二百五十亿人吧？」

   「重力制御技術や環境制御技術の賜たま物ものらしいけど、私も詳細は知らないわね。帝都の人口は凡およそ二百五十億人だったかしら？」

   「是的。好像再过不久就要达到二百五十七亿人了」

   「はい。もう少しで二百五十七億人に到達するようですね」

   「真是难以想象。食物之类的都是在低等级的设施里生产的吗？」

   「想像もつかんな。食料とかはアンダーレベルの施設で作ってるんだっけ？」

   「嗯，这里有很多比之前在阿雷因星系看到的规模更大，更先进的食物生产工厂」

   「ええ、前にアレイン星系で見たのよりもずっと大規模で先進的な食料生産工場が沢山あるわよ」

   　我们一边聊着这些一边降落，驾驶舱的主要屏幕上显示出了一个庄严的建筑物。

   　そんな話をしながら降下を終えると、コックピットのメインスクリーン上に荘厳な雰囲気の構造物が映りこんだ。

   「那就是帝城吗……好大啊」

   「あれが帝城か……でけぇな」

   　与其说是山，不如说是一座山脉。虽然我觉得大不一定好，但毕竟是皇帝的居城，还是得让人一眼就能认出来吧。

   　山、というかまるで山脈である。デカけりゃ良いってもんじゃないと思うが、皇帝の居城ともなるとやはり一目で見てわかるようにしなければならないんだろうな。

   「虽然那全部都是帝城，但皇室成员实际生活的地方只有一小部分。大部分都是行政机构和军事设施」

   「あれ全部を合わせて帝城だけど、実際に帝室の方々が生活をしているのはほんの一部よ。多くは行政機関や軍の施設ね」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　为我们带路的帝国航宙军的船正朝着位于皇室成员居住的帝城中心附近的军事设施——小型舰的起降场前进。

   　先導してくれている帝国航宙軍の船は帝室の方々が住んでいるという帝城の中心部近くにある軍施設──小型艦の発着場がある地点に向かっているようだ。

   　顺便一提，虽然克里希那现在姑且还装载着武器，但武器系统本身已经被帝国航宙军锁住，航行能力也被军方掌握，几乎处于被拖曳的状态。

   　ちなみに、今のクリシュナは一応武器は積んでいるが帝国航宙軍によってウェポンシステム自体がロックされている上に航行能力も軍に掌握されており、殆ほとんど曳えい航こうされているような状態である。

   　不愧是皇帝陛下等皇室成员所在的帝都，这方面的限制非常严格。据梅伊所说，由于有多个协助军部的机械智慧对锁定功能进行了保护，即便是梅伊的能力也无法解除这个锁定。

   　流石に皇帝陛下をはじめとした帝室の方々がおわす帝都ともなるとこの辺の制限は大変に厳しい。メイ曰いわく、軍部に協力している複数の機械知性によってロック機能がプロテクトされているため、メイの能力をもってしてもこのロックを外すのは不可能だとか。

   　不过，这里是古兰坎帝国的腹地。无论发生什么，我都不可能有机会驾驶克里希那发射重型激光炮或霰弹炮，所以应该不用担心吧。毕竟我也没理由被帝国消灭。

   　まぁ、ここはグラッカン帝国のお膝ひざ元もとだ。何があっても俺がクリシュナを駆って重レーザー砲や散弾砲をぶっ放す機会などあるはずもないだろうから、心配はいらないだろう。帝国に消されるような謂いわれもないしな。

   「到了」

   「到着したな」

   　我们平安抵达，克里希那在帝城的小型舰起降场着陆。今天的自动对接功能也好好地完成了工作。

   　無事到着し、クリシュナが帝城の小型艦発着場への着陸を終えた。今日もオートドッキング機能さんは着実な仕事をしたようである。

   「加油……！」

   「頑張りましょうっ……！」

   「不要太紧张哦」

   「あまり気負わないようにね」

   　看到米米在胸前握紧拳头鼓起干劲，艾尔玛露出苦笑。米米出席典礼的话，肯定会受到关注，她不鼓起干劲的话大概会撑不下去吧。

   　胸の前で拳こぶしを握りしめて気合を入れるミミにエルマが苦笑する。セレモニーに出たら注目を浴びること必至のミミとしては気合を入れなきゃやってられんところだろうなぁ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「人要衣装……不，没什么」

   「馬子にも衣装……いえなんでも」

   「怎么了？有什么想说的就直说吧？」

   「なんだ？　言いたいことがあるならはっきり言って良いんだぞ？」

   　我从克里希那下来，看到在前面引导克里希那的帝国航宙军空降艇上下来的瑟琳娜少校一看到我的样子就说出这种失礼的话。说这话的瑟琳娜少校还是一如既往的军装打扮。

   　クリシュナを降り、クリシュナを先導していた帝国航宙軍のドロップシップから降りてきたセレナ少佐が俺の姿を見るなり失礼な発言をかましてくる。そう言うセレナ少佐はいつもと同じ軍服姿だ。

   「少校，时间不多了」

   「少佐、時間があまりありませんが」

   「是啊，我们快走吧。主角要是没赶上典礼的话，不只是他，负责带路的我们也会丢脸的」

   「そうですね、早く行きましょう。主役がセレモニーに遅れたりしたら彼だけでなく案内役の私達も赤っ恥です」

   　罗比特森上尉的忠告让瑟琳娜少校点了点头，然后她站在我们前面开始走。我跟在瑟琳娜少校她们后面，后面是米米和艾尔玛并排走着，梅伊则在更后面静静地跟着。

   　ロビットソン大尉の忠言にセレナ少佐が頷うなずき、俺達の前に立って歩き始める。セレナ少佐達の後ろに俺が続き、その後ろにミミとエルマが並び、更にその後ろにメイがしずしずとついてくる。

   「你可要表现得端庄一点，别让人家看笑话了」

   「もう見られていると思ってお行儀よく歩くのよ」

   「好好好」

   「へいへい」

   「好的」

   「はいっ」

   　我听从了小声提醒我的艾尔玛的话，按照在礼仪课上学到的那样挺直腰板，注意保持优美的姿势走路。虽然看不到后面，但米米和艾尔玛大概也在用端庄的举止走路吧。至于梅伊，完全不用担心。

   　小声で注意してくるエルマの言葉に従ってレッスンで体得した通りに背筋を伸ばし、綺麗な姿勢を心がけて歩くことにする。後ろは見えないが、恐らくミミとエルマも楚そ々そとした振る舞いで歩いていることだろう。メイに関しては心配は一切必要あるまい。

   　从停机坪进入帝城后，我们来到了一个乘降场。乘降什么？嗯，铁路——不对，是小型的磁悬浮列车吗？啊，这大概和殖民卫星里用来运输物资的系统差不多吧。虽然不清楚驱动方式，但总之就是列车。

   　発着場から帝城の中に入ると、そこは乗降場であった。何の？　まぁうん、鉄道──いや、小型のリニアモーター列車か？　ああ、多分コロニーに整備されている物資輸送システムと同じようなやつだな、これは。駆動方式は不明だが、まぁ列車だ。

   「没想到移动还需要坐车啊」

   「移動に車両が必要とはな」

   「因为帝城很大嘛。要是用走的，还没到目的地太阳就下山了」

   「帝城は広いから。歩いていたら目的地に着く前に日が暮れるわよ」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　和瑟琳娜少校她们坐上同一辆车后，列车立刻开始行驶。虽然列车的速度非常快，但加速时几乎感觉不到G力。或许这辆列车也搭载了和克里希那一样的惯性控制装置。

   　セレナ少佐達と同じ車両に乗り込むと、すぐに列車が動き始める。もの凄い速度で動いているようだが、加速時のＧなどは殆ど感じなかった。クリシュナに搭載されているような慣性制御機構も搭載しているのかもしれない。

   「呜……我开始紧张了」

   「うぅ……緊張してきました」

   「米米只要站在后面就行了。我也不需要上台演讲」

   「ミミは後ろでただ立ってれば良いから。俺だって別に演説するわけでもないし」

   　典礼上，军方的高层似乎会报告这次结晶战役的经过和战果，但我们只需要坐在座位上默默听着。之后就是授勋仪式，轮到我们的时候，所有人一起上台。

   　セレモニーでは軍のお偉いさんが今回の結晶戦役の経緯や戦果を報告したり演説したりするらしいが、俺達はただ席に座って黙ってそれを聞くだけである。その後に叙勲式が始まり、順番が来たら俺たちは全員で前に出ていくことになる。

   　虽然实际受勋的只有我，但所有船员都能获得参加典礼的荣誉。

   　実際に受勲するのは俺だけだが、そうやってクルー全員がセレモニーに出たという名誉に浴するわけだ。
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   「不过，我有点害怕到时候会怎么样」

   「でも一体どうなるか少し怖くはあるわな」

   「不会发生什么意外啦。在典礼上闹事的话，可是会丢大脸的」

   「滅多なことにはなりませんよ。セレモニーの場で騒いだりすれば赤っ恥をかくことになりますから」

   「那只是在典礼上。之后会被皇帝陛下召见，所以今天或许没事，但明天以后就不一定了」

   「その場ではな。その後皇帝陛下に呼び出されるわけだから今日は大丈夫かもしれんが、明日以降はどうかな」

   「最近的行程都排满了，我想应该没那么多闲工夫来管你们」

   「暫しばらくは予定が詰まっていますし、そうそう貴方あなた達にちょっかいをかけることはできないと思いますが」

   「……但愿如此」

   「……だといいなぁ」

   「喂，别这样啦」

   「ちょっと、やめなさいよ」

   「希罗大人……」

   「ヒロ様……」

   　我带着放弃的语气嘟囔了一句，艾尔玛露出僵硬的笑容，米米则苦笑着。我们可是我们啊？你觉得事情会这么顺利吗？不，我不觉得！绝对会有奇怪的贵族找上门来，然后因为米米引发骚动。我可是知道的！

   　諦てい観かんの念が籠こもった俺の呟つぶやきにエルマが引ひき攣つった笑みを浮かべ、ミミが苦笑する。だって俺達だぞ？　そんなに平和裏に事が進むと思うか？　いいや、俺は思わないね！　絶対に変な貴族とかが押しかけてきてミミ関連で騒動が起きるんだ。あたしゃ知ってるんだよ！

   「我也知道你们的麻烦体质，但再怎么说……不，很有可能。从至今为止的经验来看」

   「貴方達のトラブル体質は私も知っていますが、いくらなんでも……いや、ありえますね。今までの経験から考えると」

   　瑟琳娜少校用鄙视的眼神看着我。说来说去，瑟琳娜少校也亲眼目睹过好几次我们的麻烦体质了……艾尔玛的失控冲突事件，与贝雷贝雷姆联邦的小规模冲突，对塞拉Ⅲ的袭击事件，与叛乱舰队的战斗，还有之前的结晶战役。这些事件全都和我们有关，而且感觉有一半左右是我们主动招惹的。但是我不会道歉的。绝对不会。

   　セレナ少佐がジト目を向けてくる。なんだかんだでセレナ少佐も俺達のトラブル体質を何度も目の当たりにしてるものな……エルマの暴走衝突事件、ベレベレム連邦との小競り合い、シエラⅢへの襲撃事件に、離反艦隊との戦闘、それにこの前の結晶戦役。全部俺達が関わってるし、半分くらいはこっちから巻き込んでるような気がしないでもない。だが俺は謝らない。絶対にだ。

   「请自重。明白了吗？」

   「自重してください。良いですね？」

   「Yes，Ma’am。我会尽可能努力的。」

   「イエスマム。可能な限り努力します」

   　我摆出一个标准的敬礼姿势，但是瑟琳娜少校的视线却非常冰冷。

   　ビシッ、と敬礼をしてみせるが、セレナ少佐からの視線はとても冷たかった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我们乘坐帝城内的高速列车，在帝城内的车站下车。到达的车站名称是「活动区」。

   　帝城内高速列車に乗り、帝城内の駅に降りる。着いた先の駅名は『催事区画』だった。

   「居然有举办活动用的区域，甚至还为此准备了专用的车站，真是规模宏大啊。」

   「催事用の区画があって、それ用の駅まで用意されているというこのスケールのデカさ」

   「不愧是皇帝陛下居住的城堡呢。」

   「流石さすがは皇帝陛下がお住まいになられているお城ですね」

   「不要东张西望的。这样很难看哦。」

   「あんまりキョロキョロしないの。みっともないわよ」

   　我和米米被这稀奇的景象吸引，忍不住东张西望，艾尔玛提醒我们注意。虽然她这么说，但走出车站后，突然就看到这种很有城堡内部感觉的装潢，总让人静不下心来。地板上铺着一尘不染的红色地毯，装饰着看起来很昂贵的壶和画，天花板上每隔一定距离就设置着豪华的吊灯……差不多就是这种感觉。我只能说出“哇～好厉害”这种小学生水平的感想。

   　物珍しい光景についついあちこちに視線を向けてしまう俺とミミにエルマが注意してくる。そうは言うけども駅から出たらいきなりこう、いかにもお城の中って感じの内装になってなんとなく落ち着かないんだよ。床にはチリ一つ落ちてない赤い絨じゆう毯たんが敷かれていて、なんか高そうな壺つぼとか絵とかが飾られてて、一定間隔で豪華なシャンデリアめいた照明器具が天井に設置されてて……って感じでさ。なんかもう『はぇ～すっごい』って感じの小学生並みの感想しか出てこないね。

   　在让人静不下心的帝城中走了一段时间后，我们看到了人群聚集的地方。看来那里就是仪式会场的入口。

   　そんなどうにも落ち着かない帝城の中を暫く進んでいくと、人の集まっている場所が見えてきた。どうやらあそこがセレモニー会場の入り口らしい。

   「我是瑟琳娜・霍尔斯少校。船长希罗一行人也同行。」

   「セレナ・ホールズ少佐です。キャプテン・ヒロ一行も同行しています」

   「好的……好的，确认完毕。座位在——」

   「はい……はい、確認致しました。席は──」

   　瑟琳娜少校代表所有人办理了登记手续，然后我们踏进了仪式会场。

   　セレナ少佐が代表して全員の受付を行い、セレモニー会場へと足を踏み入れる。

   「Oh……这可真厉害。」

   「Ｏｈ……こりゃ凄い」

   「哇……」

   「ふわぁ……」

   　在足以举办舞会的大型仪式大厅里，摆放着许多椅子，其中八成都已经坐满了人。天花板上悬挂着巨大的吊灯，右边深处还有一张格外奢华的王座……王座？

   　舞踏会でも開けそうな大きなセレモニーホールに椅子が沢山並べられており、その八割程が既に埋まっているようであった。天井には巨大なシャンデリアが吊つるされており、右奥には妙に豪ごう奢しやな玉座のようなものが……玉座？

   「今天的仪式皇帝陛下不是不参加吗？」

   「今日のセレモニーって皇帝陛下は出席しないんじゃなかったか？」

   「应该是这样……」

   「そのはずだけど……」

   　艾尔玛的视线也转向了右后方那张格外奢华的椅子。根据事前听到的消息，皇帝陛下应该不会出席这场仪式……难道是其他皇族要出席吗？

   　エルマの視線も右奥の妙に豪奢な椅子に向けられていた。事前に聞いていた話では皇帝陛下はこのセレモニーにはご出席なされない、ということだったはずだが……他の皇族でも出席するのだろうか？

   「呜呜……」

   「うぅ……」

   「忍耐一下就好……」

   「少しの間の我慢だから……」

   　米米因为周围毫不客气的视线而缩成一团。我和艾尔玛姑且夹着她尽量挡住视线，但还是能感受到来自四面八方的惊愕视线，以及窃窃私语的声音。毕竟米米的容貌真的和露西亚达皇女一模一样……这也难怪。

   　ミミはミミで周りから遠慮なく向けられる視線に縮こまってしまっていた。一応俺とエルマで挟んでできるだけ視線を遮っているが、あちこちから驚きよう愕がくの視線を向けられたり、ヒソヒソ話が聞こえてきたりする。ミミの容姿は本当にルシアーダ皇女と瓜うり二ふたつだからな……無理もないか。

   　顺带一提，梅伊是随从，所以没有座位。和她一样作为出席者随从列席的人们，都站在会场后方的墙边。

   　ちなみに、メイは従者枠に入るので、席は用意されていない。彼女と同様に出席者の従者としてこの場に参列している人々は会場後方の壁際に立って並んでいる。

   「露西亚达皇女殿下入场。各位请起立迎接。」

   「ルシアーダ皇女殿下が入場されます。皆様、席を立ってお出迎えください」

   　听到主持人这么说，我立刻站了起来。我对古兰坎帝国没有敌意，而且在这里无意义地表现出不服从的态度，对谁都没有好处。

   　司会の人からそんな声がかかったのですぐに立ち上がる。別に俺はグラッカン帝国に対して敵てき愾がい心しんも何も持っていないし、ここで無意味に不服従の姿を晒さらしても誰だれも得をしないからな。

   　所有人都站了起来，随后伴随着庄严的音乐，一位身穿优雅礼服的美少女从仪式会场的深处现身了。嗯，这样一看就明白了。即使从远处看，她也真的和米米一模一样。虽然头发比米米稍长，胸部也比米米小一些——即便如此也比艾尔玛大——但五官确实和米米如出一辙。

   　全員が起立すると、すぐに荘厳な音楽と共にセレモニー会場の奥のほうから上品なドレスを着た美少女が現れた。うん、こうやって見るとわかる。遠目に見ても本当にミミにそっくりだな。ミミよりも若干髪の毛が長くて胸の大きさは控えめになって──それでもエルマより大きいが──いるけど、顔立ちは確かにミミと瓜二つだ。

   　她静静地走向自己的座位——那张豪华的王座——然后规规矩矩地并拢双腿，坐在椅子上。接着她环视会场，视线固定在我们这边，一瞬间睁大了眼睛。恐怕是看到被我和艾尔玛夹在中间，和自己长得一模一样的人而吓了一跳吧。从她的反应来看，她似乎事先就知道了米米的事。

   　彼女はしずしずと自分の席──あの豪華な玉座めいた椅子だ──へと進み、お行儀良く膝ひざを揃そろえて椅子に腰掛けた。そして会場内を見回してから俺達の方向へと視線を定め、一瞬目を見開く。恐らく俺とエルマに挟まれて座っている自分と瓜二つの顔を見てびっくりしたのだろう。あの反応を見る限り、ミミのことについては予あらかじめ聞いていたようだな。

   　露西亚达皇女殿下入场后不久，仪式便开始了。这次仪式的亮点是被授予金星勋章的我，但除了我以外还有很多人也获得了勋章。据说不仅是关于前几天的结晶战役，古兰坎帝国各地还有许多人因为其他各种功绩而被授予勋章。

   　ルシアーダ皇女殿下の入場から程なくしてセレモニーが始まった。今回のセレモニーの目玉はゴールドスターを叙勲される俺だということだが、俺以外にも叙勲される人は多くいる。なんでも先日の結晶戦役に関するものだけではなく、その他にも様々な功績で叙勲される人々がグラッカン帝国中から集まっているらしい。

   　在古兰坎帝国广阔的版图中，似乎经常有人做出值得受勋的贡献，所以每过一两个月就会举行一次这样的授勋仪式。

   　大変広いグラッカン帝国の版図の中では日常的に受勲に値する働きをする者がいるらしく、一月か二月に一度はこういった叙勲式が開かれているのだそうだ。

   「这次讨伐的母体水晶，预计可以挖掘出大量的稀有水晶，而且根据研究结果，或许还能持续产出稀有水晶——」

   「今回討伐されたマザー・クリスタルからは莫ばく大だいな量のレアクリスタルの採掘が見込まれており、更に研究次第では継続的にレアクリスタルを──」

   　一开始是针对琐碎的研究和文化方面的功绩进行授勋，随着仪式进行，授勋对象逐渐转向经济、军事方面的功绩。我本来以为会一直听到无聊的话题，所以并没有抱太大期待，但意外的是，话题一直都很有趣。现在正好在讨论如何有效利用前几天的结晶战役中，被我成功刺穿心脏的母体水晶。

   　最初は細々とした研究や文化的な功績への叙勲が行われ、後半に行くに従って経済、軍事関係の功績へと叙勲対象者がシフトしてきた。つまらない話を延々と聞かされるのかと思って正直あまり期待していなかったのだが、意外と面白い話が続いている。今は丁度先日の結晶戦役で俺がトドメを刺すことに成功したマザー・クリスタルの有効活用についての話だな。

   　虽然早就知道可以从母体水晶的尸体中获得大量的水晶系素材，但帝国似乎打算利用母体水晶的尸体进行类似结晶生命体的养殖。据说母体水晶的尸体还残留着吸收脉冲释放的能源并『增殖』的机能。主持人解释说，如果顺利的话，或许可以源源不绝地挖掘出水晶素材。

   　マザー・クリスタルの死し骸がいから大量のクリスタル系素材を手に入れられるのはわかっていたことだが、帝国はマザー・クリスタルの死骸を利用して結晶生命体の養殖のようなことをするつもりらしい。なんでもマザー・クリスタルの死骸にはパルサーの放つエネルギーを吸収して『増殖』する機能が残っているとかなんとか。上う手まくいけば尽きることなくクリスタル素材を採掘できるだろうと司会の人が解説している。

   　从结晶生命体身上获得的水晶素材可以作为激光武器的核心材料，也可以用来制作装甲。我记得它作为殖民卫星的结构材料也很优秀吧？不仅坚固，还具有柔软性，如果加工得当，应该还能赋予自动修复损伤的功能。

   　結晶生命体から手に入るクリスタル素材はレーザー兵器のコア素材になるし、装甲にも使える。確かコロニーの構造材としても優秀なんじゃなかったかな？　丈夫なのに柔軟性があって、上手く加工すれば損傷を自動的に回復するような機能もつけられたはずだ。

   　我记得装备了具有相同特征的水晶框架和结晶复合装甲的探测船，对于专门进行长期无法接受修理和补给的深空探测的冒险家玩家来说，是非常宝贵的。虽然因为防御力不高，不太适合战斗。啊，我记得它还有比普通装甲更耐激光武器的特征。即便如此，我也不用。

   　同じような特徴を持つクリスタルフレームや結晶複合装甲を装備した探査船は、長期間修理や補給を受けられない深宇宙探査を専門とする冒険家プレイヤーに重宝されていた覚えがある。防御力がさして高くないから戦闘にはあまり向かないんだけどな。ああ、通常の装甲よりもレーザー兵器に対する耐性が高いという特徴はあったか。それでも俺は使わないけど。

   　不久，主持人结束了说明，开始对结晶战役的功臣进行授勋。在作战计划和结晶生命体的情报分析方面取得显著功绩的瑟琳娜少校被授予了白银光芒勋章，听起来很厉害的勋章。

   　やがて司会者の説明が終わり、結晶戦役功労者への叙勲が始まる。作戦立案や結晶生命体の情報分析において顕著な功績を認められたセレナ少佐には白銀光こう芒ぼう勲章というなんだか凄すごそうな勲章が授与されていた。

   「最后，在耶伦星系的对母体水晶讨伐战中，露西亚达皇女殿下将亲自授予在战斗中做出巨大贡献，并且驾驶小型舰艇接近母体水晶，给予其决定性一击的佣兵船长希罗勋章」

   「最後にイェーロム星系における対マザー・クリスタル討伐戦において大きな働きをし、更に小型艦でマザー・クリスタルに肉薄して決定的な一撃を加えた傭よう兵へいのキャプテン・ヒロに対し、ルシアーダ皇女殿下より直々に勲章が授与されます」

   「什么？」

   「なぬ？」

   「诶？」

   「うぇ？」

   「诶？」

   「えっ？」

   　我可没听说过这事。除了我们以外的参加者似乎也感到意外，现场一片哗然。不过，当露西亚达皇女殿下从座位上站起来后，喧闹声立刻平息了。

   　そんな話は聞いていないぞ。俺達以外の参加者も予想外だったのか、場がざわめく。しかし、そのざわめきもルシアーダ皇女殿下が席を立ったことですぐに収まった。

   「船长希罗和船员米米，以及威尔罗斯子爵千金艾尔玛・威尔罗斯，请上前」

   「キャプテン・ヒロとクルーのミミ、エルマ・ウィルローズ子爵令嬢は前へ」

   　露西亚达皇女殿下用虽然不大却很清晰的声音叫我们。这样一来我们也只能做好觉悟了。我们三人从座位上站起来，由我带头走向皇女殿下。

   　そんなに大きくはないのによく通る声でルシアーダ皇女殿下が俺達を呼び出す。そうなると俺達も覚悟を決めるしかない。三人で席を立ち、俺が先頭となって皇女殿下の下へと向かう。

   「你就是船长希罗吗……这是我第一次见到佣兵」

   「貴方がキャプテン・ヒロですか……傭兵の方とお会いするのはこれが初めてです」

   「嗯，怎么说呢……希望没有让你失望」

   「えぇ、まぁ、なんというか……失望させていなければ良いんですが」

   　她给出了一个让人难以回答的评价。要是说太多的话可能会露出马脚，所以希望她能快点把勋章给我然后结束。

   　なんとも答えに窮するコメントをしてくれるものだ。あまり喋しやべるとボロが出そうだからとっとと勲章を渡して終わりにして欲しいんだが。

   「我有点羡慕威尔罗斯子爵千金。我也想像叔祖母大人一样在宇宙中翱翔……有机会的话请告诉我你的经历」

   「ウィルローズ子爵令嬢が少し羨うらやましいです。私も大おお叔お母ば様のように宇宙を飛び回ってみたいものですね……いずれお話を聞かせてください」

   「好的，有机会的话」

   「はい、機会があれば」

   　艾尔玛优雅地行了一礼。嗯，真是得体啊。不愧是子爵千金。

   　エルマが優雅にお辞儀をする。ううむ、堂に入っているな。流石は子爵令嬢か。

   「你就是米米小姐吧。真的和我很像呢」

   「貴方がミミさんですね。本当に、私とそっくりなのですね」

   「是，是的。那个，非常抱歉」

   「は、はい。その、申し訳ありません」

   「你不需要道歉啊」

   「謝ることなんて何もないではありませんか」

   　露西亚达皇女殿下轻声笑了起来。唔，她一笑起来就越来越像米米了。

   　ルシアーダ皇女殿下がクスクスと笑う。ううむ、笑うとますますミミとそっくりだな。

   「其实我很想和你好好聊聊，不过还是留到以后吧。那么，船长希罗。为了表彰你在对抗母体水晶一战中的勇敢行为，授予你一等星芒十字勋章」

   「本当はゆっくりお話がしたいのですが、それは後のお楽しみとしておきましょう。では、キャプテン・ヒロ。対マザー・クリスタル戦における貴方の勇敢な行動を称たたえ、一等星せい芒ぼう十字勲章を与えます」

   「我诚心接受」

   「有り難く拝受致します」

   　我低下头，从露西亚达皇女殿下手中接过勋章。不愧是金星，勋章是金光闪闪的金色。镶嵌在中央的鲜红宝石看上去也很昂贵。

   　頭を下げ、ルシアーダ皇女殿下の手から勲章を拝受する。流石にゴールドスターと言うだけあって金色でピカピカキラキラである。中央に配置された真紅の宝石も見るからに高そうだ。

   「如果可以的话，希望你今后也能为帝国效力」

   「叶かなうならば、これからもその力を帝国のために役立ててください」

   「是，视报酬而定」

   「はっ、報酬次第でお引き受け致します」

   　要是现在答应下来，感觉会顺势被编入帝国航宙军，所以虽然觉得有些失礼，我还是用佣兵的口吻回答了。

   　ここでＹＥＳと答えてしまうとそのままなし崩し的に帝国航宙軍に組み入れられてしまいそうなので、無礼かなとは思いつつ傭兵らしく答えておく。

   「哎呀，不愧是佣兵。那么，为了让你这样的优秀佣兵留在帝国，帝国也得好好想想办法才行」

   「まぁ、流石は傭兵ですね。では、貴方のような優秀な傭兵に帝国内に留とどまってもらえるよう、帝国としても何か策を練らねばなりませんね」

   「哈哈哈……还请手下留情」

   「ハハハ……お手柔らかにお願い致します」

   　听到皇女殿下说出“制定对策”这种可怕的话，我不由得露出僵硬的笑容。真的好可怕，拜托别这样。要是回过神来发现自己被五花大绑，我可要卷起尾巴逃到邻国了。

   　策を練るとか怖いことを言う皇女殿下に思わず引き攣った笑みがこみ上げてくる。マジで怖いからやめていただきたい。気がついたら柵しがらみで雁がん字じ搦がらめ、なんて状況になったら俺はケツ捲まくって隣国に逃げるぞ。
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   「那么，待会儿见」

   「それでは、また後で」

   　我向小声说完话的露西亚达皇女殿下低头行礼，然后回到为我准备的座位上。那位公主殿下真是的，居然给我准备了这么大的惊喜。平时总是从容不迫的艾尔玛现在也罕见地一脸憔悴。米米都快失神了。她嘴里是不是冒出了灵魂？没事吧？

   　小声でそう言うルシアーダ皇女殿下に頭を下げて用意された席へと戻る。なんつうサプライズを仕掛けてくるんだ、あのお姫様は。いつもは余裕たっぷりのエルマが珍しく憔しよう悴すいしてるじゃないか。ミミなんて半ば放心してるぞ。口からエクトプラズムとか出てない？　大丈夫？

   　授予我金星勋章的露西亚达皇女殿下和出现时一样，踩着优雅而楚楚动人的步伐离开了典礼会场，我们所有参加者都站起来目送她离开。然后主持人宣布闭会，授勋典礼终于结束了。

   　俺にゴールドスターを授けたルシアーダ皇女殿下は現れた時と同じくしずしずと優雅かつ楚そ々そとした足取りでセレモニー会場を後にし、俺達参加者は全員で席を立ってそれを見送った。そして司会の人が閉会宣言をしてやっと叙勲セレモニーの終了である。

   　时间大概是一个半小时左右吧？考虑到在帝都度过的时间，这一个半小时真是短暂。

   　時間にして一時間半程だろうか？　この一時間半のために帝都で過ごした時間を考えると実に呆あつ気けないものである。

   「哈——结束了结束了。那我们回——」

   「はー、終わった終わった。じゃあ帰──」

   「你这家伙！刚才对露西亚达皇女殿下无礼的发言是怎么回事！？」

   「貴様！　先程のルシアーダ皇女殿下に対する無礼な言葉は何だ!?」

   


   　问题：请回答我刚以为麻烦事结束的瞬间，又被卷入更大麻烦时的心情。

   　問：面倒事が終わったと思った瞬間、更なる面倒事に巻き込まれた俺の心情を答えなさい。

   　答案：你这家伙……想干什么？

   　答：なんだァ？　てめェ……？

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　没想到他居然会在这个时候找我麻烦。总之，被缠上的我立刻看向瑟琳娜少校。

   　まさかこのタイミングで仕掛けてくるとはたまげたなぁ。とりあえず、絡まれた俺はすぐさまセレナ少佐に視線を向けた。

   　喂，快想想办法啊——她似乎正确理解了我视线中的意思。

   　おい、どうにかしろよ──という俺の視線の意味を彼女は正確に汲くんだのであろう。

   　瑟琳娜少校的脸颊抽搐了一下，清了清嗓子后，向脸上青筋暴起的年轻贵族——看他腰间佩剑，应该是贵族吧——说道。

   　セレナ少佐は頰ほおを引ひき攣つらせ、咳せき払ばらいを一つしてから青筋を浮かべている若い貴族──腰に剣を差しているから貴族だろう──に話しかける。

   「克莱亚斯男爵。能请您就此收手吗？他不是光荣的帝国贵族，而是连臣民都算不上的佣兵。换句话说，他等同于其他国家的人。期待他对皇室的忠诚能与帝国贵族相提并论，未免太过苛刻。」

   「クライアス男爵。どうかその辺りで矛を収めていただけませんか。彼は栄えある帝国の貴族どころか臣民でもない傭兵なのです。いわば他国の人間に等しい。彼に帝国貴族と同等の帝室への忠誠を期待するのは酷というものでしょう」

   「我自认为有对他抱持一定的敬意哦？」

   「一定の敬意は払っているつもりだぞ？」

   　听到我的发言，瑟琳娜少校狠狠地瞪了我一眼。她似乎想叫我闭嘴。是是是，悉听尊便。

   　俺の発言にセレナ少佐がギロリと睨にらみつけてくる。黙っていろと言いたいらしい。へいへい、仰せのままに。

   「但是，这个男人在皇帝陛下的温情下，受领了银剑翼突击勋章和一等星芒十字勋章。受了如此大恩，却做出那种发言，实在难以原谅！」

   「しかしその男は皇帝陛下の温情で銀剣翼突撃勲章と一等星芒十字勲章を拝受した身だ。そこまでの恩を受けてのあの発言、度し難い！」

   　喂喂，擅自评价并擅自决定授勋的可是帝国哦。因为评价了你，所以要心怀感激，你以为你是谁啊？银河帝国大人吗？嗯，是挺伟大的。嗯。

   　オイオイ勝手に評価して勝手に叙勲することに決めたのは帝国だろうが。評価してやったんだから恩を感じろよとか何様だよ？　銀河帝国様か。うん、まぁ偉いな。うん。

   　但是这下子不行了。被他这么一说，瑟琳娜少校就无法反驳了。真是的，再加把劲啊。就是因为这样，少校才让人觉得遗憾啊。

   　だがこれはダメだな。この切り口で攻められるとセレナ少佐では反論できまい。もっと頑張れよ、もう。これだから少佐殿は残念なんだよ。

   「恕我直言，克莱亚斯男爵大人。我不管怎么说都是佣兵。佣兵是为报酬而行动的。因为恩情和义气而行动的佣兵，就不是佣兵了。而且，为了其他同行，我不能为恩情和名誉这种无形的东西而行动。和能靠领地税收和帝国俸禄过活的贵族大人不同，我们要是得不到报酬，连明天的饭都吃不起了」

   「お言葉ですが、クライアス男爵様。俺はどうあっても傭兵なのです。傭兵を動かすものは報酬。恩や情で動く傭兵など傭兵ではありません。また、他の同業者のためにも恩や情、名誉などという形のないもので働くわけには参りません。領地からの税収や帝国から受け取る俸ほう禄ろくで生きていくことのできる貴族様と違い、我々は報酬を得なければ明日の食事にも困るようなことになりかねませんので」

   「什……！？」

   「なっ……!?」

   　我的话让克莱亚斯男爵哑口无言。不只是他，周围的贵族中似乎也有人哑口无言。

   　俺の物言いにクライアス男爵が絶句する。彼だけでなく、周りの貴族にも絶句している人がいるようだ。

   「说到底，男爵您对我这样的佣兵有什么要求？我只是个运气好，工作得到认可，偶尔能拿到勋章的卑微佣兵。这样的男人突然说『我因为得到勋章，对伟大的帝国产生了忠诚心！』，反而让人无法相信吧？」

   「そもそも、男爵は俺のような傭兵に何を求めておいでなのです？　俺は運良く働きを評価され、たまさか勲章を頂けることになっただけのケチな傭兵です。そのような男が勲章を貰もらったことによって偉大なる帝国への忠誠に目覚めました！　と急に言い始めても逆に信用ならないのでは？」

   「唔……」

   「むっ……」

   　怒气冲冲的克莱亚斯男爵无言以对。现在正是进攻的时候。

   　いきり立っていたクライアス男爵が言葉に詰まる。ここが攻め時だな。

   「只要能得到正当的评价和报酬，我今后也愿意为帝国效力。我刚才的发言就是这个意思。聪明的露西亚达皇女殿下应该也是理解了这一点，才没有责怪我吧」

   「正当な評価と報酬を頂けるのであれば、今後も帝国のお役に立ちたい。そういう意味で傭兵なりの信義を尽くします、というのが先程の俺の発言の意味です。聡そう明めいなルシアーダ皇女殿下はそうと理解した上で俺を咎とがめなかったのだと思いますが」

   「唔……」

   「ぬぅ……」

   　实际上露西亚达皇女殿下也没有责怪我的发言，只要搬出她来，这个男爵大人就无话可说了。话说，我都已经获得金星勋章了，待遇应该相当于子爵了吧？随便就被男爵纠缠，这算什么事啊。

   　実際にルシアーダ皇女殿下は俺の発言を咎めなかったので、彼女を引き合いに出せばこの男爵様は何も言えまい。というか、ゴールドスターを受勲したんだから俺ってもう扱いとしては子爵相当のはずだよな？　こんな気軽に男爵に絡まれるのってどうなのよ。

   「到此为止，克莱亚斯男爵」

   「そこまでだ、クライアス男爵」

   　一个男人——爷爷用低沉的声音说道，他拨开人群走了出来。他身材高大，体格健壮，头发茂密，白发十分显眼。他有着一双像鹰一样锐利的黑色眼睛，和我一样腰间挂着大小两把剑。

   　重々しい声が響き、人垣を搔かき分わけて一人の男──爺じい様が現れる。背が高く、がっしりとした身体からだつき。白しら髪がの目立つ豊かな頭髪。鷹たかのように鋭い黒い瞳ひとみに、俺と同じように腰に差した大小二本の剣。

   「呃」

   「うげ」

   「你看起来很健康，真是太好了，船长希罗」

   「壮健のようで何よりだな、キャプテン・ヒロ」

   「哈，哈哈……达连瓦尔德伯爵，您好」

   「は、はは……これはどうも、ダレインワルド伯爵」

   　克莉丝的祖父亚伯拉罕・达连瓦尔德伯爵拨开人群出现在我面前。我实在不擅长应付这个人。他基本上不说话，而且总爱瞪着我。

   　人垣を割って俺の前に現れたのはクリスのお祖じ父いさんであるアブラハム・ダレインワルド伯爵その人であった。どうにも苦手なんだよな、この人は。基本的に無口だし、なんだかやたら睨みつけてくるし。

   「同为帝国贵族，你的忠诚心确实值得信赖，但做得太过火，违背露西亚达皇女殿下的意愿，这可不行啊」

   「卿きようの忠誠心は同じ帝国貴族としては頼もしい限りだが、行きすぎてルシアーダ皇女殿下の意に沿わぬようなことをするのは如何いかがなものかな」

   「达连瓦尔德伯爵的意思是我的行动违背了皇女殿下的意愿吗？」

   「ダレインワルド伯爵は私の行動が皇女殿下の意に反するものだと仰おつしやるのか？」

   「皇女殿下没有责怪船长希罗，这就是一切」

   「皇女殿下はキャプテン・ヒロを咎めなかった。それが全すべてであろう」

   　克莱亚斯男爵带着杀气瞪着达连瓦尔德伯爵，而达连瓦尔德伯爵正面承受他的视线，严肃地说道。在紧张的气氛中，第三——不，第四个人的声音插了进来。

   　殺気すら滲にじませて睨みつけてくるクライアス男爵の視線を真正面から受け止めながらダレインワルド伯爵が厳かにそう言う。緊迫した空気が漂う中、第三──いや、第四の声が場に割り込んできた。

   「抱歉打扰你们谈话，陛下吩咐我带船长希罗和他的同伴们过去」

   「取り込み中のところすまないが、陛下がキャプテン・ヒロとその仲間達を連れてくるようにと仰せだ」

   　插话的是艾尔玛的爸爸——埃尔多穆·威尔罗斯子爵。为什么是他来叫我们？难道是在调查我们的时候，艾尔玛的事情被皇帝陛下知道了，所以他才成了传唤我们的使者？我一个佣兵完全不懂宫廷里有什么政治力量在运作。他好像在内务府工作，所以也不是不可能。

   　場に割り込んできたのはエルマのパパ──エルドムア・ウィルローズ子爵その人であった。何な故ぜ彼が俺達を呼びに来るのか？　俺達の調査をした際にエルマの事が皇帝陛下に知られて、その線で彼が呼び出しの使者になったのか？　宮廷でどんな政治的力学が働いているのか傭兵の俺には全くわからんな。内務府に勤めているらしいし、あり得なくもないのかね。

   「什……陛下吗！？」

   「なっ……陛下が!?」

   「我要带他们过去，没问题吧？」

   「彼らを連れて行くが、構わないな？」

   「……当然」

   「……勿もち論ろんだ」

   　对于狂热支持皇室的克莱亚斯男爵来说，皇帝陛下的命令是绝对的，他只能退让。达连瓦尔德伯爵也后退了一步。

   　帝室の熱狂的なシンパであるクライアス男爵としては皇帝陛下の命と言われれば引き下がるしかないのだろう。ダレインワルド伯爵も一歩身を引いた。

   「船长希罗」

   「キャプテン・ヒロ」

   「在」

   「はい」

   「克莉丝想见你。在帝都的这段时间，记得来我家一趟」

   「クリスが会いたがっている。帝都にいる間に我が屋敷に足を運ぶように」

   「好的」

   「はい」

   「嗯」

   「うむ」

   　达连瓦尔德伯爵点了点头，转身潇洒地离开了。只说了最低限度的话啊……他就是这种性格，所以才没能阻止儿子们的争斗吧。

   　ダレインワルド伯爵が頷うなずき、身を翻して颯さつ爽そうと去っていく。必要最低限のことだけを話していったな……あの人、あんな調子だから息子達の争いを止められなかったんじゃないだろうか。

   「就是这样」

   「そういうことだから」

   「好的好的……」

   「はいはい……」

   　在阻止克莱亚斯男爵的时候完全没派上用场的瑟琳娜少校一脸疲惫地说道，然后随意地挥了挥手。虽然她是侯爵千金，但面对贵族的家主，她也没办法摆出强硬的态度吧。

   　クライアス男爵を止めるのに何の役にも立たなかったセレナ少佐が疲れた様子でそう言ってぞんざいに手を振る。侯爵令嬢とは言っても貴族の当主にはあまり強く出られないのかね。

   「你和达连瓦尔德伯爵有什么关系吗？」

   「ダレインワルド伯爵と何か縁が？」

   「嗯，算是吧，因为工作上的关系」

   「ええまぁ、ちょっと仕事で」

   　埃尔多穆——艾尔玛的爸爸迈开脚步，向我们询问了和达连瓦尔德伯爵的关系，但我没有告诉他具体内容。毕竟这是达连瓦尔德伯爵家的内部纠纷，而且作为佣兵，把接受的委托内容随便说出去是不称职的。

   　歩き出したエルドムア──エルマのパパが俺達とダレインワルド伯爵の関係について聞いてきたが、俺は内容についてははぐらかしておいた。ダレインワルド伯爵家のお家騒動に関する話だし、そもそもの話として受けた依頼の内容をベラベラと喋るようなのは傭よう兵へいとして失格だろう。

   「嗯……算了。跟我来吧」

   「ふむ……まぁ良い。ついてきたまえ」

   　艾尔玛的父亲埃尔多穆·威尔罗斯子爵带头走了起来，我们跟在他后面离开了典礼会场。站在墙边的梅伊也紧紧跟了上来，在走出典礼会场的时候，她还向关注着这边的贵族们礼貌地行了一礼。真是周到啊。

   　エルマの父であるエルドムア・ウィルローズ子爵が先に立って歩き始めたので、その後についてセレモニー会場を後にする。壁際に立っていたメイもしっかりとついてきて、セレモニー会場を出る際にこちらに注目していた貴族達に丁寧にお辞儀をしていた。如才ないなぁ。

   「不过刚才真是吓了一跳啊。我还以为会突然被砍呢」

   「しかしさっきは驚いたな。いきなり斬りかかられるかと思ったぞ」

   「怎么可能……就算是再怎么顽固的白刃主义者，也不会因为那种程度的事情就提出决斗。不过要是希罗做了什么让露西亚达皇女殿下生气的不敬行为，就不知道会变成什么样了」

   「そんなわけないでしょう……いくらガチガチの白刃主義者でもあの程度のことで決闘を挑んできたりはしないわよ。ヒロがルシアーダ皇女殿下を怒らせるような不敬を働いていたらどうなっていたかわからないけど」

   「贵族好可怕啊」

   「貴族怖いなぁ」

   「我也是贵族啊」

   「私もその貴族なんだがね」

   　走在前面的埃尔多穆这么说着，回头瞥了我一眼。

   　前を歩いていたエルドムアがそう言ってチラリと振り返ってくる。

   「父亲大人？」

   「父様？」

   「我知道的。米尔法和艾尔芬都再三叮嘱过我了。而且，事到如今就算把他砍了也无济于事吧？」

   「わかっているよ。ミルファとエルフィンにはきつく言い含められているからね。それに、今更彼を斬り捨てたところでどうしようもないんだろう？」

   「嗯，是啊，那个，是的」

   「ま、まぁ、その、そうね」

   「哈啊啊啊～……」

   「はぁぁぁ～……」

   　听到艾尔玛的回答，埃尔多穆垂下肩膀，深深地叹了口气。虽然他的反应很激烈，但作为父亲，心情果然很复杂吧？一定是这样。如果我有了女儿，等她哪天带男人回家，我或许也会做出同样的反应。

   　エルマの返事を聞いたエルドムアが肩を落としてクソデカい溜ため息いきを吐つく。物もの凄すごい激烈な反応だが、やはり父親としては複雑なものなのかね？　きっとそうなんだろうな。俺にも娘が生まれて、そのうちに男でも連れてきたら同じような反応をするのかもしれない。

   「当父亲的真辛苦啊。」

   「男親って大変なんだな」

   「总有一天你也会明白的……」

   「いつか君にもわかる日が来るさ……」

   　埃尔多穆用仿佛从丹田挤出来的声音说道，同时用阴沉的视线看向我。虽然不知道是二十年后还是三十年后，又或者是在更早之前，但他说得一定没错。到时候为了不被女儿讨厌，我得尽可能保持宽容的心态……不，可能还是不行。

   　エルドムアが腹の底から絞り出すような声でそう言ってジトリとした視線を向けてくる。二十年後か三十年後か、それともそれよりもっと前かはわからんが、きっと彼の言う通りなんだろうな。その時は娘に嫌われないよう、可能な限り寛大な心を……いや無理かもしれん。

   　之后我默默地跟在埃尔多穆身后，途中还搭乘了帝城内的高速列车，一路向帝城深处走去。

   　その後は黙ってエルドムアの後について歩き、帝城内高速列車を使った移動も挟んで帝城の奥へと向かう。

   「从这里开始就是真正的帝城了。也就是皇室成员的私人区域。」

   「この辺りからが本当の帝城となる。つまり、帝室の方々の私的な区画だな」

   「原来如此。」

   「なるほど」

   　在来到这里之前，我们经过了好几次由持剑的士兵——近卫兵把守的类似大门的地方。不愧是古兰坎帝国皇帝的住所，戒备十分森严。在最初经过的大门，我们的武器全部被没收了，梅伊也被套上了手环型的限制器。据说这个限制器能将梅伊的身体能力降低到与人类几乎相同。

   　ここに来るまでに何度も剣を携えた兵士──近この衛え兵が詰めているゲートのような場所を通った。流石さすがにグラッカン帝国の皇帝がいる場所というだけあって警備は厳重であるようだ。最初に通ったゲートで武器の類は全部取り上げられたし、メイには腕輪型のリミッターがつけられた。なんでもメイの身体能力を人間とほぼ同等にまで下げてしまうものらしい。

   　话虽如此，即使输出功率下降，梅伊的人工皮肤下依然隐藏着由特殊金属制成的金属制肌肉纤维，比普通人重好几倍，而且坚固得多。

   　とはいえ出力が落ちてもメイの人工皮膚の下には特殊金属でできた金属製筋繊維が隠れているわけで、普通の人間よりも何倍も重量があるし頑丈なんだけどな。

   「我、我开始紧张了。」

   「き、緊張してきました」

   「是啊，我也是。」

   「そうね、私もよ」

   「这样啊，那可真辛苦。」

   「そうか、大変だな」

   「为什么希罗大人能这么平静……？」

   「なんでヒロ様は平気なんですか……？」

   「因为对方的身份太高，我没什么实感。」

   「相手の身分が高すぎて実感が湧わいてないんだと思うぞ」

   　话虽如此，对方毕竟是支配了银河几成的掌权者……还是注意一下，别乱说话惹怒对方吧。现在的我虽然相当于子爵的白金位阶佣兵，但对方可是能随意使唤帝国航宙军的皇帝陛下。地位相差太大了。

   　とはいえ相手は銀河の何割かを支配している権力者だからな……下へ手たなことを言って怒らせないように気をつけよう。今の俺は子爵相当のプラチナランク傭兵かもしれないが、相手は帝国航宙軍を顎あごで使える皇帝陛下だ。格が違いすぎる。

   　就在我告诫自己不要说奇怪的话时，我们来到了一扇氛围明显与其他地方不同的豪华大门前。这里恐怕就是谒见厅之类的地方吧。

   　そうやって変なことを言わないように自分を戒めていると、明らかに他とは雰囲気の違う豪華な扉に行き着いた。恐らくここが謁えつ見けんの間的なサムシングなのだろう。

   「那么，我们走吧。陛下虽然为人随和，但你们绝对不能做出失礼之举」

   「では、行くぞ。陛下は気さくな方だが、決して無礼を働かないようにな」

   「我会尽力而为的」

   「ベストを尽くしますよ」

   「好的」

   「はいっ」

   「嗯，我知道了」

   「ええ、わかってるわ」

   　艾尔玛这么说着，朝我瞥了一眼。她是在担心我会不会做出什么奇怪的举动吧，我懂的。放心吧，我可是个只要想做就能做到的孩子。

   　エルマはそう言って俺にチラリと視線を向けてくる。俺が何かしないか心配なんですね、わかります。大丈夫だよ、俺はやればできる子だから。

  

 
  
   
    ＃8：皇帝的戏言

    ＃８：皇帝の戯たわむれ

   

   


   


   　我走进房间，发现这里是个气氛沉稳的接待室。比我想象中的要小两圈，但每件家具一看就知道是高级品。怎么说呢，每件家具散发的气场都不一样，甚至能感受到历史的厚重。

   　部屋に入ると、そこは落ち着いた雰囲気の応接室のような部屋だった。イメージしていたよりも二回りくらいは小さい印象を受ける。しかし調度品はどれも一目で高級品だろうとわかる。なんというか、一つ一つの品が醸し出すオーラが違うのだ。歴史を感じると言い換えても良い。

   　房间中央有两张人，坐在一张看起来很贵的木制圆桌旁。其中一人是中年男性，严肃的面容散发出非同寻常的气场。另一人是我熟悉却又陌生的面孔——露西亚达皇女殿下。

   　そして、その部屋の中央。これまた高そうな木製の丸いアンティークテーブルに着いている人物が二名。一人は一目で只ただ者ものではないと感じさせるオーラを放つ厳しい顔の中年男性。もう一人は見慣れているけど、見慣れていない顔──ルシアーダ皇女殿下その人であった。

   「陛下，我将佣兵船长希罗和他的同伴带来了。」

   「陛下、傭兵のキャプテン・ヒロとその仲間をお連れ致しました」

   「嗯。」

   「うむ」

   　中年男性对埃尔多穆的话重重地点了点头，直勾勾地盯着我的眼睛。我感觉不能移开视线，于是也回盯着他。

   　エルドムアの言葉に中年男性が重々しく頷き、ジッと俺の目を見つめてきた。なんだか目を逸そらしてはいけないような気がしてこちらからもジッと中年男性を見つめ返す。

   「……你是什么人？」

   「……其方そなたは何者だ？」

   　被埃尔多穆称为陛下的中年男性——古兰坎帝国的皇帝向我问道。这个问题很抽象，甚至可以说是哲学性的。简单来说就是“这家伙在说什么？”的感觉。

   　エルドムアに陛下と呼ばれた中年の男性──つまりグラッカン帝国の皇帝は俺にそう問いかけてきた。抽象的な問いかけだ。哲学的とすら言える。平たく言えば何言ってんだこいつ？　って感じだ。

   「呃，我是佣兵。」

   「ええと、傭兵ですが」

   「嗯，是啊。你确实是佣兵。我也是这么听说的。但是，我问的不是这种表面的事情。我是在问，自称船长希罗的你究竟是什么人？」

   「ふむ、そうだな。確かに傭兵だ。我もそう聞いておる。だが、我が問うているのはそのような表層的な事柄ではない。キャプテン・ヒロと名乗る其方は何者なのか、と問うている」

   　这位皇帝陛下到底在说什么啊。

   　本当に何を言っているんだ、この皇帝陛下は。

   「您是哲学意义上的提问吗？」

   「それは哲学的な意味ででしょうか？」

   　皇帝陛下没有理会歪着头的我，继续说道。

   　首を傾かしげる俺を余よ所そに、皇帝陛下は言葉を続ける。

   「你某一天突然出现在这个宇宙。帝国历5672年8月4日，特梅因星系的星区α，恒星系雷达首次观测到了你的船。你的船突然毫无征兆地出现在那里。不仅没有发生从超空间跃出时产生的时空震，也没有观测到任何其他能量波，仿佛从一开始就存在于那里。」

   「其方はある日突然この宇宙に現れた。帝国暦５６７２年８月４日、ターメーン星系のセクターαにおいて、恒星系レーダーが初めて其方の船を観測した。突如、何の前触れもなく其方の船はそこに現れた。ハイパースペースからのワープアウト時に発生する時空震だけでなく、その他のエネルギー波も一切観測されないまま、まるで最初からそこに在ったかのようにな」

   　皇帝无视我的问题，朗朗地说道。其内容让我产生了危机感。如果皇帝是在知道这些信息的情况下提出刚才的问题，那么其含义就和我所认知的完全不同了。

   　俺の質問を無視して皇帝は朗々と言葉を紡いだ。その内容に俺は危機感を覚える。皇帝がその情報を知った上で先程の質問をしてきたのだと言うのなら、その意味合いは俺が認識していたものと大きく変わってくる。

   「之后的行动也追踪到了。你将出处不明的高纯度稀有金属变现，暂时待在船上收集情报。搜索内容也相当有意思。索鲁、半人马α、巴纳德、天狼星、小犬座、南鱼座……你似乎在银河地图上搜索了这些名字的恒星系？」

   「その後の行動も追跡できている。出処不明の高純度レアメタルを換金し、暫しばらく船に籠こもって情報収集をしたようだな。その検索内容も実に興味深い。ソル、アルファ・ケンタウリ、バーナード、シリウス、プロキオン、タウ・セチ……ギャラクシーマップでそんな名前の恒星系を探したようだな？」

   「……」

   「……」

   　皇帝列举的都是我来到这个世界，刚抵达特梅因主要后立刻收集情报时输入的搜索关键词。

   　皇帝が列挙したのは俺がこの世界に来て、ターメーンプライムに着いてすぐに行った情報収集の際、俺が打ち込んだ検索ワードだ。

   「输入文字的速度，重复搜索同一个关键词的次数和时间，以及切换关键词的速度。情报分析官说，他看到你找不到绝对应该存在的东西而感到困惑」

   「文字入力の速度、同じワードでの再検索回数とそのタイミング、ワードからワードへの切替速度。情報分析官は絶対にあるはずのものが見つからず困惑しているのが見て取れる、と言っていたそうだ」

   　讨厌，好可怕。不仅留下这种信息记录很可怕，能取得这种信息的机制也很可怕，能从这种信息中读取心理状态的情报分析官也很可怕。国家权力真可怕。

   　やだこわい。そんな情報のログまで残っているのも怖いし、そんな情報も取得できる仕組みになっているのも怖いし、そんな情報から心理状態を読み取る情報分析官とかいう奴やつも怖い。国家権力パネェ。

   「我投降，陛下」

   「降参です、陛下」

   　我举起双手，向皇帝陛下表示投降。看到我投降，皇帝陛下满意地露出笑容，点了点头。

   　俺は両手を挙げて言葉通りに降参の意を皇帝陛下に示した。その様子を見た皇帝陛下は満足そうに笑みを浮かべ、頷く。

   「嗯，很干脆。那么，就由你来详细说明你的身份吧」

   「うむ、潔し。では、其方の正体を其方自身の言葉によって詳つまびらかにせよ」

   「这会是个很长，而且很荒唐的故事」

   「長く、それに突拍子もない話になります」

   「无妨，说吧」

   「良い、話せ」

   　皇帝陛下说完后，用眼神催促我坐下。我看向埃尔多穆，他点了点头，于是我放弃抵抗，坐在了皇帝陛下和露西亚达皇女殿下所坐的古董桌旁的座位上。米米和艾尔玛也坐在我两侧。埃尔多穆和梅伊则站在远处看着我们。

   　そう言って皇帝陛下は席に着くように目で促してきた。エルドムアに視線を向けると頷いたので、観念して俺は皇帝陛下とルシアーダ皇女殿下が座るアンティークテーブルに用意された席に腰を下ろした。ミミとエルマも俺の両隣に座る。エルドムアとメイは離れたところに立ってこちらを見守るようだ。

   　陛下啪地弹了下手指，我们面前便出现了装有热茶的茶杯，接着连盘子上盛着的美味点心都出现了。我完全无法判断这是科幻技术的产物，还是魔法之类的东西。不管怎样，一切都准备就绪了。

   　陛下がぱちん、と指を鳴らすと俺達の前に温かいお茶の入ったティーカップが現れ、次いで皿に載った美お味いしそうなお菓子まで現れる。俺の目ではこれがＳＦ的な技術の産物なのか、それとも魔法的な何かなのか全く判別がつかない。何はともあれ、場は整えられたというわけだった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「哈哈哈！你和你优秀的女仆从贪婪的矮人那里砍价了三成，然后就顺利地得到了母船吗？」

   「ハハハッ！　そうして其方と其方の優秀なメイドは強欲なドワーフどもから三割も値切り、まんまと母船を手に入れたのか？」

   「是的，陛下。顺便一提，矮人在那之后也在帝都的殖民卫星里搞砸了。现在应该正为了调整对我们的采访而四处奔波吧」

   「はい、陛下。ちなみに、ドワーフはその後も帝都のコロニーでやらかしまして。今いま頃ごろは俺達への取材の調整に不眠不休で駆けずり回っていることでしょう」

   「哈哈哈！愉快痛快就是指这种情况吧！露西亚，你说是吧？」

   「はっはっは！　愉快痛快とはこのことだな！　なぁ、ルシアよ？」

   「是的，祖父大人」

   「はい、お祖じ父い様」

   　皇帝陛下呵呵大笑，露西亚达皇女殿下也跟着咯咯地笑了起来。

   　皇帝陛下が呵か呵か大笑し、ルシアーダ皇女殿下が釣られるようにクスクスと笑う。

   　皇帝陛下和露西亚达皇女殿下对我的身世——应该说是佣兵经历？冒险故事？表现出了浓厚的兴趣。米米的祖母瑟蕾丝蒂亚大人也是憧憬自由的生活而从皇室出走，或许皇室成员基本上都好奇心旺盛，憧憬着冒险和自由的生活。

   　皇帝陛下とルシアーダ皇女殿下は俺の身の上話──というか傭兵話？　冒険譚たん？　に大いに興味を示した。ミミの祖母であるセレスティア様も自由な生活に憧あこがれて帝室から飛び出したという話だが、基本的に帝室の方々というのは好奇心旺おう盛せいで冒険や自由な生活に憧れているのかもしれない。

   「露西亚啊，你要记住。只要放眼帝国的各个角落，无论哪个时代都会有几个像这家伙一样『拥有』的人」

   「ルシアよ、覚えておけ。帝国の隅々まで目を向けるとな、いつの時代にも此こ奴やつのような『持っている』人間というのが何人かおるのだ」

   「是，祖父大人」

   「はい、お祖父様」

   　露西亚达皇女殿下微笑着点了点头。

   　ニコニコと微ほほ笑えみながらルシアーダ皇女殿下が頷く。

   　嗯，这是那个吧。皇帝陛下彻底中意我了。不是作为朋友，而是作为观察对象或者鉴赏物，就是那种感觉。

   　うん、これはあれだ。皇帝陛下に思いっきり気に入られたな。友人としてとかそういう意味でなく、観察対象としてというか鑑賞物としてというか、そんな感じで。

   「像这种『拥有』的人，会将常人无法想象的因果吸引到自己身上。虽然方向性因人而异，这家伙的因果应该是麻烦事和女难吧？」

   「こういう『持っている』人間というのはな、常人では考えられんような因果をその身に引き寄せる。方向性はその者によって違うが、此奴に収束するのはトラブルと女難といったところかな？」

   「请饶了我吧，陛下。最近真的变得不是闹着玩的了。要是有人说了不吉利的话，真的就会变成那样」

   「勘弁してください、陛下。最近本当に洒落しやれにならなくなってきているんです。誰かが不吉なことを言うと、本当にその通りになるんですよ」

   「呵呵呵，既然你这么说，那应该就是如此吧。那么，我也来为你的命运增添一些色彩吧」

   「ククク、其方がそう言うのであればそうなのだろうな。どれ、では我からも其方の運命に彩りを加えてやろう」

   　皇帝陛下说着露出了坏笑。喂，住手啊笨蛋。银河帝国皇帝陛下的话太有分量了，这可不是闹着玩的。

   　そう言って皇帝陛下がニヤニヤと笑う。おいやめろ馬鹿。銀河帝国の皇帝陛下の言葉はあまりに重い。色々と洒落にならない。

   「埃尔多穆啊，我有旨意」

   「エルドムアよ、勅を発する」

   「在！」

   「はっ！」

   「我想见识一下这个男人，佣兵希罗的实力。从近卫骑士，帝国军人，贵族子弟，佣兵中选出一些高手。这是久违的一等星芒十字勋章的受勋者。应该有很多人想确认他是否真的拥有值得授予金星的实力吧」

   「我はこの男、傭兵ヒロの実力を目にしたい。近衛騎士、帝国軍人、貴族の子弟、傭兵から選えりすぐりの腕利きを集めよ。久方ぶりの一等星せい芒ぼう十字勲章の受勲者だ。ゴールドスターを授かるに足る力を本当に有しているのか確かめたい者も多いだろう」

   「遵旨」

   「御意」

   　喂！？你在说什么啊！？我差点忍不住站起来大喊，但艾尔玛从左边伸出手迅速堵住了我的嘴，米米从右边抱住了我，阻止我站起来。

   　おいぃぃぃ!?　何言ってんだてめえぇぇぇ!?　思わず叫んで立ち上がりそうになるが、左隣からエルマの手が伸びて俺の口を素早く塞ふさぎ、右隣からミミが抱きついてきて俺が立ち上がろうとするのを止める。

   「细节就交给你了，好好办吧。至于奖赏……对了，当船长希罗充分展示其实力之时，就授予希罗和米米一等帝国民身份，给予他们高级市民权。但是，不能授予爵位将他们束缚在帝国。因为如果做了那种事，这家伙就会逃出帝国吧」

   「仔し細さいは任せる、良きに計らえ。褒美は……そうだな、キャプテン・ヒロがその実力を十分に示した暁にはヒロとミミを一等帝国民とし、上級市民権を与えよ。ただし、爵位を与えて帝国に縛り付けることは罷まかりならん。そんなことをすれば此奴は帝国から逃げ出してしまうだろうからな」

   　不愧是皇帝陛下，真了解我。可恶。

   　さすが皇帝陛下、よくわかっていらっしゃる。クソが。

   「战胜佣兵希罗之人将获得名誉和奖赏，奖赏内容由胜者决定。但是——」

   「傭よう兵へいヒロに打ち勝った者には名誉と褒賞を与えよ。その者が望むものをな。ただ──」

   　皇帝陛下的视线转向米米和艾尔玛，然后又转向梅伊。

   　皇帝陛下の視線がミミとエルマに向けられ、次いでメイにも向けられる。

   「禁止对佣兵希罗的亲属出手。因为那样一来就会演变成互相残杀。朕也不想被这家伙讨厌。这个条件你应该也能接受吧？」

   「傭兵ヒロの身内に手を出すこともまた罷りならん。そうなると殺し合いになる故な。我も此奴に嫌われたくはない。この条件なら其方も納得できるであろう？」

   　说完，皇帝陛下再次露出坏笑。这家伙真是个混蛋。总有一天我要让他哑口无言。

   　そう言って皇帝陛下はもう一度ニヤリと笑った。本当にクソだなこの野郎。いつかギャフンと言わせてやるぞ。
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   「可恶……」

   「ちくしょう……」

   「这是陛下亲自下达的旨意……」

   「陛下直々の勅ですから……」

   「你就放弃吧……」

   「もう諦あきらめなさいよ……」

   　艾尔玛和米米从左右两边安慰着叹息的我。

   　嘆く俺をエルマとミミが左右から宥なだめる。

   　在法克皇帝陛下宣布『大家一起和船长希罗决斗吧！心跳☆御前比武』之后的一个小时。我们被皇帝陛下的『好意』安排住在帝城的宾客用房间，现在正坐在豪华舒适的沙发上。

   　ファッキン皇帝陛下の『皆でキャプテン・ヒロと決闘デユエルしよう！　ドキドキ☆御前試合トーナメント』開催宣言から一時間後。俺達は皇帝陛下の『ご厚意』によって帝城にある賓客用の部屋に滞在を許されることとなり、今は豪華で座り心地の良いソファに腰を落ち着けていた。

   「什么好意啊！这不就是软禁我们不让我们逃跑吗！」

   「何がご厚意だよ！　単に逃げられないように軟禁してるだけじゃねぇか！」

   「希罗大人！嘘！嘘！」

   「ヒロ様！　しーっ！　しーっ！」

   「不知道哪里有人在偷听，所以不要乱说话……」

   「どこで誰だれが聞いてるかわかんないんだから滅多なことを言うんじゃないわよ……」

   　米米慌慌张张地想要堵住我的嘴，艾尔玛则是一副毫不掩饰疲劳感的随便态度提醒我。你说不知道哪里有人在偷听，这里不是普通的单间——也就是说有被窃听或者监视的可能吗？原来如此。就算是宾客用的房间，也不能保证没有被安装那种东西。说到底，我们也不知道这里究竟是宾客用的房间，还是有其他用途的房间。

   　ミミが慌てて俺の口を塞ごうとし、エルマが疲労感を隠そうともしていない投げやりな態度で注意してくる。どこで誰がってお前、ここは普通の個室──つまり盗聴や監視の恐れがあるということか？　なるほど。賓客用の部屋だからってそういったものが仕掛けられていない保証はないよな。そもそも、ここが賓客用の部屋なのか、それとも他の用途の部屋なのかも俺達にはわからないわけだし。

   「总之我想换回平时的服装……」

   「とにかくいつもの服装に戻りたい……」

   　我解开立领上衣最上面的扣子，叹了口气。这件衣服毫无疑问是高档货，但和平时的佣兵服相比就是有种拘谨的感觉。

   　俺は詰襟になっている上着の一番上のホックを外し、溜ため息いきを吐ついた。この服は間違いなく上等な服なのだろうが、いつもの傭兵服に比べればどうにも堅苦しい感じがしていけない。

   「我也是……」

   「私もです……」

   「以前这可是很普通的……」

   「昔はこれが普通だったんだけどね……」

   　米米和艾尔玛也穿着高档礼服和装饰品，但果然还是平时的打扮更轻松。她们俩都摘下身上的装饰品，小心翼翼地放在沙发旁的边桌上。

   　ミミとエルマも上等なドレスや装飾品を身に着けているのだが、やはりいつもの格好のほうが気楽らしい。二人とも身を飾っていた装飾品を外し、慎重にソファ脇わきのサイドテーブルに置いたりしている。

   　我让梅伊去克里希那拿我们的衣服。本来我也想一起去，但梅伊自己说要我陪在她们身边。不知道她是担心米米和艾尔玛，还是想让我这个累得不行的人休息一下。

   　メイには俺達の服などを取りにクリシュナへ行ってもらっている。本当は俺も行こうとしたのだが、他ならぬメイ自身に二人の側そばにいるようにと言われたのだ。ミミとエルマを心配しての発言なのか、それとも疲れている俺を休ませようと思っての発言なのかはよくわからない。

   「你怎么看？」

   「どう思う？」
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   「什么怎么看？」

   「どう思うって、何が？」

   「皇帝陛下的意图啊。为什么想举办御前比武，为什么想让我们留在皇城。我完全搞不懂」

   「皇帝陛下の意図だよ。なんで御前試合なんて開こうと思ったのか、俺達を帝城に留とどまらせようと思ったのか。俺にはサッパリわからん」

   　听到我的疑问，艾尔玛思考了一会儿。

   　俺の発した疑問にエルマが暫し考え込む。

   「御前比武应该只是想确认希罗的实力吧。毕竟你可是以惊人的速度从青铜位阶一路升到白金位阶的新锐佣兵」

   「御前試合については本当にヒロの実力がどんなものなのか確かめたいだけじゃないかしら。驚くほどの短期間でブロンズランクからプラチナランクに駆け上がった新進気鋭の傭兵の実力をね」

   「原来如此？那可真是给我添了大麻烦啊」

   「なるほど？　滅め茶ちや苦く茶ちやいい迷惑だな」

   「都说了别这样……还有，让我们留在皇城应该也是为了防止你逃跑，同时也是为了保护你不受麻烦事牵连吧？你看，典礼结束的瞬间你就被缠上了吧？」

   「だからやめなさいって……あと、帝城に留まらせたのはヒロを逃さないようにするためというのもあるだろうけど、厄介ごとから守るためでもあるんじゃない？　ほら、セレモニーが終わった瞬間に絡まれたでしょう？」

   「啊，呃……某某卿是吧。好好好，我记得」

   「ああ、えーと……ナントカ卿きようね。はいはい覚えてる」

   「你根本没记住嘛……是克莱亚斯男爵。只要待在这里，就不会再被那种人缠上了。而且，只要你在御前比武中展示实力，今后被缠上的次数也会减少吧。」

   「覚えてないじゃない……クライアス男爵よ。ここにいればああいった手合いから絡まれることはなくなるわ。それに、御前試合で貴方あなたが実力を示せば今後絡まれることも少なくなるでしょう」

   「原来如此，考虑得真周到。」

   「なるほど、十分に配慮されていると」

   「不过……我想也是为了以防万一，不让希罗逃跑。」

   「まぁその……万が一にもヒロを逃さないためってのもあると思うけど」

   「也是呢——」

   「ですよねー」

   　就算不软禁我，我也不会逃跑的。如果在大张旗鼓地宣布要举办御前比武来测试我的实力之后逃跑，我的面子就全没了。顺便一提，主办御前比武的皇帝的面子，以及促成金星勋章的帝国航宙军的面子，还有让我升到白金位阶的佣兵公会的面子，也全都没了。毁了皇帝、帝国航宙军和佣兵公会的面子，我今后还能当佣兵吗？当然不行。

   　別に軟禁されなくても逃げやしないけどさ。大々的に俺の実力を測るため御前試合をやるぞとアナウンスされた上で逃げ出したりしたら俺の面子メンツは丸まる潰つぶれだ。ついでに御前試合を主催した皇帝の面子も、ゴールドスター叙勲を働きかけた帝国航宙軍の面子も、俺をプラチナランクに昇格させた傭兵ギルドの面子も丸潰れである。皇帝と帝国航宙軍、そして傭兵ギルドの面子を潰してこの先傭兵としてやっていけるだろうか？　無理に決まっている。

   　所以，当皇帝陛下以自己的名义发布举办御前比武的诏令时，我就实质上无法逃避御前比武了。

   　だから、皇帝陛下の名の下に御前試合を開催するという勅が発された時点で御前試合から逃げるという手は実質的には打てないわけだ。

   「不过御前比武啊……会是什么形式呢？该不会要我和所有聚集而来的高手战斗吧？」

   「しかし御前試合ねぇ……どういう形式になるんだ？　まさか集まってきた腕利き全員と俺が戦うことになるのか？」

   　老实说，我可不想那样。

   　正直勘弁願いたいんだが。

   「话说，御前比武会以什么形式进行啊？总不会是用剑来比试吧」

   「というか、どういう形式で戦うんだ。まさか剣で戦うなんてことはないだろうな」

   「或许会吧。但应该不止如此，还会用激光枪和动力装甲进行白刃战，或者用船进行战斗之类的」

   「それもあるかもね。それだけでなくレーザーガンやパワーアーマーを使った白兵戦とか、船を使った戦闘とかもさせられるんじゃないかしら」

   「这地狱铁人三项是怎么回事……」

   「なんだその地獄のトライアスロンは……」

   　用剑的白刃战，用激光枪和动力装甲的白刃战，用船的航宙战，这些都要我一个人干？真的假的？我好想撤回前言，现在就逃走啊？

   　剣を使った白刃戦、レーザーガンやパワーアーマーを用いた白兵戦、船を使った航宙戦、それ全部やるの？　俺が？　マ？　前言撤回して今すぐ逃げ出したいんだが？
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   　一旦决定要做，帝国的行动就非常迅速。皇帝发布诏令的一小时后——我们正在宾客用的客房里休息——内务府就完成了计划的草案，然后三小时后就完成了对各处的协商，再过两小时就正式宣布了实施计划。

   　一度やると決めると帝国の対応は実に迅速であった。皇帝が勅を発した一時間後──俺達が賓客用の客室でくつろぎ始めた頃ころだ──には内務府が計画骨子の作成を終え、それから三時間後には各所への根回しが済み、更に二時間後には実施が大々的に発表された。

   　挑战金星佣兵『疯狂』希罗的御前比武的准备工作正在稳步进行。这件事被广为宣传是皇帝陛下亲自下达的诏令。只要能打败佣兵希罗，获得胜利，就能得到丰厚的奖赏，因此许多骑士，军人，贵族，以及佣兵都纷纷申请参加御前比武。

   　ゴールドスターの傭兵『クレイジー』ヒロに挑む御前試合の準備は着々と進んだ。これは皇帝陛下直々の勅令によるものだと広く伝えられた。傭兵ヒロを下し、勝利をその手に摑つかめば十分な褒賞が与えられるとも発表され、多くの騎士、軍人、貴族、それに傭兵がこぞって御前試合への参加を申し込むこととなった。

   「申请人数已经超过三百人了哦？」

   「申し込み人数が既に三百人を超えているんだが？」

   　我要和这些人全部打一遍？　我会死的吧？

   　この全員と戦うの？　俺死ぬよ？

   　仪式的第二天。我借了米米的平板，一边看着御前比武相关的新闻，一边在心里抱怨。这三百个闲人到底是从哪里冒出来的啊。

   　セレモニーの翌日。ミミのタブレットを借りて御前試合関連のニュースを読みながら俺は心中で弱音を吐いた。どっからこんなに湧いてきたんだよこの三百人もの暇人達は。

   「我觉得应该不会让你和所有人打哦。应该会先让参赛者们进行淘汰赛，把人数减少到一定程度吧？」

   「流石さすがに全員と戦えってことはないと思うわよ。それこそ参加者の中でトーナメント形式で戦って、人数を絞ったりするんじゃない？」

   「说到底，希罗大人会不会被编入淘汰赛里都还是个问题……？」

   「そもそもそのトーナメントにヒロ様が組み込まれるかも……？」

   「不，如果我中途败退的话，不就违背了皇帝陛下想要挑战我的初衷了吗？不对，毕竟是那个皇帝陛下，说不定真的会这么做……」

   「いや、それだと俺が途中敗退したら俺に挑むっていう趣旨が損なわれるんじゃないか？　いや、あの皇帝陛下のことだから、やりかねんな……」

   　“你可别在中途就败下阵来丢人现眼哦？”之类的。

   　まさか途中で敗退するような無様を晒さらすことはあるまいな？　とか言って。

   　哎？你说我心中的皇帝陛下充满了恶意？那当然了，谁叫他要说什么“给命运增添色彩”之类的鬼话，把这种特大级别的麻烦事扔给我，我怎么可能对他抱有好感。

   　え？　俺の中の皇帝陛下が悪意に満ちすぎているって？　そりゃお前、運命に彩りを加えてやろうとか言ってこんな特大級の面倒事を投げつけてくる奴やつを好意的に見ろってほうが無理な話だよ。

   　我绝对饶不了那个混蛋。

   　あのやろうぜったいにゆるさねぇ。

   　另外，稍微冷静下来之后，我联系了瑟琳娜少校，跟她说明了情况，结果她露出了非常同情的表情。

   　なお、少し落ち着いた時点でセレナ少佐に連絡を入れて事情を説明したのだが、物もの凄すごく気の毒そうな顔をされた。

   『你们身上果然有吸引麻烦的奇怪力量吧？』

   『やっぱり貴方達にはトラブルを吸い寄せる変な力があるのでは？』

   　我们三个人完全无法反驳瑟琳娜少校的话。好伤心啊。

   　俺達三人はセレナ少佐の言葉に何も言い返すことができなかった。悲しいなぁ。

   　另外，由于御前比武的举办，帝国航宙军的预定计划也全部被吹得灰飞烟灭。本来我受勋之后预定要接受帝国航宙军宣传部的采访——因为不是民间采访，所以不会抵触太空德维格公司与帝国航宙军的优先采访权之类的规定。不仅如此，我还预定参加帝国航宙军采用的下期小型战斗舰和舰载机的试验，但这些也都泡汤了。

   　なお、御前試合の開催が決定したことによって、帝国航宙軍の予定も木っ端微み塵じんに吹っ飛んだ。本当は受勲後に帝国航宙軍の広報課の取材──民間の取材ではないのでスペース・ドウェルグ社との優先取材権云うん々ぬんの規定には抵触しない──を受ける予定だったのだ。それだけでなく、帝国航宙軍で採用される次期小型戦闘艦や艦載機のトライアルにも参加する予定だったのだが、そちらもポシャった。

   　因为御前比武也有帝国航宙军的高手参加，如果我参加试验展示出自己的战斗机动，可能会对帝国航宙军的参赛者有利。不过要说的话，帝国航宙军手里就有我与结晶生命体战斗时的战斗机动数据，瑟琳娜少校手里应该也有我与宙贼战斗时的战斗数据，所以我觉得帝国航宙军有利是理所当然的。

   　御前試合には帝国航宙軍からも腕利きが参加するので、俺がトライアルに出て戦闘機動を披露することが、それを見た帝国航宙軍からの参加者に有利に働きかねないから、という理由だ。それを言ったら帝国航宙軍は結晶生命体との戦闘時における俺の戦闘機動のデータを持っているし、セレナ少佐も恐らく対宙賊戦における俺の戦闘データを持っているはずだから、帝国航宙軍が有利なのは今更だと思うのだが。

   「唉，好不安啊。」

   「はー、不安だ」

   「是这样吗？」

   「そうなんですか？」

   　听到我边叹气边说的话，米米歪了歪头。

   　溜息を吐きながらの俺の言葉にミミが首を傾かしげる。

   「使用飞船的战斗姑且不论，白兵战和白刃战很难说是我的擅长领域啊……」

   「船を使った戦闘はともかく、白兵戦や白刃戦は俺が得意なフィールドとは言い難いからなぁ……」

   　虽然我在SOL的白兵战中从未输过，但要问我在这个世界能不能做到同样的事，我也没什么自信……不，我应该能做出同样的动作，但完全没有自信。虽然我有好好保养武器之类的东西，但没有进行训练。

   　ＳＯＬステラオンラインでは白兵戦でも負けなしだったが、こっちの世界で同じようにできるかと言うとあまり自信がなぁ……いや、恐らく同じように動けるとは思うんだが、自信があるかというと全然ない。武器やら何やらの整備は欠かさなかったが、訓練はしていないしな。

   「我觉得没问题啊……」

   「私は大丈夫だと思うけどね……」

   「我可没有帝国最强或者银河最强之类的梦想。话说我的本分是使用飞船的航宙战！别把白刃战和白兵战当成顺便的！」

   「帝国最強とか銀河最強とかそんな夢は見ていないんだ、俺は。というか俺の本分は船を使った航宙戦だっつうの！　ついでとばかりに白刃戦と白兵戦を組み込んでるんじゃねぇ！」

   「没问题的，主人。只要发挥平时的实力就没问题了。」

   「大丈夫です、ご主人様。普段通りの力を発揮なされれば問題ありません」

   　虽然梅伊向我保证，但我还没能好好地战胜过她。

   　メイが太鼓判を押してくれるが、そう言うメイに俺はまだまともに勝てていないんですけれど。

   　不过，梅伊是拥有我所能想到的最高规格的女仆仿生人。据说她的单体战斗能力甚至能凌驾于军用的战斗机器人，想要以肉身战胜她或许本身就是有勇无谋的想法。

   　まぁ、メイは考えうる限り最高のスペックを持っているメイドロイドだ。その単体戦闘能力は軍用の戦闘ボットすら凌りよう駕がするという話だし、生身で勝とうと思うこと自体が無謀なのかもしれない。

   「不过，从发表到实施的时间会不会太短了？」

   「しかし、実施の発表から開催まで期間が短すぎやしないか？」

   　御前比武的第一部分，白刃战部分将在后天举行。

   　御前試合第一部、白刃戦の部は明後日あさつてにも開催されることになっていた。

   　关于举办日程，首先后天会花上一整天进行第一部分的白刃战。

   　開催日程としてはこうだ。まず明後日に第一部の白刃戦の部が丸一日を使って執り行われる。

   　白刃战结束后，会设置三天的休息及准备期间，第二部分的白兵战会再花上一整天进行。第三部分的航宙战也一样，经过三天的休息及准备期间后，再花上一整天进行。

   　それが終わったら三日間の休息及び準備期間が設けられ、第二部の白兵戦の部がまた丸一日をかけて執り行われる。第三部の航宙戦の部も同様に三日間の休息及び準備期間を経た後に丸一日を使って執り行われる。

   　也就是说，包括今天在内，我们至少会被绑在这里十一天。

   　つまり、今日を含めて俺達は少なくとも十一日間拘束されるわけだ。

   「用剑的基本上都是贵族，而且想参加的话，只要使用星际闸道就能马上来到帝都。所以从告知到举办的时间才会这么短吧？」

   「剣を使うのは基本お貴族様ですし、参加しようと思えばゲートウェイを使ってすぐに帝都に来られますから。だから告知から開催までの期間が短いんじゃないでしょうか？」

   「大概是这样吧。白刃主义者基本上也大多都住在帝都周边。」

   「多分そうでしょうね。白刃主義者も基本は帝都周辺に多いし」

   「呜呃。」

   「うげぇ」

   　我只能发出「呜呃」的感想。

   　本当にうげぇ、という感想しか出てこない。

   「……我刚刚才想到，白刃战要怎么进行？总不会是用真剑互砍吧？」

   「……今思ったんだが、白刃戦ってどうやるんだ？　まさか真剣で斬り合うわけじゃないよな？」

   「再怎么说也不会用真剑啦。有模拟战专用的剑和判定系统，会用那个来战斗。」

   「流石に真剣ではやらないわよ。そういう模擬戦専用の剣と判定システムがあって、それで戦うの」

   「哦……感觉又是个无谓的高科技。」

   「へー……なんかまた無駄にハイテクなんだな」

   「白刃主义者在浪费科技这方面，已经见怪不怪了。」

   「白刃主義者のテクノロジーの無駄遣いに関してはもう今更ね」

   「毕竟还有消音装置嘛。」

   「サプレッションシップとかありましたもんね」

   　啊，确实有这么一艘船。它有着异常的高速和坚不可摧的护盾，会直接冲向敌舰发起白刃战……准确来说是白兵战。虽然这艘船的设计理念明显不正常，但据说在针对指挥官或重要人物的斩首作战中能起到一定效果。没想到还挺麻烦的。

   　ああ、あったねそんなの。あまりにも速い直進速度と異常に堅いシールドでもって敵艦に突っ込んで白兵戦……というか白刃戦を仕掛けるっていうイカれた思想の船が。明らかに正気の沙さ汰たとは思えないアホみたいなコンセプトの船なんだが、指揮官や要人を狙ねらった所謂いわゆる斬首作戦には一定の効果があるっていうね。意外と厄介なんだよな、アレ。

   「放轻松点吧。就算是金星，陛下也不会要求你和佣兵打白刃战来证明自己的实力。」

   「気楽にやりなさいよ。いくらゴールドスターとは言っても、流石に傭兵相手に白刃戦でまで強さを証明しろとは陛下も仰おつしやらないと思うわ」

   「但这也意味着，那家伙认为我肯定会输吧？」

   「でもそれってつまり、奴は俺がボコられるに違いないと思ってるってことだよな？」

   「……」

   「……」

   「……呃」

   「……ええと」

   　艾尔玛沉默不语，米米也无言以对。哈哈哈，原来如此原来如此。是这么回事啊。

   　エルマが沈黙し、ミミが言葉を失う。ははは、なるほどなるほど。そういうことか。

   「好，我决定了，我要把他打飞。」

   「よし決めた、ぶっ飛ばす」

   　OKOK，既然不能直接揍他，那就让他大吃一惊吧。我一边回想着那个混蛋皇帝陛下那张笑眯眯的脸，一边在心里发誓。

   　ＯＫＯＫ、直接ぶん殴れない分は奴の思惑から只管ひたすら外れてやることによってその代わりとしてやろうじゃないか。ファッキン皇帝陛下のニヤけ面を思い出しながら俺はそう心に誓うのであった。
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   「原来是这样啊。」

   「そうなのですね」

   「是啊！希罗大人他——」

   「そうなんですよ！　ヒロ様は──」

   　有着相同容貌的两位少女坐在我们被分配到的客房的同一张桌子旁，开心地聊着天。嗯，那两人就是米米和露西亚达皇女殿下。

   　同じ顔をした二人の少女が俺達に与えられた客間の同じテーブルに着き、楽しそうにお喋しやべりしている。うん、つまりその二人とはミミとルシアーダ皇女殿下なのだが。

   「她们俩还真是意气相投啊」

   「見事に意気投合してるな」

   　吃完早饭后，露西亚达皇女殿下带着随从们来到了房间。看来她对有着和自己相似容貌的米米很感兴趣。

   　朝食を終えたタイミングでお付きの人々を連れたルシアーダ皇女殿下が部屋を訪ねてきた。どうやら彼女は自分と似た容姿を持つミミに興味を惹ひかれたらしい。

   　一开始米米还很紧张，整个人都僵硬了，但不知是皇女殿下的话术，还是与生俱来的领袖气质，又或者是灵魂的波长很合得来，米米很快就和露西亚达皇女殿下打成一片，开心地聊了起来。

   　最初はミミのほうが緊張してガチガチになっていたが、皇女殿下の話術か、生まれ持ってのカリスマの為なせる業か、それとも魂の波長めいたものが合致したのか、ミミはすぐにルシアーダ皇女殿下と打ち解けて楽しそうにお喋りをし始めた。

   「是啊……嗯，这幅光景挺让人欣慰的吧？」

   「そうね……まぁ、微ほほ笑えましい光景じゃない？」

   　艾尔玛这么说着，一脸平静地将茶杯送到嘴边。

   　エルマがそう言ってすました顔でティーカップを静かに口に運ぶ。

   「嗯，是啊」

   「まぁ、そうね」

   　我一边比较着露西亚达皇女殿下那温和优雅的笑容和米米那天真无邪的笑容，一边点了点头。这样一看，她们的五官真的很相似，简直就像两面镜子相对一样。声音也一模一样。要是穿着同样的衣服，梳着同样的发型，一般人应该分不出来吧？

   　穏やかで上品な笑みを浮かべるルシアーダ皇女殿下と無邪気な笑みを浮かべるミミを見比べながら俺は頷うなずく。こうして見ると目鼻立ちが本当に似ているというか、まるで合わせ鏡のようだな。声もそっくりだし。同じ服を着て同じ髪型にしたら普通の人には見分けがつかないんじゃないだろうか？

   　我？我分得出来哦。因为胸部的大小不一样。

   　俺？　俺は見分けがつくよ。おっぱいの大きさが違うからね。

   「好痛」

   「痛い」

   「不敬，不敬」

   「不敬よ、不敬」

   　也许是注意到了我的视线，和我坐在同一张沙发上的艾尔玛拧了我的侧腹一把。顺带一提，在房间角落待命的露西亚达皇女殿下的侍女和女性近卫骑士们也向我投来了严厉的目光。在房间里唯一一个男人的立场非常弱。

   　俺の視線に気がついたのか、同じソファに隣り合って座っているエルマが俺の脇わき腹ばらを抓つねってくる。ついでに部屋の隅に控えているルシアーダ皇女殿下のお付きの侍女や、女性近この衛え騎士達からも厳しい視線が飛んでくる。部屋の中にあってたった一人の男である俺の立場はとても弱い。

   「……梅伊，陪我一下。去活动活动身体吧」

   「……メイ、ちょっと付き合ってくれ。身体からだを動かしに行こう」

   「好的。我明白了，主人」

   「はい。かしこまりました、ご主人様」

   　看到我和梅伊的对话，露西亚达皇女殿下的侍女和女性近卫骑士们眯起了眼睛。眼神就像是在看脏东西一样。大家都是不输艾尔玛和米米的美女，所以非常有压迫力。感觉要觉醒什么奇怪的性癖了。

   　そんな俺とメイのやり取りを見てルシアーダ皇女殿下の侍女と女性近衛騎士達がスッと目を細める。まるで汚物を見るような目だ。皆さんエルマやミミに勝るとも劣らない美人さんなので、とても迫力がある。何かに目覚めそうだ。

   　顺便一提，我大概猜到了你们在想象什么，但不是那样的哦？

   　ちなみに君達がどんな想像をしているのかはなんとなく察しが付くけど、違うからね？

   「各位近卫骑士，有可以进行剑术修炼的设施吗？可以的话我想借用一下，进行剑术修炼」

   「近衛騎士様方、剣術の修練ができるような施設はございますでしょうか。できればそちらをお借りして剣術の修練をしたいのですが」

   「……原来如此。那个女仆仿生人拥有战斗系的功能吗？」

   「……なるほど。そのメイドロイドは戦闘系の機能を持っているのですね？」

   「正如你所想。如果没有限制器的话，她比穿着动力装甲的士兵还要强」

   「お察しの通りで。リミッターが掛かっていなかったらパワーアーマーを着た兵士より強いですよ」

   「哦……啊，原来如此。是护卫吗？」

   「ほう……ああ、なるほど。護衛ですか」

   　女性近卫骑士像是理解了什么，瞥了一眼米米。在她看来，米米也不像是擅长打斗的样子吧。她说得没错，米米的战斗能力还停留在能睁眼用激光枪射击的程度。而且还是对着训练用的靶子，大概不敢对着人射击吧。

   　納得したようにそう言って女性近衛騎士がチラリとミミに視線を向ける。彼女から見てもミミは荒事が得意には見えないのだろう。まったくもってその通りで、ミミの戦闘能力はやっとレーザーガンを目を瞑つぶらずに撃てるようになった程度である。それも訓練用のターゲットに。人間に向かっては多分撃てないだろうな。

   「那么，可以借用一下场地吗？」

   「それで、場所をお借りすることは可能でしょうか？」

   「可以，我来带路。丽榭尔，艾娜，这里就交给你们了。」

   「良いでしょう、案内します。リシェル、アイナ、ここを任せます」

   「「是！」」

   「「ハッ！」」

   　三位女性近卫骑士中的一人似乎要带我和梅伊去训练场。她直呼另外两人的名字，而且态度也相当随意，大概在近卫骑士中也是拥有部下的地位很高的人吧。

   　三人いる女性近衛騎士のうちの一人が俺とメイを案内してくれることになったらしい。他の二人を呼び捨てにしていたし、こう言っちゃなんだけど態度もそれなりなので多分近衛騎士の中でも部下を持つレベルで偉い人なのだろう。

   「跟我来。」

   「ついてきなさい」

   「好的。」

   「はい」

   　我和梅伊老实地听从她的话，跟着她离开客房，开始在庄严的走廊上走着。走了一会儿，女性近卫骑士开口说道：

   　俺とメイは素直にその言葉に従って彼女の後について客室を辞し、荘厳な廊下を歩き始めた。少し歩いたところで女性近衛騎士が口を開く。

   「那位……米米大人的心地非常善良。看到那位和皇女殿下开心地谈笑，我的内心就感到温暖。」

   「あのお方……ミミ様はとても朗らかなお心をお持ちですね。あの方と皇女殿下が楽しそうに談笑されているのを見ると、心が温かくなります」

   「因为米米是个好孩子啊。」

   「ミミはいい子だからな」

   「是啊。所以才会被你这样的男人骗到吧。」

   「そうですね。だから貴方のような男に引っかかってしまうのでしょうか」

   「哇哦，好毒舌。」

   「ワァオ、辛しん辣らつぅ」

   　我故意对瞪着我的近卫骑士小姐开玩笑。

   　ギロリと睨にらみつけてくる近衛騎士さんにおどけてみせる。

   「我觉得自己没你说的那么坏啊。」

   「言うほど悪い男じゃないと思うんだけどなぁ、俺」

   「不只米米大人，连威尔罗斯子爵千金也成了你的毒牙牺牲者吗？听说你船上还关着另外两个女人？」

   「ミミ様だけでなく、ウィルローズ子爵令嬢まで毒どく牙がにかけてですか？　他にも二人ほど女性を船に囲っているそうですね？」

   「讨厌啦好可怕，你怎么知道的？不过我没对那两个人出手。虽然她们两个都很可爱，但对她们出手的话，画面看起来就是犯罪了。」

   「やだこわい、なんで知ってるの？　でもあっちの二人には手は出してないし。二人とも可愛かわいいとは思うんだけど、流石にあの二人に手を出すのは絵面が犯罪だよなぁって」

   「你明明就对米米大人出手了？」

   「ミミ様には手を出しているのにですか？」

   「米米和我之间有很复杂的原因。」

   「ミミと俺との間には複雑な事情があるのです」

   　在原本的世界是出局，但在这个世界是安全的。因为米米已经在这个世界迎接了成年年龄。还有，也有不得不这么做的理由。在精神层面上。

   　元の世界ならアウトだが、この世界ではセーフ。ミミはしっかりこの世界での成人年齢を迎えているからね。あとまぁ、そうしないといけない理由もあったわけだし。メンタル的な意味で。

   「复杂的原因？」

   「複雑な事情とは？」

   「我没理由告诉你那么多……啊，对了。近卫骑士大人后天会参加白刃战的项目吗？」

   「そこまで話す理由がないなぁ……ああ、そうだ。近衛騎士様は明後日の白刃戦の部には出場なさるので？」

   「不会，怎么了吗？」

   「いいえ、それがどうかしましたか？」

   「那就陪我训练剑术吧。如果你能赢过我，我就告诉你。」

   「じゃあ剣術の訓練に付き合ってください。俺に勝てたら話すってことで一つ」

   　听到我这么说，近卫骑士小姐惊讶地瞪大眼睛，然后非常开心地眯起眼睛。

   　そう言うと、近衛騎士さんは驚いたように目を見開いた後、とても嬉うれしそうに目を細めた。

   「那真是太好了。用剑来决定胜负，真是不错。我可能太小看你了。」

   「それは良いですね。剣で決するというのは実に良い。私は貴方を見くびっていたかもしれません」

   　啊，这个人是那种类型吧。虽然外表是美女，说话也很优雅，但脑子里都是肌肉。

   　あ、これはアレですね。この人、美人で言葉遣いは優雅だけど頭の中がマッスルな人だ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「咕，杀了我！」

   「くっ、殺せ！」

   　大约三十分钟后，女性近卫骑士——伊索尔蒂小姐满脸羞耻地如此说道。

   　凡およそ三十分後、女性近衛騎士さん──イゾルデさんは恥辱に塗まみれた表情でそうのたまった。

   「不，我不会杀你。」

   「いや殺さないし」

   　我拿着大小一对的模拟剑，困惑地回答。

   　大小一組の模擬剣を手にした俺は困惑しながらそう言い返す。

   　哎呀，后来我借用了近卫骑士们的训练场，向伊索尔蒂小姐提出模拟战的申请，结果我轻易地赢了。我当然也很惊讶，但伊索尔蒂小姐本人和使用训练场的其他近卫骑士们更是惊讶。

   　いやね、あれから近衛騎士達の修練場を借りてイゾルデさんに模擬戦を申し込んだんだが、あっさりと勝ってしまったのだ。俺も勿もち論ろん驚いたが、イゾルデさん本人と修練場を使っていた他の近衛騎士達はそれ以上に驚いていた。

   「再、再来一次！」

   「も、もう一回！」

   「OK。」

   「おーけい」

   　咕杀近卫骑士伊索尔蒂小姐捡起被我弹飞的模拟剑，再次向我挑战。不愧是担任近卫骑士，伊索尔蒂小姐的动作非常敏捷有力，剑法也很犀利。

   　くっころ近衛騎士ことイゾルデさんが俺に弾はじき飛ばされた模擬剣を拾い上げ、再び挑みかかってくる。近衛騎士を務めるだけあってイゾルデさんの動きは非常に機敏で力強く、剣筋も鋭いのだろう。

   「喝！」

   「はぁっ！」

   　伊索尔蒂小姐以惊人的气势挥舞模拟剑——用坚固且沉重的塑胶材质制成的剑——朝我砍来，但她的动作在我看来很慢。我并没有停止呼吸发动那个谜之能力，而是眼睛已经习惯了梅伊的动作。

   　物もの凄すごい勢いでイゾルデさんが模擬剣──丈夫で重いプラスチックのような素材でできた剣だ──を振りかぶって斬りかかってくるが、その動きは俺には遅く見える。別に息を止めて例の謎能力を発動させているわけではない。目がメイの動きに慣れてしまっているのだ。

   「嘿。」

   「よっ」

   「唔！？」

   「ぬぅっ!?」

   　伊索尔蒂小姐的动作很快。虽然很快，但没有梅伊那么快，也没有力量。而且和梅伊不同，她的斩击很难说是正确无比，破绽也很多。

   　イゾルデさんの動きは速い。速いが、メイほどには速くないし、パワーもない。また、メイと違って放つ斬撃は正確無比とは言い難く、隙も多い。

   「啊！？」

   「あぁっ!?」

   　我用剑击中她持剑的手，让她松手放开武器。要是被她捡起来就麻烦了，所以我立刻挥剑砍向伊索尔蒂小姐，让她受到死亡判定。

   　剣を持つその手に剣を打ち込み、武器を取り落とさせる。拾われては敵かなわないのですぐさま剣を走らせてイゾルデさんを斬り捨て、死亡判定に持ち込む。

   　于是训练场响起「哔——！」的蜂鸣声，伊索尔蒂小姐被判定死亡。这已经是连续第四次了。

   　すると修練場にブーッ！　とブザーが鳴り響き、イゾルデさんに死亡判定が下された。これで既に四回連続である。

   「唔……杀了我吧！」

   「くぅっ……殺せ！」

   「不，判定上是上半身被砍成两半而死。」

   「いや、判定上は上半身を真っ二つにされて死んでますけど」

   　这个训练场设有使用模拟剑进行实战般比赛的高级训练设备。只要戴上专用头盔用模拟剑互砍，就会自动测量伤害，对身体造成相应的影响。

   　この修練場には模擬剣を使って実戦さながらの試合をすることができる高度な訓練設備が設置されていた。専用のヘッドギアを装着して模擬剣で斬り合うと、ダメージが自動計測されて身体に相応の影響が出るのだ。

   　比如右臂被砍中的话右臂就会麻痹无法使用，脚被砍中的话就会动弹不得倒在地上，手指被砍中的话就会失去力气无法握住剑。而受到致命伤的话就会像刚才那样响起蜂鸣声，被判定为死亡。完全不知道是什么原理。墙壁，天花板，地板上都配置了什么传感器吗？

   　例えば右腕を斬られれば右腕が麻ま痺ひして使えなくなり、脚が斬られれば動けなくなって倒れることになり、指を斬られればその指が力を失って剣を摑つかんでいられなくなる。そして致命傷を受けると今のようにブザーが鳴り響き、死亡判定が下される。どういう仕組みかはまったくわからん。壁とか天井とか床とかになんかセンサーでも配置されてるのかね？

   「那个伊索尔蒂居然被当成小孩子对待了。」

   「あのイゾルデがまるで子供扱いだぞ」

   「是啊……不，但是真的有可能吗？」

   「そう、だな……いや、だがそんなことあり得るか？」

   「伊索尔蒂，不用手下留情。拿出真本事来。」

   「イゾルデ、手加減は無用だ。本気を出せ」

   「第一次就算了，第二次开始我都是认真的！」

   「最初はともかく、二度目からは本気だ！」

   　伊索尔蒂小姐站起来，再次拿起剑摆好架势。看来她还想继续。

   　イゾルデさんが立ち上がり、再び剣を手にとって構える。まだまだやるつもりらしい。

   「我要上了！」

   「行くぞっ！」

   「请便。」

   「どうぞ」

   　伊索尔蒂小姐气势汹汹地再次向我砍来。是简单而强力的袈裟斩。无论是步伐还是剑速都无可挑剔。嗯，试着接招看看吧。

   　イゾルデさんが気迫を漲みなぎらせてまた打ちかかってくる。シンプルかつ強力な袈け裟さ斬りだ。踏み込みも、剣速も申し分ないのだろう。ふむ、受けに回ってみるか。

   　我沉下腰，专心闪避伊索尔蒂小姐的攻击。伊索尔蒂小姐在近卫骑士中似乎也是备受瞩目的高手，这是学习近卫骑士正式剑术的好机会。

   　俺は腰を落とし、イゾルデさんの攻撃をひたすら受け流すのに専念することにした。イゾルデさんは近衛騎士の中でも一目置かれる使い手のようだし、近衛騎士の正式な剣術の技を学ぶ良い機会だろう。

   「哈！呀！嘿！」

   「はっ！　やぁっ！　ぜぇぃ！」

   　我弹开，架开，躲开伊索尔蒂小姐如暴风雨般袭来的斩击。她的每一击都沉重而锐利，恐怕足以致命。如果这是真刀真枪的对决，想必会火花四溅吧。

   　嵐あらしのように襲いかかってくるイゾルデさんの斬撃を弾き、受け流し、躱かわす。その斬撃は一撃一撃が重く鋭く、恐らく致命的だ。これが真剣同士での斬り合いであったなら、激しく火花が散っていたことだろう。

   「好慢啊。」

   「遅いな」

   「什么！？」

   「何っ!?」

   　但是，果然还是太慢了。太轻了。和梅伊的攻击相比，简直天差地别。如果像这样正面接下梅伊的攻击，防御会被击飞，就算架开也会在第一击或第二击时手麻到无法使用。相比之下，她的斩击就像微风一样。

   　だが、やはり遅い。軽い。メイの攻撃に比べると圧倒的に。メイの攻撃をこのようにまともに受ければ防御ごと吹き飛ばされるし、受け流しても一撃か二撃で手が痺しびれて使い物にならなくなる。それに比べれば彼女の斬撃はそよ風のようなものだ。
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   「呀！」

   「やぁっ！」

   　我用左手的剑架开锐利的突刺，向外弹开的同时左脚向后退——同时右手的剑向前突刺，刺向伊索尔蒂小姐的胸口。伊索尔蒂小姐扭动身体躲开，但我瞬间向前踏出左脚，用左手的剑架开伊索尔蒂小姐的剑，砍向她的右颈。

   　鋭い刺突を左手の剣でいなし、外側に弾きながら左足を引く──と同時にカウンターで右手の剣を突き出し、イゾルデさんの胸を突いた。身体からだを捻ひねってイゾルデさんはそれを躱したが、その時には一瞬前に引いていた左足を踏み込み、イゾルデさんの剣をいなした左手の剣が彼女の右首筋を刈り取っていた。

   「咕呜呜呜……！」

   「ぐぬぬぬ……！」

   　蜂鸣器响起，伊索尔蒂小姐被判定死亡。如果这是真刀真枪的对决，伊索尔蒂小姐的头已经飞走了。

   　ブーッ、とブザーが鳴り響き、イゾルデさんに死亡判定が出る。これが真剣ならイゾルデさんは首がポポポーンしてるところだな。

   「这是什么流派……？」

   「どこの流派だ……？」

   「吉欧斯派好像有类似的招式，但步法和防御的技巧不一样。」

   「ジオス派に似たような技があったと思うが、歩法と防御の技は別のものだな」

   「我也想和你打一场。」

   「私も一戦お願いしようか」

   「我要为伊索尔蒂报仇」

   「イゾルデの仇かたきを取らせてもらう」

   　看到我和伊索尔蒂小姐的模拟战，近卫骑士们纷纷表明要参战。看来我不愁找不到训练对象了。

   　俺とイゾルデさんの模擬戦を見ていた近この衛え騎士達が続々と参戦を表明し始める。訓練相手には困らなそうだな、これは。

  

 
  
   
    ＃9：御前比武

    ＃９：御前試合トーナメント

   

   


   


   　和近卫骑士们训练了两天后，御前比武的白刃战部分开始了。

   　近衛騎士達と訓練をしながら過ごすこと二日、御前試合白刃戦の部が始まった。

   「结果我也要上场了。虽然我姑且算是种子选手。」

   「結局俺も出ることになってるんだが。一応シードだけど」

   　我原本希望是淘汰赛的冠军和我战斗，但这个希望被无情地打碎了。皇帝陛下——混账皇帝似乎认为，只凭一场战斗很难判断一个人是否值得授予金星勋章，所以我也要参加淘汰赛。我姑且被当成种子选手，算是皇帝陛下的一点怜悯吧。

   　トーナメントの優勝者と俺が戦うんじゃないかな？　という希望は無惨に打ち砕かれた。一度の戦いでゴールドスターを受勲するに足る存在かどうかを判断するのは難しかろう、という皇帝陛下の──ファッキンエンペラーの鶴の一声で俺もトーナメントに出ることが決まったらしい。一応シード扱いになっているのはせめてもの情けだろうか。

   「你就放弃吧。」

   「もう諦あきらめなさい」

   「请加油！」

   「頑張ってください！」

   　而且我的待命地点还是能环视比赛会场的特等席。能环视比赛会场，就表示从比赛会场的任何地方都能看到我，而且不知为何，准备的座位是三人座，但大小却有点小——也就是不紧贴着坐就坐不下的沙发。而且椅背还贴心地弯曲成漂亮的弧度，所以三人坐的话真的只能紧贴着坐。

   　しかも俺の待機場所は試合会場を見渡せる特等席である。試合会場を見渡せるということは、試合会場のどこからでもこちらが見えるということで、しかも何な故ぜか用意されている席が三人で座るには若干窮屈な──つまり密着しないと座れないような大きさのソファであった。ご丁寧にいい感じに湾曲している背せ凭もたれのせいで、三人で座るには本当に密着するしかない。

   「那么，这次御前比武的举办契机，就是这位希罗船长……请看！他让美女随侍在侧，表情从容不迫！」

   「さて、今回の御前試合が開催される切っ掛けとなった人物、キャプテン・ヒロですが……御覧ください！　美女を両脇に侍はべらせて余裕の表情です！」

   「我感觉这是媒体捏造的。」

   「メディアによる捏ねつ造ぞうを感じる」

   「……会场的布置是由内务府负责的」

   「……会場のセッティングは内務府よ」

   「也就是说那个混——」

   「つまりあのファッ──」

   「不行，希罗大人！」

   「ダメですヒロ様！」

   　米米慌忙用手捂住了我的嘴。确实，要是在这里说出混蛋皇帝的话就危险了。得感谢米米——

   　ミミが慌てて俺の口を手で塞ふさいでくる。確かにこの場でファッキンエンペラーとか口に出すと危なかったな。ミミに感謝──。

   「这就是强者的从容吗！？即使受到瞩目也毫不在意地亲热！」

   「強者の余裕でしょうか!?　注目されていてもお構いなしにいちゃついていますね！」

   「挑战者们的视线似乎锐利了两成左右。看来各挑战者都斗志十足」

   「挑戦者達の視線の鋭さが二割ほど増したように思えます。各挑戦者、戦意は十分のようです」

   　解说员和解说员烦得我快发火了。喂，你们是哪个电视台派来的啊！？

   　アナウンサーと解説者がウザくてキレそう。おォンてめぇらどこの局の差し金じゃワレェ!?

   「好了，第一场比赛似乎要开始了」

   「さて、場も温まってきたところで第一試合が開始されるようです」

   　大概是感受到了我的杀气，解说员和解说员把话题转向了竞技场上的挑战者们。

   　俺の殺気を感じたのか、アナウンサーと解説者がアリーナの挑戦者達へと話題を移す。

   　第一场比赛似乎是帝国航宙军所属的骑士和白刃主义者的贵族之间的对决。

   　第一試合は帝国航宙軍所属の騎士と白刃主義者らしき貴族とがやりあうようである。

   「怎么样？」

   「どう？」

   「白刃主义者的贵族看起来更胜一筹。大概是因为平时训练的目的不同吧」

   「白刃主義者の貴族のほうが一枚上手に見えるな。多分、普段の訓練の目的が違うからだろう」

   「什么意思？」

   「どういうことですか？」

   「帝国航宙军所属的骑士主要挥剑的对象，恐怕是没有持剑的对手。比如宙贼，或者他国的士兵。与此相对，白刃主义者的贵族平时的训练是以持剑的对手为前提。这就是差距吧」

   「帝国航宙軍所属の騎士が主に剣を振るう相手は、恐らく剣を持っていない相手だ。宙賊とか、他国の兵士とかな。それに対して、白刃主義者の貴族は普段から剣を持った相手との戦闘を前提に訓練している。その差が出るんだろうな」

   「原来如此」

   「なるほどー」

   　正如我所料，白刃主义者风格的贵族打败了帝国航宙军所属的骑士。第二场比赛是贵族之间的对决，但实力差距悬殊，一瞬间就结束了。接下来是近卫骑士和贵族的对决，近卫骑士轻松获胜。帝国航宙军的骑士之间也有对决，但实力不相上下，迟迟无法分出胜负。不过，最后是身材娇小的骑士获胜了。大概是女性吧。

   　俺の予想通り、白刃主義者と思おぼしき貴族が帝国航宙軍所属の騎士を打ち負かした。第二戦は貴族同士の戦いだったが、実力が隔絶していたのか一瞬で終わった。次は近衛騎士と貴族が戦い、近衛騎士が危なげなく勝利した。帝国航宙軍の騎士同士の戦いもあったが、実力が伯仲しているのかなかなか決着がつかなかった。しかし、最後には小柄なほうの騎士が勝利した。多分女だ。

   「希罗大人，您的比赛快到了，请做好准备。」

   「キャプテン・ヒロ様。試合の順番が近づいておりますので、ご準備をとのことです」

   　一名身穿女仆装的女性出现，如此说道。她看着左右两侧分别有米米和艾尔玛侍奉的我，眼神非常冰冷。那是看着垃圾的眼神。真让人兴奋。

   　メイド服のようなお仕着せに身を包んだ女性が現れ、そう言った。左右にミミとエルマを侍らせている俺を見る彼女の目は非常に冷たかった。ゴミ屑くずを見る目だった。ゾクゾクするな。

   「那我走了。」

   「それじゃあ行ってくる」

   「希罗大人，请加油！」

   「ヒロ様、頑張ってください！」

   「我想应该不会受伤，但还是小心点。」

   「怪け我がをするようなことはないと思うけど、気をつけなさい」

   　我向米米和艾尔玛挥了挥手，然后跟在带路的女仆小姐身后。她带我来到一个地方，那里准备了各种各样的模拟剑。我从按长度，形状，重量分类的模拟剑中选了一把与我使用的剑相近的，插在腰间的剑带上。这时，外面传来了欢呼声。看来比赛已经结束了。

   　声をかけてくれるミミとエルマに手を振って案内のメイドさんの後ろについていく。案内された先は様々な模擬剣が用意されている場所だった。長さや形状、重さごとに分類されている模擬剣の中から俺が使っている剣に近いものを選び、腰の剣帯に差す。そこで外から歓声が聞こえてきた。どうやら試合が終わったらしい。

   「祝您武运昌隆。」

   「ご武運を」

   「谢谢。」

   「どうも」

   　女仆小姐用看着垃圾的眼神看着我，同时用非常诚恳的声音为我加油。总之，准备那张沙发的不是我，而是内务府，希望她别再用那种眼神看我了。

   　ゴミ屑を見るような視線を俺に向けたまま、メイドさんが実に心の籠こもった声援をかけてくださった。とりあえず、あのソファを用意したのは俺でなく内務府なのでその視線を向けるのを止やめて欲しい。

   「好了，各位久等了！本次御前比武的契机，新锐佣兵，船长希罗登场！」

   「さぁ、皆様お待ちかね！　今回の御前試合開催の切っ掛けとなった新進気鋭の傭よう兵へい、キャプテン・ヒロの登場です！」

   　御前比武的会场一片哗然。听起来嘘声比欢呼声多，是我的错觉吗？应该不是错觉吧？我是不是该竖起双手的中指挑衅一下？我也不讨厌扮演反派角色哦。

   　御前試合の会場が騒然とする。歓声よりブーイングの類のほうが多いように聞こえるのは気のせいだろうか？　気のせいじゃねぇな？　両手の中指を立てて挑発でもしてやろうかな？　悪役ヒールプレイも嫌いじゃないよ、俺は。

   「他的对手是作为新锐剑客而逐渐声名远扬的年轻男爵，克莱亚斯卿！」

   「対するは新進気鋭の剣客として名を馳はせつつある若き男爵、クライアス卿きようです！」

   　在欢呼声中，一个熟悉的贵族男子从竞技场的另一侧现身。

   　歓声をバックに見覚えのある貴族の男がアリーナの反対側から姿を現す。

   「我就是期待这种事才参加御前比武的，看来我很快就达成目的了」

   「こうなることを期待してこの御前試合に挑んだが、早々に目的を達成できた」

   「哈哈，原来如此。你是想被我打趴在地上，然后被我踩在脚下吗？你是抖M吗？」

   「ははぁ、なるほど。俺にぶちのめされて、無様に地に這はわされることをお望みで？　ドＭかな？」

   「你这家伙……区区一个来路不明的杂种，竟敢侮辱我」

   「貴様……どこの馬の骨ともわからぬ雑種の分際で、この私を侮辱するのか」

   　原本一脸不爽的克莱亚斯男爵，表情突然一变，愤怒的感情显露无遗。这家伙的精神状态也太不稳定了吧？

   　ニヤニヤとウザったい笑みを浮かべていたクライアス男爵の表情が一変し、憤怒の感情を顕あらわにする。こいつ、精神的に不安定すぎやしないか？

   「哎呀，好可怕。不能控制好情绪的话，剑术也会变钝的哦？贵族大人」

   「やだこわーい。感情をコントロールできないと剣が鈍るぞ？　お貴族様」

   「我要杀了你」

   「叩たたき殺ころしてやる」

   　克莱亚斯卿拔出了剑。我也配合着拔出两把剑，摆好架势。

   　クライアス卿が剣を抜く。それに合わせて俺も二本の剣を抜き、構える。

   「双方的战意都十分高涨！那么，比赛开始！」

   「双方ともに戦意は十分のようです！　では、試合開始！」

   　随着播报员的声音，蜂鸣器响起，比赛开始了。克莱亚斯卿将剑高举过头顶，向我突击过来。他的攻击非常偏激，完全体现了他激烈的性格。这大概就是他的风格吧。我伸出左手的剑，右手的剑扛在肩上，向前踏出一步。

   　アナウンサーの声と同時にブザーが鳴り響き、試合が開始される。クライアス卿は剣を上段に振りかぶって突撃してきた。彼の激しい気性をそのままに表したような攻撃一辺倒の所作である。恐らく、それが彼の持ち味なのだろう。俺は左手の剣を突き出し、右手の剣を担ぐようにして一歩踏み出す。

   「喝啊！」

   「ちぇあぁっ！」

   　克莱亚斯卿瞬间缩短了十步左右的距离，向我使出猛烈的袈裟斩。他的剑速非常快，简直就像雷电一般。所谓电光石火的一击，指的就是这种攻击吧。我用左手的剑——没有去接。

   　クライアス卿は十歩ほどもあった間合いを瞬く間に詰め、激しい袈裟斬りを放ってきた。その剣速はとにかく疾はやく、まるで雷のような一撃だ。電光石火の一撃とはこういう一撃のことを指すのだろう。俺はそんな一撃に左手の剣を合わせ──なかった。

   　我可没有兴趣去特意接下强力的攻击，所以一边收回踏出的脚一边改变姿势，从克莱亚斯卿的斩击中错开轴心，回避了电光石火的一击——同时用右手的剑使出斩击。虽然速度还可以，但这一击几乎没有威力。

   　強力な攻撃とわかっていてわざわざ受ける趣味は俺にはないので、踏み出した足を引きながら体勢を変え、クライアス卿の斬撃から軸をずらして電光石火の一撃を回避する──と同時に右手の剣で斬撃を放った。速度はそこそこだが、威力は殆ほとんどない一撃だ。

   「咕——！？」

   「ぐっ──!?」

   　但是，克莱亚斯卿的手却主动向我使出斩击的位置撞了过来。这是克莱亚斯卿在电光石火的一击落空后，所使出的反击。而我则是『事先』将斩击放在了克莱亚斯卿握剑的手所通过的轨道上。

   　しかし、その斬撃を放った位置にクライアス卿の手が向こうから当たりに来た。電光石火の一撃を外したクライアス卿が放った返しの刃やいば。そのクライアス卿の剣を握る手が通る軌道。そこに俺は斬撃を『先に置いた』のだ。

   　克莱亚斯卿的手腕和手指立刻被判定为『被切断』，在使出反击的途中，克莱亚斯卿的剑掉了下来。我毫不留情地用左手的剑使出斩击，砍向克莱亚斯卿的右脚。这次克莱亚斯卿的右脚被判定为被切断，他的右脚失去了力量。

   　たちまちにクライアス卿の手首や指がまとめて『切れ飛んだ』という判定が下り、返しの刃を放つ途中でクライアス卿が剣を取り落とす。そこに俺は容赦なく左手の剣で斬撃を放ち、クライアス卿の右足を斬りつけた。今度はクライアス卿の右足に切断判定が入り、彼の右足が力を失う。

   　我用右手的剑毫不留情地砍下了失去武器和右脚的克莱亚斯卿的首级。

   　俺は武器を失い、足を失ったクライアス卿の首を右手の剣で容赦なく刈り取った。

   　判定死亡的蜂鸣声响起，御前比武的会场被喧闹声所包围。被砍下首级，受到死亡判定的克莱亚斯卿呆呆地站在原地。

   　死亡判定のブザーが鳴り響き、御前試合の会場がざわめきに包まれる。首を刈り取られ、死亡判定を受けたクライアス卿は呆ぼう然ぜんとしていた。

   「这，这是令人震惊的结果！到底发生了什么！？克莱亚斯卿突然松手，胜负一瞬间就分出了！？」

   「こ、これは驚きの結果です！　一体何が起こったのか!?　クライアス卿が突然剣を取り落とし、勝負が一瞬で決まったぁ!?」

   「……真是令人畏惧的剑技。佣兵希罗的剑没有一丝多余。他完美地看穿了克莱亚斯卿的攻击，完美地预测了克莱亚斯卿的招式，让克莱亚斯卿自己砍下了自己的首级。脱离常轨的动态视力和预测能力，以及正确无比的斩击，这些全部结合在一起，形成了技巧之剑」

   「……恐るべき剣の冴さえです。傭兵ヒロの剣には一切の無駄がありませんでした。彼はクライアス卿の攻撃を完かん璧ぺきに見切り、技を完璧に予測し、クライアス卿自身にクライアス卿を斬らせたのです。常軌を逸する動体視力と先を読む力、そして正確無比な斬撃、それらが全すべてが合わさった技巧の剣ですね」

   　我将模拟剑收入腰间的剑鞘，离开了竞技场。克莱亚斯卿呆呆地站在原地，似乎还没有站起来。不过工作人员应该会巧妙地把他带出去吧。

   　模擬剣を腰の鞘さやに収め、アリーナを後にする。クライアス卿は呆然としてしまって未いまだに立ち上がれないようだ。まぁ係員の人とかが上う手まい具合に連れ出してくれるだろう。

   　在返回待机席的途中，附近的一名观众为我鼓掌。掌声逐渐扩散，会场中的观众们为我鼓掌。我一边回应着他们，一边举手回到了座位上。

   　待機席へと戻る途中、近くにいた観客の一人が拍手をしてくれた。その拍手が徐々に広がり、会場中の観客達が拍手をしてくれた。俺はそれに応こたえて手を挙げたりなんぞしながら席へと戻るのだった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「希罗大人！太厉害了！」

   「ヒロ様！　凄すごかったです！」

   「这是每天被梅伊打得落花流水的成果吧」

   「メイに毎日のようにボコボコにされていた成果ね」

   「是啊，这是呕心沥血，呕心沥血的成果」

   「そうだな、血ち反へ吐どを吐いて血尿まで出した成果だな」

   　克莱亚斯卿的战斗方式是梅伊经常使用的。在白刃主义的贵族中似乎是很主流的流派。用电光石火的一刀将敌人连同防御一起斩杀，即使第一击被躲开，也会用同样电光石火的回击杀死敌人。是二击必杀的流派。

   　クライアス卿のあの戦い方はメイに何度もやられたからな。白刃主義者の貴族の間ではメジャーな流派らしい。電光石火の一ひと太た刀ちで防御ごと敵を斬り殺し、一撃目を避よけられた場合でも同じく電光石火の返しの刃で殺す。二撃必殺の流派だ。

   　一开始我试图防御第一击，结果连同防御一起被打飞，不接下第一击而是躲开的话，会被第二击的回击打飞，如果连第二击也躲开的话，又会被第一击打飞……就这样，直到攻略成功为止，我被狠狠地打飞了无数次。也吐了无数次血。在想出用斩击来应对第二击的回击的攻略方法之前，我不知道吐了多少次血。成功之后，这次又用变化技把我打飞了！

   　最初は一撃目を防ごうとして防御ごとぶっ飛ばされまくり、一撃目を受けずに避けたら二撃目の返しの刃にぶっ飛ばされまくり、二撃目も避けてみせたら再びの一撃目でぶっ飛ばされ……というような感じで攻略するまでに滅め茶ちや苦く茶ちやぶっ飛ばされた。血反吐も吐きまくった。二撃目の返しの刃に斬撃を置いて対処するという攻略法を編み出すまでに何度血反吐を吐いたことか。成功したら成功したで、今度は変化技でぶっ飛ばしてくるしな！

   　不仅是剑，还要观察敌人的全身，接下来会怎么行动？从那个姿势会飞出什么样的斩击？为了应对，自己应该采取什么样的姿势，应该在哪里放出斩击？我被强制培养了这种预测未来的能力。

   　剣だけでなく、敵の身体からだの全体を観察して次にどういう風に動こうとしているのか？　その体勢からどんな斬撃が飛び出してくるのか？　それに対応するためには自分はどのような体勢で、どこに斬撃を放てるようにしておくべきなのか？　そういう先を読む力を強制的に養わされた。

   　没什么，跟只靠雷达的有限情报来预测在宇宙空间自由飞行的宇宙船的轨道相比，这根本不算什么。只要是人类，身体的可动范围就是完全固定的。只要能掌握这一点，要预测从什么姿势下会飞出什么样的斩击，就很简单很简单。

   　なぁに、レーダーの限られた情報だけで宇宙空間を自由に飛び回る宇宙船の軌道を読むのに比べたら軽い軽い。人間である以上、身体の可動域というのは完全に決まっている。それさえ把握できればどんな体勢からどんな斬撃が飛んでくるのかを予測するなんて簡単簡単。

   　因为如果预测不到，就会被棍子打飞，吐着血飞出去。所以当然会拼命。

   　予測できないと棒でぶっ叩かれて血反吐を吐きながら吹っ飛ぶことになるからな。必死にもなるよ。

   　在那之后我又战斗了两次。第二个跟我对战的是帝国航宙军所属的骑士。身材娇小的他——不对，是她没有胡乱进攻，而是用防守的剑法稳扎稳打地跟我战斗。但我用双手的剑猛烈地攻击，诱使她反击，然后用反击来反击，让她无力化。

   　それから俺は二度戦った。二人目に対戦したのは帝国航宙軍所属の騎士だった。小柄な彼──ではなく彼女は徒いたずらに攻めかかってくるようなことはせず、守勢の剣で堅実に俺と戦おうとした。しかし俺は両手の剣で激しく襲いかかり、彼女のカウンターを誘発してそのカウンターにカウンターを叩き込んで彼女を無力化した。

   　接下来战斗的是近卫骑士团所属的初老骑士。这个近卫骑士很难对付。该退的时候就退，该攻的时候就攻。但即使如此，跟梅伊相比，他的动作很慢，剑法不正确，力量也很弱。我将战斗带入近身战，利用两把剑的攻击次数，像将棋一样慢慢将他逼入绝境，最后成功地将致命的一击刺入他的侧腹。真是个强敌。

   　次に戦ったのは近この衛え騎士団所属の初老の騎士だった。この近衛騎士は手て強ごわかった。引くべき時は引き、攻めるべき時に攻めてくる。しかしそれでもメイに比べれば動きは遅く、剣は不正確で、力は弱かった。俺は接近戦に持ち込み、二本の剣の手数を生かして詰将棋のように彼を徐々に追い詰め、最終的に致命の一撃を彼の脇わき腹ばらに差し込むことに成功した。強敵だった。

   


   　然后，第四战。

   　そして、四戦目。

   


   「老实说，我本来以为自己没机会跟你交手，已经半放弃了。」

   「正直に言えば、お前と戦うことはなさそうだと半ば諦めていた」

   「这样啊。」

   「さようですか」

   　站在我面前的男人有着一对长耳朵。而且我对他的长相有印象。

   　俺の目の前に立っている男の耳は長かった。そしてその顔には見覚えがあった。

   「如果我赢了，你就要释放埃尔默！」

   「私が勝ったらエルマを解放してもらうぞっ！」

   「不，敕令上说不能做这种事吧，大舅子。」

   「や、勅命でそういうのはダメってことになってるでしょ、お義に兄いさん」

   「别叫我大舅子！」

   「私を義あ兄にと呼ぶなっ！」

   　精灵男子——恩斯特・威尔罗斯用手指着我，唾沫横飞地大喊，拔出腰间的模拟剑。我也拔出两把剑，摆好架势。比赛开始的蜂鸣器响了。

   　エルフの男──エルンスト・ウィルローズが俺に指先を突きつけ、唾つばを飛ばさんばかりの剣幕で叫び、腰の模擬剣を抜いた。俺も二本の剣を抜き、構える。試合開始のブザーが鳴った。

   「喝！」

   「ハァッ！」

   　恩斯特坚持从攻击范围外进攻。他绝不缩短与我之间的距离，而是反复进行小幅度的攻击。

   　エルンストはアウトレンジからの攻撃に徹してきた。決して俺との間合いを詰めようとせず、チクチクと攻撃を繰り返してくる。

   「喂喂，你怕了吗？」

   「おいおい、腰が引けてるぞ」

   「我不会上你的当！」

   「挑発には乗らん！」

   　看来恩斯特似乎仔细分析过我之前的战斗。他似乎在提防我贸然进攻，然后遭到猛烈的反击。同时，他为了不让我缩短距离，用二刀进行猛攻，所以也一直保持距离。

   　どうやらエルンストはこれまでの俺の戦いをよく分析しているようだった。下へ手たに攻め込んで痛烈なカウンターを食らうことを警戒しているようだ。同時に、間合いを詰められて二刀によるラッシュもかけられないように間合いも保ち続けている。

   　就算我再怎么锻炼，也不可能在身体能力和纯粹的敏捷性上赢过施加了身体强化的贵族。如果用普通的方法，我根本无法缩短与他之间的距离。

   　いくら鍛えているとはいえ、俺も流石さすがに身体強化を施している貴族に身体能力や純粋な敏びん捷しよう性で勝つことは不可能だ。こうして逃げに徹されると俺は間合いを詰めることができない。普通の方法では。

   「呼……！」

   「すぅ……ッ！」

   　我屏住呼吸，世界开始缓缓地动了起来。

   　俺が息を止めると、世界がゆっくりと動き始める。

   「什么！？」

   「なぁにぃっ!?」

   　虽然我的身体动作也变得有些迟钝，但没有周围的世界那么严重。我缩短与露出惊愕表情，发出拉长的惊愕声音的恩斯特之间的距离，在缓慢移动的世界中，对恩斯特持剑的手使出无法防御和回避的一击。

   　俺の身体の動きも若干鈍るが、それは周りの世界の動きほどではない。驚きよう愕がくの表情を見せ、間延びした驚愕の声を上げるエルンストとの間合いを詰め、ゆっくりと動く世界の中で、防御も回避も間に合わない一撃をエルンストの剣を持つ手に見舞う。

   「怎么可能！？刚才的动作是怎么回事！？」

   「馬鹿なっ!?　なんだ今の動きはっ!?」

   「我好歹也有一张王牌。」

   「切り札の一つくらいはあるさ」

   　我用双手的剑同时对准剑掉落，露出惊愕表情的恩斯特使出斩击，将他的身体切成四块。判定死亡的蜂鸣器响起，比赛结束。

   　剣を取り落とし、驚愕の表情を浮かべるエルンストに向かって両手の剣で同時に斬撃を放ち、胴体を四分割にするようにぶった切ってやった。死亡判定のブザーが鳴り、試合が終了する。

   「那么，我赢了，今后请不要对艾尔玛的事情说三道四。」

   「んじゃ、俺の勝ちってことで今後はエルマのことについて口を出さないように」

   　我对露出懊悔表情的恩斯特这么说完，离开了竞技场。

   　悔しげな表情を見せるエルンストにそう言って俺はアリーナを後にした。

   


   
    □■□

    □■□

   

   


   「哦，还挺能干的嘛。」

   「ほほう、なかなかどうして。やるではないか」

   　祖父大人看着船长希罗击败恩斯特·威尔罗斯，露出非常愉快的表情。

   　エルンスト・ウィルローズを下したキャプテン・ヒロの姿を眺めながら、お祖じ父い様が実に愉快げな表情を見せる。

   　他是个不可思议的人。乍一看只是个平凡无奇的平民佣兵，但他的命运却复杂离奇到无法用“坎坷”一词来形容。他自称是从异世界来到这里的，还说这个世界酷似他原本世界里玩过的游戏世界。

   　彼は不思議な人だ。一見何の変哲もない平民の傭兵にしか見えないのに、その運命は数奇という言葉では表現できないほどに複雑怪奇なようだ。異世界からこの世界へと入り込んできたと自称し、この世界は自分が元の世界で遊んでいたゲームの世界に酷似していると言う。

   　尽管他自己也还没完全理解状况，但他还是为了出人头地而行动，结果就是让身上流着皇室血脉的米米小姐，以及帝国贵族的女儿艾尔玛小姐随侍在侧，以佣兵的身份出人头地。然后以破格的速度升到白金位阶，成功拜见了祖父大人。

   　自身も状況が吞のみ込めていない中でそれでも彼は身を立てるべく行動し、結果として帝室の血脈をその身に宿すミミさんや、帝国貴族の娘であるエルマさんを側そばに侍らせ、傭兵として成り上がった。そして異例の速さでプラチナランクへと到達し、お祖父様への拝はい謁えつを果たした。

   「他到底是什么人呢？」

   「彼は本当に何者なのでしょうか？」

   「谁知道呢。他所说的话对他来说是事实，但未必是真相。不管怎么说，他很有用。对帝国来说这样就够了。」

   「さてな。彼あ奴やつの言っていたことは彼奴にとっての事実ではあろうが、それが真実であるとは限らん。何にせよ彼奴は役に立つ。帝国としてはそれで良い」

   　祖父大人一边说着，一边把装着葡萄酒的杯子送到嘴边。

   　そう言いながら、お祖父様は葡ぶ萄どう酒の入った盃さかずきを口元へと運んだ。

   「对付那种人，总之就是不要与他为敌。」

   「ああいう者への対処はな、兎とに角かく敵対せぬことだ」

   「只要他不与帝国为敌吗？」

   「帝国に刃やいばを向けぬ限り、ですか？」

   「不，如果他真的与帝国为敌，那我们就应该调查他这么做的原因，并尽可能地纠正它」

   「いいや、仮に帝国に刃を向けたのであれば何な故ぜそうなったのかを調査し、可能な限りその原因を是正するべきであろうな」

   「有必要做到这种程度吗？」

   「そこまでですか？」

   「那种人一旦成为敌人，就会变得非常棘手。即使是必杀的包围也会被他奇迹般地突破，结果导致帝国受到巨大的损失。像他那样的人，甚至有可能成为让一切化为乌有的蚁穴」

   「ああいった者はな、下手に敵に回すと厄介なのだよ。必殺の包囲も奇跡的に切り抜けられ、結果的に大損害を受けることになる。奴のような者が穿うがった蟻ありの一穴が全てを無に帰すことすらあるのだ」

   　祖父大人注视着全息显示器，上面的船长希罗正在击败新的挑战者。他刚刚击败的，应该是帝都里白刃主义者的巨头。

   　お祖父様の見つめるホロディスプレイの先でキャプテン・ヒロが新たな挑戦者を下していた。確か今彼が下したのは帝都で幅を利かせる白刃主義者の重鎮であったはずだ。

   「有前例吗？」

   「過去に例が？」

   「当然有。古兰坎帝国的历史悠久。在无尽的荣枯盛衰之后，才有了现在的帝国。而强大的帝国繁荣和衰败的时候，都必定能看到像他那样的人的影子」

   「あるとも。グラッカン帝国の歴史は長大だ。果てしなき栄枯盛衰の末に今の帝国がある。そして強大な帝国が栄え、衰えるその時には必ずあのような者の影が見て取れる」

   「是这样吗……」

   「そうなのですか……」

   　我从未听说过这样的事情，但恐怕这是只告诉像祖父大人这样的皇帝的秘传吧。

   　そのような話は聞いたことがないが、恐らくお祖父様のような皇帝となる者にだけ伝えられる秘伝のようなものなのだろう。

   「不过，只要不抱恶意与之接触，他们基本上不会造成什么大麻烦。只要给予些许支援，让他们自由行动，就能让情况好转的例子也很多。如果可以的话，最好能与他们结缘。如果未来你陷入困境，这份缘分说不定能帮上你的忙」

   「まぁ、概おおむね悪意を以もって接しさえしなければ大禍のない存在だ。ささやかな支援を行い、自由にさせておくだけで状況を好転させることも多い。可能であれば縁を作っておくが良い。もし、未来に其方そなたが窮地に陥ることがあれば、その縁が助けになるやもしれぬのでな」

   「是，祖父大人」

   「はい、お祖父様」

   　不管怎么说，船长希罗，米米小姐和艾尔玛小姐都是很有意思的人。我本来就打算尽可能与他们交流，所以没有异议。

   　いずれにせよ、キャプテン・ヒロもミミさんもエルマさんも興味深い存在だ。可能な限り交流を持とうと思っていたので、否やはない。

   　我一边看着船长希罗打倒最后的挑战者，一边思考着今后的安排。

   　キャプテン・ヒロが最後の挑戦者を打ち倒すところを見ながら、どうしたものかと私は考えを巡らせるのであった。

   


   
    □■□

    □■□

   

   


   「庆祝夺冠，干杯」

   「優勝を祝して、乾杯」

   「干杯！」

   「かんぱーい！」

   「干杯」

   「乾杯」

   　在我的带头下，米米和艾尔玛举起了酒杯。不过，我喝的是帝都产的碳酸饮料，米米喝的是高级的100％纯果汁，所以实际上喝酒的只有一个人——不，是两个人。

   　俺の音頭でミミとエルマが盃を掲げる。もっとも、俺のは帝都産の炭酸飲料で、ミミのは高級な果汁１００％ジュースなので、実際に酒を吞んでいるのは一人──いや二人だけなのだが。

   「我可是输给了你啊」

   「私は貴様に敗れたのだが」

   　与庆祝的场合不相称的板着脸的长耳美男子——艾尔玛的哥哥恩斯特发着牢骚。

   　祝いの場に相応ふさわしくない仏頂面で耳の長い美男子──エルマの兄であるエルンストが文句を垂れる。

   「比赛结束之后就不存在敌我之分了吧？大舅子」

   「勝負が終わったらノーサイドだろ？　お義兄様」

   「都说了别叫我大舅子……唉」

   「だから私を義兄と呼ぶなと……はぁ」

   　恩斯特像是放弃了一般叹了口气。这种动作和艾尔玛很像啊。该说不愧是兄妹吗？说不定是艾尔玛受到了恩斯特的影响。

   　エルンストが諦あきらめたかのように溜ため息いきを吐つく。こういう仕草がエルマと似てるんだよな。流石は兄きよう妹だいといったところか。もしかしたら、エルマがエルンストの影響を受けているのかもしれないな。

   「不管怎么说，我输了而你赢了。艾尔玛似乎也认可了你，你们的关系似乎也不是以债务为借口的强迫关系。在白刃战中斩杀有名的骑士和贵族，拥有银剑翼突击勋章和金星，还是白金位阶的佣兵，我也不得不认可你。虽然不想被你叫大舅子，但我就认可你吧」

   「ともあれ、私が負けてお前が勝った。エルマもお前のことを認めているようだし、借金を盾に無理矢理という関係でもないようだ。白刃戦で名だたる騎士や貴族を斬り伏せ、銀剣翼突撃勲章にゴールドスター、更にプラチナランクの傭よう兵へいともなれば認めぬわけにもいくまい。お前に義兄と呼ばれれるのは御免だが、認めてやる」

   「我说艾尔玛，为什么这个人说话的语气这么高高在上啊？」

   「なぁエルマ、この人なんでこんなに説明口調の上に偉そうなんだ？」

   「别打岔」

   「茶化さないの」

   　艾尔玛弹了一下我的鼻子。呜，被骂了。

   　ぴん、とエルマが俺の鼻を弾はじく。ぬぅ、叱しかられてしまった。

   「果然是艾尔玛小姐的哥哥呢……」

   「やっぱりエルマさんのお兄さんなんですねぇ……」

   　米米双手捧着杯子，盯着恩斯特的脸看。不，不行啊米米！那家伙确实是个和艾尔玛很像的帅哥……但不行啊！

   　コップを両手で包み込むように持ちながらミミがエルンストの顔をじっと見る。だ、ダメだぞミミ！　そいつは確かにエルマ似のイケメンかもしれないが……ダメだぞ！

   「嗯，脸确实很像」

   「まぁ、顔は似てるわよね」

   「因为我和艾尔玛都比较像父亲」

   「エルマも私もどちらかと言えば父上似だからな」

   　兄妹俩看着对方耸了耸肩。

   　兄妹が顔を見合わせて互いに肩を竦すくめる。

   「不，我不是这个意思。我是说你们都有点不坦率的地方很像」

   「いえ、そういうことでなく。ちょっと素直じゃないところとかそっくりだなぁって」

   「米～米～？」

   「ミィミィ～？」

   「呜哇」

   「うわぁん」

   　艾尔玛用凶巴巴的眼神瞪着米米，轻轻捏了捏她柔软的脸颊。真是温馨的场景啊。不过，不坦率吗……？我不由得和恩斯特对上了视线。他一脸嫌弃地看着我。喂，你那是什么表情啊。

   　エルマが据わった目でミミを睨にらみ、柔らかいほっぺたを軽く抓つねる。微ほほ笑えましい光景だなぁ。しかし素直じゃない、ねぇ……？　なんとなくエルンストと目が合う。嫌な顔をされた。おいなんだその顔は。

   「不过，没想到会在帝城的贵宾室和艾尔玛一起吃饭。五年前根本无法想象」

   「しかしまさか帝城の貴賓室でエルマと食事をすることになるとはな。五年前には想像もしなかった」

   「我也是啊，哥哥。我本来以为自己再也不会踏进帝都了」

   「それは私もよ、兄様。帝都には二度と足を踏み入れることはないと思っていたし」

   「这说明希罗大人重新为艾尔玛小姐和她的家人牵起了缘分。不愧是希罗大人」

   「ヒロ様がエルマさんとエルマさんのご家族との縁を再び結び直したということですね。流石です」

   「你这吹捧有点勉强吧……」

   「そのヨイショはちょっと無理があるんじゃないかなぁ……」

   「实际上，如果我没有和希罗在一起的话，也不会接近帝都，所以可能也没那么夸张」

   「実際ヒロと一緒にいなかったら帝都に近づくことはなかったでしょうから、そこまで大げさな話ではないかもしれないわね」

   　听到艾尔玛的发言，恩斯特惊讶地瞪大了眼睛。他大概没想到艾尔玛不打算回来吧。

   　エルマの発言を聞いてエルンストが目を見開いて驚いている。まさかエルマが帰ってこないつもりだとは思っていなかったのだろう。

   「……不管形式如何，你把艾尔玛带回帝都，我应该感谢你」

   「……どんな形であれ帝都にエルマを連れて帰ってきてくれたお前には感謝をするべきかもしれんな」

   「突然变得这么客气。你到底有多担心啊」

   「急に殊勝な態度になったぞ。どれだけ心配だったんだよ」

   「虽然这么说有点那个，但在我看来，佣兵这种人就是一群对帝国没有归属感的无赖。看到我可爱的妹妹跳进那种地方，我怎么可能不担心」

   「こう言ってはなんだが、私から見れば傭兵などという連中は帝国への帰属意識が弱いゴロツキの集まりだ。そんな中にか弱く可か憐れんな妹が飛び込んで心配しないはずがあるまい」

   「可爱……？可爱倒也……好痛！」

   「か弱く可憐……？　まぁ可憐ではあるアイタタタタ！」

   　艾尔玛捏着米米的脸颊，而艾尔玛小姐则捏着我的大腿。就是这种地方啊！

   　ミミのほっぺたをむにむにしていたエルマが俺の太ももを抓ってくる。そういうとこだぞ！

   「但是，哥哥不是帮助我离家出走了吗？」

   「でも、兄様は私の家出を助けてくれたでしょう？」

   「听好了艾尔玛。哥哥不会眼睁睁地看着可爱的妹妹成为恶毒丑陋的垃圾的猎物。但这是两码事。我怎么可能不担心妹妹跳进自己无法触及的危险场所」

   「良いかエルマ。兄は可憐な妹が悪あく辣らつで醜悪なゴミ屑くずの餌食になるのを看過したりはしない。だがそれはそれ、これはこれだ。手の届かぬ危険な場所へと飛び出した妹を心配しない日など一日たりともなかった」

   「真是个彻头彻尾的妹控」

   「これは筋金入りのシスコンだ」

   「真是个温柔的哥哥呢，艾尔玛小姐」

   「優しいお兄さんですね、エルマさん」

   「过度保护也是有好有坏的……话说回来，那家伙最后怎么样了？因为我消失了，婚约应该解除了吧？」

   「過保護なのも良し悪しだけどね……そういえば、あいつは結局どうなったの？　私が姿を晦くらましたから、婚約は解消されてるのよね？」

   　啊，是那个叫什么桑德的家伙吧。

   　ああ、なんとかサンダーとかいう奴ね。

   「啊，这你不用担心。毕竟她本人已经乘着小型战舰不知去向，婚约关系自然也就无法维持下去了。父亲大人巧妙地周旋，让婚约关系彻底解除了。要是这家伙不在，艾尔玛也愿意回来的话，一切就圆满解决了」

   「ああ、それは心配ない。本人が小型戦闘艦に乗って飛び出して行ゆく方え知れずとなっては婚約関係をそのまま維持するわけにもいかないからな。父上が上う手まく立ち回って婚約関係は綺き麗れいさっぱり解消されている。これでこいつがいなくて、エルマが戻ってきてくれるのであれば全すべて丸く収まったんだがな」

   　说着，恩斯特用冰冷的视线看向我。

   　そう言ってエルンストが俺に冷たい視線を向けてくる。

   「哦？怎么？要打吗？我可不想用真剑对砍哦？互殴也不行。我可是和平主义者。如果你坚持的话，我可以陪你打一场模拟海战」

   「お？　なんだ？　やんのか？　真剣でのチャンバラは御免被るぞ？　殴り合いもＮＧだ。俺は平和主義者なんでな。どうしてもと言うなら船を使った模擬戦なら受けてやろう」

   「你到底是强势还是弱势啊……还若无其事地想把人拉到自己擅长的领域里」

   「強気なのか弱気なのかはっきりしなさいよ……しれっと自分の得意なフィールドに引き込もうとしてるし」

   「就算用剑，你也赢不了我吧……」

   「お前、斬り合いでも私に勝てるだろうが……」

   「这是两码事。我可不想用剑赌命。被砍了会痛，会流血，还会死人。在船上战斗的话，我不会输的」

   「それはそれ、これはこれ。剣での命のやり取りなんて御免だ。斬られたら痛いし血が出るし死ぬじゃないか。船での戦闘なら俺に負けはない」

   「真有自信啊」

   「随分な自信だな」

   「当然了。我可是金星」

   「勿もち論ろんです。ゴールドスターですから」

   　恩斯特挖苦了一句，我则一脸得意地回应。哼哈哈，我可是金星，是白金排名者哦？虽然这么说有点自吹自擂，但我可不觉得自己在一对一的船战中会输。PvP很麻烦，所以我很少参与，但干佣兵这一行，自然而然就会变得擅长对人战。毕竟对手基本上都是宙贼或宙贼玩家。虽然我也经常跟宇宙怪兽干架就是了。

   　皮肉を飛ばしてくるエルンストにドヤ顔で対応してやる。ふはは、我ゴールドスターぞ？　プラチナランカーぞ？　こう言ったらなんだが、一対一の船での戦闘で負ける気はしない。ＰｖＰは面倒だからあまりやらなかったが、傭兵稼業をやっていれば自然と対人戦に特化してしまうものだ。何せ相手は基本的に宙賊や宙賊プレイヤーだからな。宇宙怪獣とも結構やり合うけど。

   「哼……四天后是白兵战的淘汰赛吧？希望你到时候别丢人现眼。」

   「ふん……四日後には白兵戦のトーナメントだろう？　そこで恥をかかなければ良いがな」

   「啊，对了。白兵战的淘汰赛具体来说是怎么比的？总不会是用动力装甲和激光枪互相厮杀吧？」

   「ああ、それな。白兵戦のトーナメントって、具体的にはどうやるんだ？　まさかパワーアーマーやレーザーガンで殺し合うわけじゃないだろう？」

   　白刃战淘汰赛是用模拟剑对砍，航宙战淘汰赛则是用船进行模拟战。但是白兵战似乎无法采用这么单纯的淘汰赛形式。所谓的白兵战，基本上就是对接近大型船或战舰等目标，直接将战力送入船内进行压制。不可能一对一战斗，而且每个人装备也有差异。到底要怎么确认白兵战的实力？

   　白刃戦トーナメントは模擬剣での斬り合い、航宙戦トーナメントはつまるところ船を使った模擬戦だ。しかし白兵戦はそう単純なトーナメント形式にはできそうにない。基本的に白兵戦というのは大型船や戦艦などに接せつ舷げんし、直接船内に戦力を送り込んで制圧するというものだ。一対一で戦うなんてことはあり得ないし、個人個人で装備の差というものもある。一体どうやって白兵戦の実力を確かめるというのか？

   「怎么，你不知道吗？那我告诉你吧。」

   「なんだ、知らんのか？　なら教えてやろう」

   　恩斯特开始得意洋洋地讲解起白兵战竞技的规则。也就是说，白兵战竞技类似于极限障碍赛跑，或者极限体能王。

   　そう言ってエルンストは偉そうに白兵戦競技の講釈を垂れ始めた。つまり、この白兵戦競技というのはエクストリーム障害物競走、或あるいはエクストリームＳＡＳ○ＫＥみたいなものらしい。

   　首先，大前提是使用各自准备的装备。当然，经济实力的差距会在这个时候体现出来，但考虑到这是模拟实战的竞技，能够凑齐装备的经济实力也是参赛者实力的一部分，所以装备的公平性从一开始就不是考虑的问题。对手的装备比自己好？那只能怪自己没有凑齐同样的装备，这就是竞技的逻辑。

   　まず、大前提としてそれぞれ自前で用意した装備を用いることになる。勿論経済力によってこの時点で差がつくが、実戦を想定しているこの競技においては装備を揃そろえる経済力もまたその参加者の実力ということで、装備の公平性などというものは最初から投げ捨てられている。対戦相手のほうが装備が良い？　それは同じ装備を揃えられないやつが悪いのだという理屈らしい。

   　嗯，真是极限。

   　うーん、エクストリーム。

   　然后，参赛者进入各自的战场，开始战斗。战场是模拟各种情况的场地，例如登上敌舰的白刃战，殖民卫星市区的白刃战，行星上某片丛林的白刃战。

   　そして対戦者はそれぞれのバトルフィールドに突入し、戦闘を開始する。バトルフィールドは様々なシチュエーションを想定されたものが用意されることになっており、それは例えば敵対船に乗り込んでの白兵戦であったり、コロニーの市街地での白兵戦であったり、どこかの惑星上にある密林での白兵戦であったりする。

   　军方的训练设施可以利用全息投影和仿生机器人在短时间内重现这些环境，这次的白刃战淘汰赛就是使用这些设施进行的。

   　ホログラムとレプリケーターなどを組み合わせ、そういった環境をごく短時間で再現する軍の訓練施設があり、それを使って今回の白兵戦トーナメントを行うというのだ。

   「真是浪费技术啊。」

   「すげぇ技術の無駄遣いだな」

   「顺带一提，敌方角色预定由在帝都拥有工厂的各种机器人制造商的战斗机器人及其试作品担任。好像还会顺便收集战斗数据。」

   「ちなみに、敵役は帝都に工場を持つ各種ロボットメーカーの戦闘用ボットやその試作品となる予定だそうだ。ついでに戦闘データを収集するらしい」

   「真是群吃不了亏的家伙……」

   「転んでもただでは起きない連中だなぁ……」

   　保密方面没问题吗？不过原来如此，装备自由啊。原来如此。之后再仔细阅读规则吧。对了，得把黑莲上的武器全部送过来才行。毕竟还有从克里希那转移过来的。不对，消耗品还是由这边准备比较好吧？常用的装备和动力装甲都放在克里希那上了，所以只要请他们准备榴弹和弹药之类的就行了吧。

   　機密保持とかそういう方向の心配は大丈夫なんだろうか？　しかしなるほど、装備は自由か。なるほど。後でルールをよく読むとしよう。ああ、ブラックロータスに置いてある武器の類を全部送ってもらわないといけないな。クリシュナから移したものもあるし。いや、消耗品はこっちで調達したほうが良いか？　よく使う装備やパワーアーマーはクリシュナに積んであるから、グレネードとか弾薬の類だけ手配してもらえばいいか。

   「希罗大人露出了邪恶的表情。」

   「何かヒロ様が悪い顔をしています」

   「在打什么坏主意吧。」

   「何か企たくらんでるわね」

   「你们在说什么啊，说得这么难听。我可没打算用小型反应弹哦。」

   「何を言っているんだ。人聞きの悪い。流石さすがに小型反応爆弾とかを使うつもりはないぞ」

   「那不是废话吗！？艾尔玛，这家伙没问题吧？」

   「当たり前だろうが!?　エルマ、大丈夫なのかこいつは」

   「没问题……不对，不好说。之前还把歌唱水晶……」

   「大丈夫……いや、どうかしら。前に歌う水晶を……」

   「歌唱水晶！？」

   「歌う水晶!?」

   　哎呀，艾尔玛，这个话题就到此为止吧。毕竟那可是无限接近黑色的灰色地带。要是被发现的话可不是挨骂就能了事的，所以不能再继续说下去了。

   　おっとエルマ、その話はそこまでだ。あれは限りなくブラックに近いグレーなムーブだったからな。発覚したら怒られる程度では済まないアレなので、それ以上はいけない。

   　没什么，只是有效利用装备而已。没问题，不会出事的。

   　なぁに、装備を有効に使うだけだ。大丈夫だ、問題ない。

   「比起这个，我更在意刚才艾尔玛稍微提到的未婚夫。他该不会又来找你麻烦了吧？」

   「それよりもさっきチラッと言っていたエルマの婚約者の件が気になるんだが。まさかちょっかいをかけてきたりはしないだろうな？」

   「我想应该不会，就算真的有，我也不会给希罗添麻烦的。」

   「それはないと思うけど、もしそんなことがあってもヒロに迷惑はかけないわよ」

   　艾尔玛说完后嘟起了嘴。我戳了戳艾尔玛的额头。

   　そう言ってエルマが唇を尖とがらせる。俺はそんなエルマのおでこをつっついた。

   「笨蛋。添不添麻烦根本无所谓。如果真的有可能发生那种事，我会想办法解决的。」

   「馬鹿。別にそんな迷惑とかはどうでも良いんだよ。もしそういうことが考えられるなら、何かしらの手を打とうって話だ」

   「可以不要在我面前和妹妹打情骂俏吗？」

   「私の前で妹とイチャつくのはやめてくれるか？」

   「才不要。所以，那家伙是什么样的人？大舅子和艾尔玛好像都很讨厌他。」

   「やなこった。それで、そいつはどんな奴やつなんだ？　お義兄さんもエルマも随分嫌ってるようだが」

   「就说了别叫我大舅子……唉，算了。艾尔玛的前未婚夫是艾尔萨尔侯爵家的次男。是个比起吃饭更喜欢女人的垃圾。如果只是喜欢女人倒还好，但他仗着侯爵父亲的权力为所欲为。」

   「だから義兄と呼ぶなと……はぁ、まぁ良い。エルマの元婚約者はエルザル侯爵家の次男坊でな。三度の飯より女が好きな屑だ。単に女好きなだけなら良いんだが、侯爵である親の権力を笠かさに着て好き放題している」

   「怎么说呢，感觉就是典型的废柴贵族，为什么这种人会被放任不管？话说，就算对方是侯爵的次子，他有胆对子爵家的千金艾尔玛做出这种事吗？」

   「なんというか絵に描いたようなダメ貴族っぽい感じだが、そんなのが何な故ぜ放置されてるんだ？　というか、いくら相手が侯爵の次男坊でも子爵家の令嬢であるエルマにそんな無体を働けるものか？」

   　侯爵和子爵，作为贵族的阶级，或者说地位，当然是对方更高，但即便如此，也不可能把自己的宝贝女儿嫁给那种评价极差的儿子吧。

   　侯爵と子爵では勿論貴族としての階級というか地位は向こうのほうが上なんだろうが、それでもそんな評判の悪い息子にわざわざ自分の可愛かわいい娘を差し出すわけもないだろう。

   「是侯爵亲自向父亲低头，拜托把艾尔玛嫁给他的次子。因为次子的放荡行为实在太过火，侯爵觉得束手无策，所以想让艾尔玛和他结婚，给他套上项圈」

   「侯爵直々に父上に頭を下げてエルマを次男坊の嫁にくれと頼まれたんだ。あまりの放ほう蕩とうぶりに手を焼いて、エルマと身を固めさせて首輪をつけようとしたわけだな」

   「为什么……」

   「なんでまた……」

   「因为艾尔玛既美丽又可爱，而且作为威尔罗斯子爵家的千金，她还拥有不辱家名的坚强意志，所以评价很高……不过，她也因此离开了帝都」

   「エルマは可憐で美しく、それでいてウィルローズ子爵家の令嬢として恥じない芯しんの強さを持ち併せていると評判だったからな……まぁ、それが高じて帝都を飛び出したわけだが」

   「也就是说，她强到能压制住那个放荡儿子——嘎啊啊啊啊啊！？」

   「それってつまり放蕩息子を押さえつけられるくらい強──ガアァァァァッ!?」

   　艾尔玛迅速抓住我的手臂，扭动关节让我感到疼痛。就是这个！就是这个啊！

   　エルマが素早く俺の腕を取り、関節を極きめて痛めつけてくる。そういうとこ！　そういうとこだぞ！

   「呃……那么，那个艾尔萨尔侯爵家的次子还有可能和艾尔玛小姐接触吗……？」

   「ええと……じゃあその、エルザル侯爵家の次男坊様とやらがまたエルマさんに接触してくる可能性は……？」

   「陛下亲自下令，不准对那个男人……希罗的亲属出手。当然，这道命令也包括了不准对作为本次锦标赛奖品的你和我妹妹，以及同行的整备员姐妹出手。一旦锦标赛结束，这道命令就会失效。但是，即使锦标赛结束，帝国贵族也会犹豫是否要对你们出手，因为这可能会触怒陛下。一般来说，应该不用担心，但……」

   「陛下直々にその男……ヒロの身内に手を出すべからずと勅が発せられているからな。これは勿論今回のトーナメントの景品として貴女あなたや我が妹、それに同行者の整備士の姉妹に手を出すことはならんという意味で、トーナメントが終わればその勅も効力をなくす。だが、トーナメントが終わっても帝国貴族が貴女達に手を出すことは躊躇ためらわれるようになる。陛下の不興を買う恐れがあるからな。普通に考えれば心配はない、と思うのだが」

   「那个次子有可能会出手。」

   「その次男坊は手を出してくる可能性があると」

   　我一边揉着从艾尔玛的关节技中解放出来的手臂，一边说道。恩斯特点了点头。

   　エルマの関節技から解放された腕をさすりながらそう言うと、エルンストは頷うなずいた。

   「不能完全否定这个可能性。因为那家伙的个性就是无法忍耐。但是，如果真的发生这种情况，危险的不是艾尔玛，反而是米米小姐，也就是你。」

   「可能性は全く否定できん。奴は我慢がきかない性た質ちだからな。だが、その場合危険なのはエルマよりも寧むしろミミ嬢、貴女のほうだろう」

   「我吗！？」

   「私ですか!?」

   　米米夸张地表示惊讶。但我并不惊讶。因为从那个色猴子次子的角度来看，米米应该是更容易出手的对象。

   　ミミが大げさに驚く。だが、俺は驚かない。普通に考えて、ミミのほうが手を出しやすい相手だろうからな、そのエロザルだかなんだかの次男坊にしてみれば。

   　艾尔玛是子爵家的千金，随便出手的话可能会与威尔罗斯子爵家为敌。但是，米米只是个平民。至少官方是这么宣布的。对于滥用权力作恶的贵族来说，平民更容易解决麻烦。

   　エルマは子爵家令嬢で、下へ手たに手を出すとウィルローズ子爵家を敵に回す可能性がある。だが、ミミはただの平民だ。少なくとも公式にはそのようにアナウンスされている。権力を笠に着て悪さをする貴族としては相手が平民のほうが面倒事は少なくて済むというわけだ。

   　皇女殿下这种存在，对于侯爵家的次子来说也是高不可攀吧。搞不好连见面都见不到吧？

   　皇女殿下という存在は侯爵家の次男坊という身分をもってしても高たか嶺ねの花はなだろう。下手すると面会すらできない相手なのではないだろうか？

   　如果有个平民女孩长得和皇女殿下一模一样呢？对于好女色的放荡儿子来说，岂不是会忍不住出手吗？

   　そんな皇女殿下と瓜うり二ふたつの容よう貌ぼうを持つ平民の娘という存在がいたとしたら？　女好きの放蕩息子としては手を伸ばさずにはいられないのではなかろうか。

   「就算是这样，一般来说也不会吧。」

   「それにしたって、普通はないよな」

   　虽然可能比不上露西亚达皇女殿下，但我的船员米米对帝国贵族来说也是个不可触碰的存在。我已经在近战项目中展示了实力，之后的淘汰赛也打算展示实力。一般来说，应该不会做出触怒我这个武力化身的行为吧。

   　ルシアーダ皇女殿下とは比べ物にならないかもしれないが、俺の船のクルーであるミミという存在もまた帝国貴族にとってはかなりアンタッチャブルな存在であるはずだ。既に俺は白刃戦の部で力を示したし、この後のトーナメントでも力を示すつもりだ。そんな武力の権化みたいな俺の怒りを買うような真ま似ねは普通はしないのではないかと思う。

   「嗯，是这样没错……但那家伙并不普通。」

   「まぁ、そうだが……奴は普通ではないからな」

   「这样啊，不普通啊……」

   「そっかぁ、普通じゃないかぁ……」

   　看来还不能放松警惕啊。真是的，真受不了。

   　まだまだ気は抜けそうにないな。まったく、やれやれだ。

   　首先，为了四天后的白兵战项目，我得先做些准备。不管怎么说，我得从眼前的事情开始一件一件地解决。

   　まずは四日後の白兵戦の部に備えて動くとするか。何はともあれ、目の前のことからコツコツと片付けていかないとな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　三天后，白兵战项目的早晨来临了。这三天其实非常平静——才怪。

   　三日経たって白兵戦の部の朝が来た。この三日間は実に穏やかな三日間──ではなかった。

   「吾名俊次・凯丹！想与阁下切磋！」

   「我が名はシュンジ・ガイデン！　貴殿に手合わせを申し込みたい！」

   「吾名白玫瑰！向阁下提出决斗！模拟比试也无妨！」

   「我が名はホワイトローズ！　貴殿に決闘を申し込む！　模擬試合でも構わない！」

   「希罗阁下，来训练吧！近卫骑士们都在等着呢！」

   「ヒロ殿、訓練をしよう！　近この衛え騎士達が待っているぞ！」

   　没有参加淘汰赛的白刃主义者，戴着白色面具穿着以玫瑰为设计灵感的白衣的可疑人士，还有遗憾美女的女性近卫骑士，都纷纷涌到我身边，吵着要和我比试，一决胜负，训练什么的，烦死人了。我都说了，我为了准备白兵战项目很忙啊！？

   　トーナメントに参加していなかった白刃主義者やら、白いマスクに薔ば薇らモチーフの白い衣装を着込んだ不審者やら、残念美人な女性近衛騎士やらが俺のもとに押しかけてきて剣の試合やら勝負やら訓練やら何やらと五う月る蝿さいことこの上なかった。白兵戦の部に備えるために忙しいって言ってんだろォン!?

   　话说卫兵！或者是近卫兵！把那个白色可疑人士给我撵出去！你们在干什么啊！

   　というか衛兵！　もしくは近衛兵！　その白い不審者はつまみ出せよ！　何やってんだよ！

   「不，米歇尔——白玫瑰阁下是身份明确的人。」

   「いや、ミヒャエル──ホワイトローズ殿は身元ははっきりしている方だから」

   　真实身份暴露了啊，白玫瑰。

   　正体バレてるのかよ、ホワイトローズ。

   「就当没听到吧。他是神秘剑士白玫瑰。和格莱泽斯公爵家没有任何关系。明白了吗？」

   「聞かなかったことにしてくれ。彼は謎の剣士ホワイトローズだ。グライゼス公爵家とは何の関係もない。良いな？」

   　啊，原来如此。公爵家的少爷虽然穿着暴露真实身份的cosplay，但谁都不会吐槽，或者说吐槽不了。

   　ああ、なるほど。公爵家のボンボンがバレバレのコスプレをしているけど誰だれもツッコまないというか、ツッコめないんだな。

   「他基本上不会做坏事……倒不如说，他还会利用自己的情报网去惩罚做坏事的贵族，所以真要说的话，他其实是个英雄。虽然偶尔会干出不得了的事情，让我们去帮他擦屁股，这是他的缺点」

   「基本的に悪いことをする方ではないから……というか、独自の情報網を使って悪いことをする貴族をとっちめたりするから、どちらかというと本当にヒーローなんだ。とんでもないことをやらかして我々が尻しり拭ぬぐいをすることも稀まれにあるのが玉に瑕きずだが」

   　原来如此。他的地位就像偶尔会犯傻的老头子一样。公爵的话，应该也有权力。顺便一提，白玫瑰被晚来的女仆小姐击中要害，昏了过去，被带走了。她和梅伊是不同风格的冷酷系女仆。我觉得她能和白玫瑰成为好朋友。

   　なるほど。たまにうっかりをやらかす御老公みたいなポジションなわけか。公爵なら権力もあるものな。ちなみにホワイトローズは遅れて現れたメイドさんに当身を食らって気絶させられ、連れて行かれた。メイとはまた違った趣きのクール系メイドだった。ホワイトローズとは良い友達になれる気がする。

   　我一边应付着那些家伙，一边为白兵战项目做准备。这意外地麻烦，必须事先制作一份清单，列出要带入的物品，这真的很麻烦。

   　そんな奴らを適当にあしらいながら俺は白兵戦の部に備えて準備を進めた。これが意外と厄介で、事前にどんなものを持ち込むかリストを作って提出しなければならないのが只管ひたすらに面倒であった。

   　不过，既然要参加，我就不打算手下留情。所以申请的物品无论如何都会变多。主办单位的皇室似乎很慷慨，愿意承担消耗品的费用，比如手榴弹、弹药和能源包等等。我要让那个混账皇帝看看我开的账单金额，让他大吃一惊！

   　まぁ、やるからには自重なしで行くつもりだからね。申請するものがどうしても多くなる。太っ腹なことに、グレネードや弾薬、エネルギーパックなどの消耗品に関しては使った分は主催の帝室が費用を負担してくれるらしいからな。請求書の額であのファッキンエンペラーに一泡吹かせてやるぜ！

   　不，不可能。嗯，不可能。白兵战用的消耗品不管用多少，金额都不会太大。顶多几万艾尼吧。算了，别想太多，做好该做的事吧。

   　いや無理だな。うん、無理だ。白兵戦用の消耗品なんてどんなに使っても大した額にはならないからな。精々数万エネルがいいところだろう。まぁ、余計なことは考えずにやるべきことをやっていくとしよう。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「希罗大人，您还好吗？」

   「ヒロ様、大丈夫ですか？」

   　米米担心地从旁边抬头看着我的脸。

   　ミミがそう言いながら心配そうに隣から俺の顔を見上げてくる。

   　这里是作为锦标赛会场的训练设施。为了举办锦标赛，这里紧急设置了大量观众席，看起来简直就像体育场。

   　ここはトーナメント会場となる件くだんの訓練施設である。トーナメントのために急きゆう遽きよ多数の観客席などが設営されており、その様相はまるでスタジアムか何かのようになっている。

   　原本这里是军方的训练设施，不会举办活动，当然也没有观众席。虽然没有，但为了这次的锦标赛，利用训练设施的战斗领域生成能力，紧急制作了观众席。不愧是宇宙帝国，做事的规模就是不一样。

   　本来は軍の訓練施設でイベントなどを行うことはないので、当然観客席などというものは存在しない。存在しないのだが、今回のトーナメントのために訓練施設のバトルフィールド生成能力を利用して観客席を急遽作ったのだと言うのだから流石宇宙帝国はやることのスケールが違うな。

   「啊啊，没事。我只是在回忆这三天发生的事而已。」

   「ああ、大丈夫。この三日間に思いを馳はせていただけだから」

   「啊哈哈……真是辛苦你了。」

   「あはは……大変でしたね」

   　米米苦笑着说道。她似乎也因为露西亚达皇女殿下几乎每天都要邀请她参加茶会而感到很辛苦。我则是因为要准备今天的事，还要应付那些不请自来的笨蛋，所以忙得不可开交，没能看到茶会的情况，不过她们的关系似乎进展得很顺利。

   　そう言って苦笑いするミミはミミで毎日のようにルシアーダ皇女殿下にお茶会に誘われて大変だったみたいだけどな。俺は今日の準備やら押しかけてきた馬鹿どもの相手やらで大変だったから、あまりお茶会の様子を見ることはできなかったが、順調に仲良くなっているようではあった。

   　顺带一提，艾尔玛是我们三人中过得最悠闲的。她时而安静地喝着茶，用平板电脑看书，时而陪米米参加露西亚达皇女殿下的茶会。

   　ちなみにエルマは俺達三人の中で一番のんびりと過ごしていた。静かにお茶を飲みながらタブレット端末で読書をしたり、ミミに付き合ってルシアーダ皇女殿下とのお茶会に参加したりしていたようである。

   「这次你可要特别小心哦。」

   「今回は特に気をつけなさいよ」

   「我知道。我会多加注意的。」

   「わかった。十分に注意する」

   　毕竟对手是战斗机器人。根据情况不同，动力源的能量电池可能会爆炸，确实需要小心。关于武装方面，为了不让参加者受伤，似乎会装备训练用的武器，所以这方面应该不用担心。

   　相手は戦闘ボットという話だからな。場合によっては動力源のエネルギーセルが爆発するかもしれないから、確かに注意は必要だ。武装に関しては参加者が怪我をしないように訓練用のものが装備されているらしいから、そっちは心配なさそうだけど。

   「那我走了。梅伊，我们走吧。」

   「じゃあ、行ってくる。行くぞ、メイ」

   「是，主人。」

   「はい、ご主人様」

   　我带着梅伊，准备离开作为待机地点的包厢观众席——却被艾尔玛拦住了。

   　俺はメイを引き連れて待機場所となっている個室の観客席を出──ようとしてエルマに止められた。

   「等一下，你为什么要带梅伊一起去？」

   「ちょっと待ちなさい、なんでメイを連れて行くのよ？」

   「咦？因为这是我的装备啊。」

   「え？　だって俺の装備だし」

   「啊？」

   「は？」

   「咦？」

   「えっ？」

   　艾尔玛和米米瞪大眼睛，发出惊讶的声音。

   　エルマとミミが目を丸くして驚きの声を上げた。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「那么，我们来到了御前比武第二淘汰赛，白兵战的会场！规则就如刚才所说明的！选手们将使用自己准备的装备，突破严酷的战场！当然，轻率的行动将被判定为死亡，挑战者的挑战到此结束。如果双方都被判定死亡，将根据当时双方获得的分数来决定胜负！」

   「さぁやってまいりました！　御前試合第二トーナメント、白兵戦の部です！　ルールは先程説明した通り！　選手達は自分達が揃そろえた装備を使い、過酷なバトルフィールドを突破していきます！　もちろん、迂う闊かつな行動は死亡判定となり、そこで挑戦者のチャレンジは終了となります。両者ともに死亡判定が出た場合、その時点で両者が獲得したスコアによって勝敗が決されます！」

   　播报员宏亮的声音响彻了设有观众席的训练设施内，观众们——应该大多是贵族——发出欢呼。在这当中，我穿着自己的动力装甲，和梅伊一起混在其他参赛者中待命。

   　アナウンサーのよく通る声が観客席を備えた訓練施設内に響き渡り、観客達──概おおむね貴族のはずだ──の歓声が巻き起こる。そんな中、俺は自前のパワーアーマーを装着してメイと一緒に他の参加者達に交ざって待機していた。

   　我这次的装备是动力装甲RIKISHI mk－Ⅲ和双手的斧鎗。然后背部的武器挂点上装备了追加武装的电浆榴弹发射器。这是使用动力装甲的瞄准系统发射的自动榴弹发射器，装填的是会引起超高热电浆爆炸的电浆榴弹。大多数的障碍物都能用这个破坏。

   　今回の俺の装備はパワーアーマーのＲＩＫＩＳＨＩ ｍｋ－Ⅲと両手のハチェットガン。そして背部の武器マウントには追加武装のプラズマグレネードランチャーを装備している。これはパワーアーマーの照準システムを使って発射するオートグレネードランチャーで、装そう塡てんされているのは超高熱のプラズマ爆発を起こすプラズマグレネードだ。大抵の障害物はこいつで破壊できる。

   　除此之外，RIKISHI还装备了肩部激光枪等许多固定武装，而双手的斧鎗是也能用于近战的激光霰弹枪。

   　その他にもＲＩＫＩＳＨＩには肩部レーザーガンなど多数の固定武装も装備されているし、二丁装備したハチェットガンは近接戦闘もこなせるレーザーショットガンだ。

   「那么，备受瞩目的希罗船长……他穿的动力装甲看起来好邪恶——不对，是好有压迫感」

   「さぁ、注目のキャプテン・ヒロですが……なんだか悪そ──威圧的な外見のパワーアーマーですね」

   「嗯，没见过的机种呢。重装甲的动力型，恐怕是能应对动力装甲战的类型吧」

   「ふむ、見たことのない機種ですね。重装甲のパワータイプ、恐らく対パワーアーマー戦にも対応しているタイプでしょう」

   「原来如此，而且不知为何还带着女仆仿生人」

   「なるほど、そして何故かメイドロイドを連れているようですが」

   「根据手头的资料，三天前他向锦标赛运营方询问是否可以携带女仆仿生人作为装备，经过协商，由于没有特别合理的理由拒绝，所以得到了认可」

   「手元の資料によると、三日前に彼からメイドロイドを装備として持ち込むことは可能かとトーナメント運営に問い合わせがあり、協議の結果特に退ける合理的理由もないということで認められたそうです」

   「原来如此，不过女仆仿生人基本上应该不是以战斗为目的的机型……她手上拿着的武器看起来很厉害呢」

   「なるほど、しかしメイドロイドというのは基本的に戦闘を目的としたものではないと思うのですが……彼女はなんだか凄すごそうな武器を持っていますね」

   　梅伊手上拿着的是被整备员姐妹改造过的激光发射器。具体来说，她们给激光发射器加了一层看起来有点凶恶的外壳，这样梅伊就能用激光发射器狠狠地揍敌人也不会把它弄坏了。虽然重量变成了两倍，但梅伊使用起来没有任何问题。当然，这次锦标赛期间，安装在激光发射器上的限制器也被解除了。

   　メイが手にしているのは整備士姉妹によって改造されたレーザーランチャーである。具体的には、メイがレーザーランチャーで敵を思い切りぶん殴っても壊れないようにちょっと凶悪な見た目の外装を取り付けたものだ。重量は倍ほどにもなってしまったが、メイが扱う分には問題はない。当然ながら、今回のトーナメント参加中は取り付けられていたリミッターも解除されている。

   「确实如此。听说他的船员大多是女性，所以可能被定制化成了也能胜任护卫工作的机型」

   「そのようですね。彼の船には女性クルーが多いという話なので、護衛もこなせるようにカスタマイズされているのかもしれません」

   「原来如此……不过这样的话，应该也有参赛者会考虑投入战斗机器人吧？」

   「なるほど……しかしそれならば戦闘ボットを投入したいと考える参加者もいるのではないでしょうか？」

   「规则上禁止投入战斗机器人。看来船长希罗是巧妙地钻了规则的漏洞」

   「戦闘ボットの投入はルールで禁止されていますので。キャプテン・ヒロは上う手まくルールの穴を突きましたね」

   　担任解说的男性军人苦笑着说道。不过，梅伊的定制化结果是本体价格47万艾尼，如果把其他配件和装备也包含在内的话，价格会更高。说白了，用同样的金额去买战斗机器人的话，应该能买更多台吧。甚至还能买到性能方面远远凌驾于梅伊的机体。本来女仆仿生人是被购买来照顾生活起居或作为玩赏用途的，把这么多钱花在上面，或许已经远远超过疯狂的范畴了。

   　解説の軍人らしき男がそう言って苦笑いを浮かべる。まぁ、メイはカスタマイズの結果本体価格が47万エネル、その他オプションや装備も含めるともっと高い。ぶっちゃけ、同じ金額で戦闘ボットを買えばもっと数を揃えられるだろう。性能面でメイを軽く凌りよう駕がする機体だって買えるんじゃないだろうか。本来身の回りの世話や愛あい玩がん用途で購入されるメイドロイドにここまで金をかけるのは酔狂の域を軽く通り越しているのかもしれない。

   「我可不后悔。」

   「俺は後悔してないけどな」

   「主人？」

   「ご主人様？」

   「不，没什么。你就尽情发挥力量吧。」

   「いや、なんでもない。思う存分力を振るってくれ」

   「是，交给我吧。」

   「はい、お任せください」

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「喝！」

   「はぁっ！」

   　梅伊用双手的斧鎗乱射，用扩散激光扫荡在通道上展开的战斗机器人。

   　両手のハチェットガンを乱射し、通路に展開している戦闘ボットを拡散レーザーで掃討する。

   「好耶！」

   「うっしゃー！」

   　她用斧鎗砸向突然从通道旁跳出来的战斗机器人，将其粉碎。梅伊也豪迈地挥舞着经过改造的激光发射器，粉碎战斗机器人。那样真的没问题吗？里面的东西不会坏掉吗？

   　突然通路脇から飛び出してきた戦闘ボットにハチェットガンを叩たたきつけ、粉砕する。メイも改造されたレーザーランチャーを豪快に振り回し、戦闘ボットを粉砕している。本当に大丈夫なのか、それ。中身壊れてない？

   「梅伊，目标呢？」

   「メイ、目標は？」

   「在两面墙的对面。」

   「壁二枚向こうです」

   「了解。」

   「了解」

   　用电浆手榴弹发射器炸飞墙壁，冲进内部后，用双手的斧鎗和双肩的激光枪，以及梅伊手持的激光发射器射出激光，扫荡在房间里严阵以待的战斗机器人。对于从非正常入口闯入的我们，它们的反应慢了一拍。这一瞬间的差距决定了胜负。

   　プラズマグレネードランチャーで壁を吹き飛ばし、内部へと突入して両手のハチェットガンと両肩のレーザーガン、それにメイの持つレーザーランチャーから放たれたレーザーが部屋の中で待ち構えていた戦闘ボット達を薙なぎ払はらう。本来の入り口ではない場所から突入してきた俺達への対応が一瞬遅れたな。この一瞬が勝敗を分けるんだ。

   「船长希罗抵达终点！对战选手还在第二关！哎呀，他弃权了。大概是觉得从现在开始逆转是不可能的吧」

   「キャプテン・ヒロがゴォール！　対戦者はまだステージ２の途中です！　おっと、リタイアです。ここからの逆転は不可能と見たのでしょうか」

   「是啊。按照这个规则，比起在路途中赚取分数，还是尽快通关得分更高。虽然过于重视速度而受到死亡判定会很麻烦，但只要不受到死亡判定，以压倒性的速度差先抵达终点，就几乎不可能被逆转。所以他才干脆地认输了吧」

   「そうでしょうね。このルールでは道中でスコアを稼ぐよりも、素早く攻略したほうがスコア的に大幅に有利になります。速さを重視するあまりに死亡判定を受けると厳しいことになりますが、死亡判定を受けずに圧倒的な速度差で先にゴールすれば逆転はほぼ不可能です。それで潔く負けを認めたのでしょう」

   　播报员和解说的军人对这一连串的流程进行解说。

   　アナウンサーと解説の軍人が一連の流れを解説する。

   「不过船长希罗的手段真是高明啊」

   「しかしキャプテン・ヒロは手際が良いですね」

   「虽然那名女仆仿生人和强力的动力装甲也帮了大忙，但你本人也累积了相当多的训练。不仅站位准确，对状况的战术判断也毫不犹豫。你作为帝国航宙军的海兵也能大展身手，真希望你能加入我们的部队。」

   「あのメイドロイドや強力なパワーアーマーの能力もあるのでしょうが、それ以上に相当な訓練を積んでいますね。位置取りは的確で、状況に対する戦術的な判断にも迷いがありません。彼は帝国航宙軍の海兵としても上手くやっていけますよ。是非うちの部隊に欲しいですね」

   　饶了我吧。我绝对不要混在肌肉猛男的海兵里过着每天打白刃战的生活。

   　勘弁してくれ。ガチムチマッチョの海兵に交じって白兵戦の日々とか絶対に御免だ。

   


   　就这样，我在白刃战项目也获得了优胜。嗯，梅伊果然有点犯规。

   　終始こんな感じで俺は白兵戦の部でも優勝した。うん、やっぱりメイは反則気味だったな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「你无论作为骑士还是士兵都很优秀呢。」

   「貴方あなたは騎士としても兵士としても優秀なのですね」

   「嗯，还好啦……承蒙夸奖，不胜荣幸。」

   「えぇ、まぁ……お褒め頂き光栄です」

   　在白刃战项目也获得优胜的当天，晚餐不是像往常一样三个人一起吃，而是和露西亚达皇女殿下单独用餐。正确来说，是只有我被叫去和露西亚达皇女殿下共进晚餐。

   　白兵戦の部でも優勝したその日の夕食はいつもの三人での夕食ではなく、ルシアーダ皇女殿下とサシでの夕食だった。正確に言えば、ルシアーダ皇女殿下との会食に俺だけがお呼ばれしたという形だな。

   　淘汰赛结束后，近卫兵突然跑来传达皇帝陛下「作为这次的奖励，允许你和朕的孙女共进晚餐」这番令人感激不尽的话语。

   　トーナメントが終わった後に急に近衛兵がやってきて「此こ度たびの褒美として我が孫娘との会食を許可する」という皇帝陛下からの大変ありがたいお言葉を伝えられたのである。

   　我问过艾尔玛和梅伊，要是拒绝的话会不会很不妙？结果她们说会很不妙，要我放弃挣扎乖乖赴约。于是就演变成现在这个状况。

   　断ったらマズいかな？　とエルマとメイに聞いたらマズいので諦あきらめて行けと言われた。それでこんな状況であるわけだが。

   「话说回来，今天露西亚达皇女殿下也是一如既往地美丽动人……我是不是该这么说？」

   「それにしても今日もルシアーダ皇女殿下はお美しくていらっしゃる……とか言うべきところですかね？」

   　实际上，露西亚达皇女殿下身穿与皇女身份相称的礼服，配戴装饰品，还化了淡妆，非常美丽动人。与其说可爱，用美丽或者漂亮来形容更加贴切。米米不管怎么努力都只能显得可爱，果然还是因为露西亚达皇女殿下与生俱来的气质和细致的举止吧。

   　実際、ルシアーダ皇女殿下は皇女に相応ふさわしいドレスと装飾品を身に着けており、薄く化粧もされていて非常に美しい。可愛かわいらしいというよりも美しいとか綺き麗れいという表現がしっくりくるな。ミミだとどう頑張っても可愛くしかならないので、やはりこれは持って生まれた気品とか細かい所作があってのものなのだろう。

   「我先代为向您道谢」

   「ありがとうございます、とお返ししておきます」

   「看您的表情，是已经听腻了这种奉承话吧」

   「そういうおべっかは聞き飽きてるって表情だ」

   　对于我的玩笑话，露西亚达皇女殿下只是回以微笑。原来如此。

   　俺の軽口にルシアーダ皇女殿下はただ微ほほ笑えんでみせる。なるほどねぇ。

   「那么我有个秘密想问，这次的聚餐是露西亚达皇女殿下安排的吗？」

   「それでここだけの話、今回の会食の仕掛け人はルシアーダ皇女殿下だったりします？」

   「您为什么会这么想？」

   「どうしてそう思うのですか？」

   「恕我冒昧，以喜欢排场的皇帝陛下来说，作为奖励的内容显得过于朴素」

   「ご無礼を承知で言いますと、派手好きの皇帝陛下にしては褒美として取らせるには内容が落ち着いているんじゃないかと」

   　那位皇帝陛下肯定会送些更加夸张，让我感到困扰的礼物。比如随手把某个可居住的未开发行星的所有权送给我。不，感觉他真的会这么做。拜托别这样啊。

   　あの皇帝陛下ならもっとド派手で俺が迷惑に思うような贈り物をしてきそうだからな。どこかの居住可能な未開拓惑星の所有権をポンと渡してきたりとか。いやマジでありそうだな。やめてくれよホント。

   「和我的聚餐很朴素吗？」

   「私との会食は地味ですか」

   「我可没这么说。还有，您这样鼓起脸颊的样子非常可爱，请别再这样了」

   「そうは申し上げておりませぬ。あと、そうやって頰ほおを膨らませられるととても可愛いので勘弁してください」

   　她不满地鼓起脸颊，原本美丽动人的印象一下子变成了可爱。一旦表情不再严肃，就真的和米米一模一样了。

   　不満そうにぷくっ、と頰を膨らませると美しいとか綺麗という印象が一気に可愛らしいものに変わる。すました表情を崩すと本当にミミにそっくりだな。

   「因为没有机会和你好好聊聊，所以我就拜托陛下安排了这次机会。不过你好像很不情愿，真是遗憾」

   「貴方とはゆっくり話す機会がなかったので、陛下に機会を作ってくださるようお願いしたのです。貴方はお気に召さなかったようで残念ですが」

   「请别闹别扭，我并不是不情愿」

   「拗すねないでください、別にお気に召さなかったとかそういうことじゃないですから」

   「真的吗？但是，船长希罗，你是在躲着我吧？」

   「本当ですか？　ですが、キャプテン・ヒロ。貴方は私を避けていますよね？」

   「……啊——」

   「……あー」

   　露西亚达皇女殿下皱起眉头，我只好移开视线。

   　きゅっと眉み間けんに皺しわを寄せたルシアーダ皇女殿下にそう言われてしまい、目を逸そらす。

   「那是因为露西亚达皇女殿下和米米太像了……我怕一个不小心做出什么无礼的举动，所以才保持距离的，嗯」

   「それはですね、ルシアーダ皇女殿下があまりにミミに似すぎているもので……何かの拍子に許されざる無礼でも働いてしまっては困りますから距離を取っていたわけです、はい」

   「什么意思？」

   「どういうことですか？」

   「也就是说，您像这样皱起眉头的话，我就会忍不住一边道歉一边摸您的头……还有我不擅长用敬语」

   「つまり、そういう風に眉間にきゅっと力を入れたりされますとですね、思わずごめんごめんと言いながら頭を撫なでてしまったりしそうなので……あと敬語が苦手なので」

   　当然，我也会像普通人一样使用敬语。像普通人一样。只是，对方是宇宙帝国的公主殿下，我难免会感到不安。要是因为一句话而让近卫骑士拔剑相向就麻烦了，所以我尽可能地不接近她。

   　無論、人並みに丁寧な言葉遣いはできる。人並みに。ただ、相手が宇宙帝国のお姫様となると流石さすがに不安だ。言葉遣い一つで近この衛え騎士に剣を抜かれたりしても困るので、できるだけ近寄らないようにしていたのである。

   「我也想和你聊聊。你不必在意用词。如果是面对贵族的话还另当别论，但面对像你这样的佣兵和米米小姐这样的普通女孩子，我不会强迫你们使用夸张的用词，也不会让周围的人说三道四。」

   「私は貴方ともお話がしたいのです。言葉遣いに関しては気にする必要はありません。貴族相手ならともかく、貴方のような傭よう兵へいやミミさんのような普通の女の子に仰々しい言葉遣いを強いたりは致しませんし、周りの者にも何も言わせません」

   「那真是多谢了。」

   「それはどうも」

   　话虽如此，皇女殿下。我已经因为对您使用敬语而被奇怪的家伙缠上了。要我别警戒她才是强人所难。

   　そうは言うがな、皇女殿下。俺はもう貴女に対する言葉遣いの件で既に変なやつに絡まれたんだよ。これで警戒するなと言うほうが無理があると思うぞ。

   「总之，我对皇女殿下并没有任何隔阂。硬要说的话，这是为了保护自己而不得不采取的行动，我也有自己的分寸。」

   「とりあえず、皇女殿下に何か隔意があるわけではありませんから。どちらかと言うと自分の身を守るための致し方ない行動というか、俺なりに分を弁わきまえていたわけです」

   「那么，今后你不必再顾虑这些了。用词方面也和对待米米小姐和艾尔玛小姐一样就可以了。我以我的名字允许这一切。」

   「では、今後はそういった気遣いは不要です。言葉遣いに関してもミミさんやエルマさんに接するのと同じように接してくださって結構です。私の名において全すべて許します」

   「……我相信你哦？」

   「……信じますよ？」

   　我瞥了一眼用锐利视线盯着我的女性近卫骑士，向皇女殿下确认。女性近卫骑士——今天伊索尔蒂似乎不在——的视线变得更加锐利，但皇女殿下亲自下达许可，所以我决定不去在意。

   　こちらに鋭い視線を向けている女性近衛騎士にチラリと視線を向けながら確認する。女性近衛騎士──今日はイゾルデはいないようだ──の視線が更に鋭くなったが、皇女殿下直々に許しが出たので俺は気にしないことにした。

   「嗯，请相信我。」

   「ええ、信じてください」

   　露西亚达皇女殿下说完，将视线转向瞪着我的女性近卫骑士，女性近卫骑士立刻移开了视线。不愧是皇族的权力。

   　そう言ってルシアーダ皇女殿下が俺を睨にらんでいた女性近衛騎士に視線を向けると、女性近衛騎士はスッと視線を逸らした。流石の皇族パワーである。

   「那么失礼了……您想听什么？」

   「それじゃあ失礼して……どんな話をお望みで？」

   「请用你的说法，从头开始讲述与结晶生命体的战斗。」

   「それでは結晶生命体との戦いの件を貴方の言葉で最初から聞かせてください」

   「OK。但我不是什么吟游诗人，所以请不要期待我的讲述能力哦？」

   「ＯＫ。でも俺は吟遊詩人でもなんでもないんで、話の出来に期待はしないでくださいよ？」

   「不行，我会期待的。」

   「ダメです、期待します」

   「咦……好严格啊。」

   「えぇ……厳しいなぁ」

   　露西亚达皇女殿下微笑着说出毫不留情的话，我一边挠头，一边开始讲述结晶战役。

   　にっこりと微笑みながら容赦のないことを言うルシアーダ皇女殿下に、俺は頭を搔かいてみせながら結晶戦役について話し始めるのだった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　在我和露西亚达皇女殿下变得能正常对话的第二天。终于因为没有话题而说漏了小克莉丝的事。不，我并没有详细说明。只是简单地说我被卷入达连瓦尔德家的纠纷，和他们的千金克莉丝汀娜小姐一起度过了，然后给她看了在海洋度假行星塞拉Ⅲ拍摄的全息照片和全息视频而已。

   　俺とルシアーダ皇女殿下が普通に話すようになったその翌日。遂ついに話題がなくなってクリスの話を漏らしてしまった。いや、詳細を漏らしたわけではない。ちょっとダレインワルド家の事情に巻き込まれて、ご息女のクリスティーナさんと一緒に過ごしたんですよと軽く話し、海洋リゾート惑星シエラⅢで撮ったホロ写真やホロ動画を見せただけだ。

   　但是，这件事似乎大大刺激了露西亚达皇女殿下的好奇心，更在第二天，露西亚达皇女殿下以邀请小克莉丝参加茶会的名义把她召到了皇城。

   　しかし、その話は大いにルシアーダ皇女殿下の好奇心を刺激してしまったらしく、更にその翌日にはルシアーダ皇女殿下自身がクリスをお茶会に誘うという体ていで帝城へと召喚してしまった。

   　然后——

   　そして──。

   「呜，呜咕呜呜呜小克莉丝啊啊啊」

   「うっ、うぐぅぅぅクリスさぁぁぁん」

   「嗯——！？」

   「んーっ!?」

   　露西亚达皇女殿下听完小克莉丝的身世后哭着抱住了小克莉丝的身体。抱是没关系，但小克莉丝被那对大胸压迫着，看上去很痛苦，所以还是放过她吧——嗯？

   　クリスの身の上話を聞いたルシアーダ皇女殿下が泣きながらクリスの身体からだを抱きしめる。抱きしめるのは良いんだが、その大きなお胸に圧迫されてクリスちゃんが苦しそうなので許してやって──うん？

   「总觉得这场景似曾相识啊」

   「なんか見たことある光景だな」

   「是啊」

   「そうね」

   「那，那个，殿下，小克莉丝看上去很痛苦」

   「あ、あの、殿下、クリスちゃんが苦しそうですから」

   「啊啊啊啊啊啊小克莉丝啊啊啊」

   「ああぁぁぁぁクリスさぁぁぁん」

   　米米把克莉丝从露西亚达皇女殿下怀里拉了出来。顺带一提，露西亚达皇女殿下之所以称呼克莉丝为克莉丝小姐，是受到了米米的影响。因为觉得叫小克莉丝太亲昵了，所以就改成了小姐。

   　ミミがルシアーダ皇女殿下からクリスを引き離す。ちなみに、ルシアーダ皇女殿下がクリスのことをクリスさんと呼んでいるのはミミの影響である。ちゃんは流石に、ということでさんに落ちついた。

   「克莉丝你抵抗一下不就好了」

   「クリスも抵抗すれば良いのに」

   「我太惶恐了，做不到」

   「畏おそれ多おおくて無理です」

   　因为呼吸受阻，克莉丝满脸通红地摇了摇头。不过，对于贵族来说，确实很难拒绝皇女殿下的拥抱。

   　呼吸を阻害されていたせいで真まっ赤かな顔をしたままクリスが頭を振る。まぁ、確かに皇女殿下の抱擁を撥はね除のけるのは貴族的には難しいか。

   「不过，突然收到皇女殿下的邀请函，我真的很吃惊」

   「でも、いきなり皇女殿下から招待状が届いたのはとてもびっくりしました」

   「真的很抱歉」

   「本当に申し訳ねぇ」

   「呵呵，不用道歉啦。能像这样直接见到希罗大人，米米小姐，艾尔玛小姐和梅伊小姐，而且能被露西亚达皇女殿下邀请，我感到非常荣幸」

   「ふふ、謝らなくても良いですよ。こうしてヒロ様やミミさん、エルマさんやメイさんと直接会うことができましたし、ルシアーダ皇女殿下に招待されるというのはとても光栄なことですから」

   「我一定会补偿你的」

   「この埋め合わせは必ずするから」

   「是吗？那我就期待着吧」

   「そうですか？　それじゃあ期待しておきます」

   　克莉丝微笑着说道。怎么说呢，她长大了啊。不仅身高长高了一些，表情和气质也变得成熟了许多。

   　クリスがそう言って微笑む。なんというか、成長したなぁ。背も少し大きくなったようだし、何より表情というか、雰囲気がぐっと大人っぽくなったというか。

   「你们两个把殿下晾在一边，到底在看什么啊……」

   「殿下を放置して何を見つめ合ってるのよ……」

   「唔唔……我不会输的，小克莉丝」

   「むむっ……負けませんよ、クリスちゃん」

   「哇……」

   「わぁ……」

   　露西亚达皇女殿下为什么两眼放光？虽然不知道她在期待什么，但不会发生她所期待的事情的。不会发生吧？咦，难道说有机会？我会被捅死吗？大概没事，大概。

   　何な故ぜそこでルシアーダ皇女殿下は瞳ひとみをキラキラさせているのか。何を期待しているかわかりませんが、期待するようなことは起こりませんから。起こらないよな？　あれ、もしかしてワンチャンある？　俺刺されたりする？　多分大丈夫、多分。

   「啊，咳咳。对了，既然克莉丝说了自己的事情，那在塞拉星系发生的事情也可以告诉露西亚达皇女殿下吗？」

   「あー、おほんおほん。そうだ、クリスの身の上話をしたってことは、シエラ星系でのアレコレに関してはルシアーダ皇女殿下に話しても良いのか？」

   「可以。因为不能隐瞒事情的始末，所以已经向帝国报告过了。也得到了祖父大人的许可。」

   「はい。事の顚てん末まつを隠し立てするわけにはいきませんので、既に帝国には報告済みですから。お祖父様の許可も頂いてきました」

   「是吗，那我们就开始正式讨论塞拉星系的事情吧。」

   「そうか、それじゃシエラ星系での話も本格的にするとしますかね」

   　于是，我把事情的始末告诉了露西亚达皇女殿下。

   　と、事の顚末をルシアーダ皇女殿下に話したのだが。

   「太过分了。我真是看错你了。」

   「酷ひどいです。見損ないました」

   「哎……」

   「えー……」

   「为什么要把克莉丝小姐丢下不管！？你应该作为克莉丝小姐的骑士，像这样……！」

   「どうしてそこでクリスさんを置いていってしまうんですか!?　そこはクリスさんの騎士として、こう……！」

   　看来露西亚达皇女殿下似乎很不爽我在一切结束之后丢下克莉丝离开。我瞥了克莉丝一眼，和她对上了视线。

   　どうやらルシアーダ皇女殿下は全てが終わった後に俺がクリスを振って去っていったのがお気に召さなかったらしい。チラリとクリスに視線を向けると目が合った。

   「希罗大人真是个坏人。竟然丢下我这样年幼的少女不管。」

   「ヒロ様は悪い人ですね。私みたいな幼いたい気けな少女を放って行ってしまうんですから」

   　被克莉丝本人这么说，我无言以对。

   　クリス本人に言われると何も言えねぇ。

   「呵呵，开玩笑的。露西亚达皇女殿下，希罗大人有他自己的世界，而我无法在那里生存。相反地，我所居住的世界也无法让希罗大人以希罗大人的身份活下去。我无法在希罗大人的世界生存。在我们所居住的世界，希罗大人将不再是希罗大人。当时的我并没有意识到这一点」

   「ふふ、冗談です。ルシアーダ皇女殿下、ヒロ様にはヒロ様の住む世界があって、私はそこでは生きていけないのです。逆に、私の住む世界ではヒロ様はヒロ様として生きていけません。私はヒロ様の世界では生きていけない。私の住む世界ではヒロ様はヒロ様でなくなってしまう。それがあの時の私にはわかっていなかったんです」

   「唔……但是，这不就意味着没有希望了吗？」

   「むぅ……でも、それは救いがないではないですか」

   　露西亚达皇女殿下说着，斜眼瞪了我一眼。她的表情仿佛在说，你只要在克莉丝那里和米米她们好好相处，一切都能圆满收场，迎来幸福的结局。嗯，她说的确实没错。

   　そう言ってジロリとルシアーダ皇女殿下が俺を横目で睨んでくる。お前がクリスのところでミミ達と一緒によろしくやれば全てまるっとうまく収まってハッピーエンドじゃないか、とでも言いたげな表情だ。まぁ、それも尤もつともな話なんだけどなぁ。

   「皇女殿下，鸟无法在水中生存，鱼也无法在空中生存。但是，它们可以在水边互相接触。就像这样」

   「皇女殿下、鳥は水の中では生きられません。魚もまた、空では生きられません。ですが、水辺で触れ合うことは可能ですから。このように」

   　克莉丝轻轻依偎在我身上，用热情的眼神仰望着我。她的眼神中带着真正的热情。等等，等一下。这到底是怎么回事？当时我应该狠狠地甩了她，让她哭了出来。克莉丝意外地不肯放弃啊。

   　クリスが俺にそっと寄り添って熱っぽい表情で俺の顔を見上げてくる。その目に帯びている熱は本物に見える。待て待て、ちょっと待て。これは一体全体どういうことだ。あの時、俺はこっぴどく振って泣かせてしまったはずだ。意外に諦めが悪いのか、クリスは。

   「我听说了一个小道消息，说希罗大人只要在御前比武上展示出实力，就能从陛下那里获得高级市民权」

   「風の噂うわさで耳に挟んだのですが、なんでもヒロ様は今回の御前試合で力を示せば上級市民権を陛下から賜ることになるとか」

   「哦，哦」

   「お、おう」

   「那样的话，您就会在某个行星上建立据点吧？那么，您要不要在德克瑟星系的达因瓦尔德建一座宅邸呢？我可以为您在各方面提供方便」

   「そうしたらどこかの惑星上に拠点を構えるのですよね？　なら、デクサー星系のダレインブルグに屋敷を構えるのは如何いかがですか？　色々と融通を利かせることが可能ですよ」

   「那确实不错」

   「それはそうでしょうね」

   　艾尔玛一脸认真地点了点头。确实，如果是在达因瓦尔德伯爵担任领主的星系，他应该能用关系在各方面给我提供方便。既然克莉丝自己都这么说了，那应该不会有错。我和达因瓦尔德伯爵家的关系可以说是相当良好。克莉丝自不必说，达因瓦尔德伯爵自己也对我们抱有好感。

   　エルマが至極真ま面じ目めな表情で頷うなずく。確かに、ダレインワルド伯爵が領主を務める星系であればコネで色々と融通を利かせてくれるだろう。他ならぬクリス自身がそう言うのであれば、まぁ間違いあるまい。俺とダレインワルド伯爵家との関係は良好と言っても良い。クリスはもちろんのこと、ダレインワルド伯爵自身も俺達には好意的な対応をしてくれているし。

   「鸟只要一直飞，总有一天会累的。您不觉得需要一个可以安全休息的栖木吗？如果可以的话，我想成为您的栖木」

   「鳥だって飛び続ければいつか疲れてしまいます。安全に休めるとまり木が必要なのではありませんか？　できれば、私はそのとまり木になりたいと思っています」

   　克莉丝一边说一边抬头盯着我的眼睛。我有些为难，不知该如何回答。在这里回答YES是很简单，但要是就这么发展下去，我和米米将会获得高级市民权，从而有可能在行星上建立据点。艾尔玛也是贵族子女，所以拥有高级市民权。梅伊是机械智慧，虽然不知道她会受到怎样的对待，但我不认为一等帝国民把女仆仿生人放在身边会显得不自然。至于整备士姐妹……嗯，关于那两个人，现在还不好说。

   　クリスがそう言ってジッと俺の目を見上げてくる。俺は困ってしまって答えに窮した。ここでＹＥＳと答えるのは簡単だ。このまま行けば俺とミミは上級市民権を得て、惑星上に居を構えることが可能になるだろう。エルマも貴族の子女なので、上級市民権を持っている。メイは機械知性なので扱いがどうなのかはわからないが、一等帝国民がメイドロイドを側そばに置くのが不自然なことだとは思えない。整備士姉妹は……まぁあの二人に関してはまだなんとも言えないな。

   「啊……我会积极考虑的」

   「あー……前向きに検討させて頂くということで」

   「真是不干脆呢」

   「煮え切らないですね」

   「皇女殿下，这不仅关系到我，还会影响到米米和艾尔玛的人生规划。轻易回答反而显得轻浮吧。话说，还请饶了我吧」

   「皇女殿下、これは俺だけでなくミミやエルマのライフプランにも影響することです。簡単に返事をするほうが軽薄というものでしょう。というか、色々と勘弁してください」

   　我确实想过获得高级市民权后找个地方建立据点，达连瓦尔德伯爵领地也是候补之一。但是，如果拜托达连瓦尔德伯爵，那我就欠了他一个大人情，而且根据谈话的发展，他说不定会提出和克莉丝结婚作为条件。

   　上級市民権を得たらどこかに拠点を作ろうとは思っていたし、その候補の一つとしてダレインワルド伯爵領も考えてはいた。だが、ダレインワルド伯爵に頼ればそれは彼に大きな借りを作ることになるし、話の展開次第ではクリスと結婚することが条件だとか言われかねない。

   　虽然我觉得作为旅行的结局来说也不坏，但我现在还不打算放弃在宇宙里到处飞。我打算继续赚钱，也还有很多想尝试和想看的东西。米米的宇宙美食之旅也才进行到一半，我也没找到理想的碳酸饮料。艾尔玛也还没还清欠我的钱。不过事到如今，艾尔玛的欠款已经无所谓了。

   　それはそれで旅の結末としては悪くないと思うが、流石にまだまだ宇宙を飛び回るのをやめるつもりはないのだ。まだまだ金を稼ぐつもりだし、色々とやってみたいことや見てみたいものだってある。ミミの宇宙グルメ旅はまだ志半ばだし、俺だって理想の炭酸飲料を見つけ出していない。エルマだって俺への借金を返していないしな。まぁエルマの借金はもう今更どうでも良いんだけど。

   「唔……说得也是。对不起。」

   「む……それもそうですね。ごめんなさい」

   「怎、怎么会，您不用道歉啦。」

   「そ、そんな、謝るほどのことじゃないですよ」

   「不，请别在意。不过，希罗和克莉丝汀娜大人的故事似乎深深打动了皇女殿下的心呢？」

   「いいえ、お気になさらず。しかし、ヒロとクリスティーナ様の話は皇女殿下の心に強く響いたようですね？」

   　露西亚达皇女殿下道歉后，米米慌张了起来，艾尔玛则饶有兴趣地向露西亚达皇女殿下问道。

   　ルシアーダ皇女殿下の謝罪にミミが慌て、エルマが興味深そうにルシアーダ皇女殿下に問いかける。

   「因为，这简直就像是全息小说一样嘛。双亲被企图篡夺爵位的叔父夺走，流落宇宙，最后在被宙贼掳走时被佣兵所救，一边在佣兵的保护下一边报仇，最后以悲恋告终。」

   「だって、まるでホロ小説か何かみたいじゃないですか。爵位の簒さん奪だつを目もく論ろむ叔お父じに両親を奪われ、宇宙を彷徨さまよった挙句に宙賊に拐さらわれたところを傭兵に助けられて、傭兵に守られながら仇かたきを取って、最後は悲恋に終わるなんて」

   「皇女殿下，我可没打算就此结束哦。」

   「皇女殿下、まだ終わったつもりはないですよ」

   「呵呵，是啊。续集就写两人在帝都重逢后被卷入贵族的阴谋，最后迎来幸福结局如何？」

   「ふふ、そうでしたね。続編は帝都で再会した二人が貴族の陰謀に巻き込まれながら最後にハッピーエンドを迎えるのが良いでしょうか」

   　露西亚达皇女殿下笑眯眯地沉浸在强烈的妄想中。然而，米米对此提出了异议。

   　ルシアーダ皇女殿下がニコニコとしながら強めの妄想に耽ふけっていらっしゃる。だが、そこでミミから物言いがついた。

   「唔……皇女殿下，那我也有故事。在失去双亲，失意度日时被佣兵希罗大人所救，最后过上幸福生活的故事」

   「むぅ……皇女殿下、それなら私だって両親を失って失意に暮れていたところを傭兵のヒロ様に助けてもらって、幸せになるところです」

   「而且还有“其实长得和帝国皇女殿下一模一样”这种特殊设定呢」

   「しかも実は帝国の皇女殿下の生き写しのような姿、って特殊設定持ちよね」

   　艾尔玛也附和了米米的话。好，这是转移话题的好机会。只能跟上这股大潮流了！

   　ミミの物言いにエルマも乗っかっていく。よし、これは話を逸そらすチャンスだな。乗るしかない、このビッグウェーブに！

   「要这么说的话，艾尔玛也是以瑟蕾丝蒂亚大人为原型的全息小说中憧憬贵族女孩，为了追求自由而走上和憧憬的瑟蕾丝蒂亚大人相同的道路，简直就是全息小说的人生啊」

   「それを言ったらエルマだってセレスティア様をモデルにしたホロ小説に憧あこがれた貴族の女の子が、自由を求めて憧れのセレスティア様と同じ道を歩んでいくっていう正にホロ小説そのものの人生だろ」

   「虽然最后犯傻上了你的船」

   「その末にポカをやらかしてアンタの船に乗ることになったけどね」

   「从那之后就是第二章了」

   「そこからは第二章ってところだな」

   「唔唔唔……确实米米小姐和艾尔玛小姐的故事感觉也能成为全息小说或全息电影……而且中心人物都是希罗大人」

   「むむむ……確かにミミさんやエルマさんのお話もホロ小説やホロ映画になりそうな感じですね……そしてその中心にヒロ様がいると」

   「因为希罗大人……在很多方面都很特别」

   「ヒロ様は……色々と特別ですから」

   「在阿雷因星系遇到的翔子医生好像也对你有意思。蒂娜和薇丝卡也很仰慕你。」

   「アレイン星系で出会ったショーコ先生ともなんだかちょっと良い感じだったわよね。ティーナとウィスカもヒロのことを慕ってるし」

   　四双——不，加上在稍远处待命的梅伊，总共有五双眼睛盯着我看。

   　四対──いや、少し離れたところで待機しているメイも含めると五対の瞳がじっと俺を見つめてくる。

   「……你很会勾引女人呢。」

   「……女誑たらしなんですね」

   　我并没有那个意思。真的没有，请不要用那种责备的眼神看我。

   　そのつもりはございません。ございませんのでその責めるような視線をやめてくださいお願いします。

   「……因为是希罗大人嘛。」

   「……ヒロ様ですから」

   　喂，米米，不要放弃。不要放弃希望。

   　おいミミ、諦あきらめるな。色々と諦めるな。

   「……你有吸引特殊事态的体质呢。」

   「……特殊な事態を引き寄せる体質ではあるわよね」

   　不要把别人说得像麻烦制造者一样好吗？最近我开始觉得这真的不是开玩笑的。

   　人のことトラブルメーカーみたいに言うの止めないか？　最近本当にそんな気がしてきて笑い事じゃないんだが。

   「……也就是说，我们的相遇是特别的！」

   「……つまり私達の出会いは特別だったということですね！」

   　克莉丝太乐观了！不过，在这广阔的宇宙中，克莉丝的冻眠舱被宙贼回收，而且克里希那还击破了那艘宙贼的船，她却毫发无伤，确实有种命中注定的感觉。

   　クリスはポジティブすぎる！　まぁ、この広い宇宙でクリスの入っていたコールドスリープポッドが無事に宙賊に回収されて、更にクリシュナでその宙賊の船を撃破しても傷一つなかったのは確かに運命的だとは思うけど。

   「好啦，我去找近卫兵活动一下身体吧？」

   「さーて、ちょっと近衛兵のところで身体からだを動かしてこようかなー？」

   「这次是伊索尔蒂吗？」

   「今度はイゾルデですか」

   「希罗大人……」

   「ヒロ様……」

   「你迟早会被刺杀的。」

   「そのうち刺されるわよ」

   「……对手是近卫兵的话，可不是闹着玩的。」

   「……近衛兵が相手だと洒落しやれになりませんね」

   　才不是你想的那样！　我只是想逃离这里而已！

   　そういうんじゃねぇから！　ただこの場から逃げたいだけだから！

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　克莉丝并没有连续几天都来拜访皇城。虽然没有，但皇女殿下对待她的态度却变得相当随意，而且她好像——怎么说呢，她似乎对我的女性经历非常感兴趣。

   　流石さすがにクリスは連日帝城を訪れるようなことはなかった。なかったが、皇女殿下が割と遠慮なく接するようになってきた上に、彼女はなんというか──なんというかこう、俺の女性遍歴的なものに大変興味をお持ちのようで。

   「那么，请您今天讲讲那位翔子医生的事情吧」

   「では、今日はショーコ先生という方のことについてお話してください」

   「饶了我吧」

   「勘弁してください」

   　我和翔子医生之间什么都没有！虽然感觉气氛好像还不错，但我对为了检查而张嘴啊！的记忆太过深刻了！但我还是败给了皇女殿下的攻势，把事情都说了出来。随你们便吧。

   　ショーコ先生とは何もなかった！　ちょっといい雰囲気になったような気もするけど、俺的には検査のためにアッー！　した記憶が強すぎる！　でも皇女殿下の攻勢に負けて話してしまう。もうどうにでもしてくれ。

   　就这样，我又浪费了一天时间。终于迎来了御前比武航宙战的项目。

   　そんな感じでまた一日を潰つぶし。遂に迎えた御前試合航宙戦の部。

   　航宙战的项目是使用实机进行的模拟战。激光炮和护盾的输出功率会降低到模拟战用的水平，实弹武器则使用模拟弹——话虽如此，但其威力足以将活生生的人类炸飞。此外，船上会运行模拟战用的损伤管理程序，而担任裁判的多艘舰艇则会运行评分程序进行判定。这次的裁判是帝国航宙军中没有参加模拟战的舰艇，赛场则同样是帝国航宙军的训练空域。

   　航宙戦の部は実機を使った模擬戦となる。レーザー砲やシールドは模擬戦用に出力を落とし、実弾兵器は模擬弾──と言っても生身の人間がくらったら弾け飛ぶ威力だが──を使う。その上で船には模擬戦用のダメージ管理プログラムを走らせ、更に審判役の艦艇が複数で評価プログラムを走らせて判定を行う。今回の審判役は帝国航宙軍の、模擬戦に参加しない艦艇で、競技場となるのは同じく帝国航宙軍の訓練宙域である。

   「希罗大人，除了佣兵之外，还有哪些人会参加呢？」

   「ヒロ様、傭よう兵へい以外だとどんな方が参戦してくるんでしょうか？」

   「我能想到的就只有帝国航宙军的舰载机驾驶员，但说不定还有其他人。艾尔玛，你知道些什么吗？」

   「俺に想像がつくのは帝国航宙軍の艦載機乗りだけど、他にもいるかもしれんな。エルマは何か知ってるか？」

   「机动骑士应该也会参战吧。」

   「機動騎士も出てくるでしょうね」

   「机动骑士。」

   「機動騎士」

   　这帅气的头衔是怎么回事？是要搭乘人型机动兵器吗？SOL里不存在人型机动兵器，如果真的存在，我可是很想要一台的。

   　なんだそのカッコイイ肩書きは。人型機動兵器にでも乗るのか？　ＳＯＬステラオンラインに人型機動兵器は存在しなかったから、もし存在するなら一体欲しいんだが？

   「这是本领高强的佣兵被贵族招揽，从而成为骑士的模式。而他们的子孙代代都会以机动骑士的身份侍奉主家。军方的舰载机驾驶员里也有不少是他们的子孙哦。」

   「腕の良い傭兵が貴族に召し抱えられて騎士になったパターンね。その子孫が代々機動騎士として主家に仕えるってわけ。軍の艦載機乗りにもその子孫が結構いるわよ」

   「他们没有搭乘人型机动兵器吗？」

   「人型機動兵器に乗ったりはしてないのか」

   「至少在帝国是看不到的。军方的白刃主义派阀似乎有打算让他们装备反舰刀，但因为成本和整备性不佳，所以听说最后还是没有采用。」

   「少なくとも帝国では見ないわね。軍の白刃主義者派閥が対艦ブレードを装備させることを目論んだらしいけど、コストと整備性の悪さが問題になって採用は順当に見送られたって聞いたわ」

   「所以还是有吗？」

   「あるにはあるのか」

   　我有点兴奋起来了。问题在于，整备性居然差到连军方都不想采用吗？哎，既然没有被采用，就代表有相当的理由吧。

   　オラちょっとワクワクしてきたぞ。問題は軍でも採用を見送られるほどの整備性の悪さか。まぁ、採用されないってことはそれなりの理由があるんだろうな。

   「那些机动骑士很强吗？」

   「その機動騎士って人達は強いんですか？」

   「吗？」

   「ですか？」

   「就算模仿米米，你也不会变得可爱，所以还是别这么做吧。他们的实力可说是参差不齐，有些机动骑士甚至还在驾驶祖先传下来的老旧机体。」

   「ミミのマネをしても可愛かわいくないからやめなさい。強さに関してはピンキリね。先祖伝来の古い艦をそのまま使い続けてる機動騎士もいるし」

   「换句话说，其中也有很强的家伙啊。」

   「つまり強いやつもいるわけだ」

   「那当然啦。以佣兵的位阶来说，黄金位阶的机动骑士也是随处可见。机动骑士呢，会在主家治理的领地里和宙贼交战，维持治安。他们既是主家的私兵，也是私兵的指挥官。不过，其中也有徒有虚名的家伙就是了。」

   「そりゃいるわよ。傭兵のランクで言えばゴールドランク相当の機動騎士もゴロゴロいるわ。機動騎士はね、主家の治める領内で宙賊相手にバチバチと治安維持活動をするわけよ。主家の私兵の一員や、その指揮官としてね。中には名ばかりの連中もいるけど」

   「也就是说，他们拥有丰富的实战经验啊。」

   「実戦経験が豊富というわけですね」

   「视情况而定，他们甚至比帝国航宙军还要有经验呢。」

   「場合によっては帝国航宙軍よりもね」

   　原来如此，看来机动骑士也是不容小觑的存在。既然有贵族作为后盾，那他们的装备说不定也相当充实。不过，若是驾驶祖先传下来的老旧机体，那应该就没什么好担心的了。

   　なるほどなぁ、機動騎士とやらも侮ってはいかんというわけだ。貴族がバックに付いてるなら装備も充実しているかもしれないしな。先祖伝来の古い船を使ってるなら心配はいらないだろうけど。

   　说到底，就算驾驶的技术再怎么高超，一旦船只的性能有根本上的差距，就很难取胜。当然，就算船只的性能再好，若是技术跟不上的话，就无法发挥出船只的性能，最后还是会输掉就是了。

   　結局のところ、どれだけ腕が良くとも船に根本的な性能差があると勝つのは難しい。無論、船だけ良くても腕が追いついていなければ船の性能を引き出せずに負けるわけだが。

   「当然，帝国航宙军里也有被称为王牌驾驶员的高手哦。被冠上这种称号的驾驶员，往往都拥有丰富的实战经验，要是轻忽大意的话，说不定会栽在他们手里呢。」

   「勿もち論ろん、帝国航宙軍にも所謂いわゆるエースパイロットって呼ばれる凄すご腕うでがいるわよ。そう呼ばれるようなパイロットは実戦経験も豊富だから、侮ると足元を掬すくわれるかもね」

   「原来如此。而佣兵也一样是吗？」

   「なるほど。それに傭兵もか」

   「他们确实是最该提防的对手。毕竟黄金位阶以上的佣兵不仅实战经验丰富，驾驶的机动骑士应该也相当强大。」

   「一番気をつけるべき相手でしょうね。ゴールドランク以上なら実戦経験も豊富で、船もかなり強力なはずだから」

   「也是。」

   「だな」

   　不过，宙贼不会接近帝都周遭，所以佣兵的数量必然不多。就算真的有，大概也是接下了护卫任务的佣兵团，负责保护前来采买帝都特产的商船团吧。这类佣兵和我这种独来独往的类型不同，大多擅长团体战。

   　ただ、帝都周辺には宙賊は寄り付かない。だから必然的に傭兵の数もそんなに多くはない。いるとすれば、恐らく帝都産の品々を買い付けに来た商船団の護衛任務を受けている傭兵団の連中だろう。そういう連中は俺のような一匹狼おおかみでやるタイプとは違って、集団戦闘を得意とする傾向にある。

   　反过来说，他们大多不擅长单打独斗。就我的判断，帝都周遭的佣兵应该不是我的对手。但说不定也有像我这样，因为某些理由而来到帝都的高手就是了。

   　逆に言えば個人戦はそんなに得意ではない連中が多い。俺の読みでは帝都周辺にいる傭兵では俺の相手にはならないと思う。もしかしたら俺のように何か用事があって帝都に来ているような凄腕がいるかもしれないけど。

   「总之，放轻松吧。只要照着平时的步调，结果自然会出来。」

   「まぁ、リラックスしていこう。いつも通りやれば結果は自おのずと出る」

   「也是呢！」

   「そうですね！」

   「是呀。哎，我其实不怎么担心呢。」

   「そうね。まぁ、あまり心配はしてないわ」

  

 
  
   
    ＃10：航宙战

    ＃10：航宙戦ドツグフアイト

   

   


   


   「好了，终于到了！御前比武的最后一个项目，是战斗舰之间的航宙战！因为是模拟战，激光炮和护盾的功率会降低，实弹武器也会使用模拟弹，不过这方面会有什么样的变化呢？」

   「さぁ、遂ついにやってまいりました！　御前試合、最後の種目は戦闘艦同士による航宙戦です！　模擬戦ということでレーザー砲やシールドの出力は落とされ、実弾兵器も模擬弾が使用されるということですが、その辺りはどうなのでしょうか？」

   「虽然功率降低了，但还是拥有只要直接命中人体，就能瞬间将人蒸发的威力，所以还是很危险。而且护盾的功率也降低了，如果发生碰撞，也有可能引发重大事故。不过为了以防万一，帝国航宙军的救援艇已经待命，所以不用担心。请各位好好欣赏参赛者们进行的，宛如实战的魄力十足战斗。」

   「出力を落としたとは言っても生身の人間に直撃すれば一瞬で消し飛ぶような威力ですから、危険なことには変わりないでしょう。それに、シールド出力も落としているので、もし接触などが起これば大事故もありえます。とはいえそんな時に備えて帝国航宙軍の救助艇が待機しているので、ご心配は無用です。参加者達による実戦さながらの迫力ある戦闘を是非お楽しみください」

   　今天的解说员似乎是女性。我本来以为是瑟琳娜少校——不，她已经正式升为中校了。我本来以为是瑟琳娜中校，但似乎完全是另一个人。从打扮来看，似乎是帝国航宙军的人。

   　今日の解説は女性のようだ。まさかセレナ少佐──いや、正式に中佐になったのだったか。セレナ中佐かと思ったが、全くの別人のようである。格好からして帝国航宙軍の人みたいだな。

   「最受瞩目的果然是希罗船长吧？」

   「やはり注目はキャプテン・ヒロでしょうか？」

   「那当然。他在白刃战和白兵战都展现出强烈的存在感。根据情报，航宙战才是他最擅长的战场。真期待他会展现出什么样的战斗。」

   「それは勿論そうですね。彼は白刃戦の部でも白兵戦の部でもその存在感を強烈に見せつけてくれました。情報によると、航宙戦こそが彼が最も得意とする戦場だそうです。どのような戦いを見せてくれるのか今から楽しみですね」

   　嗯，从她的语气中能感受到压力。不过，我想应该不会辜负她的期待。

   　うーん、言葉から圧力を感じるなぁ。まぁ、ご期待には沿えると思うけども。

   「那么，接下来是淘汰赛的第一场比赛。第一场比赛是佣兵团『光之箭』所属的黄金排名者，船长雷克斯，对上帝国航宙军第二十八防卫舰队所属的尼尔森少尉。」

   「では、トーナメント第一試合です。第一試合は傭兵団『光の矢』所属のゴールドランカー、キャプテン・レックスと帝国航宙軍第二十八防衛艦隊所属、ニールセン少尉による対戦です」

   「佣兵团『光之箭』是——」

   「傭兵団『光の矢』は──」

   　担任解说的女军人开始介绍参赛者。光之箭这个佣兵团主要负责商船团的护卫工作，那个叫雷克斯的驾驶员在佣兵团中是击坠数最高的冲锋队长。而他的对手尼尔森少尉是帝国航宙军的舰载机驾驶员，在与邻国贝雷贝雷姆联邦的战争中击坠了大量敌方舰载机，是王牌驾驶员。

   　解説の女性軍人さんが参加者の紹介を始める。光の矢という傭兵団は商船団の護衛をメインにこなしている傭兵団で、あのレックスとかいうパイロットはその中でも撃墜スコアがトップの切り込み隊長的な存在であるらしい。対するニールセン少尉は帝国航宙軍の艦載機乗りで、隣国ベレベレム連邦との戦争で多数の敵艦載機を撃墜したエースパイロットなのだとか。

   「你觉得如何？」

   「どうですか？」

   「嗯，战斗还没开始，我也不好说什么，不过从机体来看，雷克斯那边感觉比较麻烦。」

   「うーん、戦いが始まらないとなんともだが、機体を見た感じではレックスのほうが面倒くさそうに見えるな」

   　那个叫雷克斯的佣兵所驾驶的舰艇是高速导弹平台，以敏捷的动作玩弄敌机，用大量的追踪导弹进行攻击。如果将动力炉的输出功率分配到攻击上，也能进行近战，所以不能掉以轻心。

   　あのレックスという傭兵が使っている艦は高速ミサイルプラットフォームとでも言うべき機種だ。素早い動きで敵機を翻ほん弄ろうし、多数のシーカーミサイルで攻撃するというスタイルの機体である。余裕のあるジェネレーター出力を攻撃に振り分ければ接近戦も行えるので、割と油断ならない。

   　而尼尔森少尉驾驶的机体是帝国航宙军的标准舰载机。这是一架操作性好，没有缺点的杰作机，但也没有什么突出之处。它是一架配备了激光，多用途加农炮和追踪导弹舱的多用途战斗机。虽然机体本身很平庸，但毕竟是军用机。各个部件和机体本身的性能都比佣兵的机体高一个档次，所以根据少尉的技术，可能会成为非常麻烦的对手。

   　対するニールセン少尉の駆る機体は帝国航宙軍の標準的な艦載機である。癖がなく、素直な操作性の傑作機だが、尖とがったところがない。レーザーもマルチキャノンもシーカーミサイルポッドも装備しているマルチロールファイターだ。そんな凡庸な機体だが、とはいえガチガチの軍用機である。それぞれのパーツや機体自体は傭兵の乗る機体より一回り以上性能が上なので、少尉の腕次第では非常に厄介な相手となるだろう。

   「这就要看尼尔森少尉的技术了」

   「ニールセン少尉の腕次第よね」

   「是啊。在我看来，尼尔森少尉应该会更容易对付」

   「そうだな。俺としては多分ニールセン少尉のほうが相手はしやすいと思うが」

   「毕竟被追踪导弹围攻会很麻烦」

   「シーカーミサイルをばら撒まかれると面倒ですもんね」

   「没错」

   「それな」

   　不管怎么说，追踪导弹的饱和攻击都很可怕。虽然以克里希那的机动性也不是甩不掉，但那段时间内攻击和回避机动都会受到限制，所以也不是什么好事。虽然热诱饵弹和干扰箔片可以在一定程度上欺骗导弹，但对方应该也明白这一点。他们肯定已经制定了相应的战略。

   　なんだかんだ言ってシーカーミサイルによる飽和攻撃はおっかない。クリシュナの機動性なら振り切れないこともないが、その間は攻撃や回避機動を制限されるからあまり嬉うれしくはないな。フレアやチャフである程度欺ぎ瞞まんはできるが、相手だってそれは承知だろう。その上で戦略を組み上げてきているに違いない。

   「哦哦，不愧是黄金位阶。真厉害」

   「ほほー、流石はゴールドランク。やるな」

   「是啊」

   「そうね」

   　比赛目前是黄金位阶佣兵雷克斯占优。他从远处用大量的追踪导弹进行饱和攻击，让对手无计可施。尼尔森少尉目前正使用热诱饵弹等欺瞒装备巧妙地躲避，但无法反击。

   　試合はゴールドランク傭兵のレックス優位で進んでいる。遠間からの大量のシーカーミサイルによる飽和攻撃で相手に何もさせずに追い詰めているのだ。ニールセン少尉はフレアなどの欺瞞装備を使って今のところ上う手まく逃げているが、反撃ができていない。

   「这样看来是佣兵会赢吧？」

   「これは傭兵のほうが勝ちますかね？」

   「如果能彻底压制的话」

   「攻めきれればな」

   　雷克斯巧妙地使用着追踪导弹。他不仅直接瞄准对手，还使用了“放置导弹”——事先将导弹放置在对手逃跑的方向，让导弹在一段时间后开始追踪，以此将尼尔森少尉逼入绝境。然而，以导弹为主要武器的战术也有弱点。

   　レックスのシーカーミサイルの使い方は巧みだ。直接的に狙ねらうだけでなく、相手が逃げる方向に予あらかじめミサイルを置いておき、時間差で追尾を開始させる『置きミサイル』まで使ってニールセン少尉を追い詰めている。しかしミサイルをメインとした構成には弱点というものがある。

   「逃掉了啊」

   「逃げ切ったな」

   「是啊」

   「そうね」

   　雷克斯用导弹将尼尔森少尉逼入绝境了一段时间，但导弹攻击终于停止了。尼尔森少尉的机体也并非毫发无伤，所以雷克斯应该是打算用激光来解决他。而尼尔森少尉则转守为攻。两架机体交错而过，激光在空中闪耀。

   　しばらくミサイルでニールセン少尉を追い詰めていたレックスだったが、遂にミサイル攻撃が止やんだ。ニールセン少尉の機体も無傷ではないから、最後はレーザーで仕留めようという腹づもりなのだろう。対するニールセン少尉は一転攻勢である。二機が目まぐるしく交差し、光条が虚空に煌きらめく。

   「你怎么看？」

   「どう思う？」

   「如果是我，我会在弹药耗尽前发起近战。他可能还留有导弹吧？」

   「俺なら完全に弾切れする前に接近戦を仕掛けるね。恐らくまだミサイルを抱えてるんじゃないか？」

   「是啊」

   「そうよね」

   　我刚说完，两架机体交错的瞬间就发生了爆炸。看来正如我所料，佣兵雷克斯还留有追踪导弹。他大概是在与尼尔森少尉交错时利用了机体的惯性，在极近距离发射了导弹。

   　そう言った次の瞬間である。二隻が交差した刹那、爆発が起こった。どうやら俺の予想通り、傭兵のレックスはシーカーミサイルをまだ抱えていたようである。恐らくニールセン少尉と交差する際に機体の慣性も乗せて至近距離でミサイルを叩たたき込こんだのだろう。

   　然而，胜负还未分晓。

   　だが、まだ勝負はついていなかった。

   「不愧是军用机，还没判定被击坠吗？」

   「さすが軍用機、まだ撃墜判定は出ないか」

   「真硬啊」

   「堅いわね」

   　激烈的缠斗再次开始，但这次雷克斯的导弹已经完全耗尽，他被尼尔森少尉逐渐逼入绝境，最后被击坠了。

   　再び激しいドッグファイトが始まるが、今度こそミサイルを完全に撃ち尽くしたレックスはニールセン少尉に徐々に追い詰められ、最後には撃墜されてしまった。

   「没能靠最初的攻势一口气解决掉，果然是败因啊」

   「やっぱり最初の攻勢で一気に決められなかったのが敗因だな」

   「尼尔森少尉在开局时完全贯彻逃跑战术，诱使敌人消耗，他冷静的判断决定了胜负」

   「序盤完全に逃げに徹して敵の消耗を誘ったニールセン少尉の冷静な判断が勝負を分けたわね」

   「原来如此……希罗大人会怎么战斗呢？」

   「なるほどー……ヒロ様ならどう戦っていましたか？」

   「如果对手是雷克斯，我会一边撒热诱饵弹和干扰箔片，一边用霰弹炮迎击追踪导弹，然后发动快攻迅速击坠他。如果对手是尼尔森少尉，我陪他打缠斗也不会输，用四门重型激光炮远距离射击也能赢」

   「レックス相手ならフレアとチャフ撒きつつ散弾砲でシーカーミサイルを迎撃しながら突破、速攻を仕掛けてとっとと撃墜してたな。ニールセン少尉相手ならドッグファイトに付き合っても負ける気はしないし、なんなら重レーザー砲四門で引き撃ちでも勝てると思う」

   　我们一边聊着刚才战斗的感想，一边等待出场的时机。我们这次的出场顺序相当靠后，甚至不是种子选手。既然我们擅长在野外作战，那就算不给我们特别待遇也没关系吧？——我脑中闪过皇帝陛下那张贼兮兮的笑脸。哈哈哈，应该不至于吧。

   　今の戦いの感想を互いに話し合いながら出番を待つ。今回の俺達は出番が結構後なんだよな。というか、今回はシードですらない。得意なフィールドなら特別扱いしなくても大丈夫であろう？　とのたまうファッキン皇帝陛下のにやけ面が脳裏を過よぎる。ははは、まさかな。

   　不，感觉很有可能。不如说，他绝对会这么做。

   　いや、ありそうだな。寧むしろ絶対そうに違いない。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「好啦，接下来是本次御前比武的发起人！希罗船长即将登场！」

   「さぁ、次は今回の御前試合の切っ掛けとなった人物！　キャプテン・ヒロの登場です！」

   「我也看过他的战斗数据，他的战斗机动似乎有些让人难以置信。真期待他能为我们带来什么样的战斗呢。」

   「私も彼の戦闘データを見ましたが、ちょっと信じられないような戦闘機動をするそうです。どんな戦いを見せてくれるか楽しみですね」

   　播报员和女军人解说员的声音从广域通讯频道传了过来。

   　広域通信チャンネルからアナウンサーと解説の女性軍人の声が聞こえてくる。

   「希罗大人，大家都在期待您哦。」

   「ヒロ様、期待されてますよ」

   「期待我也没用啊。我可没打算刻意使出那种杂耍般的战斗机动。」

   「期待されても困る。わざわざ曲芸みたいな戦闘機動をするつもりはないぞ」

   「照平常那样打就行了。」

   「いつもどおりにやれば良いわよ」

   　艾尔玛耸了耸肩说道。嗯，这么说也是。没必要刻意逞强。

   　エルマがそう言って肩を竦すくめる。まぁ、確かにそれもそうだな。わざわざ気負う必要もない。

   「他的对手是雷德兰伯爵家的机动骑士——拜塞尔卿！他平时在雷德兰伯爵领地负责维持治安，和宙贼的战斗经验也相当丰富。」

   「対する相手はレドラン伯爵家で機動騎士として活躍するヴァイゼル卿きようです！　普段はレドラン伯爵領で治安維持を担っており、宙賊との戦闘経験も豊富とのことです」

   「船长希罗的机体是陌生的机种，而拜塞尔卿使用的机体则是帝国航宙军也采用的小型战舰。这种战舰的舰载机比一般战舰更大，装备着更为强力的动力炉。其性质与佣兵使用的战舰非常相似。」

   「キャプテン・ヒロの機体は見慣れない機種ですが、ヴァイゼル卿の使用している機体は帝国航宙軍でも採用されている小型戦闘艦ですね。艦載機よりも大きく、より強力なジェネレーターを装備している艦です。傭よう兵へいの扱う戦闘艦に非常に性質の似た艦です」

   「原来如此，你觉得机体性能上哪一方更有利？」

   「なるほど、機体性能ではどちらが有利と見ますか？」

   「船长希罗驾驶的克里希那号是完全未知的战舰，因此很难评价。根据资料来看，它似乎是一艘兼具高机动性和火力的攻击性战舰。而拜塞尔卿驾驶的小型战舰——塞伯Ⅳ号也是一艘兼具高机动性和高火力的高性能战舰。看来驾驶员的技术将会决定战斗的趋势。」

   「キャプテン・ヒロの駆るクリシュナという艦は全く未知の艦ですから評価が難しいですが、資料によると高い機動性と火力を兼ね備えた攻撃的な艦であるようですね。対するヴァイゼル卿の駆る小型戦闘艦──セイバーⅣもまた機動性と高火力を兼ね備えた高性能艦です。やはりパイロットの腕が戦闘の趨すう勢せいを決めることになるでしょう」

   「原来如此，看来会是一场激烈的战斗呢。那么，比赛开始的倒数计时即将开始！」

   「なるほど、これはいきなり激しい戦いになりそうですね。では、試合開始のカウントダウンを始めます！」

   　比赛开始的倒数计时开始了。与此同时，我启动了武器系统，展开了四门重激光炮和两门霰弹炮。

   　試合開始のカウントダウンが始まった。それと同時にウェポンシステムを起動し、四門の重レーザー砲と二門の散弾砲を展開する。

   「作战计划是？」

   「作戦は？」

   「直冲过去，揍飞他。」

   「真っすぐ行ってぶっ飛ばす」

   　倒数计时结束的同时，我将克里希那的推进器开到最大马力喷射。

   　カウントダウンの終了と同時に俺はクリシュナのスラスターを最大出力で噴射した。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　可能是没料到我会突然全速冲过去，敌方的塞伯Ⅳ号的反应慢了一拍。但那真的只是一瞬间，对方也立刻加速冲了过来。看来对方也打算正面硬碰硬。

   　いきなりこちらが全速力で突っ込んでくるとは思わなかったのか、敵のセイバーⅣの反応は一瞬遅れた。しかしそれは本当に一瞬のことで、すぐに相手も加速してこちらへと突っ込んできた。どうやらヘッドオンでの殴り合いに付き合ってくれるらしい。

   「火力还算可以」

   「火力はそこそこだな」

   　塞伯Ⅳ号的主武装似乎是两门高功率激光炮。虽然威力比不上克里希那的重激光炮，但以小型舰的装备来说，威力算是相当高。可能是军用规格，或是兵器制造商生产的最新产品吧。

   　セイバーⅣの主武装はどうやら二門の高出力レーザー砲であるようだ。クリシュナの重レーザー砲と比べると威力は劣るが、小型艦の装備している武装としてはかなり威力は高めのようである。軍用規格品か、或あるいは兵器メーカー製の最新鋭製品だろう。

   「和宙贼的战舰完全不能比呢」

   「宙賊艦とは比べ物にならないわね」

   　不过，两艘战斗舰从正面冲向对方，距离瞬间就缩短了。我们一边用激光炮互相射击一边接近，就在进入霰弹炮的射程范围——的前一刻，塞伯Ⅳ号偏离了轨道脱离了。看来对方还是有一定程度地调查过我的情报。

   　しかし、戦闘艦同士が真正面から相手に突っ込めば距離が詰まるのは本当に一瞬である。互いにレーザー砲を撃ち合いながら接近し、散弾砲の間合いに入る──寸前でセイバーⅣは軌道を逸そらして離脱していった。流石さすがにこちらの情報はある程度調べているらしい。

   「讨厌霰弹炮吗」

   「散弾砲を嫌ったか」

   「那当然了」

   「そりゃそうでしょ」

   「多亏了它，我们得救了」

   「お陰でこっちは助かるがね」

   　对方先一步偏离了轨道，我方则悠然地追在后面。如果不知道霰弹炮的存在，它就是一击必杀的武器；如果知道，它就能像这样在正面对决中绕到敌人背后，是非常有用的武器。

   　先に向こうが軌道を逸らして離脱をしたので、こちらは悠々とその後を追う。散弾砲はその存在を知らなければ相手にとって一撃必殺の武器となり、知っていた場合はこのようにヘッドオンから敵のバックを取るのに貢献してくれる大変ありがたい武器である。

   　没有护盾技术的战斗机之间的战斗，只要一发导弹，几发机炮弹就能分出胜负，但拥有厚重护盾的战斗舰之间的战斗就不是这样了。战斗会变成如何让敌人的护盾失效，对敌船体造成伤害。

   　シールド技術のない戦闘機同士の戦闘はミサイルの一発、機関砲弾の数発で決着がついてしまうが、分厚いシールドを持つ戦闘艦同士の戦闘はそうはいかない。如い何かに敵のシールドを無効化して敵船体にダメージを与えるか、という戦いになる。

   　一般来说，会用激光炮或追踪导弹等武器一点一点地让护盾饱和，然后破坏装甲，对里面的船体造成伤害——但有些武器可以跳过这些步骤，对装甲和船体造成致命伤害。霰弹炮也是这种武器之一。

   　普通はレーザー砲やシーカーミサイルなどを用いてチマチマとシールドを飽和させてから装甲を破壊し、その奥の船体にダメージを与える──という手順になるのだが、一部の兵器はそういったプロセスを吹っ飛ばして装甲や船体に致命的なダメージを与えられる。散弾砲もそういった兵器の一種である。

   　虽然有效射程非常短，但霰弹炮的霰弹可以一边大幅衰减敌人的护盾一边贯穿，还能对装甲和船体造成巨大伤害。炮本身似乎搭载了特殊的机构。

   　有効射程は非常に短いが、散弾砲の散弾は敵のシールドを大きく減衰させながら貫通し、更に装甲と船体に大きなダメージを与える効果がある。砲自体に特殊な機構が搭載されているらしい。

   　不过，一旦距离稍微远一点，效果就会消失，变成只会让人说“散弹有什么用！”的垃圾武器。即便如此，它还是能用来迎击追踪导弹之类的投射武器，作为防御武器还是有用的。

   　まぁ、少し離れてしまうとその効果が消えて「散弾ではなぁ！」とか言われそうなクソザコ武器と化してしまうのだが。それでもシーカーミサイルなどの投射兵器の迎撃には使えるから防御兵器としては有用だけど。

   「哈哈哈！你想去哪里啊！」

   「ははは！　どこへ行こうというのかね！」

   「希罗大人好兴奋。」

   「ヒロ様のテンションが高いです」

   「久违地驾驶实机，让他心情大好吧。」

   「久々に実機に乗れて気分が上がってるんでしょ」

   　正是如此。毕竟我最近一直窝在帝城。久违地感受到与机体的一体感，让我不得不兴奋起来。

   　その通りです。ここのところ帝城に缶詰になっていたからな。久々に感じる機体との一体感にテンションが上がらざるを得ない。

   「来吧，你想怎么办？要是继续被我跟在后面，你就会被重激光炮打成蜂窝哦？你不想变成那样吧？」

   「さぁ、どうする？　このままケツに付かれたら重レーザー砲で蜂の巣だぞ？　それは嫌だよな？」

   　我一边说着一边关闭姿态控制装置，维塞尔卿的赛博Ⅳ原本做出回旋的举动，却像是对我的话产生反应般突然减速。

   　そう言いながら姿勢制御装置をオフにすると、旋回するような素振りを見せていたヴァイゼル卿のセイバーⅣが俺の言葉に反応するかのように急減速した。

   　是这样吧？你想让我超前对吧？

   　そうだよなぁ？　そうやって俺をオーバーシュートさせたいよなぁ？

   　我操作姿态控制推进器让克里希那纵向旋转，追过维塞尔卿的塞伊Ⅳ，将舰首对准他的机体连续发射散弹炮。连续发射的无数散弹贯穿了塞伊Ⅳ的护盾，在其船体上部打出无数的洞——并没有，而是击中了装甲，迸发出激烈的火花。

   　俺は姿勢制御スラスターを操作してクリシュナを縦回転させ、ヴァイゼル卿のセイバーⅣを追い越しながら艦首を彼の機体に向けて散弾砲を連続で叩き込んだ。連続で発射された無数の散弾がセイバーⅣのシールドを貫通し、その船体上部を穴だらけ──にはせずに装甲に当たって激しく火花を散らす。

   　毕竟是模拟弹嘛。如果不是模拟弹的话，塞伊Ⅳ早就被炸得四分五裂了吧。比赛结束的蜂鸣声在克里希那的驾驶舱内响起。

   　模擬弾だからな。模擬弾じゃなかったらセイバーⅣはバラバラに引き裂かれて爆発四散していたことだろう。試合終了のブザーがクリシュナのコックピット内に鳴り響く。

   「哎呀！？发生了什么事！？就在观众以为船长希罗的克里希那追过维塞尔卿的塞伊Ⅳ的瞬间，维塞尔卿的塞伊Ⅳ被判定为击坠了！」

   「おぉっとぉ!?　何が起こったぁ!?　キャプテン・ヒロのクリシュナがヴァイゼル卿のセイバーⅣを追い越したかと思ったその瞬間、ヴァイゼル卿のセイバーⅣに撃墜判定が出ました！」

   「确认数据——这是……」

   「データを確認して──これは……」

   「米洛上尉解说员，请问到底发生了什么事？」

   「解説のミロク大尉、一体何が起こったのでしょうか？」

   「维塞尔卿的塞伊Ⅳ被船长希罗的克里希那追着跑，战况即将一面倒。这时维塞尔卿假装回旋，突然减速，让船长希罗的克里希那超前——也就是试图让克里希那追过自己。这样一来，塞伊Ⅳ就能取得克里希那的背后位置。」

   「ヴァイゼル卿のセイバーⅣはキャプテン・ヒロのクリシュナに追われ、一方的な展開になりかけていました。そこでヴァイゼル卿が旋回をすると見せかけて急減速をかけ、キャプテン・ヒロのクリシュナをオーバーシュート──つまり追い越させようとしたわけですね。そうすればセイバーⅣはクリシュナの背後を取れますから」

   「原来如此，但为什么赛伯Ⅳ会被判定击坠呢？」

   「なるほど、しかし何な故ぜセイバーⅣに撃墜判定が出たのでしょうか？」

   「恐怕是希罗船长预测到了赛伯Ⅳ的行动。在追过赛伯Ⅳ上方的时候，他关闭了姿势控制装置，用姿势控制推进器让机体纵向旋转，将舰首对准赛伯Ⅳ，同时追过赛伯Ⅳ，然后用两门大型碎片加农炮攻击了赛伯Ⅳ毫无防备的上方。虽然碎片加农炮只能在极近距离内使用，但它是能够贯穿护盾，对装甲和船体造成巨大伤害的武器。在那种距离下，小型舰艇根本撑不住。希罗船长的预测和操纵技术简直神乎其技。」

   「キャプテン・ヒロは恐らくセイバーⅣの取る手を読んでいたのでしょう。セイバーⅣの上面を追い越す際に姿勢制御装置を切り、姿勢制御スラスターで機体を縦回転させて艦首をセイバーⅣに向けながらセイバーⅣを追い越し、その際に無防備なセイバーⅣの上面部に二門の大型シャードキャノンを撃ち込んでいったのです。シャードキャノンはごく近距離に限りますが、シールドを貫通して装甲と船体に大きなダメージを与えることができる兵器です。あの距離で喰くらえば小型艦ではひとたまりもありません。キャプテン・ヒロの読みと操縦技術は神がかっていますね」

   「原来如此……啊，从其他角度的影像来了。原来如此，这样一看就一目了然了。巨大的战舰简直就像杂技演员一样在宇宙空间中舞动。而且还在那个瞬间发动了攻击。」

   「なるほど……あ、別角度からの映像が来ました。なるほど、こうしてみると一いち目もく瞭りよう然ぜんです。巨大な戦闘艦がまるで曲芸師のように宇宙空間で舞っていますね。しかもその瞬間に攻撃を仕掛けるとは」

   　顺带一提，万一没能用霰弹炮的齐射解决赛伯Ⅳ，克里希那在追过赛伯Ⅳ之后也会把舰首对准它，用四门重激光炮同时开火，对护盾大幅衰减的赛伯Ⅳ进行攻击。接下来要转为追击模式也行，赛伯Ⅳ逃跑的话就继续追着它的屁股跑也行。不管怎样，我都不可能输。

   　ちなみに、万が一あの散弾砲の斉射で仕留めきれていなかった場合でも追い越した先でクリシュナはセイバーⅣに艦首を向けていたので、大きくシールドを減衰させたセイバーⅣに四門の重レーザー砲が一斉に火を噴いていた。そこからは引き撃ちモードに移行するもよし、セイバーⅣが逃げるならまたケツを追い回すのでもよし。どちらにせよ俺に負けはない。

   　哎？问我有没有可能输？当然有。我既不想特地讲出来，而且就算真的被逼到那种局面，要完美地把我逼入绝境也相当困难。毕竟我也是尽可能地把机体组装成不容易输的形态。至少克里希那的这架机体，对我来说可以说是输面非常小的最佳形态。

   　え？　俺に負け筋はあるのかって？　無論ある。わざわざ言う気もないし、そうされたところで完かん璧ぺきに俺を追い込むのはかなり難しいと思うけど。俺だって負け筋ができるだけ少なくなるように機体を組み上げているからな。少なくともクリシュナのこの機体構成は俺にとって負け筋が非常に少ないベストと言えるものだ。

   　播报员和担任解说的女军人在讨论姿势控制装置之类的话题，但我没有理会她们，而是和克里希那一起返回帝国航宙军的船坞。这个船坞建造在作为本次赛事舞台的帝国航宙军训练宙域旁边，主要用来维修使用训练宙域的军舰。这次参加御前比武的选手们所搭乘的舰艇，就整齐地排列在这里。

   　アナウンサーと解説の女性軍人さんが姿勢制御装置とは、みたいな話をしているが、それを聞き流して俺達は帝国航宙軍のドックへと帰還した。このドックは今回の催しの舞台となっている帝国航宙軍の訓練宙域に隣接して建造されているもので、訓練宙域を利用する軍艦の整備を主に行っている施設だ。ここには今回の御前試合に参加している選手達の乗艦がズラッと並んでいる。

   「虽然没有受损，但还是麻烦你检查一下。还有，帮我补充霰弹炮的模拟弹。」

   「ダメージは負ってないが、一応チェックしておいてくれ。あと散弾砲の模擬弾を補給してくれ」

   『了解。』

   『了解』

   　我向帝国航宙军的整备士这么交代，然后整个人瘫坐在驾驶员席上。

   　帝国航宙軍の整備士にそう伝え、パイロットシートに身を沈める。

   「累了吗？」

   「疲れた？」

   「倒也不是这样。只是结束久违的战斗，有点松懈了。」

   「そういうわけじゃないけどな。久々の戦闘を終えて少し気が抜けた」

   「我觉得这样比一直紧绷着要好。」

   「緊張しっぱなしよりは良いと思います」

   　我从无谓高科技的空间固定式饮料架上摄取冰凉的饮料，然后吐了口气。

   　無駄にハイテクな空間固定式ドリンクホルダーから冷たい飲み物を摂取し、一息吐つく。

   「距离优胜还有几场？」

   「優勝まではあと何回だ？」

   「如果没有意外的话，还有四场。」

   「特に何もなければ四回ですね」

   「四场啊，比想象中要少。」

   「四回ね、思ったより少ないな」

   「能在不到十天的时间内准备好机体和驾驶员的人应该不多吧。就算考虑到星际闸道的存在，情报的传播速度也是有限的。」

   「十日足らずで機体とパイロットを帝都に用意できる人が少なかったんでしょう。ゲートウェイの存在を考慮しても情報が行き届く速度というものがあるし」

   「这倒也是。」

   「それもそうか」

   　就算利用了星际闸道的星际闸道通信，或是只传递情报、速度比船更快的超空间通信，情报要传到边境空域还是需要时间。在收到情报后做好出发的准备，然后配合今天这个日程来到帝都的参赛者究竟有多少呢？

   　ゲートウェイを利用したゲートウェイ通信や、情報だけを船よりも速い速度で伝達するハイパースペース通信を使っても、辺境宙域まで情報が行き渡るのには時間がかかる。情報を受け取ってから出立の準備を済ませ、今日という日程に合わせて帝都まで来られる参加者がどれだけいたかという話だろう。

   　如果这次比赛有好好地设置准备期间的话，参赛者应该会增加到数倍乃至数十倍吧。

   　これがちゃんと準備期間を設けての開催だったら参加者は数倍から数十倍に膨れ上がっていたんだろうな。

   


   　在那之后，我们又打了两场。

   　それから二度戦った。

   　第二场比赛的对手是帝国航宙军的王牌驾驶员，他和在第一场比赛中与满载导弹的佣兵舰交战的尼尔森少尉不同，战斗方式相当独特。他的战斗机动作非常巧妙，虽然我们展开了激烈的缠斗，但我可不会在近距离战斗中落败。我用霰弹炮的射界捕捉到他，将他击破了。

   　第二回戦は帝国航宙軍のエースパイロットで、初戦でミサイル満載の傭兵艦と戦っていたニールセン少尉とはまた違った戦い方をするパイロットだった。戦闘機動が抜群に巧うまく、激しいドッグファイトになったが、近距離戦で負ける俺ではない。散弾砲の射界に捉とらえて撃破してやった。

   　第三场比赛的对手是机动骑士。他似乎擅长使用六门高功率激光炮和两门追踪导弹舱的速攻战术，但遗憾的是他的速度太慢了。我全速与他擦肩而过，然后反转过来进行追击，就这样分出了胜负。

   　第三回戦は機動騎士が相手だった。六門の高出力レーザー砲と二門のシーカーミサイルポッドによる速攻戦術を得意としているようだったが、残念ながら速度が遅かった。全速力で擦れ違い、後は反転して引き撃ちするだけで決着がついた。

   　然后，第四场比赛是准决赛，我终于要和黄金位阶的佣兵战斗了。

   　そして準決勝となる第四回戦は遂にゴールドランク傭兵との戦いになった。

   「是驱逐舰啊。」

   「駆逐艦か」

   「是啊，而且还是军方采用的机种呢。」

   「そうね。それも軍で採用している機種ね」

   　驱逐舰这种舰种，在佣兵使用的舰艇中，按照小型舰、中型舰、大型舰的分类来说，是被归类为大型舰的舰艇。实际上，这是佣兵所能操纵的最大级别的舰艇。

   　駆逐艦という艦種は傭兵が使う小型艦、中型艦、大型艦という区分で言えば大型艦に分類される艦である。実質的に傭兵が扱う艦としては最大クラスの艦だ。

   　比驱逐舰更大的舰艇——也就是比巡洋舰更大的战斗舰艇，由于运用成本和巡航速度，以及过于庞大而难以在佣兵的主战场——暗礁宙域中使用等原因，几乎没有佣兵会将其作为主要的战斗舰艇。不过，像黑莲这种拥有母舰功能的舰艇就另当别论了。

   　これ以上大きい艦──つまり巡洋艦以上の大きさの戦闘艦に関しては運用コストや巡航速度、それに大きすぎて傭兵の主戦場である暗礁宙域で使いにくい、といった理由によってメインの戦闘艦として採用している傭兵はほぼいない。ブラックロータスのような母艦機能を持つ艦に関してはまた別の話になるけど。

   　顺带一提，黑莲在大小上是接近巡洋舰级别的战斗母舰。

   　ちなみに、ブラックロータスは大きさ的に言えば巡洋艦に迫るクラスの戦闘母艦である。

   　好了，先不提黑莲，回到驱逐舰的话题上。驱逐舰这种舰种基本上不适合一对一的对人战斗。虽然作为战斗用的大型舰，它的速度很快，火力也足够，但与小型舰相比，还是不够灵活。由于是大型舰，一旦被接近就会有很多死角。

   　まぁ、ブラックロータスの話を横に置いて駆逐艦の話に戻すと、基本的に駆逐艦という艦種はあまりサシの対人戦には向かない艦種である。戦闘用の大型艦なので足は早いし火力も十分だが、小型艦に比べるとやはり小回りがきかない。大型艦なので接近されると死角が多い。

   　因此，它不适合在障碍物众多的暗礁宙域战斗，基本上只有不靠近暗礁宙域的商船护卫等任务才会被采用。

   　故に、障害物の多い暗礁宙域での戦闘には向かず、基本的には暗礁宙域に近寄らない商船護衛などを主とする傭兵に採用される傾向がある。

   「来了个麻烦的对手啊。」

   「厄介なのが来たなぁ」

   「这里几乎没有能成为障碍物的东西呢。」

   「ここ、障害物になるようなものが殆ほとんどないですもんね」

   　作为比赛会场的这个训练宙域几乎没有障碍物。毕竟帝国航宙军基本上不会在暗礁宙域战斗。在这种地方与驱逐舰为敌，麻烦之处自然是其巨大的身躯所带来的强大火力。它能搭载的炮台数量多，弹药装载量也多。当然，由于其巨大的身躯，它也搭载了强力的动力炉，所以护盾也比小型舰和中型舰要厚。

   　試合会場であるこの訓練宙域には障害物というものが殆どない。基本的に帝国航宙軍も暗礁宙域で戦闘をしたりはしないからな。こういった場所で駆逐艦を相手にすることの何が厄介って、それは勿もち論ろんデカい分火力が高いという点である。搭載できる砲の数が多く、弾薬の積載量も多い。当然デカいぶん強力なジェネレーターを積んでいるので、小型艦や中型艦と比べるとシールドも分厚い。

   「不过，只要能缩短距离，就是我们的胜利了」

   「まぁ、なんとか距離さえ詰めてしまえばこっちのもんだ」

   　恐怕迄今为止，与操纵那艘驱逐舰的佣兵战斗的选手们都在靠近之前就被压倒性的火力击破了吧。火力和包括护盾在内的装甲厚度就是正义。克里希那之所以强大，也是因为追求着这两点。

   　恐らく今まであの駆逐艦を操る傭兵と戦った選手達は近づく前に圧倒的火力で撃破されてしまったのだろう。火力とシールドを含めた装甲の分厚さは正義である。クリシュナが強いのもこの二点を追求しているからだからな。

   「怎么办？」

   「どうするの？」

   「缩短距离。在这种情况下，只有能战胜大型舰的人才能算是对人战中级者哦？」

   「距離を詰めるさ。こういったシチュエーションで大型艦を相手にして勝てるようになって初めて対人戦中級者だぞ？」

   「我所认为的对人战中级者形象和希罗大人所认为的对人战中级者形象似乎有着巨大的分歧」

   「私の考える対人戦中級者像とヒロ様の考える対人戦中級者像が激しく乖かい離りしている気がします」

   「真巧，我也是」

   「奇遇ね、私もよ」

   　在SOL中，小型舰击破大型舰——也就是所谓的以小搏大，是非常热门的战术研究领域。当然，大型舰击破小型舰的战术也开发出了很多，但最终还是以小型舰与大型舰单挑时，小型舰更有利的理论为主流。

   　ＳＯＬステラオンラインにおいては小型艦による大型艦撃破──所謂いわゆるジャインアントキリングに関しては非常に戦術研究が盛んであった。当然、大型艦による小型艦潰つぶしの戦術も多数編み出されたわけだが、最終的に大型艦と小型艦がサシで戦った場合、小型艦側のほうが有利であるという論が優勢であった。

   　如果对手是中型舰的话，情况又会有些许不同，不过这个就先不提了。

   　これが中型艦相手だとまた少し変わってくるのだが、まぁそれはおいておこう。

   　即便如此，与NPC对战时，大型舰更有利的情况还是比较多，而且大型舰能搬运和回收的物资数量也压倒性地多，所以也有许多玩家喜欢使用大型舰。

   　それでもＮＰＣを相手にする場合には大型艦のほうが有利な場合が多いし、持ち運んだり回収したりすることができる物資の量も大型艦のほうが圧倒的に多いので、大型艦を使うことを好むプレイヤーも多数いたのだが。

   　毕竟，如果不考虑对人战的话，大型舰在很多方面都很方便。而且还有能使用自动操作的舰载机的舰种。就像感应炮和浮游炮那样。

   　まぁ、対人戦を考えなければ大型艦は色々と便利だからな。自動操作の艦載機を使える艦もあるし。フ○ンネルとかビ○トみたいな感じで。

   「对手是黄金位阶。绷紧神经上吧。」

   「相手はゴールドランクだからな。気を引き締めていこう」

   　我操作着操纵杆，前往比赛开始前的待机地点。好了，真期待敌人会如何出招。

   　操そう縦じゆう桿かんを操作し、試合の開始に備えて待機場所へと向かう。さぁ、敵さんがどう出てくるか楽しみだな。
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   「让各位久等了！准决赛第二场比赛，是各位翘首以盼的希罗船长登场！他的对手是和希罗船长同为佣兵的修奈达船长！他的机体是帝国航宙军也采用的军用驱逐舰，卡巴利Ⅶ！船名是“支配者”！」

   「皆様お待たせいたしました！　準決勝第二試合は皆様お待ちかねのキャプテン・ヒロの登場です！　対するはキャプテン・ヒロと同じ傭よう兵へいであるキャプテン・シュナイダー！　乗機は帝国航宙軍でも採用されている軍用駆逐艦、カバルリーⅦ！　シップネームは『ドミネーター』です！」

   「修奈达船长一路以来都是依靠卡巴利Ⅶ的压倒性火力和防御力来击破对手。面对这样的修奈达船长，希罗船长会如何应对呢？还是说在压倒性的火力和防御力面前，他的技巧也无用武之地呢？这一点非常令人感兴趣」

   「キャプテン・シュナイダーはここまでカバルリーⅦの圧倒的火力と防御力を前面に押し出して対戦者を撃破してきました。そんなキャプテン・シュナイダーにキャプテン・ヒロがどのように対処するのか、それとも圧倒的火力と防御力の前には彼のテクニックも通用しないのか、その点に非常に興味を惹ひかれますね」

   　我站在比赛开始的位置等待着，这时从广域通信频道传来了播报员和女性军人解说员的声音。

   　試合開始位置について待っていると、広域通信チャンネルでアナウンサーと解説の女性軍人さんの声が聞こえてくる。

   「希罗大人，对战对手发来了通信」

   「ヒロ様、対戦相手から通信が入っています」

   「嗯？会是什么事呢。接通吧」

   「んん？　なんだろうな。繫つないでくれ」

   「好的」

   「はい」

   　米米操作控制台，接通了与对战对手修奈达船长的通信。

   　ミミがコンソールを操作し、対戦相手のキャプテン・シュナイダーとの通信が繫がった。

   「这里是克里希那的希罗船长。比赛开始前有什么事吗？」

   「こちらクリシュナのキャプテン・ヒロ。試合開始前に何の用だ？」

   「我是修奈达。没什么，只是想在对战前打个招呼」

   「シュナイダーだ。何、対戦前に挨あい拶さつでもと思ってな」

   　船长・修奈达说完，目不转睛地盯着我的脸。这家伙干嘛啊，盯着别人看很没礼貌欸。

   　そう言ってキャプテン・シュナイダーは俺の顔をまじまじと眺めてきた。なんだこいつ、不ぶ躾しつけにジロジロと。

   　船长・修奈达的外表比我想象的还要年轻。虽然年纪应该比我大，但没有中年的印象。他是个美男子，和米米一样留着一头明亮的棕色长发。眼神有点锐利。

   　キャプテン・シュナイダーの見た目は思ったよりも若い。俺よりは歳とし上うえだろうが、中年って印象は受けない。ミミと同じような明るいブラウンの髪の毛を長く伸ばした美丈夫といった風ふう貌ぼうだ。少々目つきが鋭いか。

   「哼？我还以为是个自以为是的小鬼，但你看起来不像。这下子有得拼了。」

   「ふん？　思い上がったガキかと思ってたんだが、どうにもそういう雰囲気じゃないな。これは手て強ごわそうだ」

   「承蒙你过奖了。不过，我这种人只是运气好……不，只是运气不好而已。你可以更小看我一点。」

   「そいつは過分な評価をどうも。だが、俺なんて運が良い……いや、悪いだけのペーペーだぜ？　もっと見み縊くびってくれても良いんだぞ」

   「真正只是运气好的小喽啰，会拼命地想让自己看起来更厉害一点。」

   「本当に運が良いだけの雑ざ魚こは自分を少しでも大きく見せようと必死になるものだ」

   　船长・修奈达微微扬起嘴角，露出狰狞的笑容。

   　キャプテン・シュナイダーは僅わずかに口角を上げ、獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

   「我很期待你的刀刃能不能碰到我的支配者。修奈达，Out。」

   「お前の刃やいばが俺のドミネーターに届くかどうか、楽しみにさせてもらおう。シュナイダー、アウト」

   　通讯切断，驾驶舱的显示器上显示的船长・修奈达的视窗消失了。

   　通信が切れてコックピットのディスプレイに表示されていたキャプテン・シュナイダーのウィンドウが消える。

   「他很厉害吗？」

   「やり手かしら？」

   「看起来是这样。果然不能大意。」

   「そのように思えるな。やっぱり油断はできないな」

   　在我们交谈的时候，米米不知为何眼睛闪闪发亮。到底怎么了？

   　そんなやり取りをしている横で、ミミが何故か瞳ひとみをキラキラさせていた。一体何だ？

   「刚才的对话，好帅气！就像露西亚达皇女殿下借我的佣兵题材全息小说一样！」

   「今のやり取り、かっこよかったです！　ルシアーダ皇女殿下に借りた傭兵モノのホロ小説みたいでした！」

   「啊……是吗」

   「ああ……そう」

   　皇女殿下，你都让米米看了些什么啊。拜托不要污染纯真的米米。虽然我觉得不至于会散发出腐臭，但今后还是注意一下比较好。

   　皇女殿下、うちのミミに何を読ませてるんですか、何を。純真なミミを汚染しないで欲しい。流石さすがに腐臭を撒まき散ちらすようなことはないと思うが、ちょっと今後は気をつけたほうが良いかもしれない。

   「艾尔玛，拜托你了」

   「エルマ、しっかり頼むぞ」

   「是指之后的比赛？还是米米？」

   「それはこの後の試合のこと？　それともミミのこと？」

   「两者都是」

   「両方だ」

   「我又不是米米的母亲」

   「私はミミの母親じゃないんだけど」

   「抱歉，我踩到你的痛处了」

   「年齢的には痛い痛いごめんて」

   　艾尔玛捏了捏我的大腿，我只好投降。即使在比赛前也能像这样闲聊放松，或许也是我们队伍的强大之处。

   　エルマが太ももを抓つねってきたので降参しておく。試合前でもこうやって無駄口を叩たたいてリラックスできるのもうちのチームの強さかもしれないな。

   「双方都已就位。比赛开始，倒计时开始！」

   「両者試合開始位置につきました。試合開始です、カウントダウンスタート！」

   　显示器上显示着大大的倒计时。

   　ディスプレイに大きくカウントダウンが表示される。

   「作战计划呢？」

   「作戦は？」

   「一开始先猛攻，之后就顺势而为。不过，基本上要占据死角。米米，比赛开始后马上扫描敌船，标记出主要模块的位置」

   「最初は強く当たって後は流れで。まぁ、基本的には死角を取る。ミミ、試合が始まったらすぐに敵船をスキャン、主要なモジュールのある場所をマークしてくれ」

   「明白了！」

   「わかりました！」

   　倒计时结束的同时，我将克里希那的推进器开到最大，缩短与支配者之间的距离。而支配者则将火炮集中的正面顶部朝向这边，如同刺猬一般发射对空——在宇宙空间里说对空也有点奇怪——炮火。

   　カウントダウンの終了と同時にクリシュナのスラスターを全開にしてドミネーターとの距離を詰める。対するドミネーターは火砲が集中している正面上部をこちらへと向け、まるでハリネズミのような対空──宇宙空間で対空というのも変な話だが──砲火を上げてくる。

   「干扰箔片，展开ECM。」

   「チャフ、ＥＣＭ展開」

   　艾尔玛展开的干扰箔片和ECM发挥了效果，朝克里希那飞来的对空炮火的精度大幅下降。顺带一提，这个干扰箔片和地球使用的干扰箔片完全是两码事。地球常用的干扰箔片是通过散布金属箔等物质来欺骗雷达探测，而以克里希那为首的宇宙战舰所装备的则是更加先进的装置，能够制造出类似“电子分身”的东西，扰乱敌方战舰的瞄准系统。

   　エルマの展開したチャフとＥＣＭが効果を発揮し、クリシュナに向かって飛んでくる対空砲火の精度が大幅に低下する。ちなみにこのチャフというのは実質的には地球で用いられていたチャフとは全くの別物だ。地球でよく知られるチャフは金属箔はく等をばら撒くことによってレーダー探知を欺ぎ瞞まんするものだが、クリシュナを始めとした宇宙戦闘艦に装備されているのはもっと先進的なもので、敵戦闘艦の照準システムを狂わせる『電子的な分身』のようなものを作り出す装置だ。

   　虽然其欺骗效果有限，但能够短时间扰乱敌舰的自动瞄准机构，大幅降低命中率。原理虽然先进，但做的事情却没什么区别。所以现在也还是叫作干扰箔片。

   　その欺瞞効果は限定的なものだが、短時間だけ敵艦の自動照準機構を混乱させて命中率を大きく落とすことができる。原理は先進的だが、やっていることはそう変わらない。だから今でも変わりなくチャフと呼ばれているわけだな。

   「弹幕果然很厚啊」

   「流石に弾幕が分厚いな」

   　虽然利用干扰装置减少了中弹数，但护盾还是在逐渐减少。支配者为了不让我方钻进怀中而一边后退，一边将舰首朝向我方。看来是打算用火力压制我方。

   　欺瞞装置を用いて被弾を減らしても徐々にシールドが削られていく。ドミネーターはこちらを懐に潜り込ませないように後退しながら艦首上面をこちらへと向け続けている。只管ひたすらこちらに火力を叩きつけて削り切るつもりだろう。

   「好，要上了。做好准备，随时可以展开护盾单元」

   「よし、行くぞ。いつでもシールドセルを展開できるように用意しておけ」

   「明白」

   「了解」

   　我抬起克里希那的舰首，朝支配者的上方方向突进。当然，支配者为了不让克里希那从头顶飞过绕到背后，也抬起舰首追随克里希那的动作。也就是说，支配者巨大的身体开始朝上方方向纵向旋转。

   　クリシュナの艦首を上げ、ドミネーターの上面方向に突進する。当然、ドミネーターはクリシュナに頭上を飛び越されて背後に回られたくないので、それに追随するように艦首を上げてクリシュナの動きを追う。つまり、ドミネーターの巨体が上方向に縦回転を始める。

   「牵制牵制」

   「牽けん制せい牽制っと」

   　我这边也翻转舰体，将上方方向朝向支配者，用四门重激光炮射击进行牵制。虽然我方的火力也是小型舰不可能拥有的高火力，但就这样正面互射的话再怎么说也太不利了。虽然克里希那拥有坚固的护盾和装甲，但终究是小型舰。与被分类为大型舰的驱逐舰相比，耐久力相差太大了。

   　こちらはこちらで艦をロールさせて上面方向をドミネーターへと向け、四門の重レーザー砲を撃ち込んで牽制する。こちらの火力も小型艦としてはありえないほどの高火力だが、このまま正面から撃ち合うのはいくらなんでも分が悪い。クリシュナは強固なシールドと装甲を有しているが、あくまでも小型艦だ。大型艦に分類される駆逐艦が相手では耐久力が違いすぎる。

   「越来越不利了哦？」

   「ジリ貧よ？」

   「再等一下……就是现在！」

   「もう少し……今だ！」

   　在支配者获得足够的旋转速度时，我再次拉起操纵杆，像闪电一样冲向支配者。目标是支配者的船头。

   　ドミネーターが十分な回転速度を得た時点で俺は再び操縦桿を引き、稲妻のようにドミネーターへと突っ込んだ。目指すはドミネーターの舳へ先さきだ。

   　为了追上越过头顶绕到背后的克里希那，支配者巨大的身体正朝着上方纵向旋转。由于其巨大的身体，所以不可能为了追上克里希那而突然反转方向。

   　ドミネーターは頭を越して回り込むような動きをしていたクリシュナに追従するためにその巨体を上方向へと縦回転させている。その巨体故にこのような急な動きに追従して回転方向を逆転させることは不可能なのだ。

   「穿过去了！」

   「抜けたっ！」

   　克里希那突破了地狱般的对空炮火，掠过支配者的船头，绕到了其下方。当然，下方也存在一些迎击用的武装，但其火力与舰首上方相比微不足道。我用霰弹炮从近距离射击炮台，使其立刻沉默。

   　クリシュナは地獄のような対空砲火の中を突破し、ドミネーターの舳先を掠かすめてその下方へと回り込んだ。無論、下方にも迎撃用の武装はいくらか存在するが、その火力は艦首上面に比べるとささやかなものだ。砲台に至近距離から散弾砲を浴びせ、即座に沈黙させる。

   「继续前进」

   「どんどん行くぞ」

   　我用霰弹炮攻击事先让米米扫描过的内部重要模块——控制姿势的推进器和向主要推进器提供能源的管道以及弹药库等。顺便用重激光炮不断射击，使护盾达到饱和，然后针对动力炉存在的部分进行集中攻击。就在这时，比赛结束的蜂鸣声响起，宣布我们获胜。看来是动力炉被判定为破坏了。

   　事前にミミにスキャンさせておいた重要な内部モジュール──姿勢制御スラスターやメインスラスターへのエネルギー供給管や弾薬庫等に散弾砲を浴びせていく。ついでに重レーザー砲もバンバン撃ち込んでシールドを飽和させ、ピンポイントでジェネレーターの存在する部分に執しつ拗ように攻撃を重ねた。そうしている内に試合終了のブザーが鳴り響き、俺達の勝利が宣言される。どうやらジェネレーターの破壊判定が入ったらしい。

   「比赛结束！船长希罗达成了以小胜大！虽然一开始大家都认为船长雪诺德会单方面取得优势。」

   「試合終了です！　キャプテン・ヒロがジャイアントキリングを達成しました！　最初はキャプテン・シュナイダーが一方的に有利になるかと思われましたが」

   「船长希罗展现出了闪电般的机动性。确实，以驱逐舰级的大小为傲的战舰，很难跟上那种速度的回旋。不过，要在一对一的情况下采取那种机动性，需要相当大的胆量。因为那等于是冲进强力的对空炮火之中，只要走错一步就会直接被击坠。」

   「キャプテン・ヒロの見せたあの稲妻のような機動ですね。確かに駆逐艦級の大きさを誇る艦ではあの速度の切り返しについていくのは困難です。しかし、一対一であの機動を取るには相当な度胸が必要ですね。強力な対空砲火の中に突っ込むことになるわけですから、一歩間違えればそのまま撃墜されることになります」

   「原来如此……」

   「なるほど……」

   　我一边听着播报员和女性军人解说员的对话，一边开始返回军方的船坞。

   　アナウンサーと解説の女性軍人さんの話を聞き流しながら軍のドックへの帰還を始めた。

   「哎，差不多就这样吧。」

   「まぁ、こんなもんだな」

   「这次真的让人捏了一把冷汗。」

   「流石に今回はヒヤヒヤしました」

   「是啊。还用了三个护盾单元……欸，为什么不用反舰鱼雷？」

   「そうね。シールドセルも三つ使ったし……ねぇ、なんで対艦魚雷を使わなかったの？」

   　艾尔玛提出了中肯的指摘。

   　エルマが尤もつともな指摘をしてくる。

   「我可不是在放水哦。只是像平常一样战斗而已。既然对手只有一艘大型舰，那也没必要用到反舰反应鱼雷吧。」

   「別に舐なめプってわけじゃないぞ。いつも通りの戦いをしただけだ。相手が大型艦一隻のみなら対艦反応魚雷を使うまでもないだろ」

   　如果周围有其他舰艇，没空只顾着支配者的话，我就会用反舰反应鱼雷迅速解决掉，但既然对手只有一艘支配者，我就不会用反舰反应鱼雷。

   　周りに他の艦がいて、ドミネーターだけに構っている暇がないなら対艦反応魚雷でとっとと片付けるだろうが、ドミネーター一隻だけが相手なら俺は対艦反応魚雷なんて使わない。

   「反舰反应鱼雷不是很贵吗？」

   「高いじゃないか、対艦反応魚雷」

   「比赛用的是模拟弹，不用花钱的吧」

   「試合なら模擬弾だし、お金はかからないでしょ」

   「正因为是比赛才不用啊。又不是输了就会死，用那种华丽又轻松的手段也没意义吧。而且我也想确认一下支配者，或者说卡帕莱特Ⅶ的模块配置和防弹性」

   「試合だからこそだ。負けて死ぬわけでもないのに派手で楽な手法を取っても仕方ないだろう。ドミネーター、というかカバルリーⅦのモジュール配列や耐弾性も確認したかったしな」

   「……希罗你有时候会异常地严以律己呢」

   「……ヒロってたまに異常なまでにストイックよね」

   　不知为何，艾尔玛用一种无语的眼神看着我。我又没做什么坏事，有什么关系嘛。我又不是带着恶意去嘲讽对手的。

   　何故かエルマに呆あきれた視線を向けられている気がする。別に悪いことじゃないんだし良いだろう。悪意を持って舐めプしたわけじゃないんだし。

   「总，总之下一场比赛就是决赛了！决赛！」

   「と、とにかく次で決勝ですよ！　決勝！」

   「是啊。赶紧把麻烦事解决掉吧。明明在帝都有很多事要处理，却在这里被拖住了脚步」

   「そうだな。サクッと面倒事を終わらせるとしよう。帝都で片付けるべきことが沢山あるってのに大分足止めを食らってるからな」

   　我必须去克莉丝所在的达连瓦尔德家的宅邸，而且也预定要通过瑟琳娜中校的关系购买帝都产的高性能战斗机器人。还有，大概也会接受媒体的采访。这些预定全部被推迟了，全都是那个混蛋皇帝陛下的错。可恶。

   　クリスのいるダレインワルド家の屋敷にも行かなきゃならないし、帝都産の高性能戦闘ボットをセレナ中佐のコネで購入する予定だってある。あと、メディアの取材も多分受けることになるだろうしな。その予定が全部後回しになっているのも全すべてファッキン皇帝陛下のせいである。畜生め。

   　不管怎么说，先进行补给和整备吧。

   　何はともあれまずは補給と整備だな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　由于补给和整备，以及季军争夺战多少需要一些时间，我们决定在克里希那的食堂一边吃点轻食一边调查决赛的对手。

   　補給と整備、それと三位決定戦に多少時間がかかるので、その間に俺達はクリシュナの食堂で軽食を取りながら決勝戦の対戦相手のリサーチをすることにした。

   「白金位阶啊。不是没那么容易遇到的吗？」

   「プラチナランクねぇ。そんなホイホイいないんじゃなかったのか？」

   「在帝国内活动的有三人——加上希罗就是四人了。其中一人碰巧在帝都周边，或者处于能够使用星际闸道的立场。我觉得这也不是不可能的事」

   「帝国内で活動しているのは三人──ヒロが増えたから四人ね。そのうちの一人が帝都周辺にたまたまいた、或あるいはゲートウェイを使える立場にいた。なくもない話だと思うわよ」

   「能抽中这种对手，真不愧是希罗大人」

   「こういうのを引き当てる辺りがヒロ様ですよね」

   「不只是我，这应该是我们所有人的命运之力吧！」

   「俺だけじゃなくて俺達全員の運命力なんじゃないかな！」

   　我坚决否定只有我一个人是麻烦制造者的论调。虽然她们两人用温暖的视线看着我，但我觉得她们的命运也相当曲折离奇哦？

   　俺一人がトラブルメーカーであるという論調は断固として否定していきたい。二人は生温かい視線を俺に向けてきているけど、二人の運命の数奇さ加減も相当だと思うぞ？

   「比起这个，你们看，这是准决赛的情况」

   「それよりもほら、これが準決勝の様子よ」

   　说着，艾尔玛用全息显示器开始播放我们的比赛前进行的准决赛第一场比赛的视频。

   　そう言ってエルマが俺達の試合の前に行われていた準決勝第一試合の映像をホロディスプレイで流し始める。

   「这改造得相当厉害啊……改造前的机体是狼系吧」

   「これはかなり改造されてるな……改造元の機体はウルフ系だな」

   「狼系？」

   「ウルフ系？」

   「那是史登席普工业公司生产的战舰。那架机体应该是改造了没有指挥装备的贝塔狼。虽然是中型舰，但重量很轻，机动性也很高。虽然能装备武器的挂点比中型舰要少，但装载量也相当大，所以很容易搭载强力的武装。因为是中型舰，所以动力炉的输出和护盾容量都比小型舰要高。」

   「ステッペンシップインダストリー社製の戦闘艦だ。あの機体は多分指揮装備をオミットしたベータウルフを改造したものだろう。中型艦の割に軽量で運動性が高い。武器を装備できるハードポイントは中型艦としては少なめだが、積載量もそれなりに多いから強力な武装を積みやすい。中型艦だから、ジェネレーター出力もシールド容量も小型艦より上だ」

   「……很强吗？」

   「……強くないですか？」

   「很强。虽然对我来说速度和机动性不太够，但动作灵活，装甲坚固，武装也很强大。我想应该有很多人喜欢这架机体。」

   「強いな。俺としては速度と運動性が物足りないが、そこそこ動けて堅くて武装は強力。愛用者が多い機体だと思うぞ」

   　问题是搭载的武装。

   　問題は積んでる武装なんだが。

   「呃。」

   「げっ」

   　改造贝塔狼发射的绿色光弹击中了对手，一击就判定为击坠，看到这一幕我不由得叫出声来。

   　改造ベータウルフから発射された緑色の光弾が対戦相手に着弾し、一撃で撃墜判定が入ったのを見て思わず声を出してしまう。

   「这可麻烦了……虽然前提是能打中。」

   「これは厄介ね……当たればの話だけど」

   「那、那是什么武器？」

   「な、なんですか今の武器」

   「那是电浆加农炮……哇，最讨厌的武器出现了。」

   「プラズマキャノンだ……うわぁ、一番嫌なタイプの武器が来たなぁ」

   　电浆加农炮是非常强大的武器。射程长，但弹速慢，只能从正面射击，但威力非常大。是能贯穿护盾和装甲，直接对船体造成伤害的贯通系武器之一。

   　プラズマキャノンは大変強力な武器だ。射程は長いが弾速は遅く、真正面にしか撃てない代わりに威力は非常に高い。シールドと装甲を貫通して船体に直接被害を与える貫通系武器の一種である。

   　说白了，就是一种弹速慢但威力大，射程远的类似霰弹炮的武器。克里希那的防御主要依靠护盾和装甲，所以对直接造成船体伤害的贯通系武器很弱。毕竟克里希那是一艘小型舰。顺便一提，贯通系武器包括霰弹炮——碎片加农炮，黑莲搭载的磁道炮，这次的对手装备的电浆加农炮，还有能贯穿护盾的反舰鱼雷和反舰导弹，以及格斗武器——也就是直接撞向对手造成伤害的撞角和反舰刀等五种。基本上，如果是新开发的武器或特殊装备，我就无法保证了——我向米米解释道。

   　言うなれば、弾速が遅い代わりに威力が更に上がって遠くまで飛ぶようになった散弾砲のようなものだ。クリシュナの防御はシールドと装甲に頼っているので、船体に直接ダメージを与えてくるタイプの貫通系武器に弱い。なんだかんだでクリシュナは小型艦だからな。ちなみに、同系統の所謂いわゆる貫通系武器というのは散弾砲──シャードキャノンと、ブラックロータスに搭載しているようなレールガン、今回の対戦相手が装備しているプラズマキャノン、後は一応シールドを貫通する対艦魚雷や対艦ミサイルの類と、格闘武器──つまり船ごと相手に突っ込んでダメージを与える衝角や対艦ブレードなどの五種類だけである。基本的には。新開発の兵器とか特殊兵装となると保証はできない──ということをミミに説明した。

   「原来如此……但是，希罗大人应该能躲开吧？」

   「なるほど……でも、ヒロ様なら避よけられるんじゃないですか？」

   「我觉得正常射击的话应该没问题。听好了，米米。使用那种变态武器的家伙，都会准备专门用来击中的战术，绝对不会放过必中的时机。装备那种武器还能升到白金位阶，而且一路赢到决赛的家伙，不可能会依靠运气来祈祷自己能打中」

   「普通に撃ってくる分には問題ないと思うけどな。良いか？　ミミ。ああいう変態武器を使う連中ってのは、当てるための戦術を用意しているし、必中のタイミングを絶対に逃さないんだ。あの武器を装備した艦でプラチナランクになって、ちゃんと決勝戦まで勝ち残ってきてる奴やつがラッキーヒットを狙ねらったお願いブッパなんてしてくるはずがない」

   「能熟练使用碎片加农炮这种奇葩武器的希罗说这话很有说服力呢」

   「シャードキャノンなんて色物武器を使いこなしてるヒロが言うと説得力があるわね」

   「霰弹炮只要靠近了就能打中，所以不算变态武器」

   「散弾砲は近づいて撃てば当たるから変態武器じゃないし」

   　喂，你们这什么表情。最近你们对我是不是有点太严格了？

   　おいなんだその顔は。二人ともここのところ少し俺に対して厳しくないか？

   「就当是这样吧。总之，要小心电浆加农炮」

   「そういうことにしておくわ。とりあえず、プラズマキャノンに注意ってことね」

   「虽然你这话有点刺耳，不过确实如此。干扰箔片和ECM对那种直射武器都没有效果，所以要时刻保持警惕」

   「引っかかる言い方だが、まぁそうだな。ああいう直射武器にはチャフもＥＣＭも効かないから常に気が抜けないぞ」

   　对于那种不是自动瞄准而是直接瞄准，只会从正面飞来的武器，欺瞒瞄准装置的电子战兵装是无效的。比如克里希那的霰弹炮。顺带一提，重型激光炮会受到影响。

   　自動照準ではなく直接照準で真正面にだけ飛ぶタイプの武器に照準装置欺瞞系の電子戦兵装は無力である。クリシュナの散弾砲とかな。ちなみに重レーザー砲は影響を受ける。

   「话说回来，对方是什么样的人？」

   「そう言えば、本人はどんな奴なんだ？」

   「呃，好像是个叫班克斯船长的人」

   「ええと、キャプテン・バンクスという方みたいですね」

   「沉默的班克斯。是个有名的佣兵」

   「沈黙のバンクスね。有名な傭よう兵へいよ」

   「听起来好强」

   「何それ強そう」

   　这别名听起来就像是会独自一人闯进宙贼舰里开无双。而且还会自称是厨师之类的。

   　一人で宙賊艦に乗り込んで無双しそうな二つ名だ。コックを名乗ったりしてな。

   「哎，白金位阶的佣兵每个都很有个性就是了……」

   「まぁ、プラチナランク傭兵は誰だれも彼も個性的なんだけど……」

   　这时，艾尔玛瞥了我一眼。我……应该算不上有个性吧！不，我之所以有个性，是因为有米米和艾尔玛两位美女随侍在侧的关系。一定是这样没错。我个人的个性其实还好。大概吧。

   　チラリとエルマが俺を見てくる。俺は個性的とは……言い難いとは言えないかなぁ！　いや、俺の個性を出しているのはミミとエルマという二人の美女を侍はべらせているという点に集約されているから。きっとそうだから。俺個人の個性はそうでもないから。多分。

   「他还有沉默的班克斯、面具班克斯之类的别名。总之是个沉默寡言的人，据说在与人见面时也总是戴着面具。就连沟通都是用便携情报终端，贯彻到底。哎，就是个怪人奇人啦。」

   「サイレント・バンクス、マスク・ド・バンクスとも呼ばれたりするわね。とにかく無口な人で、人と会う際には常に仮面を外さないらしいわ。意思疎通も携帯情報端末を使うという徹底ぶりよ。まぁ、変人奇人の類よね」

   「不过，听说他的身手很好。」

   「ただ、腕は良いと」

   「是的，这点是挂保证的。我现在正在看船长班克斯的战斗经历，他击坠的战斗舰数量相当惊人。」

   「はい、折り紙付きですね。今キャンプテン・バンクスの戦歴を見ているんですけど、戦闘艦の総撃墜数が物もの凄すごいです」

   「也就是说，他经验丰富喽。这下麻烦了。」

   「経験も豊富ってわけだ。厄介だなぁ」

   　看来这次没办法轻松取胜了。

   　今回は流石さすがに楽勝というわけには行かなそうだ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「好了，临时举办的御前比武也终于到了最后一战！在至今为止的御前比武中展现出了实力的船长希罗！而他的对手，巧的是同样身为白金排名者的船长『沉默』班克斯！」

   「さぁ、急きゆう遽きよ執り行われた御前試合もこれで最終戦です！　これまで全ての御前試合で実力を見せつけてきたキャプテン・ヒロ！　対する最後の相手は奇くしくもキャプテン・ヒロと同じプラチナランカーのキャプテン・『サイレント』・バンクスです！」

   「这是白金排名者之间的战斗呢。这可不是能轻易看到的，想必会成为非常宝贵的经验吧。期待两位以宙贼和宇宙怪兽为对手，日复一日战斗至今的佣兵顶点之间的对决。」

   「プラチナランカー同士の戦いですね。これはそうそう見られるものではない、大変貴重な体験となるでしょう。宙賊や宇宙怪獣を相手に日々戦い続ける傭兵の頂点同士の戦いに期待が募ります」

   　已经就位的我们一边听着播报员和女军人解说员的话，一边集中精神准备接下来即将开始的战斗——

   　既に試合開始位置についている俺達はアナウンサーと解説の女性軍人さんの話を聞きながらこれから始まる戦いに向けて集中力を高めて──

   「不过一想到无论输赢如何，这场闹剧都会结束，我就松了一口气啊」

   「しかし勝っても負けてもこれで乱痴気騒ぎも終わりかと思うとホッとするな」

   　——并没有。完全就是日常模式。

   　──いなかった。完かん璧ぺきに日常モードである。

   「在帝城生活总是静不下心来……不能和露西亚达皇女殿下一起喝茶真是遗憾」

   「帝城暮らしは落ち着きませんしね……ルシアーダ皇女殿下とのお茶会ができなくなるのは残念ですけど」

   「米米和皇女殿下关系变好了呢。希罗见不到伊索尔蒂小姐也很遗憾吧？」

   「ミミは皇女殿下と仲良くなったものね。ヒロもイゾルデさんに会えなくなって残念ね？」

   「我和伊索尔蒂真的不是那种关系」

   「イゾルデとは本当にそういうのじゃないから」

   「我知道」

   「知ってるわ」

   　艾尔玛嘻嘻笑着。要捉弄人也行，但希望她能换个温和一点的内容。

   　エルマがクスクスと笑う。からかうのは良いが、もう少し穏便な内容にして欲しい。

   　嗯，正如你们所见。我们和严肃的紧张感什么的完全不搭。既然对手同样是白金排名者，就算输了也不会伤到我的名誉，输了也不会被杀掉。真是轻松。

   　まぁ、見ての通りである。俺達にシリアスな緊張感などというものは似合わないというわけだな。同じプラチナランカー相手なら負けたところで俺の名誉が傷つくこともあるまいし、負けたからって命が取られるわけでもない。気楽なものである。

   「一切准备就绪！那么，御前比武航宙战决赛，现在开始！倒计时，开始！」

   「全ての準備が整ったようです！　では、御前試合航宙戦の部、決勝戦開始です！　カウントダウン、スタート！」

   　最终战的倒计时开始了。无论结果是哭是笑，这都是最后一战了。还是好好集中精神吧。既然要赢，那就要华丽地全胜。

   　最終戦のカウントダウンが開始される。泣いても笑ってもこれが最後だ。精々気合を入れていくとしよう。どうせなら華々しく全勝したいからな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　比赛开始的同时，我打开了下部武器舱，发射了一枚反舰反应鱼雷。从武器舱发射出去的反舰反应鱼雷在惯性下稍微前进了一点后，按照设定停在了原地。

   　試合開始と同時に俺は下部ウェポンベイを開放し、対艦反応魚雷を一本発射した。ウェポンベイから発射された対艦反応魚雷は慣性で少し進んだ後に設定通りその場でピタリと止まった。

   「诶？」

   「えっ？」

   「集中精神。米米，把刚才的和接下来发射的反舰鱼雷的位置标记在雷达上」

   「集中しろ。ミミ、今のを含めてこれから発射する対艦魚雷の位置をレーダー上にマークしておけ」

   「好，好的！」

   「は、はいっ！」

   　看到我突然采取行动，坐在副驾驶员席上的艾尔玛将视线投向我，但我没有理会她，而是向米米下达指示，让船动起来。班克斯的黑色改造β狼——暗影狼似乎喷射了主要推进器，开始缩短与我们之间的距离。对方果然也想在中～近距离战斗，以便用等离子加农炮命中我们。

   　俺の突然の行動にサブパイロットシートに座っていたエルマが視線を向けてくるが、俺はそれに構わずミミに指示を出して船を動かす。バンクスの黒い改造ベータウルフ──シャドウウルフはメインスラスターを噴射してこちらへと間合いを詰め始めているようだ。やはり向こうとしてはプラズマキャノンを当てるために中～近距離で戦いたいのだろう。

   「我可不奉陪。」

   「付き合うつもりはないぞ」

   　我喷射克里希那的后退用推进器，四处移动，不让暗影狼缩短距离。敌人的武装是两门等离子加农炮、两门追踪导弹舱，以及三门高功率激光炮。以中型机来说，武器的挂点数量偏少，但每一样都是火力强大的武器，不容大意。不过，能在远距离和克里希那互射的武器只有追踪导弹舱和三门高功率激光炮。我方能用的也只有四门重激光炮，但只要好好应对追踪导弹，伤害竞赛就是我方获胜。问题在于耐久力能否胜过对方……

   　俺はクリシュナの後退用スラスターを噴射し、シャドウウルフに間合いを詰められないように立ち回る。敵の武装は二門のプラズマキャノンと二門のシーカーミサイルポッド、それに三門の高出力レーザー砲だ。中型機としては武器のハードポイント数は少なめだが、どれも火力の高い油断ならない武器である。だが、遠距離でクリシュナと撃ち合える武器はシーカーミサイルポッドと三門の高出力レーザー砲だけだ。こちらも使えるのは四門の重レーザー砲だけだが、シーカーミサイルの対処だけしっかりやればダメージレースではこちらが勝てる。問題は耐久力で向こうを上回れるかどうかだが……。

   「怎么样？」

   「どうだ？」

   「感觉有点每况愈下。」

   「微妙にジリ貧だと思うわ」

   「原来如此。总之先争取时间吧。」

   「なるほどな。まぁ時間を稼ごう」

   　我一边发射第二发反舰鱼雷，一边大幅改变船舰的行进方向，全速绕到暗影狼的侧面。基本上，航宙舰在左右摆动舰首时的反应会比上下摆动舰首时来得慢。因为航宙舰被设计成在左右摆动时，会先让舰身翻转，再上下摆动舰首，这样会比较快。

   　二発目の対艦反応魚雷を発射しながら艦の向きを大きく変えて全速力でシャドウウルフの側面に回り込む。基本的に航宙艦というのは艦首を上げ下げするのに比べると、艦首を左右に振るのは反応が遅めだ。左右に振るなら艦をロールさせて艦首の上げ下げで対応したほうが早いように作られているのだ。

   　当然，班克斯的暗影狼也为了应对我们突然的动作而翻转舰身，让舰首精准地朝向我们。哎呀，真的精准地朝向我们了呢。

   　当然、バンクスのシャドウウルフもこちらの急な動きに対応して艦をロールさせ、艦首をこちらにピタリと向けてくる。いや、本当にピタリと向けてきやがるな。

   「等离子加农炮要来了！」

   「プラズマキャノン来ます！」

   「哎呀。」

   「おっと」

   　听到米米的警告，我采取回避行动。这时，绿色的光弹划破宇宙空间，沿着要是没有采取回避行动就会直接命中的轨道飞来。真是漂亮的偏差射击。尽管我在这段期间也用干扰箔片进行欺瞒，高功率激光炮击仍掠过克里希那，完全不能掉以轻心。

   　ミミの警告を受けて回避行動を取る。そうすると、回避行動を取らずにいたら直撃する軌道で緑の光弾が宇宙空間を引き裂いて飛んでいった。見事な偏差射撃である。その間にもチャフで欺ぎ瞞まんしているにもかかわらず高出力レーザー砲撃がクリシュナを掠かすめていくのでまったくもって油断ならない。

   「嗳，你从刚才开始就在做什么啊？」

   「ねぇ、さっきから何をしているの？」

   　我一边闪避以惊人精准度飞来的等离子加农炮，一边发射第三发、第四发反舰鱼雷，让它们待命。这时，大概是终于忍不下去了吧，艾尔玛一脸焦躁地这么问道。

   　恐ろしい精度で飛んでくるプラズマキャノンを避けながら三発目、四発目の対艦反応魚雷を発射して待機させると、遂に我慢ならなくなったのかエルマがじれったそうに聞いてきた。

   「这是布局，布局。接下来就等着看结果吧。好啦，我要用激烈的机动动作了，给我打起精神来。」

   「仕込みだよ、仕込み。あとは仕上げを御ご覧ろうじろってな。さぁ、キツい戦闘機動で行くから気合を入れろよ」

   　我一边这么说，一边再次让克里希那的舰首转向，这次则是缩短与暗影狼之间的距离。虽然靠近的话中弹的危险性会提高，但也能轻易地脱离射线。简单来说，只要不站在对方无法回避的距离内就好。当然，因为这边也有霰弹炮，所以对方也会感受到巨大的压力。毕竟在极近距离下挨了克里希那的霰弹炮的话，对方也无法全身而退。

   　そう言いながら再びクリシュナの艦首を切り返し、今度はシャドウウルフとの間合いを詰めていく。近寄れば被弾の恐れは高くなるが、射線から外れることも容易になる。要は、回避不能な距離で相手の正面に立たなければ良いわけだ。当然、こちらにも散弾砲があるからあちらにも多大なプレッシャーがかかる。クリシュナの散弾砲を至近距離で喰くらえばあちらも無事では済まないからな。

   「哦哦！变成在超近距离下的缠斗了！」

   「おぉっとぉ！　超至近距離でのドッグファイトになったぁ！」

   　透过广域通讯，可以听到播报员吵闹的声音。暗影狼的机动动作实在很巧妙。它控制着舰艇的惯性，利用加减速准确地脱离我的射线，反过来试图将我纳入射线之中。敌舰的电浆加农炮掠过克里希那的旁边飞了过去。当然，我这边也不会轻易地被击中。在这种超近距离下，果然还是机动性说了算。

   　広域通信でアナウンサーのやかましい声が聞こえてくる。シャドウウルフの戦闘機動は実に巧みだ。艦の慣性をコントロールし、加減速を用いてこちらの射線を的確に外し、逆にこちらを射線に捉とらえようとしてくる。敵艦のプラズマキャノンがクリシュナのすぐ側そばを掠めて飛んでいく。無論、こちらもそう易やす々やすと当たってはやらない。この超至近距離ではやはり機動性がモノを言う。

   「追踪！」

   「シーカー！」

   「啧！」

   「チッ！」

   　或许是觉得在这种极近距离下的缠斗对自己不利，暗影狼开始在极近距离下大量发射追踪导弹，甚至不惜自爆。就算克里希那的护盾再怎么坚固，被卷入大量追踪导弹的爆炸中也撑不了多久。

   　流石にこの至近距離でのドッグファイトは分が悪いと思ったのか、シャドウウルフは自爆覚悟の至近距離でシーカーミサイルを大量にばら撒まき始めた。いかにクリシュナのシールドが強固とは言っても、大量のシーカーミサイルによる爆発に巻き込まれてはひとたまりもない。

   　我高兴地逃离了现场。我启动后燃器，专心致志地以最快速度拉开与暗影狼之间的距离。暗影狼当然也跟在了我后面。现在班克斯应该正看着克里希那毫无防备的屁股，暗自窃笑吧。但是，这会要了他的命。

   　俺は喜んでその場から逃げ出した。アフターバーナーも噴かし、脇目も振らず最大速度でシャドウウルフとの距離を空ける。シャドウウルフも当然その後ろについてくる。今いま頃ごろバンクスは無防備なクリシュナのケツを見てほくそ笑んでいることだろう。だが、それが命取りだ。

   「这样就将军了。」

   「これで詰みだ」

   　我操作驾驶员座位上的控制台。于是，在暗影狼发射电浆加农炮之前，暗影狼的极近距离和三个远处的地方都发生了大爆炸。爆炸的是我事先发射的反舰反应弹头鱼雷。由于在极近距离下爆炸，暗影狼被判定为击坠，比赛结束的蜂鸣声响起。

   　パイロットシートのコンソールを操作する。すると、シャドウウルフがプラズマキャノンを発射する前にシャドウウルフの至近距離とそれ以外の離れた三箇所で大爆発が起こった。爆発したのは予あらかじめ発射しておいた対艦反応弾頭魚雷だ。至近距離での爆発によってシャドウウルフに撃墜判定が下り、試合終了のブザーが鳴り響く。

   「哎呀！？发生什么事了！？」

   「おぉっとぉ!?　何が起こったァ!?」

   「这是……船长希罗发射的反舰反应鱼雷。看来双方在缠斗的过程中，移动到了第三发鱼雷的附近。虽然难以置信，但船长希罗似乎是利用缠斗，将船长班克斯引到反舰反应鱼雷的旁边，然后看准时机引爆了鱼雷……没想到竟然有人能做到这种事。」

   「これは……キャプテン・ヒロが発射していた対艦反応魚雷ですね。どうやら両者はドッグファイトをしているうちに三発目に発射した対艦反応魚雷のすぐ近くまで移動していたようです。信じ難いことですが、どうやらキャプテン・ヒロはドッグファイトを利用してキャプテン・バンクスを対艦反応魚雷のすぐ側までおびき寄せ、機を見計らって爆破したようですね……こんなことが可能だとは」

   　女性军人在解说的同时，也感到不寒而栗。不过，这种反舰鱼雷只能在一对一的对人战中使用，而且还是专门用来对付第一次遇到的对手。毕竟一旦被识破，第二次就很难再奏效了。因为对手会立刻破坏鱼雷。

   　女性軍人さんが解説しながら戦せん慄りつしている。一対一の対人戦でしか使えない初見殺しだけどな、置き魚雷は。しかも一度ネタが割れると二回目はなかなか通じない。速攻でぶっ壊されたりするからね。

   [image: ]

   　在女性军人继续解说的时候，克里希那收到了一条来自短距离通讯的信息。

   　女性軍人さんの解説が続く中、クリシュナに短距離通信で一通のメッセージが入ってきた。

   


   『被你摆了一道。下次我会赢的。』

   『見事にしてやられた。次は勝つ』

   


   　信息来自班克斯的暗影狼。

   　メッセージの発信元はバンクスのシャドウウルフだった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「白刃战、白兵战、航宙战，你在所有比赛项目中都获得了优胜。你的英勇表现值得赞赏。」

   「白刃戦、白兵戦、航宙戦、全すべての試合において優勝の座を勝ち取った其方そなたの武勇、見事である。褒めて使わす」

   「……在下不胜感激。」

   「……有り難き幸せ」

   　这里是谒见厅。古兰坎帝国的皇帝陛下似乎会在这里与平民会面，或是与他们交谈。

   　ここは謁えつ見けんの間だ。グラッカン帝国の皇帝陛下が公的に下々の者と会い、言葉を交わすための場所であるらしい。

   　结束与班克斯船长的战斗后，我们被近卫军的船引导着降落到帝城，一下船就被郑重地带走——应该说是被带去打扮一番，然后就这样被带到皇帝陛下面前。这里似乎是媒体也能进入的地方，我和米米、艾尔玛谒见皇帝陛下，被称赞英勇表现的这个状况，似乎正在帝国全境进行直播。不过，在情报传达需要时间的边境，即使说是直播，影像似乎也会晚个几天到一周才送到。

   　キャプテン・バンクスとの戦いを終えた俺達はそのまま近この衛え所属の船に導かれて帝城に降下させられ、船から降りるなり丁重に連行──案内されておめかしさせられ、こうして皇帝陛下の前に連れ出されたのだ。ここはメディアの立ち入りもＯＫな場所であるらしく、俺とミミ、エルマが皇帝陛下に謁見し、武勇を称たたえられているこの状況は帝国全土にライブ中継されているとのことだ。もっとも、情報の伝達に時間のかかる辺境ではライブ中継と言っても数日から一週間遅れで映像が届くらしいが。

   「首先，朕要赐予你和你的船员一等帝国国民的身份作为奖赏。此外，朕还要赐予希罗船长的船在帝国内所有星际闸道的通行权。这应该能对你们作为佣兵的工作有所帮助。」

   「まず、其方と其方の船のクルーには褒美として一等帝国民の身分を与える。その他、キャプテン・ヒロの船に帝国内に存在するゲートウェイの通行権を与えるものとする。傭兵としての務めに役立てるが良い」

   「臣不胜感激，领受。」

   「有り難く拝領致します」

   　一等帝国国民的身份固然不用说，星际闸道的通行权也着实令人感激。如果能自由使用星际闸道，行动范围就会大幅扩展。

   　一等帝国民としての身分もだが、ゲートウェイの通行権は素直にありがたい。ゲートウェイを自由に使えるようになれば行動範囲が格段に広くなる。

   「另外，朕还要赐予你们5000万艾尼作为奖金。这是朕个人对在所有御前比武中展现实力的你们的奖励。收下吧。」

   「また、その他に褒賞金として５０００万エネルを与える。これは全ての御前試合で実力を示した其方に対する余からの個人的な褒美である。受け取るが良い」

   「臣不胜感激，领受。」

   「謹んで拝領致します」

   　我这么说着，低下了头。所谓『个人的』，也就是因为自己的私事而把我们耍得团团转的赔礼金吧。我是这么理解的。不过，皇帝陛下应该也为了不让米米被奇怪的家伙盯上而用尽了手段，所以我不至于怨恨——不，这家伙绝对也把个人的娱乐放在了第一位。不过既然都给我钱了，就全部一笔勾销吧。毕竟我是个大人嘛。

   　俺はそう言って頭こうべを垂れた。〝個人的な〟というのはつまりは自分の都合で俺達を振り回したことに対する詫わび金のようなものなのだろう。俺はそう受け取った。もっとも、皇帝陛下はミミが変な連中に狙ねらわれないように手を尽くしたのだろうから、そこまで恨みには思って──いや、こいつは絶対に個人的な楽しみもバッチリ優先してたわ。でも金くれたから全部水に流すわ。俺は大人だからな。

   　身为银河帝国的皇帝，低头谢罪并不是什么容易的事。应该说，就算他这么做，我也会很困扰。非常困扰。因为这肯定会演变成伤害皇帝陛下的权威的大骚动。

   　銀河帝国の皇帝ともなれば頭を下げて謝罪することなどそうそうできない。というか、されても困る。すごく困る。きっと皇帝陛下の権威に傷をつけたと大騒ぎになること間違いなしだからな。

   　所以皇帝陛下才用金钱这种简单易懂的东西来表示诚意。没有什么东西比金钱更能将诚意可视化了。而且还是5000万艾尼，这可是一大笔钱。不过，其中大概也包含了作为大伯父拜托我照顾米米的成分吧。

   　そこで皇帝陛下は金という実にわかりやすいもので誠意を示したというわけだ。金ほど誠意を可視化できるものはそうそうない。それも５０００万エネルとくれば大金だ。まぁ、大おお伯お父じとしてミミのことを頼む、という思いも多分に込められているのだろうと思うが。

   「嗯，今后也要继续努力。」

   「うむ、今後も励むが良い」

   　皇帝陛下满意地点了点头，从谒见厅退了出去。这个仪式结束后，我们终于恢复了自由之身。

   　そう言って皇帝陛下は満足そうに頷うなずき、謁見の間から退出していった。この儀式を終えてやっと俺達は自由の身となったわけだ。

  

 
  
   
    ＃11：皇女殿下的假日

    ＃11：皇女殿下の休日

   

   


   


   　哎呀哎呀，这下终于能告别帝城了。

   　やれやれ、これでやっと帝城からおさらばできるな。

   　我也有过这么想的瞬间。

   　そう思っていた瞬間が、俺にもありました。

   「贵安，船长希罗」

   「ごきげんよう、キャプテン・ヒロ」

   「贵安……」

   「ごきげんよう……」

   　第二天，我本想赶紧告别帝城，但露西亚达皇女殿下出现在了我们分配到的客房。我正准备离开这里，她到底有什么事？

   　翌日、早速帝城からおさらばしようと思ったのだが、ルシアーダ皇女殿下が俺達に割り当てられている客室に現れた。今まさにここを引き払おうと思っていたんだが、一体何事だろうか？

   「那个，我们——我们差不多该告辞了？」

   「ええと、我々──俺達はそろそろお暇いとましようと思っていたんだが？」

   　露西亚达皇女眯起眼睛，仿佛在责备我用词过于恭敬，于是我中途改成了随意的语气。露西亚达皇女殿下一脸满意，但她身后待命的女性近卫骑士的视线却很冷淡。她到底想让我怎么做？

   　丁寧な言葉遣いを咎とがめるようにルシアーダ皇女が目をスッと細めたので、途中で砕けた口調に変える。ルシアーダ皇女殿下は満足そうな面持ちだが、彼女の後ろに控えている女性近衛騎士の視線は冷たい。一体俺にどうしろというのだ。

   「那也太无情了吧？难得你和米米小姐还有艾尔玛小姐都变得亲密起来了。这可能是今生的离别哦？」

   「それはあまりにも薄情ではありませんか？　折角ミミさんともエルマさんとも親しくなってきたところだというのに。今生の別れになってしまうかもしれないのですよ？」

   「呃……就算你这么说，既然淘汰赛已经结束，我们就没有理由留在这个房间，而且没有理由就留在帝城花公费也不太好吧？」

   「えぇ……そう言われても、トーナメントが終わった以上は俺達がこの部屋に留とどまる理由はないし、特に理由もなく帝城に留まって公費を食くい潰つぶすというのもよろしくないんじゃないか？」

   「我不想听这种大道理」

   「そのような正論は聞きたくありません」

   　露西亚达皇女殿下抱着胳膊把脸扭向一边。嗯，麻烦了。虽然很可爱，但这位皇女殿下麻烦到极点了。她之前都隐藏着本性吗？

   　ルシアーダ皇女殿下は腕を組んでプイッとそっぽを向く。うん、厄介。可愛かわいいけど、厄介極まりないぞこの皇女殿下。今まで地を隠していたのだろうか？

   「啊……总之我明白皇女殿下对现状感到不满。虽然明白，但你想要我们怎么做？」

   「あー……とにかく皇女殿下が現状を不満に思っているというのはよくわかった。よくわかったけど、それで俺達にどうしろと？」

   「这个嘛，让我和你们一起做佣兵的工作如何？」

   「そうですね。私を貴方あなた達の傭よう兵へい稼業に同行させるというのはどうでしょうか？」

   「请不要说这种强人所难的话」

   「無茶を言わないで頂きたい」

   「这实在是不可能……」

   「それは流石さすがに無理でしょう……」

   「不行」

   「だめです」

   　露西亚达皇女殿下被我，艾尔玛和米米三人同时吐槽，鼓起了脸颊。就算你做出这么可爱的动作，不行就是不行，希望你不要乱说话。要是那个混账皇帝觉得有趣而下达许可，事情就不得了了。话说，露西亚达皇女殿下的父亲皇太子殿下会大发雷霆吧？不过听说他现在不在帝都。

   　俺とエルマ、ミミの三人から総ツッコミを受けたルシアーダ皇女殿下が頰ほおを膨らませる。そんな可愛い仕草をしてみせてもダメなものはダメだし、滅多なことは言わないで欲しい。あのファッキンエンペラーが面白そうだからと許可を出したりしたらとんでもないことになる。というか、ルシアーダ皇女殿下のお父上である皇太子殿下が激怒するのではないだろうか？　話によると今は帝都にいないそうだが。

   「话说，你身后的近卫骑士们正恶狠狠地瞪着我们，一副随时要拔剑的样子，饶了我们吧」

   「というか、後ろの近衛騎士の皆さんが今にも剣を抜かんばかりの剣幕で俺達を睨にらみつけてきているので勘弁してくれ」

   「你们可以为了帮助追求自由的我，突破帝城的守卫把我带走」

   「そこはこう、自由を求める私を助け出すために帝城の守りを突破して連れ去るとか」

   「这话太危险了！再说了，这要求也太强人所难了，我们没有理由做到这个份上！救救我，近卫骑士！」

   「言うことが不穏すぎる！　というかいくらなんでも無茶振りが過ぎるし、そこまでやる理由がないよ！　助けて近衛騎士さん！」

   　近卫骑士们摆出完全无视我声音的架势。你们啊，护卫对象在说些非常危险的话，至少劝劝她吧！就没有忠义之心吗！

   　近衛騎士さん、俺の声をガン無視の構え。お前ら、護衛対象が滅め茶ちや苦く茶ちや不穏なことを言っているんだから諌いさめるくらいはしろよ！　忠義の心はないのか！

   「为什么你要向近卫骑士求助！？」

   「どうしてそこで近衛騎士に助けを求めるんですか!?」

   「那当然了！本人教唆我去做可能会被判处叛国罪的坏事，除了恐怖以外没有别的形容词了！」

   「そりゃそうだよ！　国家反逆罪とか適用されそうな悪事を本人から教唆されるとか恐怖以外の何物でもないわ！」

   　就这样，我和露西亚达皇女殿下争论起来，这时米米插嘴道。

   　と、そんな感じでルシアーダ皇女殿下と言い合っていると、ミミが口を挟んできた。

   「那个，皇女殿下是想去什么地方吗？」

   「あの、皇女殿下はどこかにお出かけしたいということですか？」

   「是啊。难得成年可以外出，我想看看外面的世界」

   「そうですね。折角成人して出歩けるようになったのですから、私は外の世界というものを見てみたいのです」

   　露西亚达皇女殿下点点头，一副「正是如此」的表情。也就是说，她想让我们陪着她这个野丫头吗？为此还要我们偷偷带她出去，这也太乱来了。

   　その通りだ、という顔でルシアーダ皇女殿下が頷く。つまり、お転婆に付き合えという話じゃないか。そのためにこっそりと連れ出せとか無茶にも程がある。

   「原来如此……那个，打个比方，能不能让我变装偷偷上街呢？」

   「なるほど……あの、例えばなんですけど、私に変装してお忍びで街を歩くとかはできないんでしょうか？」

   　米米的提议让露西亚达皇女殿下露出恍然大悟的表情。现在米米的立场是奇迹般地与露西亚达皇女殿下相似的超级相似之人。因为只是相似之人，就算外出也不会被谁责怪。

   　ミミの提案にルシアーダ皇女殿下がなるほどという顔をした。今現在のミミの立場は奇跡レベルでルシアーダ皇女殿下に似ている超そっくりさんである。あくまでもそっくりさんなので、別に出歩いたからといって誰だれに咎められるわけでもない。

   「……很危险啊」

   「……危ういな」

   「诶？」

   「えっ？」

   　帝国的敌人很多。也有可能出现抓住米米并利用她进行某种政治宣传的家伙。今后或许应该更加注意米米的身边情况。

   　帝国には敵も多い。ミミを捕らえて何かしらのプロパガンダに使おうと考える輩やからが出てくる可能性もある。今後は特にミミの身辺により一層気をつけたほうが良いかもしれないな。

   「不，没什么。比起这个，您觉得如何？」

   「いや、なんでもない。それよりどうします？」

   「是啊，这个方案很有趣。丽榭尔」

   「そうですね、面白い案です。リシェル」

   「是，皇女殿下。请稍等」

   「はい、皇女殿下。少々お待ちください」

   　被称作丽榭尔的女性近卫骑士看向虚空。我还在想她在做什么，说不定是在和哪里进行通信。据说在赛博尼特强化中，也有通过在脑中植入植入物来获得各种能力的方法。说不定她就是所谓的电脑军官——不，电脑骑士。

   　リシェルと呼ばれた女性近衛騎士が虚空に視線を向ける。何をしているのかと思ったが、もしかしたらどこかと通信しているのかもしれない。サイバネティクスによる強化の中には脳にインプラントを埋め込んで様々な能力を得る方法もあるという。もしかしたら彼女は所謂いわゆる電脳将校──いや、電脳騎士というやつなのかもしれない。

   「许可下来了。只是，这段时间希望米米大人能留在帝城」

   「許可が下りました。ただ、その間ミミ様には帝城に留まって頂きたいのですが」

   「因为不能同时观测到两个米米，所以会变成这样啊……」

   「同時に二人ミミが観測されるわけにはいかないからそうなるよな……」

   　话虽如此，让米米一个人留在帝城也不太好……虽然我不认为帝国会在这个时候采取与我敌对的行动，但要说没有不安是假的。毕竟在技术如此发达的世界里，趁我离开的期间对米米做些什么……比如洗脑之类的事情也不是不可能。虽然疑神疑鬼也不好，但毫无防备地完全信任帝国也很危险。

   　とはいえ、ミミを独りで帝城に残していくのもな……この期に及んで帝国が俺と敵対するような手を打ってくるとも思えないが、不安がないと言えば噓うそになる。これだけ技術の進んだ世界なら少し離れている間にミミに何かしら……例えば洗脳のようなことをすることも不可能ではなさそうだからな。疑心暗鬼になりすぎるのも良くないが、無警戒に帝国を信じきってしまうのも危うい。

   「梅伊就留在这里和米米一起吧」

   「メイはここに残ってミミと一緒にいてくれ」

   「明白了。米米大人就交给我吧」

   「承知致しました。ミミ様のことは私にお任せください」

   　梅伊应该察觉到了我的担忧。交给梅伊的话，应该就万事大吉了。

   　メイのことだから俺の懸念を察していることだろう。メイに任せておけば万事安心なはずだ。

   「那我呢？」

   「私はどうしようか？」

   「嗯，和熟悉这里的艾尔玛一起行动比较自然吧」

   「まぁ、土地勘のあるエルマと一緒に行動するのが自然だろうな」

   　我这样回答歪着头询问的艾尔玛，艾尔玛似乎对我的意见没有异议，立刻点了点头。嗯，这样比较自然。其实带着梅伊一起走会更自然，但让米米一个人留在这里还是有点可怕。

   　首を傾かしげながら聞いてくるエルマにそう答えると、エルマも俺の意見に文句はないようですぐに頷いてみせた。まぁこれが自然だよな。本当ならメイも連れて歩くのがより自然なんだが、やはりミミを独りにしておくのは怖い。

   「也是。那就我和希罗，还有米米——扮成米米大人的皇女殿下三个人一起行动吧」

   「そうよね。じゃあ私とヒロ、それにミミ──に扮ふんした皇女殿下の三人で行動するということで」

   「好啊。我开始兴奋起来了」

   「良いですね。気分が高揚してきました」

   　露西亚达皇女殿下说着说着就兴奋了起来，但她忽然看向米米，表情变得严肃。米米现在穿的是平时的佣兵服。不仅露出了肩膀，大腿也露到了很危险的地方。还有，胸口的设计也能看到乳沟。

   　そう言って鼻息を荒くするルシアーダ皇女殿下であったが、ふとミミに視線を向けて真顔になった。ミミの今の姿はいつもの傭兵服である。肩も出てるし太ふと腿ももも結構際どいところまで露出している。あと胸元も谷間が見えるデザインだ。

   「那个，就是……我也要穿和米米小姐一样的衣服吗？」

   「あの、その……ミミさんと同じ服を私も着るということでしょうか？」

   「要扮成米米的话，就得穿成这样」

   「ミミに扮するならそうなるな」

   「总不能穿礼服去吧」

   「ドレスを着ていくわけには行かないですね」

   「这，这么不知廉耻！？」

   「そ、そんな破廉恥な!?」

   「不知廉耻！？」

   「破廉恥!?」

   　我和艾尔玛的反应让露西亚达皇女殿下红着脸大叫，听到她的叫声后，米米一脸愕然地叫了出来。呃，虽然这身衣服确实挺暴露的，但被说成不知廉耻，我只能笑了。

   　俺とエルマの反応にルシアーダ皇女殿下が顔を赤くして叫び、その叫びを聞いたミミが愕がく然ぜんとした表情で声を上げる。いやまぁ、確かに露出は多めだと思うけど破廉恥呼ばわりは流石に笑うしかないわ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「就，就不能再想想办法吗？」

   「も、もう少しどうにかなりませんか？」

   　穿着米米衣服的露西亚达皇女殿下红着脸，把衣服下摆往下拉。嗯，这真是大饱眼福。

   　ミミの服を着たルシアーダ皇女殿下が服の裾すそを下に引っ張りながら顔を赤くしている。うーん、これはなかなかに眼福。

   「不行」

   「なりません」

   　米米的笑容中隐约藏着怒气，她斩钉截铁地否决了露西亚达皇女殿下的要求。

   　笑顔の中に微妙に怒りを隠したミミがルシアーダ皇女殿下の言葉をバッサリと切り捨てる。

   「……穿成这样，你们俩真的是一模一样啊」

   「……こうして同じ格好をすると本当に瓜うり二ふたつだよな」

   「是啊」

   「そうねぇ」

   　最后米米妥协了，给露西亚达皇女殿下加了一条黑色的紧身裤。肩膀和乳沟之类的部位则用外套遮住。嗯，这样一来平时看起来很暴露的米米的打扮也变得普通了。

   　結局ミミが妥協して黒いレギンス──所謂スパッツを追加することにしたらしい。肩やら胸の谷間やらはジャケットをしっかりと着込むことで対処するようだ。うん、そうするといつもは露出度高めに見えるミミの格好も割と普通に見えるな。

   「还有发型。稍微改变一下，绑成双马尾吧」

   「あとは髪型ですね。ちょっとアレンジして二つ結びにしましょう」

   「把头发剪短也可以」

   「髪の長さを揃そろえても良いのですけれど」

   「难得留得这么长，剪掉太可惜了」

   「せっかく綺き麗れいに伸ばしているんだから、切るのは勿もつ体たいないですよ」

   　米米一边说着一边把露西亚达皇女殿下的头发绑成双马尾，用和自己一样的缎带扎起来。嗯，连缎带都一样的话，从远处看应该很难分辨。虽然就算在这么近的距离，我们家的船员和平时护卫她的近卫骑士们也不会认错，但除了我们以外的人应该不可能分辨得出来。距离更远的话就更难了。

   　そう言いながらミミはルシアーダ皇女殿下の髪の毛を二つ結びのおさげにして、自分のものと同じリボンで結んでみせた。うん、そうやってリボンとかも揃えると遠目にはなかなか見分けがつかないだろうな。こうして近くで見ても、うちのクルーや普段護衛している近この衛え騎士達が見間違えることはないだろうが、俺達以外の人間が見分けるのは不可能であろう。距離が離れれば尚なお更さらだ。

   「所以，你们要微服出访去哪里？」

   「それで、お忍びでどこに行くんだ？」

   　露西亚达皇女殿下似乎准备好了，我也穿上夹克做好准备。虽说做好准备，其实也就是把小型情报终端放进兜里而已。武器之类的全都寄存在了这里。离开帝城的时候会还给我，到时候再拿吧。

   　ルシアーダ皇女殿下の用意が整いつつあるようなので、俺もジャケットを着て準備を整える。まぁ、準備を整えると言っても小型情報端末をポケットに入れるくらいなのだが。武器の類は全すべて預けてあるからな。帝城を出る時に返してもらえるので、そちらに関してはその時だ。

   [image: ]

   「我想想……虽然很想满足露西亚达皇女殿下的要求」

   「そうねぇ……ルシアーダ皇女殿下の希望に沿うようにしたいところだけど」

   　艾尔玛说着看向正在让米米整理头发的露西亚达皇女殿下，露西亚达皇女殿下则歪着头。

   　そう言ってエルマはミミに髪の毛を整えてもらっているルシアーダ皇女殿下に視線を向けるが、ルシアーダ皇女殿下は小首を傾げてみせる。

   「就算想说要求，我完全不知道哪里有什么，所以也没法提出要求。不过，比起表层，下层应该更有趣吧？」

   「希望を言おうにも、どのような場所に何があるのか全くわからないので、希望の出しようがないですね。ただ、表層よりもアンダーレベルのほうが楽しいのでしょう？」

   「啊……嗯，该说是有趣还是什么呢」

   「あー……まぁ、楽しいというかなんというか」

   　艾尔玛面露难色地抬头看向天花板。她肯定是在想，那里肯定是个杂乱无章，或者说是杂乱无章的地方吧。她肯定是在犹豫，不知道该不该带露西亚达皇女殿下去那种地方。

   　むーん、とエルマは難しい顔で天井を見上げる。きっと雑然としているというか、猥わい雑ざつな感じの場所なのだろうな。ルシアーダ皇女殿下をそんな場所に連れて行って良いものかどうか判断に迷っているに違いない。

   「我对表层和下层也不太了解，所以想问问」

   「俺も表層とアンダーレベルについてよく知らんから聞かせてもらいたいんだが」

   「我想想……我也没去过深层，而且这些知识是五年前的，可能已经过时了哦？」

   「そうねぇ……私もアンダーレベルの深くまでは降りてないし、五年前の知識だから情報が古いかもしれないわよ？」

   「没关系，告诉我吧。露西亚达皇女殿下肯定也很想知道」

   「それでも良いから、教えてくれ。きっとルシアーダ皇女殿下も聞きたいだろうしな」

   　我瞥了一眼露西亚达皇女殿下，她也连连点头。

   　チラリとルシアーダ皇女殿下に視線を向けると、彼女もコクコクと頷いている。

   「表层基本上是贵族的街区。无论好坏，那里都十分优雅，最好认为那里几乎没有我们这种“平民佣兵”能享受的地方。不过，露西亚达皇女殿下应该可以随意进入任何店铺」

   「表層は基本的に貴族の街よ。良くも悪くもお上品で、私達みたいな『平民の傭兵』が楽しめる場所はほぼないと思ったほうが良いわね。まぁ、ルシアーダ皇女殿下ならどんなお店にも入り放題でしょうけれど」

   「那样就本末倒置了吧。不过，船长希罗——希罗大人应该没问题吧？」

   「それでは本末転倒でしょう。でも、キャプテン・ヒロ──ヒロ様なら大丈夫なのでは？」

   　可能是受到米米的影响，露西亚达皇女殿下开始称呼我为“希罗大人”。听到这话的女性近卫骑士们纷纷做出反应。喂，别这样。又不是我的错！不要对我释放杀气啊！

   　ミミの口調に寄せたのか、ルシアーダ皇女殿下が俺を『ヒロ様』と呼んだ。それを聞いた女性近衛騎士の皆様がピクリと反応する。おいやめろ。俺は悪くないだろ！　殺気を飛ばすんじゃない！

   「不好说。虽然希罗因为被授予金星勋章，地位相当于名誉子爵，但我还是不建议强行进入。毕竟表层是贵族街区，做什么都很贵」

   「どうでしょう。ゴールドスターの受勲によってヒロの立場は名誉子爵相当ということになっていますけれど、無理押しするのはお勧めできないですね。何より、何をするにも高いですし、表層は。貴族街ですから」

   「原来如此……艾尔玛小姐也请用平常的语气说话吧。因为从现在开始，我就是米米小姐了。你平时和米米小姐说话时，应该不会用这种语气吧？」

   「なるほど……エルマさんも普通に話してくださいね。今から私はミミさんになるのですから。普段貴女あなたはミミさんにそんな言葉遣いでは話さないでしょう？」

   「……我会妥善处理的。」

   「……善処するわ」

   　艾尔玛小姐一边这么说，一边抽搐着脸颊。毕竟艾尔玛小姐也是地道的古兰坎帝国国民，而且她家的父亲还是内务府的官吏，即使她已经离家出走，对皇室的忠诚心肯定也很高。对这样的艾尔玛小姐来说，要她用粗鲁……虽然不是，但用不恭敬的普通语气和皇女殿下说话，应该是相当高难度的要求吧。

   　そう言いつつエルマが頰ほおを引ひき攣つらせる。まぁ、エルマも生粋のグラッカン帝国民だからな。それも実家の父は内務府の官吏であるわけで、実家から飛び出した身であっても帝室に対する忠誠心は高いに違いない。そんなエルマとしては皇女殿下にぞんざい……というわけではないだろうが、畏かしこまっていない普通の口調で話せというのはなかなかにハードルが高い要求だろう。

   「那么，地下阶层呢？」

   「それで、アンダーレベルは？」

   「虽然统称为地下阶层，但各地的差异相当大。基本上越接近表层，治安就越好，贩卖的商品和服务质量也比较高。越往深处潜入，治安就会越差。」

   「一口にアンダーレベルと言っても結構地域差があるのよ。基本的には表層に近いほど治安が良くて、取り扱っているモノやサービスの質が高いわ。深く潜れば潜るほどに治安が悪化するわね」

   「只有治安吗？」

   「治安だけか？」

   「这算好还是坏呢……越往深处潜入治安就越差，同时当局的监管也变得不力，这就是实际情况。所以那里充斥着受到法规限制的『刺激性』服务和商品。我也没有潜入过那么深的地方，所以没有亲眼见过。顺便一提治安最差的是中层区域，从那里再往下接近最下层的话治安又会逐渐恢复」

   「それが良し悪しというかなんというか……潜れば潜るほどに治安が悪化すると同時に、当局の目が行き届かなくなっているのが実情でね。法規制されているような『刺激的』なサービスやモノに溢あふれてるってわけ。私もそこまで深く潜ったことはないから、実際に目にしたわけじゃないけど。ちなみに一番治安が悪いのは中層域で、そこから更に下って最下層に近くなるとまた治安が回復していくわ」

   「这是为什么呢？」

   「それはどうしてですか？」

   「最下层是利用地壳的农业区，所以帝都的治安维持组织会严格监管。而狭窄且错综复杂的中层区域有很多治安维持组织监管不到的地方」

   「最下層は地殻を利用した農業区画だからね。しっかりと帝都の治安維持組織が目を光らせているのよ。狭くて入り組んでいる中層域では治安維持組織の目が届かない場所が多いってわけね」

   　艾尔玛回答了米米的问题。原来如此，最上层和最下层的治安最好，而距离这两个极端最远的中层区域治安最差。

   　ミミの質問にエルマが答える。なるほど、一番上と一番下の治安が良くて、その両極から最も遠い中層域が一番治安が悪いと。

   「原来如此。作为参考，中层区域提供的『刺激性』服务和商品具体是什么样的？」

   「なるほど。参考までに、中層域で提供されている『刺激的』なサービスやモノというのはどういうものなのですか？」

   「我也没有直接见过——虽然没有，但似乎有很多违法的赛博尼特和生物技术产物」

   「私も直接見たわけじゃありま──ないけど、違法なサイバネティクスやバイオテクノロジーの産物が多いようです」

   「具体来说？」

   「具体的には？」

   　面对露西亚达皇女殿下的连环提问，艾尔玛叹了口气，露出放弃抵抗的表情。

   　ルシアーダ皇女殿下の質問攻めにエルマが溜ため息いきを吐つき、観念したような顔をする。

   「我听说那里有解除限制的沉浸式VR机器提供的倒错体验，还有违法植入物提供的服务，以及使用名人——比如偶像的基因信息的违法克隆体提供的服务，还有非法的电子毒品和化学毒品等各种各样的东西。除此之外，似乎还有非法的赛博格医生和生物技术医生提供的身体改造服务」

   「聞いた話だけど、リミッターを解除した没入型ＶＲマシンによる倒錯的な体験だとか、違法インプラントを使ったサービスだとか、あとは有名人──アイドルとかの遺伝子情報を使った違法クローン体によるサービスだとか、非合法なテクノドラッグやケミカルドラッグだとか色々あるみたいね。他には闇やみサイバネティクス医やバイオテクノロジー医による身体改造サービスなんかもやっているみたいよ」

   「倒错体验，还有各种违法服务啊……」

   「倒錯的な体験に、違法な各種サービスねぇ……」

   「关于内容我无可奉告。不过，我可以告诉你，性服务还算可爱的」

   「内容に関してはノーコメント。ただ、性的なサービスなんてのは可愛かわいいほうだとだけ言っておくわ」

   　性服务还算可爱……我都不敢想象了。

   　性的なサービスで可愛いほうって……想像するのが怖いんだが？

   「那种提供违法服务的店铺横行的地方，治安确实会很差。靠近表层的地方应该没那么严重吧？」

   「そんなサービスを提供している店舗がのさばっているような場所だと、そりゃ確かに治安が悪そうだな。表層に近い場所ならそこまでじゃないんだろう？」

   「是啊。所以就算要去深层，我觉得最好还是去靠近表层治安好的地方。靠近表层的地方——最多也就三层左右吧」

   「そうね。だからアンダーレベルに行くとしても、表層に近い治安の良い場所が良いと思うわ。表層に近い場所──精々三層くらいまでが良いでしょうね」

   「没必要特意去冒险，应该只到第二层」

   「わざわざリスクを取る必要もないし、二層までにするべきだな」

   　我这么说着看向露西亚达皇女殿下，她稍微思考了一下后点了点头。

   　そう言ってルシアーダ皇女殿下に視線を向けると、彼女は少し考えた後に頷うなずいた。

   「虽然我对那些倒错的刺激服务的内容很感兴趣，但也不能太贪心呢。」

   「倒錯的かつ刺激的なサービスというものの内容が気になりますが、欲を出しすぎてもいけませんね」

   「我觉得你没必要感兴趣……虽然只是猜测，但那些内容大概只会让你觉得恶心，没有任何好处。」

   「興味を持つ必要はないと思うけどな……多分だけど、知ったって胸むな糞くそ悪わるくなるだけで良いことなんて一つもないような内容だぞ」

   「是这样吗？既然希罗大人这么说，那我就接受这个说法吧。」

   「そうなのでしょうか？　ヒロ様がそう言うなら、そういうことで納得しておきましょう」

   　这位皇女殿下意外地听话。看样子，她可能比想象中更不需要人照顾。虽然对米米有点抱歉，但就趁这个机会好好参观帝都的地下层吧。

   　意外と聞き分けの良い皇女様である。この様子なら思ったよりも手がかからないかもしれないな。ミミには悪いが、この機会に帝都のアンダーレベルをじっくりと観光することにしよう。

   「下次请带我一起去。」

   「今度私も連れて行ってくださいね」

   「好，我答应你。梅伊也是。」

   「約束だ。メイもな」

   「好的，我很期待。」

   「はい。楽しみにしております」

   　如果能带蒂娜和薇丝卡一起来就好了。不过，如果只是手续麻烦的话，交给梅伊应该就能顺利搞定，我会想办法的。

   　ティーナとウィスカも連れてこられると良いんだけどな。まぁ、手続きが面倒なだけならメイに任せれば上う手まくやってくれるだろうし、なんとかしてみよう。

   「那么，我们出发吧。」

   「それでは出発ですね」

   「嗯，出发是没问题……但护卫只有我们几个就够了吗？」

   「ああ、それは良いんだが……護衛は俺達だけでいいのか？」

   　我一边说一边看向女近卫骑士们，她们一起点了点头。

   　そう言いながら女性近衛騎士達に視線を向けると、彼女達は揃って頷いた。

   「请不要在意。」

   「お気になさらず」

   「我们会采取措施的。」

   「打てる手は打ちますので」

   「原来如此。」

   「なるほど」

   　也就是说，就算我们不担心，她们也会在暗中采取保护措施。

   　つまり、俺達が心配しなくとも陰から守る手を何か打つというわけか。

   「我该信任你到什么程度？我想问的是，我们该对你保持多大的警惕」

   「どの程度信頼したら良いんだ？　つまり、俺達はどの程度注意を払えば良いのかということを聞きたいんだが」

   「请保持最大限度的警惕。就像平时对待米米大人那样」

   「最大限の注意を払ってください。普段ミミ様にそうしているように」

   「原来如此，我明白了」

   「なるほど、よくわかった」

   　就像平时对待米米——应该说露西亚达皇女殿下那样，这还真是简单易懂。

   　いつもと変わらずミミ──というかルシアーダ皇女殿下に注意を払えってことなら、それはとてもわかりやすいな。

   「那我们出发吧。路线确认好了吗？」

   「それじゃあ出発するか。ルート確認はできたか？」

   「差不多了。好像可以从帝城走熟悉的路线过去」

   「なんとかね。帝城から知ってる路線に行けるみたいだから」

   「是吗。那我们出发了。米米，你乖乖等着。梅伊，米米就拜托你了」

   「そうか。それじゃあ行ってくる。ミミ、おとなしく待っていてくれよ。メイもミミのことを頼むぞ」

   「好的，请小心慢走，玩得开心」

   「はい、気をつけて楽しんできてください」

   「好的，交给我吧」

   「はい、お任せください」

   


   
    ☆★☆
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   　于是我们把米米和梅伊留在帝城，取回装备后准备出发。

   　というわけでミミとメイを帝城に残して装備を返してもらい、出発しようとしたのだが。

   「喂喂喂喂，那是什么？」

   「オイオイオイオイ、なんだそれは」

   「？　我的剑啊？」

   「？　私の剣ですが？」

   　露西亚达皇女殿下投来“你在说什么？”的视线，她手里拿着一把和她身高差不多的长剑——应该说是一把大剑。瑟琳娜中校腰间也挂着一把相当气派的剑，但露西亚达皇女殿下准备带去的剑比那还要大。

   　何を言っているんですか？　とでも言いたげな視線を向けてくるルシアーダ皇女殿下が手にしているのは彼女の身の丈ほどの長さがある長剣──というか大剣の如ごとき剣であった。セレナ中佐もなかなかに立派な剣を腰に差していたが、ルシアーダ皇女殿下が持ち出そうとしている剣はそれよりもなお大きい。

   「米米不会剑术，而且你打算怎么带着那把剑走？太大太显眼了」

   「ミミには剣術の心得はないし、そもそもそんな剣をどうやって持って歩くつもりだ？　デカくて目立ちすぎる」

   「用专用的剑带背在背上……」

   「それはこう、専用の剣帯で背負ってですね……」

   「不行不行。你都扮成米米了，还背那种东西不就白费功夫了」

   「却下だ却下。ミミに扮するっていうのにそんなものを背負っていったら台無しだろう」

   　我让近卫骑士把米米的枪腰带和激光枪拿来，然后塞给露西亚达皇女殿下。

   　そう言って俺はミミのガンベルトとレーザーガンを近この衛え騎士に持ってきてもらい、それをルシアーダ皇女殿下に押し付けた。

   「只能带这些。不然变装就没意义了」

   「これだけにしておけ。じゃないと変装した意味がない」

   「让我用这种玩具保护自己？」

   「こんな玩具おもちやで身を守れと？」

   「又不是去战场，这些就够了。普通人不会躲激光枪的杀人光线」

   「戦場に行くわけじゃなし、それだけで十分だよ。普通の人はレーザーガンの殺人光線を避よけたりしないから」

   「如果对方是身体强化过的贵族，我想这种东西是保护不了自己的……」

   「相手が身体強化している貴族だったらこんなものでは身を守れないと思いますけれど……」

   「我不打算和贵族起冲突」

   「貴族とやり合うつもりはないから」

   「那至少带上这个」

   「ではせめてこれだけでも」

   　露西亚达皇女殿下说着，拿起一把刃长约20厘米的匕首。确实，这种长度的短剑可以藏在夹克里。

   　と、そう言ってルシアーダ皇女殿下が手に取ったのは刃渡り凡およそ20センチメートルほどのダガーのようなものであった。確かにそれくらいの長さの短剣であればジャケットの中に隠せるか。

   「虽然我觉得不会有机会用到，不过就这样吧。藏在夹克里」

   「使う機会はないと思うけど、それなら。ジャケットの中に隠すようにな」

   「明白了」

   「わかりました」

   　露西亚达皇女殿下一脸安心地把匕首别在身上。看来是用专用的皮带把刀鞘固定在右侧腹附近。这就是所谓的怀剑吧。

   　ホッとした表情でルシアーダ皇女殿下がダガーを身につける。どうやら専用のベルトを使って右脇わき腹ばらのあたりに鞘さやを固定するようにできているらしい。所謂いわゆる懐剣というやつだろうか。

   　顺便一提，我的武装是平时的激光枪加上大小一对的剑，艾尔玛也和平时一样带着激光枪。携带剑的我和露西亚达皇女殿下比较特殊，一般来说说到护身用武器，像艾尔玛和米米那样只带着激光枪就足够了。

   　ちなみに俺の武装はいつものレーザーガンに加えて大小一対の剣で、エルマもいつも通りのレーザーガンである。剣を携帯する俺やルシアーダ皇女殿下が特殊なだけで、普通は護身用武器と言えばエルマやミミのようにレーザーガンを身につけるだけで十分だ。

   　就这样我们终于从帝城出发了。虽然说要在暗地里护卫，但正如字面意思，目前并没有明显在跟踪我们的气息。

   　そうしてやっと俺達は帝城を出発した。陰ながら護衛をするということだったが、その言葉通り今のところはあからさまに俺達を尾つけているような気配はないな。

   「首先去我所知道的路线吧」

   「まずは私の知ってる路線まで行くわよ」

   「好！我还是第一次出城！」

   「はい！　私、お城の外に出るの初めてです！」

   「毕竟光是城里就什么都有了……」

   「これだけでかけりゃ中になんでも揃ってそうだものな……」

   　我一边说着，一边环顾四周。毕竟城里都有高速运输系统——也就是类似电车站的地方。会不会哪里有类似商店街的地方呢？啊，不对，没必要特地去买东西，必要的物资会集中运送到类似物流仓库的地方，再从那里配送吧？光是这样，每天消耗的物资量应该也相当庞大。说不定哪里有物资搬运用的系统。

   　そう言いつつ、俺は辺りを見回した。何せ城の中に高速輸送システム──つまり電車の駅のようなものがあるくらいだからな。どこかに商店街みたいなものとかもあるんじゃなかろうか？　ああいや、わざわざ買い物になんて行かず、必要な物資はまとめて物流倉庫みたいな場所に運ばれていて、そこから配達されるのかな？　これだけでかけりゃ毎日消費している物資の量も莫ばく大だいだろう。どこかに物資搬入用のシステムがあるのかもしれんな。

   「总之在外面要避免说出这种话。因为不是以露西亚达皇女殿下的身份，而是以米米的身份行动。」

   「とにかく外ではそういう発言は控えるようにな。ルシアーダ皇女殿下ではなく、ミミとして行動するんだから」

   「米米也是第一次在帝都里走动，所以只要注意别说出像刚才那种从帝城出来是第一次的话就没问题了。」

   「ミミも帝都を歩き回るのは初めてだから、今みたいな帝城から出るのは初めて、みたいな発言だけ気をつければ大丈夫よ」

   「明白了，我会注意的。」

   「わかりました、気をつけますね」

   　在我们交谈的时候，车辆已经到了，于是我们三人一起上车。车内除了我们以外，还有几个在帝城工作的人。

   　そんな話をしているうちに車両が到着したので、三人で乗り込む。車両内には俺達以外にも帝城に勤めている人々が何人か乗り合わせていた。

   「路线呢？」

   「ルートは？」

   「在四站后的帝城前站下车，换乘西波涅茨卡线。很快就到了。」

   「四つ先の帝城前駅で降りて、シボネツカラインに乗り換えるわ。すぐ着くわよ」

   「了解。可以顺便把路线情报也传给我吗？」

   「了解。一応ルート情報をこっちにも送ってくれるか？」

   「OK。」

   「オーケー」

   「也给米米……小型情报终端呢？」

   「ミミにも……って小型情報端末は？」

   「没带——啊，那个……我，我弄丢了？」

   「持ってな──あ、えっと……な、失なくしちゃいまし、た？」

   「Ｏｈ……首先得给米米准备一台小型情报终端」

   「Ｏｈ……まずはミミ用の小型情報端末を調達するところからだな」

   　小型情报终端类似于智能手机的进化版，从通话，通信，情报搜索到支付，甚至个人认证到航宙舰的启动都能用它搞定。反过来说，没有它的话日常生活会很不方便。

   　小型情報端末はスマートフォンを発展させたようなもので、通話、通信、情報検索から決済、果ては個人認証から航宙艦の起動までなんでもこれ一つでできる。逆に言うと、これがないと日常生活もなかなかままならない一品でもある。

   「有带身份证吗？话说你有身份证吗？」

   「身分証は持ってるのか？　というか身分証あるのか？」

   「那个，有的」

   「それは、はい」

   　露西亚达皇女殿下说着拿出了一个类似票夹的潇洒玩意给我看。嗯，这就是露西亚达皇女殿下的身份证。拿出这种东西不会引起骚动吗？

   　そう言ってルシアーダ皇女殿下はやたらと瀟しよう洒しやなパスケースのようなものを取り出し、俺に見せてきた。うん、これはバッチリルシアーダ皇女殿下の身分証ですね。こんなものを出して騒ぎにならないだろうか？

   「……找一家拿出这个也不会有问题的商店吧」

   「……それを出しても大丈夫そうなショップを探しましょう」

   「是啊」

   「だな」

   　嘛，如果是机械智慧当店员的商店应该没问题吧。因为它们会绝对遵守法律。不会因为皇女殿下光顾了店就到处乱说。

   　まぁ機械知性が店員をしているショップなら大丈夫だろう。彼女達はコンプライアンスを絶対に遵守するだろうからな。店を皇女殿下が訪れたからといって無闇に吹聴して回るようなことはすまい。

   「这种时候总是依靠米米啊」

   「こういう時はいつもミミに頼るんだよな」

   「是啊。我们总是被她帮助呢」

   「そうね。私達もなんだかんだ助けられているわね」

   「两位，嘘——哦？」

   「お二人とも、しー、ですよ？」

   「哎呀，对哦」

   「おっと、そうだった」

   　米米就在我们眼前，刚才的对话很奇怪吧。我们也要注意才行。

   　ミミは目の前にいるのだから、今の会話はおかしいよな。俺達も気をつけなきゃならんね。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我们到达帝城前站后换乘至志波尼兹卡线，又坐了几站后在明州克站下了车，然后前往地下层。

   　帝城前駅に着いた俺達はシボネツカラインに乗り換えて更に数駅移動し、ミョンスクという駅でアンダーレベルに降りた。

   「这种大型车站会有移动楼层用的电梯哦」

   「こういう大型駅には階層移動用のエレベーターがあるわけよ」

   「原来如此」

   「なるほどなぁ」

   「嚯……好壮观的景色啊」

   「ほー……凄すごい眺めですねぇ」

   　从移动楼层用的大型电梯看出去的地下层的景色相当壮观。覆盖行星表层的结构体下方是永夜的世界。但是永夜的世界被照明和霓虹灯照得五彩斑斓，永夜的世界变成了不夜城。这副景象让我想起了在殖民卫星看到的光景。

   　階層移動用の大型エレベーターから見えるアンダーレベルの光景はなかなかの見ものであった。惑星表層を覆う構造体の下は常夜の世界だ。しかしそんな常夜の世界を照明やネオンが鮮やかに照らし、常夜の世界を不夜城と化しているのだ。その様子はどことなくコロニーで見たような光景にも思えるな。

   「地下层一层是繁华街区域，或者说是娱乐街区域，我认为这样理解是正确的」

   「アンダーレベル一層は繁華街エリア、或あるいは歓楽街エリアと捉とらえるのが正解だと思うわ」

   「原来如此？但是因为离表层很近，所以客人的水平应该相当高吧？」

   「なるほど？　でも表層に近いから、客層のレベルは多分相当高いよな？」

   「是啊。高级店大多不会太过高雅，面向平民的店也大多是以出手大方的人为对象。服务的质量也很高，有钱的话在这个区域生活应该最舒服吧」

   「そうね。お上品すぎない高級店が多めで、平民向けの店も羽振りの良い人対象のものが多いわね。サービスの質も高いし、お金があるならこのエリアが一番過ごしやすいんじゃないかしら」

   「地下层二层是怎样的区域呢？」

   「アンダーレベル二層はどういった区域なのですか？」

   「是提供更平民化服务的场所。表层和一层工作的平民——也就是相对富裕阶层居住的区域」

   「より庶民向けのサービスを提供している場所ね。表層や一層で働く平民──つまり比較的裕福な層が住んでいる居住エリアでもあるわ」

   「再下面的三层呢？」

   「その下の三層は？」

   　露西亚达皇女殿下向艾尔玛询问着下层的事情。我则在一旁兴致勃勃地听着艾尔玛的解说，所以一起乘坐楼层间移动电梯的人们应该会认为我和米米是第一次来到帝都的下层吧。

   　などとルシアーダ皇女殿下はエルマにアンダーレベルのことを尋ねている。その横で俺もふんふんとエルマの話を興味深く聞いているので、一緒に階層間移動エレベーターに乗っている人達も俺とミミに扮ふんするルシアーダ皇女殿下が初めて帝都のアンダーレベルに来たのだな、と思っていることだろう。

   　楼层间移动电梯停了下来，我们三人一起走到了下层的一层。

   　階層間移動エレベーターが止まり、三人で連れ立ってアンダーレベル一層へと降り立つ。

   「总之先去终端店吧」

   「とりあえず端末屋に行くか」

   「是啊。走这边」

   「そうね。こっちよ」

   「好的，麻烦你了。费用之后再向你申请」

   「はい、お手数おかけします。かかった費用は後で請求していただければ」

   「这点小事，不用在意」

   「別に良いけどな、これくらい」

   　对我来说只是小钱。说实话，申请费用的手续更麻烦。啊，不对，拜托梅伊或者米米就行了吧？姑且还是拿个收据或者购买明细吧。

   　俺にとっては端はした金がねだ。正直請求申請の手間のほうが面倒くさそうである。ああいや、メイかミミに頼めば良いのか？　一応領収書というか購入明細だけは貰もらっとくか。

   「不过，这样可能会给你添麻烦，所以我会好好申请的」

   「まぁ、そっちの迷惑になりそうだからちゃんと申請はするよ」

   「好的，请务必这么做」

   「はい、そうしてくださいね」

   　我们来到了楼层间移动电梯附近的一家小型情报终端店，顺利地为露西亚达皇女殿下买到了小型情报终端。

   　そうして階層間移動エレベーターからほど近い場所に店を出していた小型情報端末のショップに辿たどり着ついた俺達は特に問題もなくルシアーダ皇女殿下用の小型情報端末を入手することに成功した。

   　在出示身份证的时候，我看到作为店员的女性仿生人一瞬间僵住了，不过肯定是我的错觉吧。

   　身分証を提示した際にショップ店員として働いていた女性型のアンドロイドが一瞬フリーズを起こしていたように見えたが、きっと気のせいだろう。

   「我想你应该知道，要保护好顾客的个人信息」

   「わかっていると思うが、顧客情報はしっかり守ってくれよ」

   「我明白的」

   「承知しております」

   　她虽然露出了亲切的笑容，但要是她有出汗功能的话，现在肯定在冷汗直冒吧。

   　そう言って彼女はにっこりと愛想の良い笑みを浮かべていたが、彼女に発汗機能があったらダラダラと冷や汗か何かを垂らしていたかもしれない。

   「哇……」

   「わぁ……」

   　露西亚达皇女殿下第一次拿到自己的便携情报终端，显得非常高兴。

   　そして、初めて自分の携帯情報端末を手にしたルシアーダ皇女殿下は大変にご満悦であった。

   「好了，等安定下来再玩终端吧。走路玩手机很危险的」

   「ほら、端末を弄いじるのは落ち着いた時にしろ。歩きスマホは危ないぞ」

   「走路玩手机？」

   「あるきすまほ？」

   「就是说走路的时候玩情报终端很危险。因为会分散注意力。啊，把终端给我一下」

   「歩きながら情報端末を弄るのは危ないぞってことだ。注意散漫になるからな。ああ、ちょっと端末をこっちに差し出してくれ」

   「嗯？」

   「はい？」

   　她老实地把终端递给了我，我操作了一下，从自己的小型情报终端里转了1万艾尼到露西亚达皇女殿下的终端里。

   　素直に差し出してきたので、端末を操作して俺の小型情報端末内の残高から１万エネルをルシアーダ皇女殿下の端末に移しておく。

   「嗯？」

   「ええと？」

   「总之，我从自己的终端往你的终端充值了1万艾尼，只要今天不乱花钱，应该足够你自由活动了。刚才坐列车的时候不是我付的钱吗？下次开始你就可以用自己的终端付款了」

   「とりあえず今日一日、よほどの豪遊をしない限りは不自由しないだけのエネルを俺の端末からその端末にチャージしておいた。さっき列車に乗った時とか俺が払っただろ？　次からは自分の端末でできるってことだ」

   「原来如此。而且还可以用这些钱买东西对吧」

   「なるほど。それだけでなく買い物などもこの残高でできるわけですね」

   「没错。顺便一提，你终端里的钱相当于一般平民几个月的工资」

   「そういうこと。ちなみにその端末に入った金額は一般的な平民の給料数カ月分だ」

   　露西亚达皇女殿下听到我的话，惊讶地眨了眨眼。

   　俺の言葉を聞き、ルシアーダ皇女殿下は目をぱちくりと瞬かせた。

   「虽然不是很懂，但那不是一笔大钱吗？」

   「よくわかりませんが、それは大金なのでは？」

   「不是能随便给别人的零花钱呢」

   「お小遣いとしてポンと渡すような額ではないわね」

   「别在意。说不定能派上什么用场」

   「気にするな。何かの役に立つこともあるかもしれない」

   　我耸了耸肩，回避了两人的视线。实际上，世界上有很多问题只要有钱就能解决。万一露西亚达皇女殿下和我们走散了，只要有1万艾尼，应该就能摆脱大部分情况，回到帝城。

   　二人からの視線を受け流して肩を竦すくめる。実際のところ、金があればそれだけで解決する問題なんてのも世の中には多いものだからな。万が一ルシアーダ皇女殿下が俺達と逸はぐれたとしても、１万エネルもあれば大抵の状況を切り抜けて帝城に帰りつくことができるだろう。

   「好了，既然已经买到想要的东西……接下来怎么办？」

   「さて、目的のものも手に入れたし……どうするか」

   「吃饭吗？时间差不多了吧」

   「食事にする？　そろそろ良い時間でしょ」

   「吃饭吗？刚做好的热乎乎的饭菜最好了」

   「食事ですか。できたての温かいものが良いですね」

   　露西亚达皇女殿下这么说着，眼睛里闪烁着期待的光芒。这种表情和米米简直一模一样。

   　そう言うルシアーダ皇女殿下の目は期待に輝いている。こういう表情はミミと本当に瓜うり二ふたつだな。

   「故事里经常描写王族和高阶贵族们因为试毒的关系，只能吃冷掉的饭菜，实际上是怎样呢？现在这个时代应该不会发生这种事了吧？」

   「物語では王族や高位貴族達は毒味のせいで冷たくなった料理ばかり食べている、なんて描写があるが、実際どうなんだ？　今の時代にそんなことはいくらなんでもないよな？」

   「是啊。很久以前好像有过这种事，但现在从食材被带进厨房，到烹饪中，以及烹饪后，直到用餐前，都会用专用扫描仪瞬间检测出毒物和异物」

   「それはそうですね。ずっと昔はそういうこともあったようですが、今は毒物や異物の検知も調理場に食材が持ち込まれた時点、調理中、そして調理後、喫食直前に専用のスキャナーで一瞬で終わりますから」

   「即便如此，刚做好的热乎乎饭菜还是最好吃的」

   「それでもできたての温かいのが良いんだ」

   「是的。而且最好还是用手抓着吃的那种没规矩的食物！」

   「はい。それも手て摑づかみで食べるようなお行儀の悪いやつが良いです！」

   「如果喜欢那种垃圾食品的味道，那去第二层比较好。第一层基本上都是面向贵族和富豪的设施」

   「そういうジャンクな味が良いなら二層のほうが良いわねぇ。一層は基本的に貴族とか富豪向けの施設ばかりだから」

   「那我们赶紧去第二层吧」

   「それでは早速二層に行きましょう」

   「不逛逛第一层吗？」

   「一層は見て回らなくて良いのか？」

   「虽然有兴趣，但现在还是以第二层的垃圾食品味道为优先」

   「興味はありますが、今は二層のジャンクな味というのが優先です」

   　因为露西亚达皇女殿下这么说了，我们便返回楼层间移动电梯，前往更下层的第二层。

   　と、ルシアーダ皇女殿下がそう仰せなので俺達は階層間移動エレベーターへととんぼ返りして更に下層の第二層に降りることになった。

   「这电梯只能下到第二层吗？」

   「このエレベーターは二層までしか降りられないんだな？」

   「三层以下需要别的电梯。虽然也有能去所有楼层的电梯，但离这里有点远」

   「三層以降は別のエレベーターが必要ね。全階層に移動できるエレベーターもあるけど、ここからはちょっと遠いわ」

   「就算是这样，特意只让电梯只能下到第二层，感觉效率也不高啊」

   「それにしたってわざわざ二層までしか降りられないようにしているってのも非効率な気がするが」

   「这是为了和三层以下的居民区分开来才特意这么做的」

   「三層以下の住民と住み分けるためにわざわざそうしてあるのよ」

   「啊……也就是说是阶级社会？」

   「あー……つまり格差社会的な？」

   「就是这么回事。到第二层为止的楼层被称为高级层。在帝都的平民中，所谓的成功人士就是住在这些楼层。不过实际上第一层和第二层的差距也很大」

   「そういうこと。二層まではハイレベルフロアって呼ばれててね。帝都に住む平民の中でも所謂成功者が住まう階層ってわけ。まぁ実際には一層と二層の格差も凄いんだけど」

   「原来如此……帝都也存在着这样的扭曲啊」

   「なるほど……そのような歪ゆがみが帝都にも存在するのですね」

   「扭曲……吗？我觉得这是理所当然的」

   「歪み……かねぇ？　俺は当然の営みだと思うけど」

   　我认为全民平等幸福地生活的社会是一种理想，但要问我是否真的有可能实现，我对此持怀疑态度。人类这种存在绝非均一的存在，无论好坏，都是拥有个性的存在。除非所有人都拥有相同的肉体，以一个意志存在，否则是不可能实现的。

   　万民が格差なく幸福な生活を送れる社会というのは一種の理想だとは思うが、実際に実現することが可能なのかと言われると俺はかなり懐疑的である。人という存在そのものが決して均一な存在ではない、良くも悪くも個性を持った存在なのだから。それこそ全員が同じ画一的な肉体を持ち、一つの意志のもとに存在している集合意識体とかでなければ実現するのは不可能なのではないだろうか。

   「原来如此」

   「なるほど」

   「没想到你居然喜欢这种话题」

   「意外とあんたそういう話好きよね」

   　由于在移动楼层的期间很闲，我便将自己的观点讲给她们听，露西亚达皇女殿下和艾尔玛分别做出了理解与无语的反应。先不说露西亚达皇女殿下，我实在搞不懂艾尔玛的反应。不过我自己也很清楚自己不是知识分子，所以不会抱怨就是了。

   　階層移動の間暇なので俺の持論を展開して聞かせると、ルシアーダ皇女殿下とエルマは各々納得してみたり、呆あきれてみせたりと反応を返してくれた。ルシアーダ皇女殿下はともかく、エルマの反応は解せん。まぁ俺がインテリってガラじゃないのは俺自身がよく知ってるから文句は言わんが。

   「我并不是一天二十四小时都在思考这种事。不过，这只是见识狭隘的我自己的观点，你们就听个一半吧。」

   「四六時中こんなことを考えているわけじゃないけどな。まぁ見識の狭い俺の持論だから、話半分に聞いておいてくれ」

   「不，听别人和自己不同的观点很有趣。」

   「いえ、自分と違う考えを聞くのは面白いです」

   　我们一边聊着这些，一边下到第二层。

   　と、そんな話をしながら二層へと降り立つ。

   「啊，总觉得这种气氛比较容易适应。」

   「ああ、なんだかこの雰囲気は少し馴な染じみやすいな」

   「是啊。这一带的氛围和治安良好的交易殖民地很相似。」

   「そうね。この辺は治安の良い交易コロニーに雰囲気が似てるわよね」

   　楼层间移动电梯周边很热闹。正如艾尔玛所说，这种气氛很像热闹的交易殖民地的风景。没有采用重现昼夜的照明系统的大型殖民地大致上都是这种感觉。在昏暗的环境中，街灯的灯光和店铺的招牌或霓虹灯十分刺眼。即使如此，这里还是比第一层要来得平静吧？毕竟第一层已经超越刺眼的程度，到达花俏的地步了。

   　階層間移動エレベーター周辺は賑にぎわっていた。この雰囲気はエルマの言う通り賑わっている交易コロニーの風景を彷ほう彿ふつとさせるものがあるな。昼夜を再現する照明システムを採用していない大型コロニーはだいたいこんな感じだ。薄暗い中に街灯の灯あかりと店舗の看板やネオンが目に眩まぶしい。それでも一層よりは落ち着いているかな？　一層はもう目に眩しいを通り越してけばけばしいレベルだったからな。

   「好啦，我对这一带完全不熟。有什么计划吗？」

   「さて、この辺は全くわからんな。何か案は？」

   「我也不清楚。毕竟我在帝都的时候也没来过下层。」

   「私だってわかんないわよ。私が帝都にいた頃ころだってアンダーレベルに実際に来たことなんてなかったしね」

   「那就随便逛逛吧。来，米米。」

   「それじゃあ適当に歩くか。ほれ、ミミ」

   「嗯？」

   「はい？」

   　露西亚达皇女殿下看着我伸出的手，歪了歪头。

   　俺が差し出した手を見てルシアーダ皇女殿下が首を傾かしげる。

   「要是走散就麻烦了，我们牵着手走吧。」

   「逸れたら大変だから手を繫つないでいくぞ」

   「咦，啊……好、好的。」

   「えっ、あっ……は、はい」

   　我紧紧握住露西亚达皇女殿下怯生生地伸出的手，开始往前走。无论如何都不能走散。万一走散了，事情就麻烦了。具体来说，我的脑袋可能会物理性地飞走。

   　ルシアーダ皇女殿下がおずおずと差し出してきた手をしっかりと握り、歩き始める。万が一にも逸れるわけにはいかない。もし逸れたりしたら大変なことになるからな。具体的には俺の首が物理的に飛びかねない。

   「那、那个，你不跟艾尔玛小姐牵手吗？」

   「あ、あの、エルマさんとは手を繫がないんですか？」

   「因为艾尔玛能自己照顾自己。」

   「エルマは自分で自分の面倒を見られるからな」

   「唔、唔……」

   「む、むぅ……」

   　露西亚达皇女殿下没有说「我又不是小孩子，至少能照顾自己」之类的话，可见她果然很聪明。人很难客观地看待自己，往往无法坦率地承认自己是累赘或麻烦的存在。

   　ここで自分は子供じゃないのだし自分の面倒くらいは自分で見られる、とか言い出さない辺りやはりルシアーダ皇女殿下は聡そう明めいなんだろうな。人ってのはなかなか自分を客観的に見ることができないものだし、自分が足手まといであったり迷惑を掛ける存在だということを素直に認められないものだ。

   「虽然食物也不错，不过要不要先喝点饮料？」

   「食べ物も良いけど、先に飲み物でもどうかしら？」

   　艾尔玛说着，指向一个类似饮料摊的地方。也就是卖饮料的摊位。

   　そう言ってエルマが指差した先にはドリンクブースのようなものがあった。つまりドリンクの屋台みたいなものだな。

   「也是，我有点渴了」

   「そうだな、少し喉のどが渇いたし」

   「在卖什么呢？」

   「何を売っているんでしょう？」

   　虽然没有排起长队，但客人也不少，应该是很有人气的店吧。没有看到喝过提供的饮料后露出负面反应的人，至少应该不会是踩雷。

   　列をなすほどではないがそこそこ客がいるので、人気の店なのだろう。提供されたドリンクを飲んでネガティブな反応をしている人は見当たらないから、少なくとも大外れということはなさそうだ。

   「欢迎光临。要点什么？」

   「いらっシャイ。何にシマスか？」

   　说话声中夹杂着摩擦声的店主是蜥蜴人。也就是所谓的爬虫人吧。这可能是我第一次近距离和他们面对面说话。

   　話し声に擦過音のようなものが交じる店主はトカゲ人間であった。所謂いわゆるレプティリアンというやつか。こうして間近で顔を突き合わせて話すのは初めてかもしれんな。

   「有什么推荐的吗？」

   「オススメは？」

   「人类喜欢的是『大豆蛋白甜味』」

   「ヒューマンに人気ナのハ『ソイ・プロテインスイート』だナ」

   「从名字完全看不出来是什么。是甜的吗？」

   「名前からじゃまったくわからんな。甘いのか？」

   「很甜。营养也很丰富」

   「甘イゾ。栄養もバッチリダ」

   「那就来三杯那个。还有，有哪家店能吃到好吃的饭吗？不用太高级，能吃得饱就行」

   「それじゃそれ三つ。あと美う味まいメシを出すところはないか？　お上品じゃなくていいからガッツリ食えるとこ」

   「嗯。对了，这里还有只要溶进水里就能变成美味饮料的粉」

   「フム。ところデここニ溶くだけデ美味いドリンクになる素がアル」

   「OKOK，那个也一起买了」

   「オーケーオーケー、それも一緒に買うよ」

   「用大豆牛奶或新牛奶溶化会很好喝」

   「マイド。ソイミルクかシンスミルクで溶くとウマいゾ」

   　我们和爬虫人店主聊了几句，买了饮料和可疑的粉末，顺便问了他推荐的吃饭地点。所谓的大豆牛奶就是豆浆，新牛奶则是人造奶，也就是化学合成的牛奶。从家畜身上挤出的生奶在这个世界属于超高级品，所以市面上流通的牛奶基本上都是这两种。

   　そんなやり取りをして爬は虫ちゆう類るい人の店主からドリンクと怪しげな粉のパッケージを買い、ついでに店主オススメのメシスポットを聞き出す。ソイミルクというのは所謂豆乳だが、シンスミルクというのは人工乳である。化学的に合成されたミルクってことだな。家畜から搾られる生乳というのはこの世界では超高級品なので、一般に出回っているミルクと言えば基本的にこの二つのどちらかだ。

   「大豆蛋白甜味是吧？」

   「ソイ・プロテインスイートねぇ？」

   「喝喝看就知道了」

   「まぁ飲んでみるとしよう」

   「好」

   「はい」

   　我们三人喝起了饮料。饮料瓶里插着比普通吸管更粗的吸管，里面装的不只是饮料，还有某种……咦？

   　三人でドリンクに口をつける。ドリンクのボトルには通常よりも太めのストローが刺さっていたのだが、中にはドリンクだけでなく何か……えぇ？

   「里面居然有珍珠」

   「まさかのタピオカ入り」

   「珍珠？」

   「タピオカ？」

   「就是用淀粉做成的小圆球。不过这玩意儿应该不是珍珠」

   「デンプンで作った小さい団子だよ。まぁ正確にはこれはタピオカじゃないだろうけど」

   　记得是叫木薯吧？　将木薯加工后得到的淀粉就叫珍珠，所以如果这饮料里的原料不是木薯的话，那准确来说就不是珍珠了。不过这都是些细枝末节的问题。话说回来，珍珠奶茶啊？在我还在那边的时候好像挺流行的，现在不知道怎么样了？那种东西往往都是昙花一现的热潮，现在应该已经不流行了吧。

   　確かキャッサバとかいう芋だったかな？　それを加工して得たデンプンをタピオカと呼ぶはずだから、このドリンクに入っているものの原料がキャッサバでないなら正確にはタピオカではないな。まぁ些さ細さいな問題だ。しかしタピオカ入りドリンクねぇ？　俺が向こうにいた頃は流は行やってた気がするが、今はどうなのかね？　ああいうのは一過性のブームだったりするから、もう人気も下火になってそうだな。

   「口感很有趣呢」

   「楽しい食感ですね」

   「是啊。滑溜溜的，QQ的。而且比想象中还要好喝」

   「そうね。ツルッとしてモチッとしてて。それに、思ったより美お味いしいわ」

   「有种黄豆粉的味道。这应该就是珍珠黄豆粉豆浆吧」

   「きなこっぽい風味があるなぁ。タピオカ入りきなこ豆乳ドリンクってとこか」

   　味道虽然有些廉价，但黄豆粉的味道很浓郁，相当美味。甜味剂也没偷工减料，甜得很。这好像是在店里现做的，不知道材料是从哪里进货的？古兰坎帝国经常吃用自动食物料理包合成的食品，还有真空包装和罐头之类的速食食品，我不觉得制作这种饮料的材料流通会很兴盛——啊，说不定是用制作自动食物料理包的材料组合而成的？

   　割とチープな味だが、しっかりときなこの風味が効いていてなかなかに美味い。甘味料もケチってないからしっかりと甘いしな。店頭で作っていたみたいだが、どこから材料を仕入れているんだろうか？　グラッカン帝国ではフードカートリッジを用いた合成食品やレトルトパウチや缶詰などの即席食品がよく食べられていて、こういったドリンクを作るような材料の流通があまり盛んとは思えな──ああ、もしかしたらフードカートリッジを作るのに用いられる材料を組み合わせて作っているのかな？

   　虽然不知道是不是大豆，但豆类可以从中获取丰富的植物性蛋白质，所以应该被广泛种植，淀粉也是优质的天然高分子化合物。在工业上也有广泛的用途，所以应该也被大量生产。甜味剂的用途也很广泛，所以应该也被大量生产。只要巧妙地组合这些产品和材料，或许就能制作出这种珍珠黄豆粉豆浆饮料。

   　大豆かどうかはわからんが、豆からは豊富な植物性のタンパク質を得ることができるから多く栽培されているはずだし、デンプンは良質な天然高分子化合物だ。工業的な用途も幅広いから、やはりこちらも多く生産されているはずである。甘味料に関しても利用の幅は広いから多く生産されているだろう。それらの品や素材を上う手まく組み合わせればこのタピオカ入りきなこ豆乳ドリンクが作れるかもしれない。

   「真好吃，第一次尝到这种味道」

   「美味しかったですね。初めての味でした」

   「比我想象的要好喝。运动后喝这个感觉不错」

   「思ったより悪くなかったわね。運動の後とかに飲むと良さそうだわ」

   　露西亚达皇女殿下和艾尔玛把喝完的饮料瓶扔进摊位附设的垃圾箱，互相发表感想。看来她们也相当喜欢。

   　空になったドリンクボトルを屋台に併設されているダストボックスに放り込みながら、ルシアーダ皇女殿下とエルマが口々に感想を言い合っている。二人にもなかなか好評だったようだ。

   「那我们去推荐的餐馆看看吧」

   「それじゃあオススメされたメシ屋に行ってみるか」

   「好」

   「はいっ」

   「是啊，这次和我牵手吧？」

   「そうね。今度は私と手を繫ぎましょうか？」

   「唔，感觉好像变回小孩子了」

   「むぅ、なんだか小さな子供に戻った気分です」

   「人多的地方很危险。小心别被人扒走便携情报终端和激光枪」

   「人が多い場所だと危ないからな。携帯情報端末やレーザーガンをスられたりしないように気をつけてくれよ」

   「希罗也是」

   「ヒロもね」

   「我会注意的」

   「気をつける」

   　不过，她把剑挂在腰间，好像在炫耀一样，所以行人有点避而远之。我穿着平时的衣服，除了挂着剑以外，外表上应该完全没有贵族的要素，但即便如此，他们还是和我保持距离。果然帝都的人们已经把“带剑＝贵族”这个概念刻在脑子里了吧。他们可能觉得要是随便和贵族扯上关系，被贵族舍弃的话就麻烦了。顺便一提，刚才的饮料店店主隔着柜台，所以大概没看到我的剑。他看到我接过饮料离开的背影，说不定会慌张起来。

   　まぁ、これみよがしに腰に剣をぶら下げているから通行人には若干避けられ気味なんだけどな。俺は普段通りの格好で、剣をぶら下げている以外、見た目には貴族要素が全くないはずなんだが、それでも距離を取られている。やはり帝都の人間にとっては『剣持ち＝貴族』という概念が刷り込まれているのだろう。貴族に下へ手たに関わって切り捨て御免されたらたまらんとでも思っているのかもしれない。ちなみにさっきのドリンク店の店主はカウンター越しだったから多分俺の剣を見逃したのだと思う。ドリンクを受け取って去っていく俺の後ろ姿を見てもしかしたら慌てていたかもしれない。

   「话说回来，还没到吗？」

   「ところでまだでしょうか？」

   「还没到是指？」

   「まだとは？」

   　在前往爬虫类人店主推荐的餐馆的路上，和艾尔玛牵着手的露西亚达皇女殿下突然说出莫名其妙的话，于是我反问。

   　爬虫類人の店主にオススメされたメシスポットに向かう途中、エルマと手を繫いでいるルシアーダ皇女殿下が唐突に意味のわからないことを言い始めたので、聞き返す。

   「希罗大人走在这种地方，不是会发现快要被拐走的女性，或是被莫名其妙的怪生物袭击，遭遇充满刺激的麻烦吗？」

   「ヒロ様はこういう場所を歩いていると、拐さらわれそうになっている女性を見つけたり、何かよくわからない怪生物に襲われたりして、スリル満点のトラブルに遭遇するのではないのですか？」

   「能不能别把我说得像是麻烦的特异点？要是每次都遇到麻烦，我岂不是没有喘息的时间了。话说，别把这种事说出口啊。最近我有个不祥的预感，一旦说出口就会成真——」

   「そういう人をトラブルの特異点みたいな言い方するのやめないか？　そんな毎回毎回トラブルに見舞われていたら心の休まる時が少しもなくなるだろう。というか、言葉に出して言うのはやめてくれ。最近そういうことを口に出して言うと実現するっていうジンクスが──」

   　话还没说完，就有人影挡住了我们的去路。一名贵族打扮的男人站在最前面，不，应该说是站在正中间，一脸奸笑地看向我们。他左右两边各站着一名充满威压感的壮汉。他们不仅身材魁梧，身上还装着闪着铬色光芒的义肢——也就是机械义肢，这更加强了他们的威压感。要是打起来，我估计一拳就会被他们打趴。

   　と、言い切る前に俺達の進路を遮る人影が現れた。先頭、というか真ん中に陣取ってニヤケ面をこちらに向けてきているいかにも貴族って男が一人。そして威圧感のある大男が彼の左右を固めている。ガタイが良いだけでなく、クロム色に輝く義体──サイバネティクスによるものだ──が彼らの威圧感を更に強めている。殴り合いになったら一発で伸のされそうだ。

   「——你给我好好反省。」

   「──反省してくれ」

   「那个……对不起。」

   「あの……なんかすみません」

   　我仰天长叹，露西亚达皇女殿下则用非常抱歉的语气向我道歉。

   　天を仰ぎながら俺がぼやくと、本当に申し訳なさそうな声でルシアーダ皇女殿下が謝罪した。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　看到我们的互动，那个一脸奸笑的贵族打扮男人不高兴地说道：

   　俺達のやり取りを目の当たりにしたニヤケ面の貴族っぽい男が不機嫌そうな声を上げる。

   「喂，你们无视本大爷在说什么呢？」

   「おい、この僕を無視して何を話している」

   「我可不认识你。你是哪位啊？」

   「いや知らんがな。どこの誰だれだよ、あんたは」

   　一看就是贵族打扮的男人听到我的话，不悦地皱起眉头。

   　見るからに貴族といった身なりの男は俺の言葉を聞いて不快そうに顔を歪めた。

   　男人的五官，嗯，应该算是端正吧。不过他身上散发着有些装模作样的气息，应该不受男性欢迎。而且他的眼睛下方有黑眼圈，眼神很可疑，脸颊也有些消瘦，看起来很不健康。

   　男の顔立ちはまぁ、整っていると言えるだろう。少し気き障ざったらしい雰囲気があるので男受けは悪いだろうが。しかしどうにも目の下に隈くまが刻まれていて目つきが怪しいのと、頰ほおが若干瘦こけて不健康そうなのはいただけない。

   「真是个无礼的家伙。在询问别人的名字之前，应该先报上自己的名字才符合礼仪吧。」

   「無礼な奴やつだな。人の名を聞く前に自分の名を名乗るのが礼儀というものだろう」

   「真要这么说的话，突然挡住别人的去路，还露出令人不快的奸笑，才叫作无礼吧？」

   「それを言うなら突然人の行く手を阻んで不快なニヤケ面を向けてくるのは無礼じゃないのか？」

   「你说什么！？」

   「なんだと!?」

   　看似贵族的男人气得满脸通红。为什么这种家伙的沸点总是低得异常？缺乏自我肯定感的人似乎很容易生气，难道是这么一回事吗？

   　貴族っぽい男が顔を真まっ赤かにして激げき昂こうする。どうしてこういう輩やからは異常に沸点が低いんだろうな？　自己肯定感に乏しい人は怒りっぽいらしいが、そういうことなんだろうか。

   「喂喂，冷静点。容易生气也有可能是维生素D不足哦。我建议你多吃些蘑菇、鱼类和蛋。」

   「おいおい、落ち着けよ。怒りっぽいのはビタミンＤ不足の場合もあるらしいぞ。きのこや魚、卵を食べるのがオススメだ」

   「是你这家伙惹怒我的吧！你在嘲弄我吗！？」

   「怒らせているのは貴様だろうが！　この僕をおちょくっているのか!?」

   「不，所以说你到底是谁啊？就算你说『我』，我也不认识你啊。」

   「いやだからお前誰だよ。この僕とか言われても知らんがな」

   「我的名字是亚历山大・德・艾尔萨尔！是艾尔萨尔侯爵家的次男！给我记住了，平民！」

   「僕の名前はアレクサンダー・ド・エルザル！　エルザル侯爵家の次男だ！　覚えておけ平民！」

   　满脸通红的贵族风男人——更正，是亚历山大・德・艾尔萨尔用食指指着我这么喊道。

   　顔を真っ赤にした貴族風の男──もといアレクサンダー・ド・エルザルは俺に人差し指を突きつけながらそう叫んだ。

   　艾尔莎尔，艾尔莎尔啊？总觉得好像在哪里听过，我一边这么想一边看向艾尔玛，只见艾尔玛像是在抑制头痛一样揉着眉间，深深地叹了口气。

   　エルザル、エルザルねぇ？　なんだか聞いたことがあるような、と考えつつエルマに視線を向けると、エルマは頭痛を抑えるかのように眉み間けんを揉もみながら深い溜ため息いきを吐ついていた。

   　啊，对了。说到艾尔莎尔，就是艾尔玛的前未婚夫，不仅对女人毫无抵抗力，而且自制力也很差，还仗着贵族的权力为所欲为，是典型的没用贵族少爷的家族。也就是说，这家伙就是艾尔玛的前未婚夫吗？

   　ああ、そうか。エルザルと言えばエルマの元婚約者で、女に目がない上に我慢もきかない、その上貴族の権力を笠かさに着て色々と好き勝手やってるとかいう絵に描いたような駄目貴族のお坊ちゃんの家だったっけ。ということは、こいつがエルマの元婚約者か。

   「原来如此。请问这位亚历山大大人有何贵干？」

   「なるほど。そのアレクサンダー様が何の用で？」

   「你这家伙，让我报上名字，却不打算报上自己的名字吗？」

   「貴様、僕に名を名乗らせておいて自分は名乗らないつもりか？」

   「不，我没必要报上名字吧。你不是知道我是谁，才挡住我的去路，像这样找我麻烦的吗？」

   「いや、名乗る必要ないだろ。俺が何者かわかってて進路を塞ふさいでこうやって絡んでるんだろ？」

   「……哼，期待平民有礼貌是没用的。」

   「……ふん、平民に礼儀を期待するだけ無駄か」

   　亚历山大一边这么说，一边从我身上移开视线，高傲地用鼻子哼笑。不，你居然不否定吗？话说回来，他是怎么跟踪我们的？再怎么说，也不可能窃听我们在帝城内的对话，所以他是一直监视着我们从帝城出来吗？如果是这样的话，那还真是令人佩服的跟踪狂精神啊。

   　そう言いながらアレクサンダーは俺から視線を逸そらして偉そうに鼻で笑ってみせた。いや否定しないんかい。というか、どうやって俺達を追跡してきたんだ？　いくらなんでも帝城内での会話を盗聴できるはずはないだろうから、俺達が帝城から出てくるのをずっと監視していたんだろうか？　だとしたら見上げたストーカー根性だな。

   「所以呢，我大概能猜到你为什么要这么做，但你到底有什么目的？我们现在正要去吃饭，希望你不要来妨碍我们。」

   「それで、なんとなく想像はつくけどなんのためにこんな真ま似ねをしているんだ？　俺達は今から飯を食いに行くところなんで、邪魔するのは遠慮願いたいんだが」

   「区区平民竟敢用这种口气跟我说话？你对身为高阶贵族的我太不礼貌了吧？」

   「平民の分際でその口の利き方はなんだ？　高位貴族たる僕に対して非礼ではないか？」

   「我可没道理对不尊敬我的人表示敬意。再说，如果要谈贵族地位，我因为获得金星勋章而拥有名誉子爵的地位，而你只是侯爵家的次子，我们两个谁的地位更高呢？」

   「敬意を払わない相手に敬意を返す謂いわれはないね。そもそも、貴族位の話をするならゴールドスターの受勲によって名誉子爵としての地位を担保されている俺と、侯爵家の次男坊のあんたとじゃどっちが地位的に上なんだろうな？」

   　我一边说一边看向艾尔玛。

   　そう言いながらエルマに視線を向ける。

   「虽然说是名誉爵位，但希罗的地位等同于子爵家的当家，而你不是侯爵家的继承人，两者相比，你确实不如他。」

   「名誉爵位とはいえ子爵家当主扱いのヒロに比べると、継嗣でもない侯爵家の次男坊じゃ見劣りするのは否めないわね」

   「按照惯例，贵族家的当家地位比没有继承爵位的贵族子女更高。」

   「慣習的にも爵位を継いでいない貴族の子女よりも貴族家当主のほうが地位的には上の扱いとなりますね」

   　不仅是艾尔玛，连扮成米米的露西亚达皇女殿下也表示，我的贵族地位并不亚于亚历山大。然而，亚历山大却露出嘲讽的笑容，耸了耸肩，仿佛在说「真受不了你们」。

   　エルマだけでなく、ミミに扮ふんしたルシアーダ皇女殿下までもが貴族としての俺の立場はアレクサンダーに劣るものではないと発言する。しかし、アレクサンダーはそれを嘲あざ笑わらうかのように気障な笑みを浮かべ、やれやれと言わんばかりに肩を竦すくめてみせた。

   「名誉爵位不过是用来哄骗平民的玩意。平民终究是平民。没有贵族蓝血的人竟敢自称高贵，真是笑掉大牙」

   「名誉爵位など平民をおだてるためのまやかしだ。所しよ詮せん平民は平民。貴族の青き血が流れていない者が貴き者を名乗るなど片腹痛い」

   「……竟敢在我面前说出这种话。你胆子不小啊」

   「……私の目の前でそのような発言をするとは。なかなか勇気がありますね」

   　米米——不，露西亚达皇女殿下微笑着说道。这应该是笑里藏怒的表情吧？在授勋仪式上授予我金星勋章的正是露西亚达皇女殿下。也就是说，轻视我胸前的金灿灿勋章，就相当于轻视露西亚达皇女殿下的权威。更进一步说，这等同于轻视皇室的权威。

   　ミミ──ではなくルシアーダ皇女殿下がそう言って微ほほ笑えむ。これは微笑んでいるけど激怒しているやつなのでは？　叙勲式で俺にゴールドスターを授けたのは他ならぬルシアーダ皇女殿下である。つまり俺の胸元についている金ピカの勲章の権威を蔑ないがしろにするということは、ルシアーダ皇女殿下の権威を蔑ろにするのに等しい。更に言えば、それは帝室の権威を蔑ろにするのにも等しいということである。

   「啊……我可不管了」

   「あーあ……知らんぞ俺は」

   「米米，冷静点」

   「ミミ、落ち着いて」

   「呵呵……我很冷静。那么，艾尔萨尔侯爵家的次子大人找希罗大人究竟有何贵干，为何要如此无礼？」

   「ふふ……私は落ち着いていますよ。それで、エルザル侯爵家の次男坊様はヒロ様に一体どのような用があってこのような狼ろう藉ぜきを働いているのでしょうか？」

   　或许是被露西亚达皇女殿下微笑中散发出的皇室威压所震慑，亚历山大微微后仰。然而，他凭借意志力克服了恐惧，强行挤出自信满满的笑容，如此宣言道。

   　ルシアーダ皇女殿下の微笑みから溢あふれ出る帝室の威圧感に気け圧おされたのか、アレクサンダーが少し仰のけ反ぞる。しかし、それを意思の力で捻ねじ伏せた彼は、かなり無理矢理臭い自信たっぷりの笑顔を作り、宣言した。

   「你叫米米是吧？我要把你收为我的侍从。今后我会好好疼爱身为平民的你。你应该感到光荣。还有，艾尔玛小姐也由我带走。因为她是我的未婚妻」

   「ミミと言ったな？　お前を僕の側そば仕づかえに召し上げる。これからは僕が平民のお前を可愛かわいがってやろう。光栄に思え。あと、エルマ嬢も連れて行かせてもらう。彼女は僕の婚約者なのだからな」

   　亚历山大如此宣言道。然后他摆出一副得意洋洋的表情。

   　宣言してしまった。そして渾こん身しんのドヤ顔をキメていらっしゃる。

   「这家伙在说什么啊」

   「何言ってんだこいつ」

   「你脑子正常吗？我和你的婚约早就正式解除了吧」

   「正気？　私とあんたとの婚約はとっくに正式に解消されてるでしょ」

   「仗着贵族的权力作威作福吗……当着我的面」

   「貴族の権力を笠に着ての狼藉ですか……この私の目の前で」

   　我感到无语，艾尔玛怀疑他脑子有问题，而露西亚达皇女殿下开始释放愤怒的波动。不，波动只是比喻性的说法，但她明明面带笑容却很吓人。压迫感好强。

   　呆あきれる俺、正気を疑うエルマ、そして怒りの波動を放出し始めるルシアーダ皇女殿下。いや、波動ってのは比ひ喩ゆ的な表現なんだが、笑顔のままなのに凄すごい。威圧感が凄い。

   「话说，你这是不可能的。希罗和米米已经办完结婚手续，是名正言顺的夫妻了。虽然只是名誉爵位，但希罗是贵族，而米米是他的配偶，所以就算米米是平民，你也不能用贵族特权把她收走」

   「というか、それ無理だから。ヒロとミミは結婚手続きも終えてとっくに夫婦だし。名誉爵位とはいえ貴族位を持っているヒロの配偶者になっているから、いくらミミが平民でもあんたが貴族特権を振り回して召し上げるのは無理」

   「没错没错——呃，咦？结婚手续？夫妻？我怎么没听说过！？」

   「そうだそうだ──って、え？　結婚手続き？　夫婦？　初耳なんだが!?」

   「我有预感会发生这种事，所以事先让梅伊办好了手续。果然派上用场了」

   「こういうことが起こりそうな予感がしていたからメイに言って手続き進めといたのよ。やっぱり役に立ったわね」

   　艾尔玛一边说一边耸肩。不，没有经过本人同意就擅自进行，这样不是很奇怪吗？这样不会很奇怪吗？

   　そう言いながらエルマが肩を竦める。いや本人の了承なしに進めるのは何かおかしくない？　それは何か変じゃない？

   「别无视我！」

   「僕を無視するなぁ！」

   　在艾尔玛告知我冲击性的事实并进行对话的期间，亚历山大发飙了。

   　エルマに衝撃の事実を知らされて話をしているうちにアレクサンダーがキレた。

   「干嘛啊，吵死了。我现在在忙。不管怎么挣扎，不可能就是不可能，所以你还是死心回去大便睡觉吧。」

   「なんだようるせぇな。今取り込み中だ。どう足あ搔がいても無理なもんは無理なんだから諦あきらめて帰ってクソして寝ろ」

   「吵死了！平民不准反抗我！上！」

   「うるさい！　平民が僕に逆らうな！　やれ！」

   「哎呀，真的假的？」

   「おぉっとマジか」

   　在亚历山大的指示下，两名经过赛博格强化的壮汉大摇大摆地走上前来。不管怎么说，在光天化日之下做出这种行为，再怎么说也是自杀行为吧？周围可是有很多目击者哦。

   　アレクサンダーの指示を受け、これみよがしにサイバネティクスで強化された二人の大男が前に出てくる。いくらなんでも白昼にこのムーブは自殺行為にも程があるのでは？　周りに一部始終を目撃している人達がいくらでもいるぞ。

   「喂，你是认真的吗？既然你诉诸暴力，那我也得保护自己才行哦？」

   「おい本気か？　そっちが暴力に訴えるってんならこっちも自分の身を守らなきゃならんぞ？」

   「哈哈哈！普通的平民怎么可能敌得过经过强化的我们！」

   「ははは！　どノーマルの平民が強化されている僕達に敵かなうわけないだろ！」

   「不，我的实力已经在御前比武中充分证明——」

   「いや、御前試合で俺の実力は散々証明され──」

   　在我把话说完之前，其中一名壮汉就朝我冲了过来。另一人则是打算冲向艾尔玛她们。真是的，麻烦死了。

   　俺が言葉を言い切る前に大男のうち一人がこちらへと突っ込んできた。もう一人はエルマ達のほうに向かうつもりか。まったく、厄介な。

   「我已经警告过你了。」

   「警告はしたからな」

   　我用右手拔出激光枪射击，牵制住朝艾尔玛和露西亚达皇女殿下冲去的壮汉的脚，用左手反手拔出的剑砍向朝我袭来的壮汉。

   　右手でレーザーガンを抜き撃ちしてエルマとルシアーダ皇女殿下の方向に向かった大男の足元を撃って牽けん制せいし、左手で逆手に抜いた剣を使って俺に向かって襲いかかってきた大男に斬撃を見舞う。

   　突然开始的战斗让周围观察我们情况的行人们发出惨叫逃走了。围观群众太多的话会很难战斗，所以帮大忙了。

   　突然の戦闘開始に周りで俺達の様子を窺うかがっていた通行人達が悲鳴を上げて逃げ出した。野次馬が多いと戦いづらいから正直助かる。

   「我来挡住他！」

   「こっちは食い止めておくわ！」

   「我马上过去！」

   「すぐに行く！」

   　艾尔玛也拔出激光枪应战。露西亚达皇女殿下则把右手藏在怀里注视着情况。或许她打算在情况紧急时用藏在怀里的短剑应战。

   　エルマもレーザーガンを抜き放って応戦し始めた。ルシアーダ皇女殿下は懐に右手を忍ばせて状況を注視している。いざとなれば隠している懐剣で応戦する気なのかもしれない。

   「哎呀。」

   「おっと」

   　壮汉用不符合他那巨大身躯的敏捷动作抓住我，我用左手换成正手握剑挥砍，但壮汉迅速收回手臂躲开了斩击。看来他很清楚这把剑的锋利程度。

   　図ずう体たいに見合わない素早い動きで摑つかみかかってきた大男の腕に順手に持ち替えた左手の剣を振るうが、大男は素早く腕を引っ込めて斬られるのを避けた。流石さすがに剣の切れ味についてはよく知っているようだ。

   「没办法。我会注意不取你性命的，别恨我哦。」

   「しゃあねぇな。命だけは取らないように気をつけるが、恨むなよ」

   　我迅速把激光枪塞进枪套，拔出另一把剑。于是，壮汉也从双臂展开了类似螳螂的刀刃。哦，是暗器手吗？男孩子的心跳动起来了。

   　素早くレーザーガンをホルスターに叩たたき込こみ、もう一振りの剣を抜き放つ。すると、大男も両腕から蟷かま螂きりを彷ほう彿ふつとさせる刃やいばを展開してみせた。ほう、仕込み武器腕か。男の子の心がときめくな。

   　我们几乎同时缩短距离，互相交锋——

   　ほぼ同時に間合いを詰め、互いに切り結び──。

   「——！」

   「──ッ！」

   「努！？」

   「ヌゥッ!?」

   　我完全没有打算跟他交锋，立刻屏住呼吸，让时间的流动变慢。从对方的角度来看，我的动作看起来就像是突然加速一样。我趁那一瞬间，砍飞了壮汉展开镰状刀刃的双臂——从手肘开始的部分。我顺势与第一个壮汉擦肩而过，逼近袭击艾尔玛她们的第二个壮汉。

   　切り結ぶつもりなど毛頭なく、俺は即座に息を止めて時の流れを遅くした。相手にしてみれば俺の動きが急に加速して見えるというその一瞬で、鎌状の刃を展開している大男の両腕──その肘ひじから先を斬り飛ばした。その勢いのまま一人目の大男と擦れ違い、エルマ達に襲いかかっている二人目の大男へと肉薄する。

   「咕！」

   「くっ！」

   「喝！」

   「せぁっ！」

   　第二个壮汉注意到我接近，和第一个壮汉一样展开了螳螂镰刀般的刀刃，挡住了我的斩击。下一瞬间，激光击中了第二个壮汉的肩膀，引起小爆炸，壮汉的庞大身躯因冲击而踉跄。

   　俺の接近に気づいた二人目の大男が一人目と同様に蟷螂の鎌のようにも見えるブレードを展開し、俺の斬撃を防いだ。その次の瞬間、二人目の大男の肩にレーザーが着弾し、小爆発を起こして大男の巨きよ軀くが衝撃でよろける。

   「你不会说我很卑鄙吧？」

   「卑ひ怯きようとは言わないわよね？」

   　艾尔玛连续发射激光，击中了失去平衡的壮汉，毫不留情地轰飞了男人身体的各个部位，让他趴倒在地。吃了那么多威力接近致死的激光，就算壮汉用生化人技术大幅强化了身体，也无法立刻站起来。

   　体勢を崩した男にエルマが放ったレーザーが連続で着弾し、容赦なく男の身体からだのあちこちを吹き飛ばして地へと伏せさせた。致死威力に極めて近い出力のレーザーをあれだけ喰くらえば、いくら大男がサイバネティクスで大幅に身体強化をしていたとしてもすぐには立ち上がれまい。

   　好了，只剩下亚历山大了——我将视线转向他所在的方向。

   　さて、残るはアレクサンダーだけ──と奴やつが立っていた方向に視線を向ける。

   「两个手下都出局了。接下来轮到你了。」

   「手下二人はこれでリタイアだ。次はお前の番だな」

   　第一个被我砍断了双臂，无法战斗。第二个被艾尔玛用高功率激光轰得遍体鳞伤，无法战斗。剩下的只有亚历山大了。

   　一人目は俺に両肘の先を斬られて戦闘不能。二人目はエルマからしこたま高出力のレーザーを食らって戦闘不能。残っているのはアレクサンダーだけだ。

   「以平民来说你挺能干的，但平民终究是平民。给我好好体会一下，你们的存在就是为了向贵族俯首称臣！」

   「平民にしてはやるようだが、所詮平民は平民。貴族にひれ伏すためにある存在と思い知れ！」

   　亚历山大拔出了剑。嗯？气势倒是不错，但实力就差强人意了。我也接受过梅伊的严格训练，和近卫骑士们进行过好几次模拟战，还在御前比武中和有名的剑士交手过。结果，我变得只要对手一拿剑，就能在某种程度上推测出对方的实力。

   　アレクサンダーが剣を抜く。ふん？　威勢は良いようだが、腕は今ひとつのように思えるな。俺もメイに厳しい訓練を受けて近衛騎士達とも何度も模擬戦を行い、御前試合で名だたる剣士とも戦った。そうするとなんとなくだが、剣を構えただけで相手の力量というのがある程度測れるようになってくる。

   「劝你还是就此罢手吧？你赢不了我的。」

   「ここらでやめておいたほうが良いんじゃないか？　お前じゃ俺には勝てんぞ」

   「别小看我！」

   「僕を馬鹿にするなぁ！」

   　亚历山大将剑高举过头，朝我冲了过来。他从上段挥出一记袈裟斩。速度比用生化人技术强化过的大汉们还要快，一般来说，这一剑应该很难反应过来。

   　剣を上段に構え、アレクサンダーが突進してくる。放ってきたのは上段からの袈け裟さ斬り。速度はサイバネティクスで強化されていた大男達と比べても更に速く、普通なら反応するのも難しい一ひと太た刀ちなのだろう。

   　然而，这对我来说是已经见过几百、几千次的剑路。我从容地侧身闪开。

   　だが、俺にとっては何百回、何千回と目にした太刀筋である。余裕を持ってヒョイッと半身を反らして避ける。

   「得手了！」

   「殺とったぁ！」

   「不，没用的。」

   「いや無理だが」

   　亚历山大以雷光般的袈裟斩回击。这贵族剑术简直就像教科书一样。虽然你确信自己会胜利，但那里已经放了我的剑。

   　雷光のような袈裟斬りからの返しの刃。まるでお手本のような貴族の剣術だ。勝利を確信しているところ悪いが、そこには既に剣を置いてあるんでな。

   「啊啊啊啊啊！？」

   「ああぁぁぁっ!?」

   　亚历山大回击的剑刃，飞向我轻轻挥动的右手剑的轨道。

   　軽く振った俺の右手の剣の軌道に返しの刃を放ったアレクサンダーの手首が飛び込んできた。

   　贵族使用的剑——也就是我使用的剑，拥有强化过的单分子刀刃，理论上是最硬最锐利的剑。其刀刃甚至能斩裂战舰的装甲，能与之对抗的只有用特殊方法压缩的高压缩金属材料，或是同样强化过的单分子刀刃。

   　貴族が使う剣──つまり俺の使う剣は強化された単分子の刃を持つ、理論上最硬最鋭の剣だ。その刃は戦艦の装甲すら斬り裂き、対抗できるのは特殊な方法で圧縮された高圧縮金属素材か、同じ強化単分子の刃だけである。

   　也就是说，无论被强化到什么程度，人类的手腕只要碰到就会被斩飞。当然，亚历山大的手腕在回击的势头下，连同握着的剑一起被斩飞了。剑拖着血沫的尾巴飞舞，刺入远处的地面，亚历山大的手腕则落在更远处。

   　つまり、どれだけ強化されていようが人間の手首なんてものは触れただけで斬れ飛ぶだけの鋭さを持っているというわけだ。当然の帰結として、アレクサンダーの手首は返しの刃を放った勢いのままその握っている剣ごと斬れ飛んだ。血ち飛沫しぶきの尾を引いて舞った剣が離れた地面に突き刺さり、更にその少し離れた場所にアレクサンダーの手首から先が落ちる。

   「哎呀，出血量比想象中少呢。」

   「おや、思ったより血が出ないんだな」

   　我低头看着按住被斩飞的右手腕蹲在地上的亚历山大，同时感到佩服。我本以为手腕被斩飞的话会喷出更多血，但出血量比我想象中要少。这也是贵族身体强化的功劳吗？

   　斬れ飛んだ右手首を押さえて蹲うずくまるアレクサンダーを見下ろしながら感心する。手首を斬り飛ばしたんだからもっとドバドバ血が出るんじゃないかと思ったんだが、思いの外出血が少ない。これも貴族の身体強化の賜たま物ものなのかね？

   「你……把我的……手……！」

   「この……ぼくの……手をォ……！」

   「是你先动手的吧。光是没取你性命就该谢天谢地了。」

   「仕掛けてきたのはそっちだろう。命を取られないだけマシだと思えよ」

   　而且，既然是贵族的话，再生医疗什么的应该能随便接受吧。

   　それに、貴族なら再生医療くらいいくらでも受けられるだろう。

   「怎么办？就这样放着不管比较好吗？」

   「どうする？　このままにしてずらかったほうが良いか？」

   「那样可不好。还是叫警察来处理比较好哦。」

   「それは良くないわね。ちゃんと官憲を呼んで始末をつけたほうが良いわよ」

   　艾尔玛一边说着一边晃了晃自己的小型情报终端。她的右手还握着激光枪，枪口毫不松懈地对准了无法战斗的壮汉们。

   　そう言いながらエルマは自分の小型情報端末をひらひらと振ってみせた。彼女の右手にはまだレーザーガンが握られており、その銃口は戦闘不能に陥った大男達に油断なく向けられている。

   「那就这么做吧。」

   「それならそうするか」

   「没办法。没能享受美食真是遗憾。」

   「仕方がありませんね。食事を楽しめなかったのは残念ですが」

   　露西亚达皇女殿下一边说着，一边从怀里取出连同剑鞘的短剑。她到底打算做什么？

   　そう言いながら、ルシアーダ皇女殿下は懐から鞘さやごと短剣を取り出した。一体何をするつもりだ？

   「要给他们最后一击吗？」

   「トドメでも刺すのか？」

   「某种意义上是这样。」

   「ある意味ではそうですね」

   　她这么说着，对我微微一笑。别这样，那笑容感觉很可怕。

   　そう言って彼女はにっこりと微ほほ笑えんでみせた。やめてくれ、その笑顔はなんか怖いから。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　在我们交谈的时候，看似官差的人们赶到了——应该说，他们如同字面意思一般飞了过来。虽然不知道是基于什么原理，但他们乘坐着类似厢型车的交通工具飞了过来。没看到类似推进器的东西。是用重力控制技术飞起来的吗？

   　そう話している間に官憲と思おぼしき連中が駆けつけて──というか文字通り飛んできた。どういう原理によるものかわからないが、空を飛ぶワゴン車のようなもので飛んできたのだ。推進器らしきものが見当たらないな。重力制御技術で飛んでいるのだろうか？

   　我一边看着着陆的官差们从车上跳下来，一边把剑收回剑鞘。艾尔玛似乎也把激光枪收进了枪套。

   　着陸した官憲達が車両から飛び降りてくるのを眺めながら剣を鞘に収める。エルマもレーザーガンをホルスターにしまったようだ。

   「三名伤者！全都是重伤！」

   「負傷者三名！　いずれも重傷！」

   「医疗班也马上就会抵达。」

   「医療班もまもなく到着します」

   「一群废物！快点把那些平民抓起来！不，直接射杀他们！他们可是伤害了身为贵族的我啊！」

   「愚図どもがっ！　早くその平民どもを拘束しろ！　いや撃ち殺せ！　貴族の僕を傷つけたんだぞ！」

   　亚历山大一边接受应急处理一边大喊。虽然官差们似乎没有打算照他的话做，但看向我们的视线十分锐利。毕竟我虽然带着剑，但外表看起来就是个平民佣兵嘛。会有这种反应也是无可奈何。

   　応急処置を施されながらアレキサンダーが喚わめいている。流石に奴の言うことをそのまま実行する気はないようだが、俺達に視線を向けてくる官憲達の視線は鋭い。まぁ、俺は剣こそ携えてはいるけど見た目は平民の傭よう兵へいだものな。その反応も致し方あるまい。

   「请你们说明一下情况。」

   「事情を聞かせてもらいたい」

   　官差们这么说着，将我们三人团团包围。总之，先把该说的话说出来比较好吧。

   　そう言って官憲達が俺達三人を取り囲む。とりあえず、言うべきことは言っておいたほうが良さそうだな。

   「首先，我的名字是船长・希罗。是隶属于佣兵公会的白金排名者，也是受封金星勋章的名誉子爵。ID就在这口袋里的小型情报终端里，你们可以去核对一下」

   「まず、俺の名前はキャプテン・ヒロだ。傭兵ギルド所属のプラチナランカーで、ゴールドスターを受勲した名誉子爵でもある。ＩＤはこのポケットに入ってる小型情報端末で照会してくれ」

   　说完我拍了拍夹克的口袋。艾尔玛和米米——不，露西亚达皇女殿下也同样报上了自己的名字……呃。

   　そう言って俺はジャケットのポケットを叩く。エルマとミミ──いや、ルシアーダ皇女殿下も同じように自分の名前を……って。

   「啊……那个，这……是真的吗？」

   「は……あの、これは……本当に？」

   「你们会不相信也是情有可原，不过那把短剑上也刻着皇家的纹章吧？」

   「信じられないのも無理はありませんが、その短剣にも皇家の紋章が刻まれているでしょう？」

   「确，确实……啊！？失，失礼了！」

   「た、確かに……はっ!?　ご、ご無礼をっ！」

   　露西亚达皇女殿下表明身份后，官员当场跪下谢罪。

   　ルシアーダ皇女殿下から身分を明かされた官憲がその場に跪ひざまずき、謝罪する。

   「没关系。现在请你们履行职责。其他人也一样」

   「良いのです。今は責務を果たしてください。皆の者もそうするように」

   「「「是！」」」

   「「「はっ！」」」

   　官员们开始行动，动作比刚才快了一・五倍。不知是不是心理作用，感觉他们对待我和艾尔玛的态度也变得恭敬起来。毕竟不能对和皇家成员一起行动的人出言不逊嘛。

   　今までの一・五倍くらいキビキビとした動きで官憲達が動き回り始める。こころなしか、俺とエルマへの対応も丁寧になっている気がする。そりゃ皇家の方と行動を共にしていた人物にぞんざいな口は利けないよな。

   「我来说明一下事情的经过」

   「事の次第を説明するとだな」

   　我用自己的方式说明了情况，艾尔玛和露西亚达皇女殿下也补充了我的说明。

   　と、俺なりに事情を説明し、エルマとルシアーダ皇女殿下も俺の説明を補強していく。

   「不对！不对！是那个平民先袭击我的！」

   「違う！　違う！　襲いかかってきたのはあの平民のほうだ！」

   「是这样吗」

   「左様ですか」

   　而他们对亚历山大的态度虽然恭敬，但相当冷淡。从对话中可以想象，这一带似乎也设置了类似监视摄像头的东西，从那些资料中很容易就能查出谁的证言是正确的。

   　そしてアレクサンダーに対する対応は丁寧ながらもかなりの塩対応であった。会話の端々から想像するに、どうもこの辺りには監視カメラのようなものも設置されているようで、そのデータからどちらの証言が正しいのかということも割と簡単に調べがつくようである。

   「我感觉他的言行举止很奇怪。做这种事肯定会闹出大事吧？而且他的眼神也很诡异，该不会是嗑了什么奇怪的药吧？」

   「どうも言動がおかしいように感じるんだよな。こんなことをしたら大事になるに決まっているだろ？　なんか目つきも怪しいし、変なクスリでもキメてんじゃないのか？」

   「原来如此。阁下，我也会从这条线索调查的。」

   「なるほど。そちらの線も洗ってみます。閣下」

   「别这样，我不适合阁下这个称呼。」

   「やめてくれ、閣下なんてガラじゃない」

   　我苦笑着回应敬礼的官差。仔细想想，虽说是名誉爵位，但子爵也算是高阶贵族的一员。从身份上来说，被称呼为阁下确实也不奇怪。

   　敬礼をしてくる官憲に苦笑いを返す。考えてみれば名誉爵位とはいえ子爵という爵位は高位貴族の端くれである。閣下と呼ばれてもおかしくない身分であると言われれば確かにそうなのだろう。

   　至于最后的结果，我们的行动被认定为正当防卫，没有受到任何惩罚，亚历山大和两名手下壮汉则被官差带走了。

   　で、最終的にどうなったかと言うと俺達の行動は正当防衛ということでお咎とがめなしとなり、アレクサンダーと手下の大男二名は官憲に連行されていった。

   「既然身份已经曝光，微服出巡就到此为止了。」

   「身分を明かされた以上、お忍びはここまでです」

   「请回帝城吧。」

   「帝城にお戻りください」

   「没办法了。」

   「仕方がありませんね」

   　在向官差说明情况的期间，不知从哪里出现的近卫骑士们如此说道，于是我们也被带往帝城。

   　官憲に事情を説明している間にどこからか現れた近この衛え騎士達にそう言われ、俺達も帝城へと連行されることになった。

   「没能吃到饭真是遗憾。」

   「食事を摂とり損ねたのが無念です」

   「是啊，肚子饿了。」

   「それはそうだな。腹減ったわ」

   「时机太不凑巧了。」

   「タイミングが最悪だったわね」

   　我们乘坐的飞行车辆直接进入大型楼层间电梯，到达表层。然后直接开始飞往帝城。

   　俺達を乗せた飛行車両はそのまま大型の階層間エレベーターへと乗り込み、表層へと到達。そのまま帝城に向かって飛行を始めた。

   「这辆车不会突然因为事故坠落，把我们卷入阴谋之中吧？」

   「突然この車両が事故で墜落したりして陰謀に巻き込まれるとかありませんか？」

   「请不要说这种不吉利的话。话说你是不是故意说出口，想引发麻烦？」

   「縁起でもないことを言わないで頂きたい。というかわざと口に出してそう言ってトラブルを起こそうとしていないか？」

   「没那回事哦？」

   「ソンナコトナイデスヨ？」

   　喂，皇女殿下。你的语气很生硬哦。

   　おい、皇女殿下。声が棒読みになってんぞ。

   　不过我们并没有连续遭遇麻烦，平安到达了帝城。但是，我并没有看漏露西亚达皇女殿下偷偷露出的无趣表情。果然露西亚达皇女殿下也是那位皇帝陛下的孙女，有着以快乐为优先的愉快思考回路吧？能不能也考虑一下被耍得团团转的我们？

   　しかし流石にそんなに連続でトラブルに見舞われるようなことはなく、俺達は無事に帝城へと辿たどり着ついた。だが、密ひそかにルシアーダ皇女殿下がつまらなそうな顔をしていたのを俺は見逃さなかった。やっぱなんだかんだ言ってルシアーダ皇女殿下もあの皇帝陛下の孫だ。割と楽しいこと優先の愉快な思考回路を積んでいらっしゃるな？　振り回されるこっちの身にもなって？

   　顺便一提，米米似乎被皇帝陛下缠上了，在我们的客房里被迫穿上公主般的轻飘飘礼服和奢华装饰品，眼神死死的。

   　ちなみにミミは皇帝陛下に絡まれていたらしく、俺達の客室でまるでお姫様のようなフリフリのドレスや豪ごう奢しやな装飾品を身に着けさせられたまま死んだ目をしていた。

   「真的什么都没发生吧？」

   「本当に何もなかったんだろうな？」

   「是的，我可以保证。她只是被皇帝陛下亲自赐予话语和礼物，精神上有些疲惫而已」

   「はい、それは保証致します。単に皇帝陛下直々にお言葉や贈り物を賜り、精神的に消耗しただけです」

   「那也没办法……我可能也会变成那样」

   「それは仕方がないわね……私でも同じことになりそう」

   　艾尔玛露出同情的表情，把客房服务员女仆小姐拿来的牛奶——居然是真正的家畜奶——和我在饮料摊买的黄豆粉饮料粉混合在一起。看来是想给米米喝……但是粉是不是放太多了？她不擅长做料理吗？

   　気の毒そうな表情をしたエルマが客室係のメイドさんに持ってきてもらったミルク──なんと本物の家畜の乳だ──に俺がドリンクの屋台で買ってきたきなこドリンクの素を入れてまぜまぜしている。どうやらミミに飲ませてやるつもりらしいが……それは粉を入れすぎでは？　作るの下へ手たか？

   　啊，对了。说起来在这个世界，烹饪技术是出色的专门技能。没办法，我从艾尔玛手中抢过黄豆粉过多的黄豆粉牛奶，拜托房间里的女仆小姐再拿些牛奶过来。尝了尝味道，发现粉放得太多了，喝起来有粉粉的。让米米喝这种东西会呛到的。

   　ああ、そうだね。そういえばこの世界では調理技術は立派な専門スキルだものね。仕方ないので部屋付きのメイドさんに頼んで更にミルクを持ってきてもらうことにして、エルマからきなこ過多のきなこミルクを奪う。味見をしてみたら粉を入れすぎて飲み心地が粉っぽい。こんなもん飲ませたらミミが咽むせるぞ。

   「好甜……好好喝」

   「あまい……おいしいです」

   　我再加了些牛奶稀释，米米喝下味道刚刚好的黄豆粉牛奶后，眼睛恢复了神采。

   　俺が更にミルクを追加して希釈し、ちょうど良い感じになったきなこミルクを飲んだミミの目に光が戻ってくる。

   「这做出来的大量黄豆粉牛奶该怎么办呢？」

   「この大量にできてしまったきなこミルクはどうしたものか」

   「我还要喝」

   「おかわりします」

   「我喝太多的话会拉肚子的」

   「俺はあんまり沢山飲むとお腹なかを下しそうなんだよなぁ」

   　我从以前开始就是这样，喝太多牛奶的话会拉肚子。这已经是体质问题了，我也没办法。

   　昔からそうなんだが、牛乳を沢山飲みすぎると下すんだよね。これはもう体質的なものなのだろうからどうしようもなさそうだ。

   「啊，你们已经开始做了啊。我也可以喝吗？」

   「あ、早速作っているんですね。私も頂いてよろしいでしょうか？」

   　我正在思考该怎么办的时候，穿着礼服的露西亚达皇女殿下来到了我们住宿的客房。她似乎很快就换好了米米的衣服。

   　どうしたものかと考えていると、ドレス姿のルシアーダ皇女殿下が俺達の滞在している客室を訪ねてきた。さっさとミミの服から着替えたらしい。

   「米米小姐借给我的衣服稍后女仆会送过去。谢谢你借给我衣服」

   「ミミさんにお借りした服は後でメイドが運んできますので。お貸しくださってありがとうございました」

   「没事，能帮上忙就好」

   「いいえ、役に立ったなら良かったです」

   　米米说着露出了微笑。她们两个穿着礼服并排坐着，看起来就像双胞胎姐妹一样。两个人一起喝黄豆粉牛奶的样子有点超现实，挺有趣的。

   　そう言ってミミがふにゃりと微笑む。二人ともドレスを着て並んで座っていると双子の姉妹か何かみたいだな。二人揃そろって飲んでいるのがきなこミルクなのが微妙にシュールで面白い。

   「微服私访逛街让你满意了吗？」

   「お忍びの街歩きはご満足頂けたかな？」

   「是啊。虽然没吃到东西有点遗憾，但作为露西亚达而不是皇女在街上走走，对我来说是难得的经验。而且，我还看到了船长希罗『有本事』的一面」

   「そうですね。食事を摂り損ねたのが残念でしたが、皇女としてでなくただのルシアーダとして街を歩くことができたのは得難い経験でした。それに、キャプテン・ヒロの『持っている』ところも見られましたしね」

   「在旁人看来或许很有趣，但对被卷入麻烦的当事人来说，我真心希望你饶了我。那家伙真的不是什么好东西」

   「傍はたから見ている分には愉快かもしれんが、トラブルに巻き込まれる本人としては正直勘弁願いたいぞ。本当に碌ろくなもんじゃない」

   　我打心底这么想，但露西亚达皇女殿下看到我的样子，却发出了轻笑声。

   　心の底からそう思うのだが、そんな俺を見てルシアーダ皇女殿下はクスクスと笑い声を漏らした。

   「我很期待你今后的活跃，船长希罗。」

   「これからの活躍も楽しみにしていますよ、キャプテン・ヒロ」

   「多谢夸奖。」

   「そりゃどうも」

   　我一边叹气一边回答，耸了耸肩。看来今后露西亚达皇女殿下和皇帝陛下也会继续关注我。说不定哪天会和他们接触，今后也要小心。因为这绝对是特大级麻烦的种子。

   　溜ため息いきを吐つきながらそう返し、肩を竦すくめてみせる。これはこの先もルシアーダ皇女殿下と皇帝陛下には注目され続けそうだな。何かの折に接触があるかもしれないから、今後も用心しておくとしよう。そんなのは絶対に特大級のトラブルの種に違いないからな。

  

 
  
   
    尾声

    エピローグ

   

   


   


   　结束与露西亚达皇女殿下的微服逛街后，我们决定在第二天离开帝城。

   　ルシアーダ皇女殿下とのお忍び街歩きを終えたその翌日、俺達は帝城を去ることにした。

   　我们原本就是为了参加御前比武才被允许逗留帝城，既然御前比武已经结束，我们觉得还是早点告辞比较好。不过，昨天露西亚达皇女殿下任性地挽留了我们。

   　元々御前試合に参加するために帝城への逗とう留りゆうを許されていたので、御前試合が終わった以上は早々にお暇いとまするのが良いだろうと思っていたからだ。まぁ、昨日きのうはそれをルシアーダ皇女殿下の我わが儘ままによって阻まれる形になったわけだが。

   　昨天我们微服逛街回来后，和米米一起开心地聊天，露西亚达皇女殿下似乎终于满足了。于是，我们办完各种手续，现在正要离开帝城。

   　結局昨日はお忍びから帰ってきてからミミと一緒に楽しくお喋しやべりをしてルシアーダ皇女殿下も遂ついに満足してくれたらしい。そういうわけで、俺達は諸もろ々もろの手続きを済ませて今まさに帝城から飛び立つところである。

   　我打算先回古拉基乌斯第二殖民卫星，接上整备士姐妹。因为突然决定的御前比武，她们几乎处于软禁状态。我们滞留帝都的期间，她们一直处于被放置的状态。不过，我们经常用通讯软件联络，而且她们虽然外表是小孩，但不是真的小孩，所以我不怎么担心。

   　まずは一度グラキウスセカンダスコロニーに戻り、整備士姉妹を拾ってこようと思っている。急に決まった御前試合のせいで半ば軟禁状態になったからな。二人は俺達が帝都に滞在している間、絶賛放置プレイ状態だったのだ。まぁ、メッセージアプリでちょくちょく連絡は取っていたし、二人とも見た目はともかく子供ではないからそれほど心配はしていないのだが。

   「总之，回船后，我想一边办理降落帝都的手续，一边悠闲地度过。」

   「とりあえず、船に戻ったら再度帝都への降下手続きを進めつつのんびりしたいな」

   「是啊，还得去克莉丝的宅邸一趟。」

   「そうですね、クリスちゃんのお屋敷にも行かなきゃならないですから」

   「在办理手续的时候，可以先安排战斗机器人的事情。得联系一下瑟琳娜中校才行」

   「手続きの間に戦闘ボットの手配を進めると良いと思うわ。セレナ中佐に連絡を取らないとね」

   「是啊，得让瑟琳娜中校履行约定才行」

   「そうだな、セレナ中佐に約束を果たしてもらわにゃならん」

   「估计也会有媒体来采访，得做好应对准备」

   「恐らくメディアからの接触もあるので、その対応もしなければならないでしょう」

   「还有这事啊……能不能想办法躲过去啊」

   「それもあったか……なんとかバックレらんねぇかなぁ」

   　考虑到蒂娜和薇丝卡的立场，估计是躲不过去了。真是麻烦。

   　ティーナとウィスカの立場もあるし、そういうわけにも行かないか。面倒くさいな、全く。

   「要做的事情太多了。至少祈祷一切顺利吧」

   「やることは盛りだくさんね。せめて何事もなく万事スムーズに事が運ぶことを祈りましょうか」

   「估计不行吧……」

   「無理じゃないかなぁ……」

   「确实不行……」

   「無理そうですよね……」

   「不要一开始就放弃啊……」

   「最初から諦あきらめるのはやめなさいよ……」

   　我们三人各自叹了口气。

   　三者三様に溜息を吐く。

   「不管发生什么，主人你们肯定能克服的。就像之前一样」

   「何かあったとしてもご主人様達なら乗り越えられるでしょう。今までのように」

   「但愿如此吧」

   「だと良いけどな」

   　毕竟每次降临的麻烦未必都是我们能解决的。

   　降り掛かってくるトラブルが毎回毎回俺達の手に負えるとは限らないからなぁ。

   「希罗大人，起飞许可下来了！」

   「ヒロ様、離陸許可が下りました！」

   「好，那就出发吧。准备好了吗？」

   「よぉし、じゃあ行くか。準備は良いな？」

   「好了！」

   「はいっ！」

   「嗯」

   「ええ」

   「随时可以出发」

   「いつでも」

   「那就出发吧。目标，古拉基乌斯第二殖民卫星」

   「じゃあ、発進だ。目標、グラキウスセカンダスコロニー」

   「好的，设定航线」

   「はい、コース設定します」

   「动力炉输出功率，切换为巡航模式。前方净空」

   「ジェネレーター出力、巡航モードに移行。進路クリア」

   「解除对接。克里希那，出发」

   「ドッキング解除。クリシュナ、発進する」

   　克里希那用姿势控制推进器的推力轻飘飘地浮起，再用主推进器的喷射开始加速。舰首朝向天空的克里希那不断加速，高度也在逐渐上升，但因为惯性控制装置的作用，驾驶舱内的人员所承受的负担少得惊人。远比在地球时乘坐的过山车要好得多。

   　クリシュナが姿勢制御スラスターの推力でふわりと浮き上がり、メインスラスターの噴射によって加速を始める。艦首を空に向けたクリシュナはぐんぐんと加速して高度を上げていくが、慣性制御装置の働きもあってコックピット内の人員に掛かる負担は驚くほど少ない。地球にいた頃ころに乗ったジェットコースターより遥はるかにマシなレベルだ。

   　不久后，克里希那脱离了帝都的大气层，到达了宇宙空间。

   　やがてクリシュナは帝都の大気圏を脱出し、宇宙空間に到達した。

   「没想到离开重力圈后会让人感到安心啊……」

   「重力圏外に出たほうが安心するようになるとはなぁ……」

   「啊哈哈，老实说，比起待在帝都，我更喜欢到宇宙来」

   「あはは、私も正直帝都にいるよりも宇宙に出ていたほうがホッとしますね」

   「我也是。看来我们都是完全沉浸在佣兵生活里了。梅伊呢？」

   「私もよ。揃いも揃って傭兵生活にどっぷり頭まで浸つかってるってわけね。メイはどう？」

   　被艾尔玛搭话的梅伊眨了眨眼，歪了歪头，稍微思考了一下后开口道。

   　エルマに話を振られたメイは一度目をパチクリとさせてから首を傾かしげ、少し考えてから口を開いた。

   「我不太清楚。但是，和大家一起度过……对，让我感到很安心」

   「私にはよくわかりません。しかし、皆様方と一緒に過ごすのは……そう、心が安らぎます」

   「感到安心啊，我完全同意」

   「心が安らぐね、まったくもって同感だ」

   「是啊。虽然穿着漂亮礼服和皇女殿下喝茶也很开心，但我还是觉得这里才是我的归宿」

   「ですね。綺き麗れいなドレスを着て皇女殿下とお茶を飲むのも楽しかったですけど、やっぱり私のいる場所はここなんだなって思います」

   　听到梅伊的话，不仅是我的想法，米米也表示同意。

   　メイの言葉に俺だけでなくミミも同意する。

   「那我们回去吧。回到我们的家」

   「それじゃあ帰りましょうか。私達の我が家ってやつに」

   「是啊。好，要飞了！」

   「そうだな。よし、飛ばすぞ！」

   　我这么说着，点燃了后燃器，让克里希那拖着光尾飞了出去。

   　俺はそう言ってアフターバーナーを噴かし、クリシュナに光の尾を引かせるのだった。

  

 
  
   
    后　记

    あとがき

   

   


   


   非常感谢各位购买《因为不知不觉来到异世界，所以开始着手征服世界》的第七集！终于来到第七集了，第七集！太棒了！

   『目覚めたら最強装備と宇宙船持ちだったので、一戸建て目指して傭よう兵へいとして自由に生きたい』の７巻を手に取って頂きありがとうございます！　ついに７巻ですよ７巻！　ヤッター！

   


   　作者的近况是正在绝赞闭门不出中。希望这本书出版的时候，各种事情都能平息下来。

   　作者の近況は絶賛引きこもり中です。この本が出る頃ころには色々と収まっていると良いのですが。

   　游戏方面，因为身体渴望战斗，所以我正在玩可以搭乘发射激光、导弹和粒子炮的巨大机器人战斗的游戏。我玩得很开心。因为也有以对战为主的线上版，所以我正在犹豫要不要玩。

   　ゲームの方は身体からだが闘争を求めた結果、レーザーやミサイルや粒子ビーム砲を発射するでっかいロボに乗って戦うゲームで遊んだりしています。めっくめっく。対人戦メインのオンライン版もあるようなので、手を出すかどうか迷い中です。

   　其他还有成为老鼠国王，驱逐邪恶青蛙的游戏，或是感染了僵尸化病毒，已经没救的「志愿者」为了同伴收集物资，死了之后又成为下一个「志愿者」，追查僵尸化病毒之谜的游戏……嗯，是的。也就是说，不管世界变成什么样子，我都会像平常一样玩游戏。

   　他にはネズミの王様になって悪しきカエルを駆逐するゲームとか、ゾンビ化ウィルスに感染してもう助からない『志願者』となって仲間のために物資などを集めつつ、死んではまた次の『志願者』となってゾンビ化ウィルスの謎を追ったりもするゲームとか……ええ、はい。つまり世の中がどうあろうとも私はいつも通りゲームで遊んでいます。

   　输入！输入很重要！

   　インプット！　インプットは大事だから！

   


   　好了，作者的近况，或者说是游玩游戏的报告就到此为止，来谈谈本篇吧。

   　さぁ、作者の近況のような遊んだゲーム報告のような何かはこのくらいにしておいて、本編の話をしましょうそうしましょう。

   　这次是帝都篇。上一卷被帝国航宙军雇佣大展身手的希罗，被邀请到帝国的根据地帝都，得到了很厉害的勋章。但是帝都里有艾尔玛的家人和和米米长得一模一样的皇女殿下……就是这样的展开。

   　今回は帝都編。前回帝国航宙軍に雇われて大活躍したヒロが、帝国の本拠地たる帝都へと招かれて凄すごい勲章を貰もらうお話です。ですがその帝都にはエルマの家族やミミと瓜うり二ふたつの皇女様がいて……という展開ですね。

   　顺便一提，希罗被皇帝陛下赋予了试炼。皇帝陛下只是半开玩笑地想整一整希罗，但希罗却愤怒得浑身颤抖，觉得不可饶恕。我作为作者倒是觉得“干得好，再多整他一点，让他痛苦吧……！”之类的。真的，真的哦？

   　ついでにヒロが皇帝陛下に試練を与えられます。面白半分で。許せねぇ、とヒロは怒りに打ち震えておりますが、作者的には良いぞもっとやれそいつを苦しめろ……！　とか思ったりはしていません。本当です。本当ですよ？

   　新写的部分主要是和皇女殿下的互动。其实她被判定为力量型。

   　書き下ろしは皇女様との絡みがメイン。実は彼女がパワータイプであることが判明します。

   


   　本卷的内容就说到这里，这次也按照惯例，进入本篇中没有详细说明的设定环节吧。

   　本巻の内容についてはこれくらいにして、今回も恒例の本編ではあまり詳細に語られない、ちょっとした設定コーナーと参りましょう。

   　这次是关于宇宙怪兽的。

   　今回は宇宙怪獣について。

   　虽然都叫宇宙怪兽，但它们的种类，性质，习性等都各不相同。从定义上来说，无法进行沟通的宇宙航行种族统称为宇宙怪兽。有没有星际航行能力并不是作为宇宙怪兽的必要条件。

   　宇宙怪獣と一言で言ってもその種類や性質、習性などは様々です。定義としてはコミュニケーションを取ることが不可能な宙間航行種族をまとめて宇宙怪獣と呼称しています。恒星間航行能力の有無は宇宙怪獣として定義されるのに必ひつ須すな条件ではありません。

   　作品中出现的结晶生命体也是被称为宇宙怪兽的一种，它们被认为是非常具有攻击性的。目前还无法与它们进行任何交流。

   　作中に出てきた結晶生命体も宇宙怪獣と呼ばれる存在の一種で、彼らは非常に攻撃的であると認識されています。今の所、コミュニケーションなどは一切取れていません。

   　虽然不确定今后会不会在作品中出现，但宇宙鲨鱼和宇宙金枪鱼也是宇宙怪兽。两者不仅无法进行交流，前者还非常喜欢吃人，异常顽强，后者则是不管面对殖民卫星还是舰队，都会以惊人的速度成群结队地发起突击，非常可怕。宇宙海产品好可怕。话说宇宙海产品这个词充满了矛盾，不觉得很棒吗？不觉得？是吗……。

   　今後作中に出てくるかどうかは定かではありませんが、宇宙サメや宇宙マグロといった宇宙怪獣も存在しています。どちらもコミュニケーション不能な上に、前者はとにかく人を食べるのが大好きで異常にしぶとく、後者はコロニー相手だろうが艦隊相手だろうが物もの凄すごい速度で群れで突撃してくるやべぇやつです。宇宙海産物こわい。ところで宇宙海産物って矛盾を孕はらんでいて凄く良いと思いませんか？　思わない？　そう……。

   


   　那么，这次就到此为止。

   　さて、今回はこの辺りで失礼させていただきます。

   　K责编、负责插画的锅岛テツヒロ老師、参与本书发行的各位，以及拿起本书的各位读者，我在此向你们致以深深的谢意。

   　担当のＫさん、イラストを担当してくださった鍋なべ島しまテツヒロさん、本巻の発行に関わってくださった皆様、そして何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

   


   　我们第八卷再见！能出的话！

   　次は八巻で会いましょう！　出ると良いな！

   


   
    リュート

    リュート

   

  

 
  
   


   


   


   　Silent Witch 沉默魔女的秘密 电子特别试阅版 （作者：依空まつり　插画：藤実なんな）

   　サイレント・ウィッチ　沈黙の魔女の隠しごと　電子特別お試し版　（著：依空　まつり　イラスト：藤実　なんな）

  

 









  
   〈沉默魔女〉莫妮卡・艾瓦雷特。世上唯一能够施展无咏唱魔术的魔术师，也是单枪匹马击退传说黑龙的年轻英雄。

   〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット。無詠唱魔術を使える世界唯一の魔術師で、伝説の黒竜を一人で退けた若き英雄。

   　然而，她的本性——居然是个超级怕生的内向女孩？就连练习无咏唱魔术，也是为了让自己不用在人前开口。

   　だがその本性は──超がつく人見知り!?　無詠唱魔術を練習したのも人前で喋らなくて良いようにするためだった。

   　对于自己的才能毫无自觉，就这么被选为「七贤人」的莫妮卡，接下了护卫第二王子的机密任务……？

   　才能に無自覚なまま〝七賢人〟に選ばれてしまったモニカは、第二王子を護衛する極秘任務を押しつけられ……？

   　虽然懦弱又胆小，却也是最强。隐瞒身份的天才魔女，悄悄制裁危害王子的恶徒，痛快淋漓的奇幻故事！

   　気弱で臆病だけど最強。引きこもり天才魔女が正体を隠し、王子に迫る悪をこっそり裁く痛快ファンタジー！

  

 
  
   
    序章　沃岗的黑龙

    プロローグ　ウォーガンの黒竜

   

   


   


   　——黑龙现身于柯贝可伯爵领地的沃岗山脉。

   　──ケルベック伯爵領ウォーガン山脈に黒竜が現れた。

   


   　这项消息不仅震撼了柯贝可伯爵领地，更令整个王国陷入恐慌。

   　その報告はケルベック伯爵領のみならず、リディル王国全土を揺るがし、人々を恐怖の渦に陥れた。

   　龙是灾害。它们会袭击家畜与人类，有时甚至会毁灭一座城镇。其中黑龙更是传说级的大灾害，即使在利迪尔王国的历史上也只出现过两次。

   　竜は災害だ。家畜や人を襲い、時に街一つを壊滅させることすらある。中でも黒竜は、リディル王国史上でも二度しか登場していない伝説級の大災害であった。

   　黑龙的火焰是能烧尽地上万物的冥府之火。

   　黒竜の炎は、地上のありとあらゆる物を焼き尽くす冥めい府ふの炎。

   　据说即使王国的魔术师们合力张开防御结界，黑龙的火焰也能将结界连同魔术师一起烧毁，令其现身的土地化为焦土。

   　国の魔術師達が束になって防御結界を張っても、その炎は結界ごと魔術師を焼き尽くし、黒竜が現れた土地は焦土と化すという。

   　根据过去两次黑龙出没的纪录，当时有好几座城镇消失，王国陷入半毁状态。

   　黒竜が出没したという過去二回の記録では、街が複数消え、王国は半壊状態になったとされていた。

   「伊莎贝尔大小姐，这间宅邸已经很危险了。请您到夫人的娘家避难吧。」

   「イザベルお嬢様、もうこのお屋敷も危険です。奥様のご実家へ避難を」

   　听到侍女艾卡莎这么说，柯贝可伯爵千金伊莎贝尔・诺顿表情严肃地摇了摇头。

   　侍女のアガサの言葉に、ケルベック伯爵令嬢イザベル・ノートンは険しい顔で首を横に振った。

   「不，我直到最后都不会离开这间宅邸。」

   「いいえ、わたくしは最後までこの屋敷を離れません」

   　伊莎贝尔是个才刚满十五岁的女孩。

   　イザベルはまだ一五歳になったばかりの娘だ。

   　然而她凛然注视前方的侧脸，却有着代代守护这片土地不受龙族侵扰的伯爵家成员的矜持。

   　だが凛りんと前を見据えるその横顔には、代々この土地を竜から守ってきた伯爵家の人間としての矜きよう持じがあった。

   　在利迪尔王国龙害最严重的东部地区，长年与龙族对峙的家族，就是柯贝可伯爵家。

   　リディル王国で最も竜害が多い東部地方にて、長年、竜と対たい峙じし続ける一族。それがケルベック伯爵家だ。

   　柯贝可伯爵家的历史，就是与龙族战斗的历史。

   　ケルベック伯爵家の歴史は、竜との戦いの歴史。

   　伊莎贝尔到这个年纪为止，已经目睹过无数次龙害，亲身体验过那场惨剧。

   　イザベルはこの年までに、何度も竜害を目の当たりにし、その惨劇を身をもって味わっている。

   　仰慕伯爵家的领民们辛苦种植的作物被啃食殆尽，建筑物被破坏，有时甚至有人或家畜牺牲，她已经亲眼目睹过无数次无数次无数次无数次了。

   　伯爵家を慕ってくれる領民達の育てた作物が食い荒らされ、建物が壊され、時に人や家畜が犠牲になるところを、何度も何度も何度も何度も、その目で見てきたのだ。

   「骑士们正在最前线战斗。而且，父亲大人也在现场指挥。身为女儿的我，绝对不能抛下人民独自逃跑。」

   「騎士達が最前線で戦っているのです。それに、お父様も現場で指揮をとられている。娘のわたくしが民を見捨てて逃げるなど、あってはならないことですわ」

   　伊莎贝尔斩钉截铁地说完，楚楚可怜的脸上浮现略带悲伤的笑容，凝视着侍女。

   　イザベルはキッパリ言いきると、可か憐れんな顔に少しだけ悲しそうな笑みを浮かべ、侍女を見つめる。

   「艾卡莎，谢谢你长年为我家服务。我要放你假。」

   「アガサ。長年、我が家に仕えてくれてありがとう。貴女あなたには、暇いとまを出します」

   「不，不，大小姐……我艾卡莎也要陪您到最后。」

   「いいえ、いいえ、お嬢様……このアガサも最後までお供します」

   　长年忍受龙害的，不只是伯爵家的人。住在这片土地的所有人民，都与伯爵家一同与龙族战斗至今。

   　竜害に耐え続けてきたのは、伯爵家の人間だけではない。この地に住む全すべての民が、伯爵家と共に竜と戦い続けてきたのだ。

   　侍奉伊莎贝尔的艾卡莎，虽然还是个年轻女孩，却也相当有胆识。

   　イザベルに仕えるアガサもまた、若い娘ながらに肝が据わっていた。

   　面对下定决心的艾卡莎，伊莎贝尔以泫然欲泣的表情道谢：「谢谢你。」

   　決意に満ちたアガサに、イザベルは泣きそうな顔で「ありがとう」と礼を告げる。

   　一旦黑龙突破骑士团的防线，柯贝可伯爵领地恐怕会化为一片焦土吧。即使如此，伊莎贝尔也打算守护这间宅邸到最后一刻。

   　いずれ黒竜が騎士団を突破したら、ケルベック伯爵領は焦土と化すだろう。それでもイザベルは、最後の最後までこの屋敷を守り続けるつもりだった。

   　父亲不在的现在，守护这间宅邸就是自己的使命。

   　父が留守にしている今、この屋敷を守るのは自分の使命なのだ。

   「伊莎贝尔大人……！艾卡莎姐，大事不好了……！」

   「イザベル様……っ！　アガサ姉さんっ、大変だ……っ！」

   　连门也不敲就直接冲进房里的人，是艾卡莎的弟弟，马夫亚伦。

   　ノックも無しに扉を開けて室内に駆け込んできたのは、アガサの弟で馬丁のアランだった。

   　面对已经做好最坏打算的伊莎贝尔与艾卡莎，亚伦红着脸开口：

   　最悪の報しらせを覚悟するイザベルとアガサに、アランは頰を紅潮させて告げる。

   「从王都来的魔术师……把黑龙击退了！」

   「王都から来た魔術師が……黒竜を撃退した！」

   　亚伦的发言，让伊莎贝尔怀疑起自己的耳朵。

   　アランの言葉に、イザベルは我が耳を疑った。

   　她知道擅长击退龙族的龙骑士团，已经从王都赶来支援。也知道，龙骑士团里头有位魔术师同行。

   　竜退治に長たけた竜騎士団が、王都から応援に来たことは知っている。それと、その竜騎士団に一人の魔術師が同行していることも。

   　与龙骑士团同行的，是立于利迪尔王国魔术师顶点的七贤人之一。其名为……

   　竜騎士団に同行しているのは、リディル王国の魔術師の頂点に立つ七賢人が一人。その名も……。

   「是〈沉默魔女〉！〈沉默魔女〉，好像只靠自己一个人就把黑龙击退了！」

   「〈沈黙の魔女〉だ！　〈沈黙の魔女〉が、たった一人で黒竜を撃退したらしい！」

   　面对难掩兴奋的亚伦，姐姐艾卡莎皱起眉头开口：

   　興奮を隠せない様子のアランを、姉のアガサが眉まゆをひそめて窘たしなめる。

   「亚伦，你这话有点太夸张了。就算再怎么优秀的魔术师，也不可能独自一人击退黑龙……」

   「アラン、それは些いささか誇張がすぎますよ。いくら優れた魔術師だからって、一人で黒竜を追い払うだなんて……」

   「是真的啦！〈沉默魔女〉没有带龙骑士团，就只身一人进入沃岗山脉，把黑龙击退了！」

   「本当なんだって！　〈沈黙の魔女〉は竜騎士団も連れずに、たった一人でウォーガン山脈に入って、黒竜を撃退したんだ！」

   　龙的鳞片非常坚硬，魔力抗性也很高。因此，一般魔术据说都会被轻易弹开。

   　竜の鱗うろこは非常に硬く、魔力耐性も高い。故に、並の魔術は簡単に弾はじいてしまうと言われている。

   　想打倒龙，就只能瞄准鳞片较薄的眉心，或是眼球。

   　竜を倒すなら鱗の薄い眉み間けんか、或あるいは眼球を狙ねらうしかない。

   　然而，面对会飞的龙，要瞄准这些部位有多困难，自然是不言而喻。

   　だが、飛行する竜を相手にそれがいかに困難かは言うまでもなかった。

   　听说就连擅长实战的龙骑士团，要击退龙也得历经一番苦战。

   　実戦に長けた竜騎士団でも、竜退治には非常に苦戦すると聞く。

   （这样的对手……她只身一人就……？）

   （それを……たった一人で？）

   　伊莎贝尔怀着难以置信的心情，开口询问亚伦。

   　俄にわかには信じ難い心ここ地ちで、イザベルはアランに訊たずねた。

   「……损害呢？」

   「……被害は？」

   「死伤者零！」

   「死傷者ゼロです！」

   　伊莎贝尔深爱的领民，没有牺牲任何一人，就成功回避了历史性的灾害。这若不是奇迹，又该称作什么呢。

   　イザベルの愛する領民が誰一人犠牲になることなく、歴史的な災害を回避することができたのだ。これを奇跡と言わずして、何と言おう。

   　啊啊～就在伊莎贝尔感动至极地发出感叹声时，艾卡莎突然抬起头，凝视窗外。

   　あぁ、とイザベルが感極まった声をあげたその時、アガサがハッと顔を上げて窓の外を凝視した。

   「请等一下，那个是……」

   「お待ちください、あれは……っ」

   　顺着艾卡莎的视线看去，伊莎贝尔在空中看见了某种黑色物体。

   　アガサの視線の先を目で追えば、空に黒い何かが見えた。

   　起初还以为是鸟群的那东西，正逐渐变大。

   　最初は鳥の群れかと思ったそれは、次第に大きくなっていく。

   　当轮廓变得清晰时，伊莎贝尔感到全身的血液都在倒流。

   　その輪郭が鮮明になった時、イザベルは全身の血が音を立ててひいていくのを感じた。

   　伊莎贝尔打开窗户，冲到露台上。

   　イザベルは窓を開けるとバルコニーに飛び出す。

   　然后不顾艾卡莎的阻止，从扶手探出身子仰望天空。

   　そしてアガサが止めるのも聞かず、手すりから身を乗り出して空を見上げた。

   「那是……翼龙……」

   「あれは……っ、翼竜っ……」

   　翼龙在龙种中属于下位种，智力不高，也不会喷火。但是，它们那以机动力使出的锐利爪击，对人类而言已是十足的威胁。

   　翼竜は竜の中でも下位種で、知性が低く、火を吐くこともない。だが、その機動力から繰り出される鋭い爪の一撃は人間にとって充分な脅威だ。

   　成长到一定程度的翼龙基本上不会成群结队，但当比自己更高等的大型龙种在附近时，翼龙就会以大型龙为头目，有成群结队的倾向。

   　ある程度大きく育った翼竜は基本的に群れたりはしないが、己よりも上位種である大型竜が近くにいる時、翼竜は大型竜をボスにして群れをなす傾向がある。

   　恐怕在空中看见的翼龙群，就是以沃岗山脉的黑龙为头目聚集起来的吧。

   　おそらく空に見える翼竜の群れは、ウォーガン山脈の黒竜をボスにして集まったのだろう。

   　然后因为黑龙消失而失去统率的翼龙们，对赶走黑龙的人类感到愤怒，正准备露出獠牙。

   　そして黒竜がいなくなったことで統率が取れなくなった翼竜達は、黒竜を追い払った人間に怒り、牙きばを剝むこうとしている。

   　伊莎贝尔探出身子数着翼龙的数量。当数量超过二十时，她从扶手离开，不再继续数下去。

   　イザベルは身を乗り出したまま翼竜の数を数える。その数が二〇を超えたところで、手すりから体を離し指を折るのをやめた。

   　龙的弱点是眉心或眼睛。因此驱逐翼龙时，必须将它们拖到地面上。

   　竜の弱点は眉間か目。ゆえに翼竜を駆逐する際は、地面に引きずり下ろさなくてはならない。

   　射出绑着绳子的大型弓，让牛拉着绳子，将翼龙拖到地面后给予最后一击。

   　縄付きの大型弓を撃って牛に縄を引かせ、地に引きずり下ろしたところでトドメを刺す。

   　说起来简单，但光是驱逐一只就需要耗费大量劳力。过程中出现牺牲者的情况也不少。

   　言葉にするのは簡単だが、一匹駆逐するだけで多大な労力が必要になるのだ。その過程で犠牲が出ることも少なくない。

   　更何况，即使是长年与龙对峙的柯贝可伯爵家，也从未听说过有超过二十只的翼龙。

   　まして、竜と長年対峙してきたケルベック伯爵家でも二〇を超える翼竜だなんて前代未聞だ。

   　嘎嘎嘎嘎的刺耳叫声越来越大，灰色的天空被翼龙群覆盖。

   　ギャアギャアとつんざくような鳴き声が次第に大きくなり、灰色の空を翼竜の群れが覆っていく。

   「大小姐，请进屋内！」

   「お嬢様、中にお入りくださいっ！」

   　就在艾卡莎拉住伊莎贝尔手的瞬间，一阵强风袭向两人全身。是接近宅邸的翼龙卷起的风。

   　アガサがイザベルの手を引いた瞬間、強い突風が二人の全身を襲った。屋敷に接近してきた翼竜が巻き起こした風だ。

   　为了不被风吹走，伊莎贝尔紧握着露台的扶手，确实看见了。翼龙那双大大的眼睛，捕捉到了自己。

   　風に飛ばされぬよう、バルコニーの手すりを握りしめたイザベルは、確かに見た。翼竜のギョロリと大きな目が、己を捉とらえるのを。

   　啊啊，就在伊莎贝尔发出绝望的叹息时。

   　あぁ、とイザベルが絶望の吐息を漏らしたその時。

   


   　天空，打开了门。

   　空に、門が開いた。

  

 









  
   　比城门和翼龙的身体还要巨大的那扇门是由白光构成的，门的周围还浮现出好几个拥有相同光辉的魔法阵。

   　城の門よりも翼竜の体よりも、なお大きなその門は白い光で出来ており、門の周囲には同じ輝きを持つ魔法陣がいくつも浮かんでいる。

   　从无声打开的门中吹出一阵强风。那阵风缠绕着与发光的门十分相似的白色光粒子。

   　音もなく開いた門の奥から強い風が吹いた。その風は発光する門によく似た、白い光の粒子を纏まとっている。

   　闪耀着白色光辉的风，宣告春天到来之人——拥有这个别名的风之精灵王谢费尔德的吐息。

   　白く輝く風、春を告げる者──そんな二つ名を持つ風の精霊王シェフィールドの吐息。

   　精灵王召唤。这是国内只有少数人会使用的高等魔术。

   　精霊王召喚。国内でも使い手は数えるほどしかいない、高度な魔術。

   　精灵王的吐息按照施术者的命令化为锐利的长枪，一边撕裂覆盖天空的厚重云层，一边贯穿翼龙的眉心。

   　精霊王の吐息は術者の命じるままに鋭い槍やりに形を変え、空を覆う厚い雲を切り裂きながら、翼竜の眉間を貫いた。

   　翼龙们甚至没有发出临死前的惨叫，就在不知道发生什么事的情况下丧命，一只又一只地坠落地面。

   　翼竜達は断末魔の叫びをあげることすらなく、何が起こったのかも分からぬまま絶命し、一匹、二匹と地に落ちていく。

   「那是……」

   「あれ、は……」

   　翼龙的庞大身躯光是坠落地面就是一种威胁。如果下方有人或建筑物，就会造成更大的损害。

   　地に落ちる翼竜の巨体は、それだけで脅威だ。下に人や建物があれば被害が増える。

   　然而，眉心被贯穿而丧命的翼龙们，其庞大身躯被闪耀的风包围，宛如树叶般轻飘飘地静静落地，层层堆叠。

   　だが眉間を貫かれて絶命した翼竜達の巨体はきらめく風に包まれて、まるで木の葉のようにヒラリヒラリと静かに地に落ち、積み重なっていった。

   　那是安静得可怕且准确的魔术。行使这个魔术的人，是站在翼龙尸体前的娇小人物。

   　恐ろしく静かで、正確な魔術。それを行使したのは、翼竜の死し骸がいの前に立つ小柄な人物だ。

   　身穿绣有金线刺绣的长袍，兜帽压得低低的，手中紧握着比身高还长的黄金法杖的魔术师。

   　身に纏うは金糸の刺し繡しゆうを施したローブ。そのフードを目深に被かぶり、身の丈よりも長い黄金の杖つえを握りしめている魔術師。

   　脚边则有只像是使魔的黑猫，正缠着长袍的下摆玩耍。

   　その足元では、使い魔らしき黒猫がローブの裾すそにじゃれついている。

   　长袍人抱起黑猫，转身背对龙的尸骸迈步离去。

   　ローブの人物は黒猫を抱き上げると、竜の死骸に背を向けて歩きだした。

   　在利迪尔王国，魔术师的法杖长度，就代表了魔术师的等级。

   　リディル王国では、魔術師の杖の長さは、そのまま魔術師の格を表している。

   　而被允许持有与身高同长的法杖的，全国就只有七人——七贤人而已。

   　そして、身の丈ほどの長い杖を持つことが許されているのは、この国でたった七人──七賢人だけ。

   　击落翼龙的那名娇小魔术师，正是利迪尔王国引以为傲的魔术师最高峰。

   　翼竜を撃ち落とした、あの小さな魔術師こそ、リディル王国が誇る魔術師の最高峰。

   　七贤人之一，〈沉默魔女〉。

   　七賢人が一人〈沈黙の魔女〉。

   「哇……哇啊……」

   「まぁ……まぁぁ……」

   　伊莎贝尔所知的魔术，都是火焰啦风啦之类的，笔直朝目标飞去的东西。虽然很厉害，但也仅此而已。

   　イザベルが知っている魔術とは、炎なり風なりが真まっ直すぐ対象に飛んでいくものである。すごいけれど、それだけだ。

   　精准击穿飞翔中的翼龙眉心，让坠落的巨体无声无息地集中于一处……如此纤细又美丽的魔术，伊莎贝尔从未见过。

   　飛ひ翔しようする翼竜の眉間を正確に撃ち抜き、落下する巨体を音もなく一箇所に集める……こんな繊細で美しい魔術を、イザベルは見たことがない。

   　伊莎贝尔脸颊染上蔷薇色，从露台持续凝视着救世主引发的奇迹。

   　イザベルは頰を薔ば薇ら色いろに染めて、救世主の起こした奇跡をバルコニーの上から見つめ続けた。

  

 
  
   　同一时刻，有个男人在稍远的地方眺望着这幅光景。

   　同時刻、この光景を少し離れたところから眺めている男がいた。

   　映在男人碧绿眼眸中的，是施展了这静谧而美丽的魔术的魔女。

   　男の碧あおい目に映るのは、この静かで美しい魔術を行使した魔女の姿。

   　男人感叹地呼出一口气，小声地喃喃道。

   　ほうっと感嘆の吐息を漏らし、男は小さく呟つぶやく。

   「终于找到了……我能够沉迷其中的事物。」

   「やっと見つけた……僕が、夢中になれるもの」

   　他的声音仿佛坠入了情网一般，带着热度。

   　その声はまるで恋に落ちたかのように、熱を帯びていた。

  

 









  
   
    一章　同期来访，强人所难

    一章　同期が来たりて無茶を言う

   

   


   


   　……软绵绵。

   　……ふにふに。

   　握着笔趴在桌上睡着的莫妮卡，被脸颊上柔软物体的触感唤醒。

   　ペンを握りしめたまま机に突っ伏して眠っていたモニカは、頰に柔らかい物が触れる感触で目を覚ました。

   　缓缓撑开沉重的眼皮，便与凝视着自己的黑猫金色眼珠对上眼。

   　重たい瞼まぶたをノロノロと持ち上げれば、こちらを見つめる黒猫の金色の目と目が合う。

   　用肉球软绵绵地按着莫妮卡脸颊的黑猫，一发现莫妮卡已经清醒，便眯起眼睛，露出有如人类般的笑容。

   　モニカの頰を肉球でふにふにと押していた黒猫は、モニカが目を覚ましたことに気づくと、ニンマリと目を細めて人間のように笑った。

   「喂，莫妮卡，天亮喽。你打算睡到啥时啊。你是那个吗？没有王子殿下亲吻就醒不过来的公主吗？」

   「おいモニカ、朝だぞ。いつまで寝てるんだ。お前はアレか。王子様のキスが無いと起きないお姫様か？」

   　莫妮卡并未对会说话的猫感到惊讶，揉着眼睛撑起上半身。

   　喋しやべる猫に驚くでもなく、モニカは目を擦こすりながら上半身を起こした。

   　这只身为莫妮卡使魔的黑猫，不但听得懂人话，还看得懂文字。

   　モニカの使い魔であるこの黒猫は、人間の言葉を理解しているし、文字も読める。

   　只要一有空，它就会用前脚灵巧地翻页，阅读冒险小说之类的书籍，比莫妮卡还爱看书。王子殿下亲吻这种表现，肯定也是从书上看来的吧。

   　暇さえあれば、前足で器用にページを捲めくりながら冒険小説などを読んでいて、モニカよりもずっと読書家だ。王子様のキスなんて表現も、きっと本で読んで覚えたのだろう。

   「……唔～早安，尼洛。已经早上了？……我，去洗脸……」

   「……うぅ、おはよう、ネロ。もう朝？　……顔、洗ってくる……」

   　莫妮卡将马克杯里剩下的冷咖啡一饮而尽，站起身来。

   　モニカはマグカップに残った飲み残しの冷たいコーヒーを飲み干し、立ち上がる。

   　就这样背对黑猫尼洛打开玄关大门，一阵令人感受到夏季尾声的凉爽微风便抚过脸颊。

   　そうして黒猫のネロに背を向けて玄関の扉を開けると、夏の終わりを感じさせる涼やかな風が頰を撫なでた。

   　利迪尔王国某座山中的破旧小屋。这就是莫妮卡的住处。

   　リディル王国のとある山の中にあるオンボロ小屋。それがモニカの暮らす家だ。

   　周围没有其他民家，徒步前往最近的村庄也得花上一小时以上。

   　周囲に他の民家は無く、一番近くの村までは徒歩で一時間以上かかる。

   　绕到小屋后方的莫妮卡，正努力摆动娇小的身躯，从井里打水。

   　家の裏手に回ったモニカは、小さい体を懸命に動かして井戸から水を汲くんだ。

   　最近自来水技术发展得十分蓬勃，不只大都市，就连附近的村庄也已经普及，但终究还是没牵到位于山腰的小屋。

   　最近は水道技術の発展がめざましく、大都市のみならず、この付近の村にも水道が普及しているけれど、山の中腹にあるこの小屋には、流石さすがに水道は引いていない。

   　在都市长大的莫妮卡，起初虽然也觉得有些不便，但最近已经完全习惯在这间山间小屋的生活了。最重要的是，这里既安静又没有别人。

   　都会育ちのモニカは、最初の内こそ不便に思ったりもしていたが、最近ではこの山小屋での暮らしにすっかり慣れていた。なにより、静かで人がいないのがいい。

   　莫妮卡将饮用水装进桶子里，顺便回收晾在晒衣竿上的衣物，回到小屋。

   　モニカは飲料用の水を桶おけに汲むと、ついでに物もの干ほし竿ざおに引っかけっぱなしにしていた衣類を回収して、小屋に戻った。

   　然后，她才像是突然想起什么似的，望向摆在房间角落的穿衣镜。

   　そうして思い出したように部屋の隅に置かれた姿見を見る。

   　这是被朋友念说「多注意一下仪容」，硬是被对方塞进这间破旧小屋的镜子，是与小屋不相衬的高级品。

   　少しは身なりに気を遣え、と知人に言われ、その人の手で無理やり持ち込まれた姿見は、このオンボロ小屋には不釣り合いに立派な品だった。

   　而映照在这面高级镜子里的，是身披旧长袍，一头乱发又瘦又小的少女。

   　そんな立派な鏡に映っているのは、着古したローブを身につけた、ボサボサ髪で瘦やせっぽっちの小柄な少女だ。

   　明明今年已经十七岁了，与实际年龄相比，身体却显得贫弱，脸色苍白得有如死人。

   　今年で一七歳になるというのに、実年齢に比べて貧相な体は青白く、まるで死人のよう。

   　随意绑成两条辫子的浅褐色头发既无光泽又干涩，比稻草捆还要粗糙。

   　適当に二つに分けて編んだ薄茶の髪は艶つやがなくパサパサで、藁わらの束よりも粗末な有様である。

   　在恣意生长的浏海下，圆滚滚的双眼浮现着清晰的黑眼圈。

   　伸び放題の前髪の下にある丸い目には、くっきりと隈くまが浮いていた。

   　说实话，这副模样实在惨不忍睹，令人不敢轻易出现在人前，但对于成天窝在山间小屋的莫妮卡而言，根本无关紧要。

   　正直、人前に出るのがはばかられるような酷ひどい有様だが、山小屋に引きこもっているモニカには、どうでもいい話である。

   （啊，不过，今天好像是每个月一次的送货日吧……）

   （あ、でも、今日は月に一度の物資を届けてもらう日だっけ……）

   　极度怕生，不擅长在店里购物的莫妮卡，都是拜托山脚村庄的村民帮忙送货。

   　人見知りが激しく、店での買い物が苦手なモニカは、麓ふもとの村の人間に頼んで、食料などを届けてもらっているのだ。

   　就在莫妮卡犹豫着是不是该重新绑好头发时，小屋的门传来咚咚的敲门声。

   　やっぱり髪を編み直そうか少し迷っていると、小屋の扉がドンドンとノックされた。

   「莫妮卡，我送粮食来喽～！」

   「モニカ、食料届けにきたわよー！」

   　活泼的少女嗓音令莫妮卡肩头一颤，赶紧把长袍的兜帽拉得更低。

   　快活な少女の声にモニカはビクッと肩を震わせ、ローブのフードを深々と被る。

   　尼洛趁机轻巧地跳上架子。

   　その間にネロはヒラリと棚に飛び乗った。

   「有客人啊。那本大爷就装成猫吧。喵～」

   「客人か。じゃあオレ様、猫のフリしてるな。にゃぁ」

   「嗯、嗯。」

   「う、うん」

   　向尼洛点头，莫妮卡战战兢兢地打开门。

   　ネロに頷うなずき、モニカはビクビクしながら扉を開ける。

   　门外停着一辆手推车，一位十岁左右的少女就站在一旁。

   　扉の前には荷車が置かれており、そばには一〇歳ぐらいの少女が佇たたずんでいた。

   　那是位将深褐色头发绑在后颈，看起来个性好胜的少女。是附近村庄的少女，名叫安妮。

   　焦茶の髪を首の後ろで括くくった勝気そうな少女だ。この近くの村の少女で、名をアニーという。

   　负责送货到莫妮卡这儿的，基本上都是这位少女的工作。

   　モニカのところに荷物を届けにきてくれるのは、もっぱらこの少女の役目だった。

   　莫妮卡从门后稍稍探出头，战战兢兢地向安妮打招呼：「午、午安。」

   　モニカは扉の陰からちょっとだけ顔を覗のぞかせて、ビクビクとしながら「こ、こんにちは」と声をかける。

   　安妮早已习惯莫妮卡这种态度，一把推开莫妮卡，将门大大敞开，然后举起装着食材的包裹。

   　そんなモニカの態度にもアニーは慣れたもので、モニカを押しのけるように扉を大きく開けると、食料の包みを持ち上げた。

   「我要把东西搬进去了。帮我扶着门哦。」

   「荷物、中に運び込むから。扉、押さえててね」

   「嗯、嗯……」

   「う、うん……っ」

   　莫妮卡战战兢兢地点头，安妮便手脚俐落地把东西搬进屋内。

   　モニカがビクビクしながら頷くと、アニーは手際良く荷物を中に運び込んだ。

   　莫妮卡所住的小屋虽然家具不多，但无论桌面还是地板，都散落着成堆的纸张与书本，连个下脚的地方都没有。

   　モニカの暮らす小屋は家具こそ少ないが、テーブルの上も床の上も、紙の束や本が散らかっていて、足の踏み場もないような有様である。

   　床铺更是早就被文件淹没，连躺都没法躺。

   　寝台なんてとっくに書類で埋め尽くされていて、横たわることもできない。

   　所以，最近的莫妮卡已经习惯坐在椅子上睡觉了。

   　だから、最近のモニカは椅子に座ったまま寝るのが習慣になっていた。

   「还是老样子乱七八糟的家！嗳，这些纸张是重要的东西吗？可以丢掉吗？」

   「相変わらず酷い家！　ねぇ、この紙の束は大事なもの？　捨てていいもの？」

   「全、全部，都很重要！」

   「ぜ、全部、大事！」

   　安妮露出狐疑的眼神，望向占领地板的纸堆。

   　アニーは胡う散さん臭くさそうな目で、床を占領している紙の束に目をやった。

   「嗳，这是算式对吧？在计算什么呀？」

   「ねぇ、これって数式よね？　何を計算しているの？」

   　安妮不但识字，还是个工匠的女儿，对数字很在行。虽然才刚满十岁不久，但与同年代的孩子相比，她是个脑袋灵光的少女。

   　アニーは文字が読めるし、職人の娘なので数字に強い。まだ一〇を少し過ぎたぐらいの年だが、同年代の子どもと比べて頭の良い少女だ。

   　但就算是这样的安妮，似乎也只把莫妮卡写在纸上的东西当成无法理解的数字罗列。

   　そんなアニーでも、ここに記されているものは理解不能な数字の羅列にしか見えないようだった。

   　莫妮卡低着头，避免与安妮对上眼，开口回答：

   　モニカは俯うつむき、アニーと視線を合わせないようにしつつ答える。

   「呃——那个是……星、星星轨道的计算式……」

   「えっと、そっちのは……ほ、星の軌道の計算式……」

   「那这个呢？好像写了一大堆植物的名字耶。」

   「じゃあこれは？　なんか、植物の名前がいっぱい書いてあるけど」

   「……那、那是……计算植物肥料的配方，然后整理成表格……」

   「……そ、それは……植物の肥料の配合を計算して、表にまとめたもので……」

   「那这个呢？好像写了一大堆魔法文字？之类的。」

   「じゃあこれは？　なんか、魔法文字？　みたいなのが、書いてあるけど」

   「……米、米妮瓦的教授提倡的新复合魔术式，试算……」

   「……ミ、ミネルヴァの教授が提唱した、新しい複合魔術式の、試算……」

   　莫妮卡摆弄着宽松的长袍袖子，小声回答。安妮听了，猫眼顿时睁得老大。

   　ぶかぶかのローブの袖そでをいじりながら小声で答えるモニカに、アニーは猫目を丸く見開いた。

   「魔术式？莫妮卡会用魔术吗？」

   「魔術式？　モニカって魔術が使えるの？」

   「……啊，呃——那个…………呃……」

   「……あ、えっと、その…………えっと……」

   　莫妮卡支吾其词，视线左右游移不定。

   　モニカは口ごもり、視線を右に左に彷徨さまよわせる。

   　在架子上装睡的尼洛喵喵叫了一声，像是在说「喂喂喂，你没问题吧」。

   　棚の上で寝たふりをしているネロが「おいおい大丈夫かよ」とでも言いたげに、にゃあと鳴いた。

   　莫妮卡忸忸怩怩地搓着指头，迟迟没有回答，安妮只好耸耸肩笑道：

   　モニカがいつまでもモジモジと指をこねていると、アニーは軽く肩をすくめて笑う。

   「开玩笑的啦，怎么可能嘛。要是会用魔术，哪会躲在这种深山里隐居，早就去王都大显身手了嘛。」

   「なぁーんて、使えるわけないよね。魔術が使えたら、こんな山の中で隠いん遁とん生活なんてしないで、王都で活躍してるはずだもん」

   　魔术——那是运用魔力，引发奇迹的技法。

   　魔術──それは魔力を用いて、奇跡を起こす術のことである。

   　虽然魔术曾是贵族独占的秘术，但近年来，庶民也渐渐有机会学习。

   　かつては貴族が独占していた秘術でもあったのだが、近年は庶民にも学ぶ機会が与えられるようになった。

   　即使如此，想进入魔术相关机构学习，还是需要相应的财力或才能，并非谁都能随随便便就学。若有人出身庶民却当上魔术师，那可说是飞黄腾达也不为过。

   　それでも魔術を学ぶための機関に入るには、相応の財力か才能が必要で、誰だれでも気軽に学べるようなものではない。もし庶民出身で魔術師になった者がいたなら、それは大出世と言って良いだろう。

   　比方说，上级魔术师可以成为贵族的专属，或是就职于堪称魔术师明星的魔法兵团。

   　例えば上級魔術師なら貴族のお抱えか、或あるいは魔術師の花形とも言える魔法兵団に就職できる。

   　在山间小屋生活的莫妮卡，不可能会是魔术师。安妮的指摘非常合理。

   　こんな山小屋で暮らすモニカが魔術師のわけがない、というアニーの指摘はもっともだった。

   「嗳嗳，莫妮卡知道吗？听说三个月前，东边国境发生了龙害。」

   「ねぇねぇ、モニカは知ってる？　三ヶ月前にね、東の国境が竜害にあったんだって」

   　莫妮卡在长袍下的肩膀为之一震，装睡的尼洛也在架子上睁开单眼。

   　ローブの下でモニカの肩がピクリと震え、棚の上で寝たふりをしていたネロも片目を開けた。

   　尼洛垂在架子下的尾巴，就像时钟的钟摆一样，缓缓地左右摇晃。

   　棚の下にだらりと垂れたネロの尻しつ尾ぽが、ゆらゆらと時と計けいの振り子のように揺れる。

   「听说是大型的翼龙，成群结队出现在人类的聚落！数量竟然高达二十只以上！」

   「大型の翼竜がね、群れをなして人里に現れたんだって！　その数なんと二〇以上！」

   　翼龙正如其名，是长有翅膀的龙。虽然在龙族中属于智能较低的下位种，但一旦成群结队，就会变得非常棘手。它们的目标虽然大多是家畜，但近年来，饥饿的翼龙袭击人类的案例也不在少数。

   　翼竜は名前の通り、翼を持った竜だ。竜の中でも知性の低い下位種だが、群れになると非常に手て強ごわい。狙ねらわれるのは家畜が多いのだが、飢えた翼竜が人間を襲うことも近年は珍しくなかった。

   「然后啊！然后啊！统率那群翼龙的，竟然！是传说中的黑龙！而且还是恶名昭彰的沃岗的黑龙！」

   「そんでね！　そんでね！　その翼竜達の群を統率していたのが、なんと！　伝説の黒竜だったんだって！　その名も悪名高いウォーガンの黒竜！」

   　在龙族中，黑龙与赤龙等拥有颜色名称的龙，被称为上位种，被视为特别危险的种类。

   　竜の中でも黒竜や赤竜など、色の名前を持つ竜は上位種と呼ばれ、とりわけ危険視されている。

   　其中又以黑龙最为危险。

   　その中で最も危険と言われているのが黒竜だ。

   　黑龙所吐出的特殊火焰——黑炎，是连上级魔术师的防御结界都能无情烧尽的禁忌之炎。

   　黒竜の吐く特殊な炎、黒炎は上級魔術師の防御結界をも無慈悲に焼き尽くす禁忌の炎である。

   　一旦黑龙开始作乱，就算把整个国家化为焦土也不足为奇。正可谓传说级的危险生物。

   　ひとたび黒竜が暴れだせば、国が焦土と化してもおかしくはない。まさに伝説級の危険生物。

   「然后啊！龙骑士团好像就出动去讨伐黑龙了，然后七贤人之一，好像也一起同行了！啊，你知道七贤人吗？就是这个国家最顶尖的七位魔术师，总之就是很厉害的魔术师啦。」

   「それでね！　竜騎士団が黒竜討伐に向かったらしいんだけど、そこに七賢人が一人、同行していたらしいの！　あっ、七賢人って分かる？　この国の魔術師のトップの七人でね、とにかくすごい魔術師なんだけど」

   「是、是哦……」

   「へ、へぇ……」

   「最年轻的七贤人〈沉默魔女〉！她好像只凭自己一个人，就击退了黑龙，把翼龙全部击落了呢！」

   「最年少の七賢人〈沈黙の魔女〉！　彼女がたった一人で黒竜を撃退して、翼竜を全部撃ち落としたんだって！」

   　在乡下小村，这类传闻是珍贵的娱乐。

   　田舎いなか村では、この手の噂うわさ話ばなしは貴重な娯楽である。

   　安妮的双眼，已经闪亮到不能再闪亮……但，莫妮卡可没空理她。

   　アニーの目は、それはもうキラキラと輝いていた……が、モニカはそれどころではなかった。

   「〈沉默魔女〉她呀，是现存魔术师中唯一能使用无咏唱魔术的人哦！魔术这种东西，基本上绝对需要咏唱，但〈沉默魔女〉却不需要咏唱！她可以不咏唱就接二连三使出强力的魔术呢！」

   「〈沈黙の魔女〉はね、現存する魔術師の中で唯一の無詠唱魔術の使い手なんだって！　魔術はね、基本的に詠唱が絶対に必要なんだけど、〈沈黙の魔女〉はその詠唱を必要としないの！　詠唱無しで強力な魔術をバンバン使っちゃうんだって！」

   　莫妮卡默默地按住胃部。胃就像被紧紧勒住一般，传来阵阵痛楚。

   　モニカは無言で胃を押さえた。胃が引き絞られるかのように痛い。

   　明明是舒爽的夏日早晨，莫妮卡却浑身大汗淋漓。

   　気持ちの良い夏の朝でありながら、モニカは全身をぐっしょりと汗で濡ぬらしていた。

   「这、这样啊……」

   「そ、そうなんだ……」

   　莫妮卡以生硬的语调应声，安妮随即双手捧着脸颊，陶醉地喃喃自语起来。

   　モニカがぎこちなく相あい槌づちを打つと、アニーは両手を頰に添えてうっとりと呟つぶやく。

   「唉～一次就好，真想亲眼见识见识啊～真正的七贤人。」

   「はぁ、あたしも一度でいいから見てみたいなぁ。本物の七賢人」

   　在这种乡下地方，别说是七贤人了，就连中级以下的魔术师都鲜少有机会目睹。正因如此，安妮才会对魔术师抱持着接近憧憬的感情吧。

   　こんな田舎では、七賢人はおろか中級以下の魔術師だって滅多にお目にかかれない。だからこそ、アニーは魔術師に対し、憧あこがれに近いものを抱いているのだろう。

   　按着阵阵抽痛的胃，莫妮卡从橱柜的皮袋中取出几枚银币。这是请安妮帮忙送食材过来的费用，以及给她的车马费。

   　モニカはキリキリと痛む胃を押さえつつ、戸棚の革袋から銀貨を数枚取り出した。届けてもらった食料の代金とアニーの駄賃だ。

   「这、这个……谢谢你，每次都麻烦你。」

   「こ、これ……いつも、ありがとう」

   　小声地道谢后，莫妮卡将银币塞进安妮的掌心。

   　ボソボソと礼を言って、モニカは銀貨をアニーの手に握らせた。

   　数了数银币的枚数，安妮歪头不解。

   　アニーは銀貨の枚数を数えて首を捻ひねる。

   「每次都这样，真的可以收下这么多吗？这可是比你这里食材的两倍还多耶。」

   「いつもながら、こんなに貰もらっていいの？　ここにある食料の二倍近い額だよ、これ」

   「因、因为，你帮我，送过来……多出来的，就当作，安妮的零用钱，没关系。」

   「と、届けて、もらってる、から……余ったのは、アニーのお小遣いにして、いいよ」

   　换作是普通的小孩，大概会开心地把银币收进怀里，但安妮是个聪明的少女。

   　これが普通の子どもなら、わぁいと喜んで硬貨を懐にしまうところだが、アニーは賢い少女だった。

   　面对这与自己不相称的报酬，安妮以试探的眼神望向莫妮卡。

   　分不相応な報酬に、アニーはモニカを探るような目で見る。

   「莫妮卡，你平常是做什么工作的人呀？」

   「モニカって、お仕事は何してる人なの？」

   「呃、呃——……计算？」

   「え、えっと……計算？」

   「数学博士吗？」

   「数学の博士はかせなの？」

   「应该……算是……吧。嗯……」

   「そんな……感じ……かな。うん……」

   　被搬进这间小屋的文件，每一份都毫无统一感可言。

   　ここに持ち込まれた書類の山は、どれも統一感の無いものばかりだ。

   　除了星星轨道、肥料配方之外，还有人口统计、税收、商品销售量的推移等等，总之各种各样的数字相关资料，都以乍见之下毫无秩序，只有莫妮卡才懂的规则，排列在这间小屋里。

   　星の軌道、肥料の配合の他にも、人口統計やら、税収やら、商品の売上の推移やら、とにかくありとあらゆる数字に関する資料が、この山小屋には一見無秩序に、モニカにしか分からない秩序に則のつとり、並んでいる。

   　对于数学博士这个说明，安妮似乎还算可以接受。

   　アニーは数学の博士という説明に、それなりに納得してくれたらしい。

   「哼嗯～那，从昨天开始就来我们村子的人，也是数学博士喽。」

   「ふぅん、じゃあ、昨日きのうからうちの村に来てる人も数学の博士なんだ」

   「……咦？」

   「……え？」

   「有个说是莫妮卡同事的人，来我们村子了。他说想来莫妮卡的小屋，我就告诉他怎么走了。我想应该就快到了。」

   「モニカの同僚って人がね、うちの村に来てたの。モニカの小屋に行きたいって言ってたから、あたしが道を教えたんだ。もうすぐ来ると思うよ」

   　同事。

   　同僚。

   　光是听到这两个字，莫妮卡的脸色就逐渐发青。

   　その一言に、モニカの顔はみるみる青ざめる。

   　莫妮卡在松垮的长袍下浑身颤抖，以牙齿打颤的声音向安妮问道：

   　モニカはぶかぶかのローブの下で体をガタガタと震わせつつ、歯の根の合わぬ声でアニーに訊たずねた。

   「那、那个人，是、是、是怎、怎样的人……？」

   「そ、その人って、どっ、どっ、どんな、人っ……？」

   「就是我。」

   「私です」

   　一道响亮的嗓音，自莫妮卡背后响起。

   　よく通る声は、モニカの背後で響いた。

   　莫妮卡的喉咙顿时发出「噫」的一声。

   　モニカの喉のどがヒィッと鳴る。

   　僵硬地转过身去，就看到一位将亮丽的栗子色头发绑成麻花辫的美男子，正倚在门上微笑。

   　ギクシャクと振り向けば、そこには艶やかな栗くり色いろの髪を三つ編みにした美丈夫が扉にもたれて微笑ほほえんでいた。

   　美男子身旁，还有一位身穿女仆装的金发美女随侍在侧。

   　そのそばには、メイド服を身につけた金髪の美女が控えている。

   　男子身上穿的是做工精致的长礼服，手持拐杖，戴着单边眼镜。无论从哪个角度观察，都是位洗练高雅的绅士。

   　男の方が身につけているのは立派なフロックコートにステッキ、片かた眼鏡めがね。どこから見ても、洗練された上品な紳士である。

   　最重要的是，他那线条纤细，隐约带点女性化的五官，端正到足以令大多数女性为之着迷。

   　なにより、どこか女性的な線の細い顔立ちは、大抵の女性ならうっとりと見み惚とれそうな程に整っていた。

   　然而，莫妮卡却恐惧到双眼圆睁，死命地压抑着不让自己尖叫出声。

   　だが、モニカは恐怖に目を剝むき、必死で悲鳴を嚙かみ殺ころす。

   「路路路路，路易，路易……斯，先生……」

   「ルルルル、ルイ、ルイ……ス、さん……」

   「可以请你别把别人的名字，取成什么路路路路・路易路易斯这种，听起来很欢乐的名字吗？」

   「人の名前を、ルルルル・ルイルイスなどと、愉快な名前にしないでいただけますかな？」

   「噫，对不，对不……」

   「ひぃっ、ごめっ、ごめんなさっ……」

   　男子看也不看快哭出来的莫妮卡，只是朝安妮露出微笑。

   　男は半ベソのモニカには目もくれず、アニーにニッコリ笑いかけた。

   　然后牵起少女的手，将一颗糖果放在她手上。

   　そして少女の手を取り、そこに飴あめ玉だまを載せる。

   「多谢你为我指路，小姐。」

   「道を教えてくださり助かりました。お嬢さん」

   「不客气。」

   「どういたしまして」

   　面对美貌的客人，安妮露出淑女般的微笑回礼，将糖果收进口袋。

   　美び貌ぼうの客人にアニーはニッコリと淑女らしい礼を返すと、飴玉をポケットに放り込む。

   「那么，再继续打扰你们谈公事也不好，我就先告辞喽。拜拜，莫妮卡。一个月后再见！」

   「それじゃあ、お仕事の話の邪魔をしちゃ悪いから、あたしはこれで失礼するわ。バイバイ、モニカ。また一ヶ月後に！」

   　安妮挥挥手，踏着比平时更加优雅的步伐离开了小屋。

   　アニーはヒラヒラと手を振ると、いつもより淑しとやかな足取りで小屋を出て行った。

   　听着拉车的喀啦喀啦声逐渐远去，莫妮卡绝望地抬头望向眼前的男子。

   　荷車を引くガラゴロという音が遠ざかっていくのを絶望的な気持ちで聞きつつ、モニカは目の前の男を涙目で見上げる。

   　虽然他现在以长礼服与手杖拟态，但原本的他，可是身着金线刺绣长袍，手持华丽法杖的魔术师。在身后待命的女仆装美女，也不是人类，而是与他缔结契约的精灵。

   　フロックコートとステッキで擬態しているが、本来の彼は金糸の刺し繡しゆうを施したローブを身につけ、立派な杖つえを握りしめている魔術師である。背後に控えているメイド服の美女は、人間ではなく彼と契約している精霊だ。

   「好、好久不见……路易斯，先生。」

   「お、お久しぶりです……ルイス、さん」

   　莫妮卡以颤抖的嗓音开口问候，男子随即伸手按上胸口，优雅地行了一礼。

   　震える声で挨あい拶さつをすれば、男は胸に手を当てて、優雅に一礼をした。

   「是呀，好久不见了。七贤人之一——〈沉默魔女〉莫妮卡・艾瓦雷特阁下。」

   「えぇ、お久しぶりです。七賢人が一人〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット殿」

   


   　　　　＊　＊　＊

   　　　　＊　＊　＊

   


   　魔法，是行使魔力引发奇迹的术式。其中，透过咏唱编织魔术式，行使魔力的术式就称为魔术。

   　魔力を行使して奇跡を起こす魔法。その中でも、詠唱によって魔術式を編み、魔力を行使する術を魔術という。

   　如果是擅长行使魔力的精灵等种族，就不需要魔术式或咏唱，但人类若不透过咏唱，就无法行使魔力。

   　魔力の行使に長たけた精霊などの種族であれば、魔術式も詠唱も必要としないのだが、人間は詠唱をしなくては魔力を扱うことはできない。

   　虽然可以透过名为短缩咏唱的技术缩短咏唱时间，但还是需要几秒钟的咏唱。

   　短縮詠唱という技術で詠唱を短縮することはできるが、それでも数秒の詠唱は必要なのだ。

   　然而，却有一名天才少女，将这不可能化为了可能。

   　ところが、その不可能を可能にしてしまった一人の天才少女がいた。

   　她的名字是莫妮卡・艾瓦雷特。这位怕生到无法与人正常交谈，成天窝在山间小屋的少女，正是利迪尔王国魔术师的顶点，七贤人之一——〈沉默魔女〉。

   　名をモニカ・エヴァレット。人見知りでまともに人間と話ができず、山小屋に引きこもっているこの少女こそ、リディル王国における魔術師の頂点、七賢人が一人〈沈黙の魔女〉である。

   　莫妮卡并非现存所有魔术式都能无咏唱发动，但大约有八成的术式，她都能在无咏唱状态下行使。

   　モニカは現存する魔術式の全すべてを無詠唱にできるわけではないが、およそ八割程度の術を無詠唱で行使することができる。

   　魔术师最大的弱点，就是咏唱中会变得毫无防备。如此一来，咏唱时间在战场上会如何左右生死，相信是不言自明。

   　魔術師の最大の弱点は詠唱中に無防備になること。ともなれば詠唱時間が戦場において、いかに生死を左右するかは言うまでもない。

   　上级魔术师中，虽然也有人透过短缩咏唱将咏唱时间减半，但能够无咏唱发动魔术的人，放眼全世界就只有莫妮卡一个。

   　上級魔術師の中には、短縮詠唱を使って詠唱時間を半分にする者もいるが、それでも無詠唱ができる者は世界でもモニカ一人しかいない。

   　正因如此，莫妮卡・艾瓦雷特才会在两年前，以年仅十五岁的弱冠之龄获选为七贤人。

   　だからこそ、モニカ・エヴァレットは今から二年前、弱冠一五歳にして七賢人に選ばれたのだ。

   　这位天才少女，之所以会习得无咏唱魔术，原因其实非常单纯明快。

   　そんな天才少女が、無詠唱魔術を習得するに至った経緯は、実に単純明快である。

   　因为莫妮卡是个超级怕生又容易紧张的人，没办法在人前好好说话。

   　超絶人見知りであがり症のモニカは、人前でまともに話すことができなかったのだ。

   　面对安妮时还算是比较好的，一旦换成素昧平生的对象或不擅长应付的类型，她就会紧张到痉挛，连话都讲不出来。最糟的时候，甚至会呕吐或昏倒。当然，咏唱什么的就更甭提了。

   　アニーを相手にしていた時はまだましな方で、面識がない相手や苦手なタイプを前にすると、痙けい攣れんして声を発することすらできなくなる。最悪、吐くか卒倒する。当然、詠唱なんてできるはずがない。

   　距今数年前，就读魔术师养成机构的莫妮卡，曾在实技测验时因为紧张到咏唱不出来而不及格，差点遭到退学。于是莫妮卡开始思考。在考官面前会紧张到咏唱不出来，既然如此，只要不咏唱也能使用魔术就行了。

   　今から数年前、魔術師養成機関に通っていたモニカは、実技試験で詠唱ができず不合格になり、落第寸前の身であった。そこでモニカは考えた。試験官の前だと緊張して詠唱ができない。ならば、詠唱をせずに魔術を使えば良いのだ、と。

   　一般而言，这种时候应该要努力克服怕生与紧张，但莫妮卡的思考却往斜上方飞越，然后令人害怕的是，她就这么让才能开花结果了。

   　普通なら人見知りとあがり症を克服する努力をするところだが、モニカの発想は斜め上をかっ飛んでいき、そして恐ろしいことに、そのまま才能を開花させてしまった。

   　就这样，莫妮卡以丝毫称不上感动的理由，习得了无咏唱魔术，一帆风顺地当上了七贤人。

   　かくして、これっぽっちも感動的ではない理由でモニカは無詠唱魔術をマスターし、トントン拍子に七賢人になってしまったのである。

   　这正是，往斜上方努力的最终成果。

   　まさに、斜め上の努力の行き着いた果てであった。

   


   


   　本作后续内容，还请阅读目前正好评发售中的《Silent Witch 沉默魔女的秘密》。

   　この続きは現在配信中の『サイレント・ウィッチ　沈黙の魔女の隠しごと』にてお楽しみください

   
    Matsuri Isora, Nanna Fujimi 2021
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